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2.

1.本書は、主要地方道信濃信州新線道路改良事業に先

立ち、上ノ原遺跡の記録保存を目的として実施した

平成 7～ 9年度埋蔵文化財発掘調査の報告書であ

る。

発掘調査は、長野県長野建設事務所長と信濃町長と

の間で、受託委託契約を締結 し、信濃町教育委員会

が業務を実施した。

発掘調査地籍は、長野県上水内郡信濃町柏原上町

168、 237ほ かであり、上ノ原遺跡の範囲内に位置す

る。

発掘調査期間は、平成 7年 9月 6日 に現場作業に着

手し、平成 9年 6月 20日 に現場作業を終了した。整

理作業は平成 9年 6月 から平成18年 3月 にかけてお

こなった。報告書作成のための作業は、平成19年 2

月までおこなった。

発掘調査面積 6,500ゴ の範囲内において、旧石器時

代から縄文時代までの遺物を多数確認した。

本書に掲載 した地図は、信濃町作成の都市計画図お

よび国土地理院発行の地形図 (1/25000)を 使用 し

た。

本書で扱っている国家座標は、ことわりのない限り

2002年 以前の日本測地系 (旧測地系)である。

図 1-4、 表 1-1は長野県埋蔵文化財センター谷

和隆 (2004)の データ提供をうけ、一部訂正して使

用 した。

本書作成に至る分担は、下記のとおりである。

整理作業参加者…佐藤ユミ子、川端結花、今井美枝

子、長谷川悦子、横山真理子、万場弘子 (遺物基礎

整理、石器・土器実測、図版作成)

森先一貴、尾田識好、岩瀬彬 (石器母岩別分類、基

礎データ作成、図版作成、石器実測)

本文執筆…第 I部 中村由克

第Ⅱ部…森先一貴、尾田識好、岩瀬彬、中村由克

第Ⅲ部…中村由克、藁科哲男、森先一貴、尾田識

好、岩瀬彬

石器図版…中村由克、川端結花

編集…中村由克・森先一貴

調査によって得られた諸資料は、野尻湖ナウマンゾ

ウ博物館で保管している。出土資料の注記番号は、

次のとおりである。

上ノ原遺跡0-95UH、 96UH、 97UH

本報告書では、旧石器時代の石器は整理番号 (1～

10159)で表記する。本文中の記載、資料 1、 石器

図版のすべてに対応する。

石材名の略記号

OB黒曜石、AN安山岩 (無斑品質安山岩)、 SH頁

岩類、TU凝灰岩、CL玉髄、」A碧玉 (鉄石英)、

CHチ ャー ト、SERP蛇紋岩、SAND砂岩

石器名の略称 (石器図版で使用)

ナイフ ナイフ形石器、尖 尖頭器、尖未 尖頭器未成

品、角錐 角錐状石器、台形 台形様石器、局磨 局

部磨製石斧、打斧 打製石斧、掻 掻器、削 削器、彫

彫器、彫母 彫器母型、二次 二次加工石刃 (剥片)、

微細 微細剥離石刃 (景J片 )、 稜付 稜付石刃

なお、細石刃、細石刃核、削片、石刃、景J片 、両極

剥片、石核、敲石はそのまま表記する。
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1 調 査 に至 る経 過

野尻湖の位置する長野県上水内郡信濃町には、44ヶ 所   9月 6日 上ノ原遺跡の発掘調査に着手

の旧石器時代・縄文時代草創期の遺跡が確認されてお   10月 5日  県教委主催協議 建設事務所・町教委出席

り、中部地方でも有数の遺跡密集地として特に注目を集        平成 8年度県道等に係わる埋蔵文化財保護に

めている。平成 9年 (1997)10月 、この地域に上信越自        ついて

動車道が開通することになり、平成 2年 (1990)以 降、        当該事業に係わる保護措置 (発掘調査実施)

信濃町では緊急発掘が多 くおこなわれるようになった。        を確認

とりわけ、野尻地区と柏原地区の境界にあたる貫ノ木   12月 6日 平成 7年度発掘調査の現場作業を終了

には、信濃町インターチェンジ (IC)が設けられ、長        以降、調査記録および出土遺物整理のため、

野県埋蔵文化財センターにより大規模な発掘調査がおこ        室内作業を継続

なわれた。さらに、インターから長野側の出口にあたる   平成 8年

上ノ原をはじめ町内各所で、取 り付け道などの関連事業   4月 1日 建設事務所と信濃町の間で、平成 8年度埋蔵

が実施され、主に信濃町教育委員会による発掘調査がお        文化財発掘調査受託委託契約を締結

こなわれている。主要地方道信濃信州新線は、国道交差   4月 19日  上ノ原遺跡・大久保南遺跡の発掘調査に着手

部からさらに東狽1に延長して高速道路の柏原バスス トッ   12月 10日  平成 8年度発掘調査の現場作業を終了

プまで道路改良されることになった。                以降、調査記録および出土遺物整理のため、

主要地方道信濃信州新線道路改良事業にかかわる埋蔵        室内作業を継続

文化財保護に関しては、事業の主体者である長野建設事   平成 9年

務所と、文化財保護について調整・指導する県教育委員   3月 10日  建設事務所と町教委で協議

会、およびその実務を担当する町教育委員会との間で、        当該事業に係わる平成 9年度保護措置 (発掘

次のとおり協議等を実施し、埋蔵文化財の記録保存を目        調査実施)を確認

的とした発掘調査の実施に至ったものである。       4月 1日 建設事務所と信濃町の間で、平成 9年度埋蔵

文化財発掘調査受託委託契約を締結

平成 6年                        4月 8日 上ノ原遺跡の発掘調査に着手

10月 17日  県教委主催協議 建設事務所・町教委出席    6月 20日 平成 9年度発掘調査の現場作業を終了

平成 7年度県道等に係わる埋蔵文化財保護に        以降、調査記録および出土遺物整理のため、

っぃて                         室内作業を継続

当該事業に係わる保護措置 (発掘調査実施)

を確認                    平成 7～ 9年度は、信濃町においては高速道関連の、

平成 7年                        周辺道路網の整備などによる公共事業や民間事業があい

4月 4日 建設事務所より埋蔵文化財発掘の通知 (文化   つぎ、町教育委員会が担当する埋蔵文化財の発掘調査は

財保護法第57条 ノ3第 1項)         ひきつづき膨大な量を抱えていた時期であった。このた

4月 17日  町教委より埋蔵文化財発掘調査の通知 (文化   め、信濃町教育委員会では長野県教育委員会文化課とも

財保護法第98条 ノ2第 1項)         相談し、現地における埋蔵文化財調査を最優先 し、整理

5月 8日 建設事務所と信濃町の間で、平成 7年度埋蔵   事業を次年度以降に送る方針をとり、なんとか上ノ原遺

文化財発掘調査受託委託契約を締結       跡をはじめとする遺跡調査を遂行することができた。

5月 25日  大久保南遺跡の発掘調査に着手         整理作業は、平成 9年度からはじめられた。
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発掘調査 (平成 7年度～ 9年度)

調査委託業務 (受託者)

信 濃 町 長 大草 忠和

調査主体者 信濃町教育委員会

教 育 長    片山 幹威 (平成 7年度)

小林 一盛 (平成 8年度～
)

事 務 局 信濃町教育委員会

総務教育課 課長 若月 英雄

北村 敦博 (平成 8年度～
)

総務教育係 係長 松木 武夫

北村 恭一 (平成 9年度)

文化財担当者 渡辺 哲也

係 高橋  哲

池田 昭博 (平成 9年度)

調査担当者 中村由克

調査参加者

麻田紀子、池田か己子、池田せい、井沢キヨエ、石田和

子、大久保孝子、大島袈裟江、大橋孝則、荻原敬蔵、落

合春人、小日向キヨ子、片山 トヨ、金子シズイ、金子房

江、本下絹江、木下浩一、木村キミ子、黒田敏雄、小板

橋みつ江、小林栄子、小林節子、小林初子、小林正義、

小林昌子、駒村幸男、酒井千代、佐藤清子、佐藤善一、

佐藤ユキ子、佐藤幸人、佐藤儀信、渋沢ユキ子、関口

薫、高野孝司、高橋是清、竹内功、竹内智美、竹内良

子、竹内ゆき子、竹内晴江、竹内百枝、永原佐智子、中

村昭子、中村貞子、中村浪江、中村フサ子、中村 リウ

子、東 貢、平塚せつ子、藤原伊久栄、深沢政雄、松岡

さとみ、巻柄恵子、松本由美子、宮川朝子、村田達哉、

山田啓子、吉川栄子、小林ヨシエ、松沢友二、寺田みと

江、寺田義則、若月ケサノ、藤田桂子、菅谷澄子

記録 :今井美枝子、佐藤ユミ子、万場弘美、長谷川悦

子、横山真理子、高橋 哲

整理作業・報告書作成 (平成11年～ 19年度)

調査主体者 信濃町教育委員会

教 育 長    小林 一盛 (～ 11年 1月 )

小林 豊雄 (11年 2月 ～
)

事 務 局

総務教育課 課長 北村 敦博 (～ 12年 3月 )

佐藤謙一郎 (12年 4月 ～16年 3月 )

係長 北村 恭一 (～ 13年 3月 )

丸山佳代子 (13年 4月 ～15年 3月 )

羽入田千恵子に5年 4月 ～16年 3月 )

係 池田 昭博 (～ 12年 3月 )

生涯学習課 課長 桜井 博一 (16年 4月 ～18年 3月 )

係長 伊藤  均 (16年 4月 ～18年 3月 )

教育委員会 次長 静谷 一男 (18年 4月 ～
)

係長 丸山 茂幸 (18年 4月 ～
)

文化財担当者 渡辺 哲也 (12年 4月 ～)

調査担当者    中村 由克

整理作業参加者

佐藤ユミ子、今井美枝子、長谷川悦子、横山真理子、万

場弘子、徳脇恵美子、菅谷澄子

川端結花、森先一貴、尾田識好、岩瀬彬、張竜俊、三浦

知徳、戸谷邦隆、中村尚史

発掘調査、整理、報告書作成では、次の方々より多大

なご指導、ご援助をいただいた (敬称略)。

赤羽貞幸、有本雅己、安斎正人、石塚二侍子、市川桂

子、内田陽一郎、大竹憲昭、小笠原永隆、小熊博史、小

野昭、織笠昭、織笠明子、国武貞克、熊井久雄、近藤洋

一、酒井潤一、佐藤宏之、佐藤雅一、沢田敦、白石浩

之、菅沼亘、須田良平、須田富士子、須藤隆司、諏訪間

順、関本真一、谷和隆、張龍俊、立木宏明、堤隆、鶴田

典昭、土橋由理子、中沢道彦、中島英子、中島庄一、中

村敦子、中村雄樹、西井幸雄、野口淳、花岡邦明、深澤

哲治、麻柄一志、宮下健司、綿田弘実、渡辺哲也、山田

晃弘、山本克、三浦知徳

英文校閲 :Derek Hurst(信濃中学校 )

2 調査体制
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平成 7年 (1995)

9月 6日 上ノ原遺跡の発掘調査に着手、 トレンチ試掘

調査 12M、 12R区

9月 30日  グリッド杭設置 12R、 12Q区

10月 2日 礫群の発掘開始

10月 9日 遺物測量、取 り上げ

11月 3日 小野昭氏、古地磁気分析試料採集

11月 6日  拡張区の表土剥ぎ

11月 13～ 16日  礫群平面図作成、その後断面記載

11月 19日  上ノ原遺跡現地説明会

12月 5日  記録、測量、遺物取 り上げ完了

12月 6日 平成 7年度の発掘調査の現場作業を終了、シ

ー トかけ、現場撤収

平成 8年 (1996)

2月 3～ 4日  長野県旧石器文化研究交流会で成果の中

4月 19日

4月 22日

4月 25日

5月 11日

間発表

現場設置

発掘作業開始、一部地域の雪かき

赤線道路部分より石器集中部を確認

隣接する大久保南遺跡の補足発掘に平行して

着手

5月 24日  拡張区の伐採、土砂運搬

8月 2日 赤線道路付近の石器集中部の遺物・礫群分布

図作成

9月 11日 重機による深掘 り地質調査

9月 14日 第四紀総合研究会による上ノ原遺跡の地層巡

検

10月 15日  写真撮影

10月 24日  成果の記者発表

11月 7日  12V区上Ⅱ最下部層準の掘 り下げ調査

11月 19日  12V区 の地質壁面図作成完了

11月 22日  国道交差部付近の表土剥ぎ、試掘開始

12月 10日 平成 8年度発掘調査の現場作業を終了

平成 9年 (1997)

2月 1～ 2日 長野県旧石器文化研究交流会で成果の中

間発表

4月 8日 上ノ原遺跡の発掘調査を開始

4月 23日  国道交差部付近の表土景Jぎ

6月 3日 地質記載

6月 20日  平成 9年度発掘調査の現場作業を終了、発掘

現場を引き渡す

3 調査経過

4 調査方法

1)調査区の設定と発掘方法

最初におこなった用地内の表面調査の結果、上ノ原遺

跡の範囲内は、丘陵を直交する方向で横断しており、高

台となっている緩斜面には、遺物の散布が広く認められ

たので、ほぼ全面的に発掘対象地となった。

調査区中央の丘陵頂上付近は、遺物が多かったので全

面発掘とし、まず、用地の北側端にそって約50cm幅を基

準に、東西方向に試掘溝を手掘りで掘削した。その後、

遺物の出土の有無を見ながら発掘範囲を決めていった。

東裏の低地にむかう東側の急斜面部は、試掘確認をお

こなうこととした。試掘確認をおこなう場所は、約 lm

幅を基準に、グリッドにそった南北―東西方向に試掘溝

を手掘りで掘削した。

2)グ リッドの設定と呼称法

グリッドの設定にあたっては、国家座標 を基準 とし

て、長野県埋蔵文化財センタ‐によるグリッド設定に

準 じた大区分をおこなった。200m× 200mを 1大区画と

し、さらに40m× 40mの中区画に分割し、北西から南東

へAか らYま での大文字アルファベットを用いた。さら

に、40mの 中区画以下は、信濃町独自に5m× 5mの 64

区画に細分し、西から東にAか らH、 北から南に 1か ら

8の番号を付 し、「Al」 といった小区画名をつけた。

したがって、上ノ原遺跡の調査地となった場所は、

北東側から12L、 12M、 12N、 12Q、 12R、 12U、 12V、

12W、 14A、 14Bの 10大区画にまたがっている。
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B 発掘位置

図 1-2 上ノ原遺跡発掘位置

A 発掘位置

C 試掘位置
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信濃町は長野県北部にあり、新潟県境に接する。町域

は東西に3つの地形に区分される。東部は、第三紀鮮新

世～第四紀前期更新世の砂岩・泥岩などの堆積岩が分布

するなだらかな基盤山地である。これらの上位を斑尾山

起源の安山岩類が被っている。野尻湖はこの基盤山地の

中に位置している。

西部には、中・後期更新世の飯縄山、黒姫山の火山岩

類がつくる火山地形が分布 している。飯縄山の東麓から

野尻湖の南方には、緩やかな地形の丘陵地がひろがる。

これらの丘陵地は、上述の野尻湖のまわりの小起伏面と

あわせて、鼻見面ないし鼻見面群とされたもので、中期

更新世の飯縄山・黒姫山等の火山活動以前に形成されて

いた侵食平坦面であると思われる。

これら東西の山地に挟まれた中央部には、水田や集落

が分布する低地帯がひろがっている。丘陵は後期更新世

の泥流堆積物などからなり、段丘は後期更新世の湖沼・

河川堆積物からなり、低湿地は後期更新世末から完新世

2 歴 史 的環境

信濃町は長野県から新潟県にぬける交通路に位置し、

近年では北国街道や信越本線、国道18号線、上信越自動

車道といった内陸側と日本海側をむすぶ主要幹線路が通

過している。このような交通の要所となった背景には、

黒姫山などの第四紀火山と野尻湖のまわりの基盤山地と

のあいだに形成された、山間地では比較的珍しい平坦地

が高原状に続 く地形的特徴によるものである。このた

め、起伏の少ない峠越えの通路となっており、また、信

州の中心地である長野盆地や上田盆地から最短距離で日

本海 (上越市)に通じる路線として、古 くから利用され

てきた。

信濃町には現在、173ヶ 所の遺跡が知られている。こ

の大半が、信濃町中央部の低地帯と東部の基盤山地の中

の丘陵上や谷沿いに分布する。これらの遺跡は、旧石器

時代中期から中世・近世に至るものであるが、その時代

にかけての湖沼・河川堆積物からなっている。

黒姫山東麓と野尻湖を源とする信濃町北部の山桑川、

赤渋川、池尻川は関川水系に属 し、北方に流下 して上越

市で日本海に注 ぐ。一方、長野市戸隠を源とする′鳥居川

は、黒姫山と飯縄山の間を東に流れ、信濃町古間で南東

から南に方向を変えて、長野市豊野町で千曲川に合流す

る信濃川水系に属す。これら両水系の分水嶺は、信濃町

柏原の低地ないし丘陵地の中に位置するため、信濃町の

中央部にはなだらかな高原地形がひろがっている。

北側の妙高高原町との境界部には、関川が流れ深い谷

をつくっている。

主要地方道信濃信州新線道路改良事業は、信濃町中央

部の柏原地区の低地から丘陵地に計画されたものであ

る。おもにこの地域には、後期更新世の黒姫山起源の火

山流下物の上に′鳥居川の段丘や湖成層が分布 し、野尻ロ

ーム層などの風化火山灰層が堆積 している。

□ 1

111111112

囮ヨ4

■16

匡ヨ9

隧ヨ3

歴]5
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匡ヨ8

ξ

凡

地質・地理的環境
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図 1-3 信濃町中央部の地質 (中村1988)





番号 遺跡名 所在地

旧
石
器

　

〓

縄
文
　
　
一〇

弥
生
　
　
〓

吉
墳

　

　

〓

奈
良
平
安

一〇

中
近

世

　

〓
慶 沢 A 百 海 B屋 沢

慶沢B 古海・慶沢 ○ ○

滝屋A 古海・滝屋 ○

滝屋B 古海・滝屋 ○

滝屋C 古海・滝屋 ○ ○

滝屋D 古海口滝屋 ○

林 畔 古海・林畔 ○ ○

花 ヶ入 古海・花 ヶ入 ○ ○

古海城跡 古海・城 ノ腰 ○

1 格倉城跡 古海・菅j ○

管川A 古海・菅リ ○

1 管川B 古海・菅リ ○ ○

1 寺窪 古海コ菅リ ○ ○

1 舟瀬 野尻 口舟瀬 ○ ○

1 桐久保 古海・市川桐久保 ○ ○

1 丸木舟出土地 古海`市川桐久保 ○

1 山手 熊坂・山手 ○

1 赤川・赤川城跡 野尻 口赤川 ○ ○ ○

1 大本道A 野尻・大本道 ○

大本道B 野尻・大本道 ○

大本道C 野尻・大本道 ○ ○

小本道 野尻・小本道 ○

野尻城跡 野尻・城帰 ○

家老路城跡 野尻・家老路 ○

城帰 りA 野尻・城帰 ○ ○ ○

城帰 りB 野尻・城帰 ○ ○

樅ヶ崎 野尻・家老路 ○ ○ ○

旧野尻湖中学校 野尻・舟場 ○ ○

杉久保 野尻・舟場 ○ ○ ○

琵琶島 野尻・琵琶島 〇 ○ ○ ○ ○

立が鼻 野尻・海端 ○ ○

海端 野尻B海端 ○ ○ ○ ○

川久保 野尻・り|1久保 ○ ○ ○ ○ ○

土橋稲荷 野尻・土橋 〇

小丸山・土橋城跡 野尻“り|1久保 ○ ○ ○

向新田A 野尻・高山・五輪 ○ ○ ○

向新田B 野尻 口土橋 ○ ○

雨 池 野尻・高山 ○

清明台 野尻・高山 ○ ○

仲 町 野尻・一杯清水・上町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

神山北 野尻・ネ申山 ○ ○

狐久保 野尻・狐久保 ○ ○ ○ ○

神山A 野尻・ネ申山 ○ ○ ○ ○

神山B 野尻・ネ申山 ○

神山C 野尻・ネ申山 ○

照月台 野尻・滝沢 ○ ○

貫ノ木 野尻・貫ノ木 ○ ○ ○ ○

星光山荘A 野尻 口下山桑 ○

下山桑A 野尻 口下山桑 ○

下山桑B 野尻・下山桑 ○

下山桑C 野尻 B下 山桑 ○

下山桑D 野尻・下山桑 ○

駒 爪 野尻・高沢 ○

上山桑A 野尻 口上山桑 ○ ○

上山桑B 野尻 `上 山桑 ○

瑞穂A 野尻・瑞穂 ○ ○ ○

瑞穂B 野尻・瑞穂 ○

大久保A 柏原・日向 ○ ○ ○ ○

大久保 B 柏原・日向 ○

大久保C 柏原・中山 ○ ○

大久保南 柏原・向山 ○ ○

西岡A 柏原・西岡 ○ ○

西岡B 柏原・西岡 ○ ○

毛無 柏原 B毛無 ○

上ノ原 柏原B上 ノ原 ○ ○ ○

緑ヶ丘 柏原B毛無 ○ ○ ○

野尻湖団地 柏原・′lヽ丸山 ○ ○

小丸山公園 柏原 口′lヽ丸山 ○ ○ ○ ○

役屋敷 柏原・役屋敷 ○ ○ ○

東裏 柏原 口東裏 ○ ○ ○ ○ ○

裏ノ山 柏原 口裏ノ山 ○ ○

伊勢見山 柏原 口裏ノ山 ○

東裏城跡 柏原 口東裏 ○

柴 山 柏原 口柴山 ○ ○

熊倉 柏原 口堰下 ○ ○

新田川 柏原 口新田川 ○

五輪堂 柏原 口五輪堂 ○ ○

仁之倉A 柏原・仁之倉 ○ ○ ○

仁之倉B 柏原・仁之倉 ○

仁之倉南 柏原・黒姫山 口用水端 ○ ○

長水A 柏原 日長水 ○ ○

長水B 柏原 日長水 ○

鳥居川第二発電所 柏原・西原 ○

上 島 古間・上島 ○

柳 原 古間・柳原 ○ ○

―里塚 古間・―里塚 ○ ○ ○

陣場A 占間・瞳場 ○ ○

表 1-1 信濃町の遺跡一覧 (信濃町教育委員会 )

番号 遺跡名 所在地

旧
石
器
　
〓

縄
文
　
　
〓

椰
生

　

　

〓

百
墳
　
　
〓

奈
良
平
安

一Ｕ

中
近

世

　

〓
陣 場 b

小古間 古間・久根添 ○

清水東 古間 `清水東 ○ ○ ○

清水尻 古間口清水尻 ○

吹野原A 古間 口吹野原 ○ ○ ○

吹野原B 古間 `吹野原 ○ ○

山根 富濃・山根 ○ ○ ○

古間支館裏 古間・下島 ○

大平A 富濃・大平 ○ ○ ○

大平B 富濃・大平 ○ ○ ○

針ノ木 富濃 口針ノ木 ○ ○ ○

砂間 富濃 =西 原 ○ ○ ○

琵琶 ヶ崎 富濃 口西原 ○ ○

宮沢 富濃 口宮沢 ○

諏訪ノ原 富濃・諏訪ノ原 ○ ○

美野里 富濃・諏訪ノ原 ○ ○

日向林A 富濃 口日向林 ○

日向林B 富濃 口日向林 ○ ○ ○ ○

七ツ栗 富濃 口七ツ栗 ○ ○ ○ ○

普光田 富濃・普光田 ○ ○

庚申堂 富濃 口庚申堂 ○

西久保 富濃 口水穴 ○

1 水 穴 富濃 口水穴 ○

大 日向A 富濃 口大 日向 ○

1 大 日向B 富濃・大日向 ○

1 富濃原 富濃・原 ○ ○

1 割ヶ岳城跡 富濃・城山 ○

1 滝 沢 富濃 =滝沢 ○

1 東 原 富濃 口東原 ○ ○

1 鳴沢 富濃 "鳴沢 ○

1 南原A 富濃「南原 ○

1 南原B 富濃・南原 ○

乙原 富濃・南原 ○ ○ ○

中村 富濃・中村 ○

目細A 富濃・目細 ○

目細 B 富濃 ロロ細 ○

薬師岳城跡 富濃 口舟岳山髪櫛 ○

舟 岳 富濃 口成仏 ○ ○

向ノ原 富濃 口向ノ原 ○

塞ノ神 富濃 口塞ノ神勘蔵 ○ ○

勘蔵 富濃・勘蔵 ○

戸草城跡 富濃・福沢 ○

戸草 富濃・清水 ○ ○ ○

正徳寺 荒瀬原 日正徳寺 ○ ○ ○

荒瀬原原 荒瀬原 口原 ○ ○ ○

大原 荒瀬原・大原 ○

則心院裏 荒瀬原・山神 ○

石原 荒瀬原・石原 ○ ○ ○

幣塚 富濃 口荒瀬原 口幣塚 ○

月影 荒瀬原 口月影 ○

北ノ原A 平岡 口北ノ原 ○

北ノ原B 平岡 口北ノ原 ○ ○

宮原 平岡 口宮原 ○ ○

丸 山 平岡 口丸山 ○

北山道 平岡 田北山道 ○

御 料 平岡 口裏屋敷添 ○ ○

向原 平岡 日向原 ○ ○

丸谷地 穂波・丸谷地 ○ ○ ○

大道下 穂波・原 日大道上・大道下 ○ ○ ○

落影 (五厘山 ) 穂波 口五厘山・峰 口古道畑 ○ ○

上の山 穂波 =上 の山 ○

北中島 穂波 口北谷地 ○

中島 穂波・嶋崎・中畦 ○ ○

辻屋 穂波・南平・道下 ○ ○

宮ノ腰 穂波・腰巻 口南原 ○ ○ ○

冨ヶ原 I 大井 口富ヶ原 ○

冨ヶ原 I 大井・富ヶ原 ○ ○

冨 ヶ原Ⅲ 大井・富ヶ原 ○ ○

冨 ヶ原Ⅳ 大井・富ヶ原 ○

冨 ケ原 V 大井・富ヶ原 ○

冨ヶ原Ⅵ 大井・富ヶ原 ○

冨ケ原Ⅶ 大井 =富 ヶ原 ○

北信 大井 口霊仙寺 ○ ○ ○

繕場 大井 口繕場 ○ ○

七 滝 大井・霊仙寺 ○ ○

カジカガワ 大井 ロカジカガワ ○ ○ ○

霊仙寺跡 口霊仙寺 大井 口家添 ○ ○

石橋 大井 口西谷地 〇

市 道 大井 口市道 ○

高山 大井 口高山 ○ ○

清水久保 大井 口向原 ○ ○

長 山 大井 日長山 ○ ○

宮浦B 大井 日長山 ○ ○

種 池 柏 原 ○

星光山荘B 野尻・下山桑 ○ ○

大平C 富濃・諏訪原 ○ ○
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表 1-2 野尻湖周辺遺跡調査一覧 1

年  度 野尻湖の発掘 信濃町の発掘 高速道関連の発掘 おもなできごと

1948 (日 召23) ナウマンゾウの化石発見

1953(昭 28) 杉久保遺跡の石器、旧石器と判明

1958(昭 33) 仁之倉遺跡 (開墾)

1962 (日召37) ☆野尻湖発掘始まる

第 1次野尻湖発掘
杉久保遺跡 ナウマンゾウ、オオッノジカ化石を発見

1963 (日召38) 第 2次野尻湖発掘 伊勢見山遺跡 (国学院大学)

杉久保遺跡

野尻湖発掘、C14年代測定と花粉分析に
よるウルム氷期の確認

1964 (日召39) 第 3次野尻湖発掘 杉久保遺跡 はじめて石器 (景J片)を発見

1965(昭 40) 第 4次野尻湖発掘 杉久保遺跡 琵琶島遺跡 ナウマンゾウの頭骨の一部を発見

1966(日召41) 杉久保遺跡 (駐車場)

1967 (日召42) 狐久保遺跡 (町道)

1973(昭 48) 第 5次野尻湖発掘 「月と星」の発見

1974 (日 召49) 74年 3月 湖底調査
74年 10月 仲町調査

1975 (日 召50) 第 6次野尻湖発掘 ビーナス像 (?)の発見

1976 (日 召51) 第 1回 陸上発掘 (仲 町)

1977 (日 召52) 仲町 (水道工事)

1978 (日 召53) 第 7次野尻湖発掘 ナウマンゾウの頭骨を発見

1979 (日召54) 第 2回 陸上発掘 (仲 町) 黒姫駅でナウマンゾウの牙を発見
仲町遺跡で縄文草創期の土抗発掘
台形状のナイフ形石器発見

1981 (日 召56) 第 8次野尻湖発掘 「ヤリ状木器」骨製スクレイパーの発見
2.4mの ナウマンゾウの牙発見

1982 (日 召57) 第 3回 陸上発掘 (仲 町、向

新田)

隆線文土器の発見

1984(昭 59) 第 9次野尻湖発掘 キルサイトの確認

1985(昭 60) 第 4回 陸上発掘 (仲 町、向

新田、照月台、貫ノ木)

大久保南遺跡 (土取 り) 向新田遺跡で細石器文化確認

1987 (日 召62) 第10次野尻湖発掘 骨製クリーヴァー発見

1988 (日 召63) 第 5回 陸上発掘 (貫 ノ木) 礫群と配石を伴う生活面を確認

1989(平 1) ☆町教育委員会の調査始まる

丸谷地遺跡 (町道)

大道下遺跡 (町道)

丸谷地遺跡で平安時代の住居跡を発掘
灰釉陶器、鎌などが出土

1990(平 2) 第11次野尻湖発掘 大道下遺跡 (会計事務所)

上ノ原遺跡 (開拓)

杉久保遺跡 (町営 トイレ)

一里塚遺跡 (町道)

丸谷地遺跡 (町道)

第11次発掘でナウマンゾウの足跡化石を

確認
上ノ原遺跡で 5基が並んだ石囲炉を発見

1991(平 3) 第 6回 陸上発掘 貫ノ木遺跡 (保養所)

大道下遺跡 (土取 り)

丸谷地遺跡 (資材置場)

赤川遺跡 (国道18号 )

陸上発掘でナウマンゾウの化石発見

1992(平 4) 貫ノ木遺跡 (保養所)

東裏遺跡 (町道)

役屋敷遺跡 (店舗)

赤川遺跡 (国道18号 )

辻屋遺跡 (工場)

貫ノ木遺跡で局部磨製石斧 4点や特殊な

尖頭器を発見

1993(平 5) 第12次野尻湖発掘 東裏遺跡 (特別養護老人ホーム)

東裏遺跡 (宅地造成)

上ノ原遺跡 (町道)

毛無遺跡 (町道)

西岡B遺跡 (宅地造成)

七ッ栗遺跡 (県道)

☆高速道建設に伴う発掘調査

始まる

日向林B遺跡
七ッ栗遺跡 東裏遺跡
貫ノ木遺跡 普光田遺跡

日向林B遺跡で石斧41点 出土
上ノ原遺跡で杉久保型ナイフ形石器多数
出土

東裏遺跡 (町)瀬戸内系の石器群が出土

東裏遺跡 (県)で「景J片尖頭器」出土

1994 (用「 6) 第 7回 陸上発掘 東裏遺跡 (町道)

七ッ栗遺跡 (県道)

日向林B遺跡 (宅地)

貫ノ木遺跡 (宅地)

北野原B遺跡 (町道)

山根遺跡 (広域農道)

高山遺跡 (ゴルフ場)

市道遺跡 (ゴルフ場)

七ッ栗遺跡 日向林B遺跡

大平B遺跡 裏の山遺跡
東裏遺跡 上ノ原遺跡
貫ノ木遺跡 西岡A遺跡

陸上発掘で後期旧石器時代初期の石器多
数発見
貫ノ木遺跡 (県 )で砥石 8点出土

山根遺跡で弥生土器が多数出土
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表 1-3 野尻湖周辺遺跡調査一覧 2

1995(平 7) 大久保南遺跡 (県道)

上ノ原遺跡 (ガソリンスタ
上ノ原遺跡 (消防署)

役屋敷遺跡 (急斜面対策)

山根遺跡 (広域農道)

市道遺跡 (ゴルフ場)

清水久保遺跡 (ゴルフ場)

上ノ原遺跡 (県道)

上ノ原遺跡 (宅地)

ド)

七ッ栗遺跡
日向林B遺跡
東裏遺跡 大久保南遺跡
上ノ原遺跡 貫ノ木遺跡
西岡A遺跡 星光山B荘遺跡

大久保南遺跡 (県)で黒曜石の石核がま
とまって出土

市道遺跡で縄文土器など24,000点 以上出
土
星光山荘 B遺跡で神子柴型石斧など出土
上ノ原遺跡 (町)で、瀬戸内系の石器が

多数出土

1996(平 8) 仲町遺跡、立が鼻遺跡で地

質調査

上ノ原遺跡 (県道)

吹ノ原遺跡 (広域農道)

山根遺跡 (広域農道)

大久保南遺跡 (県道)

七ッ栗遺跡 (町道)

大道下遺跡 (埋め立て)

東裏遺跡 (町道)

貫ノ木遺跡 上ノ原遺跡で瀬戸内系石器群が 2つ の地

層から出土

吹ノ原A遺跡で敲石群出土

山根遺跡で弥生中期の住居址が出土

大道下遺跡で縄文早期の土器が多数出土

1997(平 9) 第13次野尻湖発掘

仲町遺跡、立が鼻遺跡で地

質調査

吹野原A遺跡 (広域農道)

上ノ原遺跡 (県道)

貫ノ木遺跡 (ガスパイプ)

東裏遺跡 (町道)

上ノ原遺跡 (町道)

照月台遺跡 (店舗)

役屋敷遺跡 (駐車場)

上ノ原遺跡で砥石と石斧素材がおかれた

状態で出土

東裏遺跡で瀬戸内系の石器群が出土

照月台遺跡で基部加工のナイフ形石器が

出土

吹ノ原A遺跡で大形の石核が出土

1998(平 10) 第 8回 陸上発掘 大久保南遺跡 (個 人住宅)

上山桑A遺跡 (県道)

針ノ木遺跡 (町道)

丸谷地 (工場)

大久保南遺跡で基部加工のナイフ形石器
が出土

丸谷地遺跡で平安時代の集落を確認、縄
文早期土器が多数出土

1999(平 11) 仲町 (個人住宅)

吹野原A遺跡 (広域農道)

仲町遺跡 (国道18号 )

東裏遺跡 (町道)

☆国道18号バイパスに伴う発
掘調査始まる

貫ノ木遺跡 照月台遺跡
川久保遺跡

照月台遺跡で墓の可能性のある土墳を確
認
吹野原A遺跡と仲町遺跡で石刃製石器群
が出土

川久保遺跡で弥生土器が多数出土

2000(平 12) 第14次野尻湖発掘 吹野原A遺跡 (広域農道)

仲町遺跡 (国道18号 )

仲町遺跡 (店舗 )

仲町遺跡 仲町遺跡で細石刃文化の生活面、オオツ
ノジカの足跡化石を確認、縄文草創期の

土器が多数出土

2001(平 13) 仲町遺跡 (国道18号 )

役屋敷遺跡 (史跡整備)

仲町遺跡
吹野原遺跡 (県道)

仲町遺跡でナウマンゾウの足跡化石、オ
オッノジカの化石が出土、石器が多数出
土

2002(平 14) 東裏遺跡 (個人住宅)

役屋敷遺跡 (史跡整備)

仲 町遺跡 (除雪 ステーシ ヨ

ン)

東裏遺跡で石刃製石器群が出土、史跡小
林一茶旧宅敷地を調査、仲町遺跡でナイ
フ形石器など出土

2003(平 15) 第15次野尻湖発掘 霊仙寺遺跡 (溜 め池建設) ナウマンゾウ化石の産状を詳細に調査

2006(平 18) 第16次野尻湖発掘 清明台遺跡 (個 人住宅)
ニホンジカの足跡化石を発見

2007(平 19) 大道下遺跡 (工場店舗)

2008(平 20) 第17次野尻湖発掘 オオッノジカの化石や大型哺乳類の足跡
化石を発見

(野尻湖ナウマンゾウ博物館 編)
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には大きな特徴がある。

第 1は、旧石器時代の遺跡が野尻湖の西部から南方の

丘陵地を中心に数多 く分布することである。野尻湖西岸

を中心とする旧石器時代の遺跡群は、野尻湖遺跡群と呼

称されている。現在までに、信濃町では約40ヶ 所の遺跡

が知られている。

野尻湖立が鼻遺跡は、中期旧石器時代末の約4.8～ 3.3

万年前の遺跡で、大量のナウマンゾウ、ヤベオオツノジ

カなどの大型の哺乳動物化石とともに石器や骨器が出土

することで有名である。一般的な住居地 (集落)の要素

がみられないことから、狩猟解体場遺跡 (キ ル・ブチャ

リング・サイト)と 考えられている (野尻湖発掘調査団

1975,1997)。

仲町遺跡は、後期旧石器時代の全期間、さらに縄文時

代以降へとつながる野尻湖遺跡群のなかでの中核的な遺

跡である。

これに対 して、上ノ原遺跡、貫ノ木遺跡、東裏遺跡、

日向林B遺跡、照月台遺跡などの主要な後期旧石器時代

の遺跡は、ほとんどが丘陵地に分布 し、約 3万年前のナ

イフ形石器文化のはじめごろの段階以降に遺跡が形成さ

れたものである。

第 2は、信濃町域では、旧石器時代から引き続いて縄

文時代前期までは、遺跡の分布が多 くみられるが、縄文

前期後半の諸磯式期より後、中期になると遺跡数は急激

に減少する。この傾向は、弥生時代、古墳時代、奈良時

代とつづ く。

第 3は、ふたたび信濃町域に遺跡が増えるのは、平安

時代以降である。現在、信濃町の集落のある場所の多 く

は、平安時代の遺跡と重なっている場所があり、平安時

代以降、町内の各地に集落が形成されてきたことが推察

される。

以上のような遺跡分布の特徴がみられるが、近隣の市

町村と比較すると、旧石器時代の遺跡が多いこと、縄文

時代中期以降の遺跡が少ないこと、そして遺跡数とその

密度は近隣地区にくらべてかなり高いことが特筆され

る。

最初に記 した信濃町の交通路の要所としての特徴は、

平安時代以降、顕著になったものと思われる。延喜式

に記録 されている東山道の支路は、信濃町をとお り、

沼辺駅は、仲町遺跡が有力と考えている。町内の主要部

(野尻新町、柏原、古間、穂波の間)は、現在の国道18

号線におおむね沿って江戸時代の北国街道が通 じている

が、東山道も北国街道に近い場所を通っていたと推定さ

れる。

信濃町中央部の柏原地区には、旧石器時代以降の遺跡

が分布する。旧石器時代の遺跡 としては、東裏、裏の

山、伊勢見山、小丸山公園、上ノ原、緑 ヶ丘、大久保

南、西岡A、 西岡B、 貫ノ木などの遺跡がある。この地

区内で最初に旧石器時代遺物が採集されたのは緑ヶ丘遺

跡で、1942～ 43年 ごろ大平在住の小林斉氏が彫器を発

見し、1960年代になって森嶋稔氏、小松虔氏らに鑑定さ

れている。

1958年 には黒姫山麓の仁之倉遺跡で、町内最初の考古

学的発掘調査がおこなわれた (中村1988)。 前年の開墾

により縄文土器などが大量に出土 したことがきっかけ

で、縄文時代早期条痕文土器、前期諸磯式土器、中期堀

ノ内 正式土器、晩期佐野Ⅱ式土器などがえられている。

伊勢見山遺跡は上水内北部高校教員の小林年氏が山頂

近くの畑地から旧石器時代の遺物が出土することを確認

し、1963年 11月 に國學院大學樋口清之氏、小林達雄氏ら

によって発掘調査がおこなわれ、ローム層中に上下 2層

の石器群が出土した。

1988年 には柏原町区誌が干J行され、その一環として柏

原地区の遺跡分布調査を実施 した (中村1988)。 この結

果、上ノ原遺跡と小丸山公園遺跡が新 しく発見され、ま

た遺跡範囲が明らかとなり、野尻地区と並んで柏原地区

も旧石器時代の遺跡密集地であることが判明した。

1990年 からは、町事業や民間店舗建設で上ノ原遺跡、

東裏遺跡、役屋敷遺跡が、1993年 からは高速道建設とア

クセス道路関連で東裏、裏の山、大久保南、上ノ原、西

岡A、 西岡B、 貫ノ木などの遺跡が相次いで発掘調査さ

れ、後期旧石器時代初頭の石斧・台形石器の石器文化か

ら縄文時代早・前期および平安時代以降の遺構・遺物が

多数、発掘された。
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上ノ原遺跡は信濃町柏原地区の字上ノ原を中心 とし

て、一部、岡実、西岡、毛無などの地籍に所在する。

上ノ原遺跡は野尻湖南南西方の信濃町柏原の北部に位

置し、国道18号線にそつたなだらかな丘陵の頂部にひろ

がる遺跡である。北西一南東の長軸方向の長さが約900

m、 幅250～ 500mで、面積約330,000題 におよぶ信濃町

でも有数の面積の遺跡である。

この付近では国道18号線が標高698～ 708m前後のほ

ぼ等高線沿いに走っていて、浅間山麓の小諸市以西から

日本海の上越市までの間では、最高地点となっている。

地形は高原状の平坦地であるが、西向きの緩斜面となっ

ている。遺跡北端の旧北部高校分校跡地より南側では上

越市に流れる関川一赤川水系に属し、高校跡地より北東

傾1と 遺跡南部では、新潟市および寺泊町に流れる信濃川

一千曲川―′鳥居川水系に属 し、この遺跡付近がこれらの

分水嶺となっている。

国道沿いには住宅や店舗が建てられているが、それよ

り奥は主に畑地と一部は山林となっている。今回の第5

次調査は、主要地方道信濃信州新線が国道18号線をこえ

て上信越自動車道まで延長するためおこなわれたもので

ある。調査は、総延長約250m、 平均27m幅 で、面積は

約6,500」であった。

上ノ原遺跡では、これまで 7次にわたる発掘調査と個

人住宅の調査および高速道関連の調査等が実施されてい

る。第 5次調査の地点付近では、発掘調査はほかにはお

こなわれていない。主な調査の位置と概要は次のとおり

である。

第 1次調査 (1990)4区FGHKL農地造成 (町開発公

社)細石刃石器群         中村 (1992)

第 2次調査 (1993)6区 C～ E、 G～ I 町道信濃幹線

1号線 ナイフ形石器石器群 (杉久保系石器群)尖

頭器石器群

第 3次調査 (1995)4区 UV 信濃町消防分署出土品少

ない (旧石器時代景J片 ・縄文時代集石出土)

第 4次調査 (1995)7区 QRV信濃自動車 (ス タンド)

縄文時代草創期、旧石器時代の尖頭器石器群

中村・渡辺 (1996)

須藤氏住宅地点 (1995)8区 B個人住宅 ナイフ形石

器石器群 (黒色帯文化層) 中村・渡辺 (1996)

高速道地点 (1994・ 1995)黒色帯文化層、尖頭器石器群

土屋・谷 (2000)

土屋・中島 (2000)

第 5次調査 (1995～ 1997)12区 QRUVW 014区AB主

要地方道信濃信州新線 ナイフ形石器石器群 (杉久保

石器群・瀬戸内系石器群、上Ⅱ最下部文化層 )、 尖頭

器石器群 本報告書

第 6次調査 (1997)1区 ・2区・4区 帝国石油ガス

パイプライン ナイフ形石器石器群 (上 Ⅱ最下部・上

Ⅱ上部)、 細石刃石器群 渡辺 (2007)

第 7次調査 (1997)2区  町道大平大久保線 ナイフ

形石器石器群 (上 Ⅱ最下部・上Ⅱ上部)

中村・渡辺 (1998)

発掘地の状況

2 遺跡の地質層序

発掘地は、国道18号線に沿った丘陵地にある。調査地

は、国道交差部で標高700m、 最高地点で710m、 高速道

交差部の低地で702mであり、この丘陵は池尻川岩屑な

だれ堆積物が地下にあり、その上を水成の貫ノ木層、風

成の神山ローム層、野尻ローム層などの後期更新世の地

層が被い、さらに地表付近には真っ黒な色が特徴の柏原

黒色火山灰層が被っている。発掘地では、上部野尻ロー

ム層 Iか ら上の地層を確認した。

発掘地で標準的な層序は、12U区の深掘 りで確認され

た。

下位より20cm十 の神山ローム層、50cmの 下部野尻ロー

ム層 I、 80cmの下部野尻ローム層Ⅱ、116cmの下部野尻
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ローム層Ⅲ、29cmの 中部野尻ローム層、30cmの 上部野尻

ローム層 I、 60cmの上部野尻ローム層Ⅱ、15cm+の柏原

黒色火山灰層が、すべて風成相で欠如なく堆積 してい

る。

遺物包含層となっていたのは、下位よりやや粘土化 し

て硬質の明黒褐色風化火山灰層・黒色帯10cm、 軟質で暗

褐色の風化火山灰層・上Ⅱ最下部10cm、 やや灰色がかっ

た黄褐色風化火山灰層・上Ⅱ下部10～ 14cm、 やや明る

く黄色味がつよい黄褐色風化火山灰層・上Ⅱ上部15cm、

暗黄褐色風化火山灰層・モヤ下部 7 cm、 黒褐色風化火山

灰層・モヤ上部10～ 15cm、 黒味の強い柏原黒色火山灰

層15cm+で、柏原黒色火山灰層の約半分と表土 (耕土)

は重機で取 り去っている。いずれも礫などを一切含まな

い安定した風成堆積物の層相を示 している。

下部野尻ローム層 Iに挟まれる黄ゴマは、鳥取県大山

起源の大山倉吉軽石 (DKP)に対比され、およそ50,000

年前とされており、また上Ⅱ最下部に挟まれるヌカは、

鹿児島県姶良カルデラ起源の姶良―丹沢火山灰 (AT)

に対比され、約25,000年 前 (歴年未較正)と されている。

上ノ原遺跡のこのような層相からみて、この付近は後

期更新世から完新世にかけて比較的安定した丘陵の環境

にあったことがわかる。

3 遺物の出土状況

上ノ原遺跡第 5次調査では、旧石器時代のナイフ形石

器文化 を中心 に12,863点 (95年 :3,115点 、96年 :8,974

点、97年 :774点 )の遺物が出土した。ほとんどは上Ⅱ

上部文化層に属するものであり、上下方向への遺物の拡

散は比較的少なく、レベル的には比較的に安定した傾向

がみられる。柏原黒色火山灰層からは、縄文時代早期の

条痕文系土器などがわずかに出土している。

今回調査の出土遺物の大部分は旧石器時代のものであ

る。旧石器時代では2つの文化層が確認されている (中

村、1997)。 上層 (上 Ⅱ上部文化層)は上ノ原Ⅲ石器群

(杉久保石器群)と 上ノ原Ⅱ石器群 (瀬戸内系石器群)、

そして上ノ原ⅣA～ⅣD石器 (尖頭器石器群)の 6石器

群が出土している。

上層の上Ⅱ上部文化層の遺物は、主として丘陵頂部

付近に集中して多数のブロックが確認された。瀬戸内

系 (国府系)石器群は集中して分布する傾向があり、面

積・遺物点数とも大きく、25ヶ 所のブロックが確認され

4礫

礫群は12G・ 12R区 と12V012W区 の丘陵頂部に多 く

集中して見られる。礫が多く出土しており、またやや広

い範囲に集中度の低いものもが多く見られたため、礫群

の範囲等、調査時に完全には判断できないものがあっ

た。そのため、隣接する礫をグループ化した。

ている。杉久保系石器群の12ヶ 所のブロックは遺物密度

が前者に比べれば少ない。また、尖頭器石器群の27ケ 所

のブロックは調査区の全域に散在する。ブロックが集中

する場所の付近に多数の礫群が分布する。

下層の上Ⅱ最下部文化層は、丘陵頂部 よりやや西側

(主 に12V)に 小さなブロックが散在する。いずれのブ

ロックも点数が少なく、集中もよくない。この付近では

上層の遺物がほとんどみられないため、文化層のレベル

差約15～ 20cmほ どで上Ⅱ最下部に遺物が多 く集中して

いたことで、現場調査時点では下層の文化層が独立して

分離されると判断した。一方、上層のブロックが集中す

るそれより北東側の12R区 と12W区では、上Ⅱ上部から

上Ⅱ最下部まで連続的に数は減 りながらも遺物が出土し

ていた。この地区からは明確な下層の時期の遺物が未確

認なので、下層の遺物はなく、上層の遺物が層位的に拡

散したものと判断した。

群

礫群 1～ 68は 調査時点で設定・記録 したものであ

る。その後、整理段階で礫群69～ 96がデータ上で設定

された。ここでは、現場で記録されたもののうち、35基

の礫群の状況と礫の記載をおこなう。礫の円磨度は、

Powers(1953)を 基にした公文・立石 (1998)の 6段
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階区分による。

礫群 2: 12QF7。 南北2.6m× 東西2。Omの 範囲に16点

の礫が散在する。礫はモヤ下部にのり、モヤ上部に含

まれる。礫の最大長は11.5～ 8。 2cm、 重量は634～ 160

gである。円磨度は5円礫～ 3亜角礫で、平均円磨度

は3.67亜円礫である。割れは2点で、16点すべてが焼

礫であり、付着物は 1点に認められた。

礫群 3: 12QG4。 南北 1。9m× 東西1.2mの範囲に21点

の礫が散在する。礫の最大長は11.9～ 5.6cm、 重量は

540～ 48gで ある。円磨度は5円礫～ 3亜角礫で、平

均円磨度は4.38円礫である。割れは13点、焼礫は16点

であり、付着物は 3点 に認められた。 9点が接合 し

た。

礫群 5: 12QG8。 南北 1。8m× 東西1.2mの範囲に32点

の礫がやや集中する。礫の最大長は15。 8～ 4.3cm、 重

量は990～ 61gである。円磨度は5円礫～ 2角礫で、

平均円磨度は3.50亜円礫である。割れは17点 に認めら

れ、焼礫は19点 (う ち 3点 は強 く赤化 )、 付着物は5

点に認められた。

礫群 6: 12QH4。 南北0。8m× 東西1。Omの範囲に7点

の礫が散在する。礫の最大長は12.5～ 3。 Ocm、 重量は

407～ 14.5gである。円磨度は5円礫～ 3亜角礫で、

平均円磨度は3.38亜円礫である。割れは3点に認めら

れ、焼礫は5点である。

礫群 9: 12QH8。 南北0。65m× 東西0.55mの範囲に10

点の礫がやや集中する。礫は上Ⅱ上部にのり、モヤ下

部に含まれる。礫の最大長は11.0～ 3.9cm、 重量は560

～ 22gである。円磨度は4亜 円礫～ 2角礫で、平均

円磨度は3.10亜 円礫である。割れは 5点 に認められ、

焼礫は6点 (う ち 1点は強 く赤化)、 付着物は2点 に

認められた。

礫群14: 12QH8、 12VHl。 南北0.55m× 東西1.5mの

範囲に9点の礫が散在する。礫の最大長は12.7～ 5.3

cm、 重量は760～ 60gである。円磨度は4亜円礫～3

亜角礫で、平均円磨度は3.56亜円礫である。割れは4

点に認められ、焼礫は 5点 (う ち 1点 は強 く赤化 )、

付着物は2点に認められた。

礫群20: 12RB5。 南北0.6m× 東西0.5mの範囲に6点

の礫が散在する。礫の最大長は13.0～ 7.8cm、 重量は

450～ 144gで、 1点 は3.2cmで ある。円磨度は5円礫

～ 3亜角礫で、平均円磨度は4。0亜円礫である。割れ・

焼礫は6点すべてで、うち5点 は強い赤化を示 し、付

着物は認められない。

礫群21: 12RB5。 南北0。8m× 東西1.4mの範囲に19点

の礫がやや集中する。この範囲の東側に11。 Ocmの 大礫

2点が点在する。礫の最大長は11.5～ 3.6cm、 重量は

436～ 17.9gで ある。円磨度は 5円礫～ 3亜角礫で、

平均円磨度は3.32亜円礫である。割れは19点すべてに

認められ、焼礫は18点 (う ち 3点 は強 く赤化 )、 付着

物は4点に認められた。 3点が接合する。

礫群22: 12RB5。 南北0。4m× 東西0.3mの 範囲に9点

の礫が集中し、これよリタト側に2点が散在する。 9点

の礫の最大長は11.7～ 6.7cm、 重量は859～ 71gで あ

り、 1点のみ3.5cmの ものがある。円磨度はすべて3

亜角礫で、平均円磨度は3.00亜円礫である。 9点すべ

てが割れ礫、焼礫であり、付着物は認められない。 2

点が接合する。

礫群24: 12RB6。 南北1.lm× 東西1.2mの範囲に22点

の礫が散在する。礫の最大長は13.3～ 2.3cm、 重量は

1560～ 5。7gである。円磨度は 5円礫～ 3亜角礫で、

平均円磨度は3.36亜円礫である。割れは19点、焼礫は

20点 (う ち 1点 は強 く赤化 )、 付着物は 1点 に認めら

れる。 6点が接合する。

礫群25: 12RC5・ D5。 南北1.lm× 東西1.lmの 範囲

に15点 の礫がやや集中する。礫の最大長は10.2～ 3.4

cm、 重量は1240～ 11.5gである。円磨度は 5円礫～

3亜角礫で、平均円磨度は3.87亜円礫である。割れは

9点、焼礫は14点 (う ち2点は強 く赤化 )、 付着物は

3点 に認められる。 2点が接合する。

礫群27: 12RC6。 南北0.6m× 東西1.Omの範囲に12点

の礫が集中する。礫の最大長は18.8～ 4。 Ocm、 重量は

2100～ 22gで ある。円磨度は 5円礫～ 3亜角礫で、

平均円磨度は3.42亜円礫である。割れは11点、焼礫は

9点、付着物は 1点 に認められる。 l点が他の礫群と

接合する。

礫群36: 12VE2。 南北1.4m× 東西0。8mの範囲に18点

の礫がやや集中する。礫の最大長は14.8～ 4。 Ocm、 重

量は1780～ 20gで ある。円磨度は5円礫～ 3亜角礫

で、平均円磨度は4。0亜 円礫である。割れは11点、焼

礫は17点 (う ち 1点は強 く赤化 )、 付着物は 1点 に認

められる。

礫群39: 12VE3・ F3。 南北0。8m× 東西0.6mの範囲に
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11点の礫が散在する。うち2点は小さい。礫の最大長

は7.1～ 3.5cm、 重量は116～ 13.2gである。円磨度は

5円礫～ 4亜円礫で、平均円磨度は4.36円 礫である。

割れは 1点、焼礫は 3点、付着物は 1点 に認められ

る。

礫群40: 12VGl。 南北 1。Om× 東西0.3mの範囲に9点

の礫が点在する。礫はモヤ上部に含まれる。礫の最

大長は9。7～ 5.2cm、 重量は541～ 136gである。円磨

度は5円礫～ 4亜円礫で、平均円磨度は4。44円礫であ

る。割れは3点、焼礫は8点、付着物は4点に認めら

れる。

礫群41: 12VG2。 南北1.7m× 東西1.6mの 範囲に16点

の礫が点在する。礫は上Ⅱ上部にのり、モヤ下部に含

まれる。礫の最大長は14.3～ 4.lcm、 重量は1470～ 45

gで、これ以外に2.7cmの ものを含む。円磨度は6超

円礫～ 3亜角礫で、平均円磨度は4.13円礫である。割

れは10点、焼礫は11点 (う ち 3点は強 く赤化 )、 付着

物は5点に認められる。 2点が接合する。

礫群42: 12VG2。 南北0。4m× 東西0.2mの範囲に3点

の礫が散在する。礫は上Ⅱ上部にのり、モヤ下部に含

まれる。礫の最大長は12.0～ 3.4cm、 重量は887～ 30

gである。円磨度はすべて 5円礫である。 3点 ともに

割れ、焼礫であり、付着物は認められない。 3点が接

合する。

礫群43: 12VG2・ H2。 南北0.8m× 東西1.Omの 範囲に

8点の礫が散在する。礫はモヤ下部にのり、モヤ上部

に含まれる。礫の最大長は8.6～ 5。 lcm、 重量は361～

70gである。円磨度は5円礫～ 4亜円礫で、平均円磨

度は4.50円 礫である。割れは4点、焼礫は2点、付着

物は 1点に認められる。

礫群44: 12VG2。 南北0。7m× 東西0.5mの範囲に8点

の礫がやや集中する。礫は上Ⅱ上部にの り、モヤ下

部に含まれる。礫の最大長は11.2γ 3.6cm、 重量は681

～ 63gで ある。円磨度は4亜円礫～ 3亜角礫で、平

均円磨度は3.67亜円礫である。割れは2点、焼礫は5

点 (う ち 1′点は強く赤化)、 付着物は認められない。

礫群46: 12QH8・ 12VHl。 南北2.lm× 東西1.15mの

範囲に16点の礫が散在する。礫の最大長は16.5～ 5。4

cm、 重量は1280～ 79gで ある。円磨度は 5円礫～ 2

角礫で、平均 円磨度は3.69亜 円礫である。割れは11

点、焼礫は10点 (う ち2点は強 く赤化 )、 付着物は4

点に認められる。 3点が接合する。

礫群48: 12VH2・ H3。 南北1.5m× 東西1.5mの 範囲に

15′点の礫が散在する。礫はモヤ上部に含まれる。礫の

最大長は10。4～ 7.lcm、 重量は576～ 120gである。円

磨度は 5円礫～ 3亜角礫で、平均円磨度は4.57円礫で

ある。14点中で割れは5点、焼礫は3点 (う ち 1点は

強 く赤化 )、 付着物は2点 (う ち 1点は著 しい)に認

められる。

礫群51: 12WAl。 南北0.4m× 東西1.2mの 範囲に12点

の礫がまばらに散在する。礫はモヤ下部にのる。礫の

最大長は10.1～ 4.9cm、 重量は360～ 52gで ある。円

磨度は5円礫～ 3亜角礫で、平均円磨度は4.25円礫で

ある。割れは 6点、焼礫は8点 (う ち 2点 は強 く赤

化)、 付着物は 1点に認められる。 2点が接合する。

礫群52: 12WAl。 南北1.lm× 東西 1。 lmの範囲に10点

の礫がまばらに散在する。礫はモヤ上部に含まれる。

礫の最大長は12.5～ 5.Ocm、 重量は690～ 59gで、別

に3.2cmの ものが含まれる。円磨度は 5円礫～ 3亜角

礫で、平均円磨度は4.11円 礫である。 9点中では割れ

は6点、焼礫は4点 (う ち 1点 は強く赤化 )、 付着物

は3点 に認められる。

礫群53: 12WAl。 南北1.6m× 東西1.6mの 範囲に11点

の礫がまばらに散在する。礫はモヤ下部にのり、モヤ

上部に含まれる。礫の最大長は11.0～ 3.5cm、 重量は

401～ 24gで、円磨度は5円礫～ 4亜円礫で、平均円

磨度は4.36円 礫である。割れは9点、焼礫は7点 (う

ち3点は強 く赤化 )、 付着物は2点に認められる。他

の礫群と1点が接合する。

礫群54: 12WAl。 南北0。7m× 東西1.5mの 範囲に17点

の礫がやや集中する。礫はモヤ下部のり、モヤ上部に

含まれる。礫の最大長は13.2～ 5.5cm、 重量は975～

100gで 、別に3～ 2.2cmの もの2点が含まれる。円磨

度は 5円礫～ 4亜円礫で、平均円磨度は4.24円礫であ

る。割れは7点、焼礫は17点すべてで (う ち4点は強

く赤化 )、 付着物は8点に認められる。 3点が接合す

る。

礫群55: 12WAl・ A2。 南北0.3m× 東西0.35mの範囲

に5点 の礫がまばらに集中する。礫はモヤ下部にの

り、モヤ上部に含まれる。礫の最大長は9。4～ 4.4cm、

重量は200～ 16gで、円磨度は5円礫～ 4亜円礫で、

平均円磨度は4.2円礫である。割れは3点、焼礫は 5
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点すべてで (う ち4点 は強 く赤化 )、 付着物は2点 に

認められる。他の礫群と1点が接合する。

礫群56: 12WAl・ A2。 南北0。9m× 東西0。7mの 範囲

に 8点の礫がまばらに散在する。礫はモヤ下部にの

り、モヤ上部 に含 まれる。礫 の最大長は14.8～ 3.0

cm、 重量は1715～ 59gで、円磨度は 5円礫～ 4亜 円

礫で、平均円磨度は4.63円 礫である。割れは3点、焼

礫はなく、付着物は 1点に認められる。 2点が接合す

る。

礫群57: 14AD3・ D4。 南北1.lm× 東西0.8mの 範囲

に13点の礫がまばらに散在する。礫の最大長は10.6～

4.8cm、 重量は445～ 13.4gで 、円磨度は 5円礫～ 3亜

角礫で、平均円磨度は4.31円礫である。割れは8点、

焼礫は8点で、付着物は認められない。 5点が接合す

る。

礫群58: 14AD3・ D4。 南北0.9m× 東西0.45mの 範囲

に8点の礫が集中し、離れて 1点が位置する。礫の最

大長は10.8～ 5.5cm、 重量は250～ 70gで、円磨度は

5円礫～ 4亜円礫で、平均円磨度は4.56円 礫である。

割れ、焼礫 ともに2点であ り、付着物は認められな

い。ほかの礫群と1点が接合する。

礫群62: 14AE3・ E4・ F3・ F4。 南北0。8m× 東西1.3

mの範囲に14点 の礫が散在する。礫の最大長は18～

4.2cm、 重量は3190～ 50gで、円磨度は 5円礫～ 3亜

角礫で、平均円磨度は3.93亜 円礫である。割れは10

点、焼礫は9点 (う ち 1点は強 く赤化 )、 付着物は 1

点に認められる。

礫群63: 14AF2・ F3。 南北0。9m× 東西 1。15mの 範囲

に26点 の礫がよく集中する。礫は上Ⅱ上部にのり、モ

ヤ下部に含まれる。礫の最大長は13.9～ 5。 lcm、 重量

は1160～ 21gで 、円磨度は 5円礫～ 2角礫で、平均

円磨度は4.5円礫である。円礫を多 く含んでいること

が特徴である。割れは7点、焼礫は9点 (う ち 3点 は

強く赤化)、 付着物は8点に認められる。

礫群64: 14AF3。 南北0.3m× 東西0.4mの範囲に9点

の礫がよく集中する。礫の最大長は12.8～ 5.5cm、 重

量は700～ 70gで、円磨度は5円礫～ 3亜角礫で、平

均円磨度は4.56円 礫である。円礫を多 く含んでいるこ

とが特徴である。割れは 7点、焼礫は 9点すべてで

(う ち8点 は強く赤化)、 付着物は認められない。 5点

が接合する。

礫群65: 12VGl。 南北0.5m× 東西0。45mの 範囲に 7

点の礫が散在する。礫は上Ⅱ上部にのり、モヤ下部に

含 まれる。礫の最大長は10.6～ 6.7cm、 重量は526～

80gである。円磨度は5円礫～ 4亜円礫で、平均円磨

度は4.29円 礫である。割れは4点、焼礫は6点、付着

物は3点 に認められる。 2点が接合する。

礫群66: 12VGl。 南北1.Om× 東西0.3mの 範囲に16点

の礫が集中する。礫は上Ⅱ上部にのり、モヤ下部に含

まれる。礫の最大長は12.3～ 3.9cm、 重量は761～ 57

gである。円磨度は4亜円礫～ 3亜角礫で、平均円磨

度は3.88亜円礫である。割れは8点、焼礫は13点、付

着物は4点 に認められる。 3点が接合する。

礫群67: 12VGl。 南北1.9m× 東西1.8mの範囲に34点

の礫が一部やや集中し、まわりに散在する。礫は上Ⅱ

上部にのり、モヤ下部に含まれる。礫の最大長は10.3

～ 4.Ocm、 重量は491～ 50。6gで ある。円磨度は 5円

礫～ 2角礫で、平均円磨度は4。03円礫である。割れは

13点、焼礫は22点 (う ち 1点 は強 く赤化 )、 付着物は

9点 に認められる (う ち 1点は著しい)。
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図 1-10 上ノ原遺跡 (第 5次・県道)出土の礫の分布
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降

1

A 縄文時代早期、条痕文系土器

1 鵜ヶ島台式併行の土器

a 太沈線によつて区画されるもの

1～ 16は 、太目の沈線で欅状のモチーフで区画する

土器である。2～ 6は、内部にやや長い単位の押引文を

充填している。赤褐色で、内面には横位の条痕がみられ

る。胎土には石英、黒雲母をやや多く含み、繊維がやや

多く混入しており、器壁は11～ 12mmと 厚い。 1は、区

画がやや曲線的なモチーフのものであるが、それ以外は

2～ 6に近い。

7～ 10は、内部に短い単位の細い原体による押引文

を充填する土器である。器面は赤褐色で、胎土には繊維

が少し混入しており、器壁は8.5～ 10mmで ある。

11～ 16は、内部に短い単位でやや大きめの原体によ

る押引文を充填する土器である。器面は褐色～暗褐色

で、胎土には小石を含み、繊維をやや多 く混入 してお

り、器壁は8.3～ 10mmで ある。11は 、ゆるやかな波状口

縁の破片であり、口唇のす ぐ下には穴があけられてい

る。

17～ 24は 、11～ 16と 同様な胎土、焼成で、色調は褐

色～暗褐色であり、表裏両面に横位主体の条痕がみられ

る。

b 綱沈線によって区画されるもの

25～ 35は、細 目の沈線による区画内に、刺突文が充

填する一群である。区画文の交差部には円形刺突文があ

り、区画内の刺突文は小さく施文具が斜めに施されてい

る。段があり、無文帯になっている。器面は暗赤褐色～

暗褐色で、胎土には繊維をやや多 く含む。器壁は 9～

1lmmで ある。

36～ 48は 、25～ 35に近い胎土の表裏に条痕文をもつ

土器である。器壁は7.5～ 10mmで ある。

c 綱隆起線文によって区画されるもの

49～ 62は 、細隆起線による区画内を沈線文が充填す

る一群である。細隆起線は 2本 1組 の沈線により盛 り

上げられた部分を細隆起線とする手法をとってぃる。区

縄 文 土器

画文の上には円形刺突文がややランダムに施されてい

る。49、 50は方形の器形で、口縁には刻みが入れられて

いる。49～ 52、 57～ 61は器面が赤褐色で、胎土には長

石、黒雲母をまじえて、石英を多 く混入している。これ

らは石英が透明で、一部表面が溶解している特徴から、

火山灰中の鉱物が混入されたものと判断される。繊維を

少量含んでいる。

53～ 56は、 2段の文様帯を有 している。上部文様帯

は縦位に区画され、両側を押引により曲線状の細隆起線

が作出され、随所に円形刺突文が施されている。内面に

は横位の粗い条痕文が施されている。器面は赤褐色で、

胎土には石英主体で黒雲母、角閃石をわずかに含む火山

灰中の鉱物が多 く混入されていて、繊維を含む。

62は、53の下半部の文様帯に類似 している。

d 垂下する隆帯文によって縦位区画されるもの

63、 64は、日縁に大きな垂下隆帯文をもち、太 目の沈

線による区画内に半円形の刺突文が充填されて、区画の

交点に円形刺突文が施されている。器面は暗い赤褐色

で、胎土には石英を主体に、黒雲母、角閃石などの火山

灰起源の鉱物を多 く含んでいて、繊維をやや多 く含む。

器壁は11.8～ 13mmと 、本遺跡においてはたいへん厚手

である。

2 沈線文で格子目文をえがく土器

a 円形刺突文があるもの

65、 66は、胴中央部の無文となる屈曲によって文様帯

が分割され、上部文様帯に太沈線による区画内に同工具

による沈線文を充填し、交点に円形刺突文が施される。

無文帯の直下に円形刺突文が施され、その下位には太沈

線による格子目文が施されている。

b 格子目文をもつもの

67～ 74は、細沈線文が格子目状に施され、円形刺突

文が見られないものである。文様帯は 1段であり、無文

帯となる屈曲部によつて区画されている。内面には条痕

文が施されている。器面はやや暗い褐色～暗褐色で、胎

土には石英を主体に、黒雲母、角閃石などの火山灰起
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源の鉱物を多 く含む。繊維を有～やや多 く含む。器壁は

9.5～ 1lmmと やや厚手気味である。

3 絡条体圧痕文が施された土器

a 芋虫状の絡条体圧痕文が施された土器

75～ 81は 、芋虫状の絡条体圧痕文を口縁部に連続 し

て施したものである。75は横位に、それ以外は縦位であ

る。外面には粗い条痕が施されている。器面は褐色で、

胎土には繊維を多 く混入する粗い質の土器である。器壁

は1lmmほ どで、やや厚目である。

b 網目の絡条体圧痕文が施された土器

82～ 93は、細 目の絡条体による圧痕文を直線的ある

いはやや曲線気味に平行して施文している。器面は赤褐

色ないし褐色で、胎土には繊維を少し～わずかに含む。

器壁は7～ 9 mmで あり、本遺跡においてはやや薄目であ

る。内外面に条痕が施されている。

B 縄文時代前期

1 黒浜式併行の土器

a 爪形文、平行沈線文による土器

94は、平口縁で、日縁付近がごくわずかに内椀する土

器で、内側竹管と外側竹管の爪形文を交互に5列入れた

平行沈線文を横位に帯状にめぐらす土器である。地文は

単節 LRの原体を交互に回転 した羽状縄文である。

95は、上下に内側竹管の爪形文を横位にめぐらした土

器であり、地文は単節RLの原体を交互に回転した羽状

縄文である。

96は 、連続爪形文を縦位に施した土器で、地文は単節

RLの原体を回転 した羽状縄文である。褐色～暗褐色

で、胎土に繊維を含み、器壁は7.2～ 8.8mmで ある。

b 平行沈線文と列点状刺突文をもつ土器

97～ 101は、平行沈線文を縦位、横位、斜位に入れ、

小さな列点状刺突文を横位、縦位に施した土器である。

褐色で、胎土に繊維をごくわずかに含み、器壁は 6～

7.8mmで、薄手である。

2 諸磯 a式併行の土器 肋骨文、平行沈線文をえがく

土器

102～ 106は、やや湾曲する平口縁の土器で、体上部

に半裁竹管による平行沈線文で曲線的な肋骨文を描き、

日縁および月同部との境に爪形文列をめぐらし、縦線に円

形竹管文の刺突文列を施した土器である。下半部の地文

は単節 RLの斜縄文である。濃褐色～黒褐色で、器壁は

6.7～ 8。 Ommで ある。

3 諸磯 b式併行の土器

107は 口縁に半裁竹管による連続爪形文をめぐらせ、

その下に平行沈線文で木の葉文を描いて、その上に刻み

列を入れた土器である。赤褐色で、器壁は6.0～ 7.Ommで

薄手である。

4 諸磯 a式、 b式にともなう縄文土器

108、 109は、単節 RLの原体をまばらに回転 した土器

である。赤褐色～黒褐色で、器壁は5.4～ 7.3mmで 薄手で

ある。

110、 111は、平底の底部で、半裁竹管による連続刺突

文の下に、単節RLの原体をまばらに回転 した土器であ

る。よく磨かれており、赤褐色～黒褐色で、器壁は6,0

～ 7.Ommで やや薄手である。

5 諸磯 c式併行の土器

112は 、結節状浮線文を横位に2列配され、地文は集

合沈線文により上半部には横位に、下半部は縦位につけ

られている。

113は 、結節状浮線文を縦位に5列以上に配され、地

文は縦位に集合沈線文が入れられている。褐色～暗褐色

で、器壁は7.7～ 9.2mmである。

C 信濃町における鵜 ヶ島台式併行の土器様相

上ノ原遺跡では条痕文土器の鵜ヶ島台式土器がまとま

って出土した。信濃町では、この時期の土器が出土して

いるのは、上ノ原遺跡 (第 5次)と 丸谷地 (1999)、 上

山桑 A(2004)、 役屋敷遺跡 (2007)で ある。これらの

中では上ノ原遺跡が最も数量的にそろっていて、従来、

野尻湖周辺でよくわからなかった鵜ヶ島台式土器の様相

がおぼろげながら明らかになってきた。

表 1-4、 表 1-5に各遺跡の鵜ヶ島台式土器の区分

を示 し、図 1-16～ 1-20に 土器拓本を示す。
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2 縄文時代 の石器

縄文時代の石器がわずかに出土している。        特殊磨石 : 特殊磨石は34点 ある。砂岩が4点、安山岩

石鏃 : 20点 あり、ほぼ完形のものが10点、破損品が10    が30点である。

点である。基部が凹基で、扶りが浅いものが5点、扶   磨石 : 磨石が86点 あり、その他破片が見られる。砂岩

りが普通のものが8点、不明なものが4点、基部が尖    が20点 で、そのほかはすべて安山岩である。棒状のも

基のものが2点である。石材は、黒曜石製が13点、珪    のが8点ある。

質頁岩製が3点、無斑品質安山岩製が 3点、チャート   凹石 : 凹石が 4点 ある。砂岩 1点、安山岩 3点であ

製が 1点である。                    る。いづれも楕円形の磨石と兼用したものである。

掻器 : 黒曜石製の拇指

'大

掻器が 1点ある。        石皿状礫 : 石皿状礫が8点あり、いづれも安山岩であ

磨製石斧 : 蛇紋岩製の磨製石斧破損品が 1点ある。     る。

3 中世以降の遺構・ 出土品

砥石 : 3点あり、安山岩 1点、凝灰岩 2点である。時    12VE5グ リッドで検出された。長軸端には幅・長さ1

代は不明である。                    mの 突出部がみられた。内部には炭が多 く入ってい

炭窯 : 3.5× 2.5mの 長方形のプランの炭窯 1基 が、    た。近現代のものと推定される。
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第 1部では調査時の遺物出土状況の認識を最優先にし

た。したがって限りなく調査時そのままの情報の記述・

報告を中心に行ったが、第 2部では石器の技術形態・接

合関係・母岩分類・平面分布を手がかりに、本遺跡以外

の旧石器に関する情報も考慮しながら、出土した旧石器

時代遺物の再構成を行った。

まず基礎整理段階では次の作業を行った。最初に出土

石器の水洗・注記を行い、つづいて器種分類・石材分

類・母岩分類を済ませた後に、これを調査時の出土位置

データに対応させて入力 し、基本台帳を作成 した。ま

た、図化 した主要石器に関してはその法量を計測 して台

帳入力 した。これらの作業に並行 して接合作業を行い、

得られた接合情報を台帳に加えるとともに、接合資料一

覧表を作成した。その後、黒曜石産地推定分析を行う機

基礎 整理

会があったため、このデータを充填 して基本台帳を完成

させた。接合作業の時間的制約から接合資料は十分な数

量を得られていない可能性 も否定できないが、これにつ

いては別の機会に責を果たしていきたい。礫について

は、礫群構成礫の場合、その法量・円磨度・割れ・焼

け・付着物・石材に関する観察データを入力 した台帳を

作成した。したがって礫群と認定されなかったものにつ

いては詳細な記述ができなかったが、位置データを記載

している。礫の接合情報も本台帳に入力している。

資料の図化については、狭義の製品石器に限定しても

相当な量があるため、すべてを提示することは不可能で

あったが、主要な石器1031点 を個別に図化 した。接合資

料に含まれる個別石器を含めると1200点 以上になる (全

旧石器時代遺物の約10%)。

発掘調査での所見どおり、整理の初期段階から本遺跡

出土石器はいくつの石器群にグループ化できることがわ

かつていた。指標的石器の内容からみて、資料の大半を

尖頭器石器群・杉久保石器群・瀬戸内系石器群
(D・

ナイ

フ形石器/台形様石器石器群の4グループにまとめるこ

とが可能であると予想された。しかしこれらの石器群は

相互に重複 して分布 しており、また本遺跡の層厚を勘案

すれば単純に層位情報に基づいてその帰属を決定するこ

とは困難である。そこで整理作業における石器群の設定

は以下の手順で行った。

①安山岩をのぞく黒曜石・頁岩・玉髄・チャー ト・碧

玉については、その帰属を母岩単位で決定した。

②帰属の決定の基準は、主として母岩別資料の技術形

態学的特徴および分布に拠った。

③安山岩は母岩別分類が極めて困難であり、また時間

的制約のため、接合資料も十分得られているとはい

えない状況であつた。したがつて、安山岩について

はすべての資料中から尖頭器製作にかかわると考え

られる調整景J片類・石核・製品石器を、杉久保石器

群にかかわると考えられる石刃・石刃核・製品石器

を、ナイフ形石器/台形様石器群にかかわると考え

られる製品石器を抽出し、さらに分布を勘案して帰

属判定を行った。ただしこれで判断できないものに

ついてはすべて安山岩が構成主体となる瀬戸内系石

器群へ帰属させざるを得なかったが、大勢に影響は

ないと思われる。なお、このため安山岩母岩に限っ

ては複数の石器群にまたがって同じ母岩番号のもの

が存在する。

以上の手順に基づいて出土旧石器遺物を時期・系統の

異なると考えられるグループ (石器群)に区分 した。具

体的には以下のとおり4つの石器群を設定 した。

①上ノ原 I石器群 :後期旧石器時代前半期石器群

総点数241点。台形様石器・石刃製ナイフ形石器お

よび局部磨製石斧等に特徴づけられる石器群であ

る。

②上ノ原Ⅱ石器群 :瀬戸内系石器群

石器群のグループ化
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総点数3157点。安山岩の多用と、横打景J片製ナイフ

形石器・鋸歯縁削器・円形掻器を特徴とする石器群

である。

③上ノ原Ⅲ石器群 :杉久保石器群

総点数1182点 。頁岩・黒曜石・安山岩を用い、石刃

製の基部加エナイフ形石器 (基部加工尖頭形石刃石

器)や神山型彫器をはじめとする多様な彫器を主要

器種とする石器群である。

④上ノ原Ⅳ石器群 :尖頭器石器群

総点数3106点であるが、その内容は多様であり、さ

らに4細別した (Ⅳ A～ D)。 黒曜石を主体に片面

調整尖頭器や小形掻器を特徴とする石器群、頁岩製

の中・大形尖頭器を主とする石器群等があるが、詳

しくは後述する (第 3章 5～ 7節 )。

これらのほかに、ごく少量の細石刃関係の資料、珪質

頁岩製の小形ナイフ形石器を特徴 とする資料、数点の帰

属不明資料があったが、これは「その他の石器群」 (計

23点 )と して一括報告する (第 8節 )。 石器群全体の器

種組成・石材組成を表 2-1・ 2-2に示 しておいた。

なお砕片については母岩判別を行えないものがほとんど

であったため、以上の作業の対象外とした。砕片はブロ

ックごとの石器製作作業の遂行度合いに関する情報を得

る材料として、各石器群の解説の最後に提示する。

また本遺跡からは多量の礫が出土している。層位情報

に頼ることができないうえ、技術的情報も得 られない礫

資料については、その帰属を明確な根拠をもって判断す

ることはほとんど不可能に近いといえる。分布に基づい

て考えれば、大半がいわゆる瀬戸内系石器群に帰属する

ようであるが、詳細は後述する (第 4章 )。

表 2-1 上ノ原遺跡第 5次調査 石器群別器種組成表
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剥

片

石

核

原

石

敲

石

計

上lI 20 242

上 Ⅱ 163 142 46 2650 132 3157

上 Ⅲ 38 95 34 393

上ⅣA 52 20 1931

上ⅣB 321

上ⅣC 22 544

上 ⅣD 1 90 99

その他

小計 215 123 63 168 481 29 140 5431 245 7619

砕片 2540

小計 10159

礫 2903

総計 13062

表 2-2 上ノ原遺跡第 5次調査 石器群別石材組成表
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岩

計

土lI 57 73

上 Ⅱ 2977 145 1

上 Ⅲ 222 283 1182

上ⅣA 74 37 1

上ⅣB 78

上ⅣC 508 46 664

上ⅣD 99

その他 23

砕片 979 99 2540

計 5060 2423 195 10159
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石器群ごとの出土石器の分布状況については、その粗

密を手がかりに視覚的に石器ブロック (遺物集中部)を

設定して整理した。ブロックの設定については慶応大学

湘南藤沢キヤンパス内遺跡で実践された方法 (五十嵐・

関根ほか編1992)の ように、設定基準に客観性を求めた

方法も知られている。この方法では客観的な基準を持っ

てブロックを設定することができるが、あえて言えばそ

うした意味しか持ち合わせていないともいえ、かつての

人間集団の行動を反映した区分であることを保証するも

のではない。本遺跡でもこの方法を試行 したが、遺跡内

での多様な行動痕跡を分析するにあたっては、結局ブロ

ックの内容およびブロック相互の関係を考慮 したうえ

で、設定されたいくつかのブロックを再統合 したものを

分析単位とする必要が生じたため、採用 しなかった。礫

については調査時の認識にしたがつて礫群範囲と構成礫

数を決定している。

本遺跡で石器群ごとに設定したブロック数は以下のと

おりである。

・上ノ原 I石器群 :4ブロック

・上ノ原Ⅱ石器群 :25ブ ロック

・上ノ原Ⅲ石器群 :12ブ ロック

先に4つ の石器群を設定したが、速報段階において

は、本遺跡の上Ⅱ最下部 (Va)か ら台形様石器と共伴

するかたちでいわゆる「瀬戸内系石器群」が出土した、

と報じられたことがある (中 村1997)。 この速報は、事

実であればこれまでの研究史・編年観に大きな影響を与

えうる調査成果である。資料の整理を行う中でも、確か

に古い層準から安山岩の横長景J片製ナイフ形石器が出土

していることは動かしがたいように思われた。整理報告

を行う以上、ここでこの問題に関する報告を行っておく

必要がある。

「最古の瀬戸内系石器群」とよばれた石器は主に12V

グリッドより出土している。そこで、このグリッドにお

ける遺物の出土状況を、瀬戸内系石器群に限らず、主要

・上ノ原ⅣA石器群 :17ブ ロック

0上 ノ原ⅣB石器群 :4ブロック

・上ノ原ⅣC石器群 :5ブロック

・上ノ原ⅣD石器群 :1ブロック

以降の記載は器種別分布図・母岩別分布図を基本 とし

ながらおこなうこととなる。

器種別分布図の記号は本書冒頭の凡例 を参照された

い。母岩別分布図については全体を通してひとつの母岩

にひとつの記号を対応させることは本遺跡の総母岩数か

ら考えても現実的に不可能なので、一枚の分布図内で母

岩を識別できるように記号を区別することにした。ただ

し、上ノ原Ⅲ石器群 (杉久保石器群)では構成資料数の

きわめて少ない母岩が多数集まってブロックを形成して

いるため、一枚の分布図内であってもすべての母岩に異

なった記号を与えて提示することが困難である。そこで

報告書の作成効率も勘案して、母岩別分布図作成に際し

ては構成資料数 2点以下の母岩は石材レベルで統一した

記号表記とした。これを超える構成員数をもつ母岩につ

いては他の石器群同様、母岩レベルで記号を区別 して提

示 している。

な指標的石器すべてを対象に整理してみることとした。

表 2-3は とりあえず12Vグ リッドに限らず、調査区全

体を対象にした層位別出土点数表である。12Vでの出土

状態を明確にするため、上Ⅱ下部 (Ⅳ層下部)以下では

カッコ内に12Vでの出土点数を併記しておいた。

この表からみても、横打剥片製ナイフ形石器のみが特

別に深い層準からまとまって出土するという事実はな

い。特に神山型彫器や尖頭器未成品が深い層準から一定

量出土 していることが目立っている。12Vグ リッドでは

杉久保型ナイフ形石器も上Ⅱ最下部 (Va層 )か ら出土

している。つまり、横打剥片製ナイフ形石器のみでなく

上Ⅱ下部 (Ⅳ 層下部)以下より出土する指標的石器の多

くが12Vグ リッドに分布 していることがわかる。12Vグ

4 上 Ⅱ最下部文化層の瀬戸内系石器群について

ブロックの設定
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リッドで深い層準から新 しい様相の石器が出土するとい

う事実は「瀬戸内系石器群」のみに限定されるものでは

ないようである。一方で、本石器群の局部磨製石斧は明

らかに古相の石器であるが、これがⅢ層以上から出土す

るというような状況も見られる。

指標的器種のみでなく帰属の明瞭な母岩情報を加え

てみると、表 2-4に 示 したとお り確実な杉久保母岩

OBl・ 2の 12Vグ リッドでの出土層準は、半数以上が上

Ⅱ中部 (Ⅳ層中部)以下であることが読み取れる。速報

段階で「瀬戸内系石器群」が間層をはさんで上下から出

土すると報告されたが、この点についても瀬戸内系石器

群に限った現象ではないことがわかる。12Vグ リッドに

は確実に古相といえる後期旧石器時代前半期石器群 (上

ノ原 I石器群)が分布していることは確実であるが、こ

れら石器群と「下層瀬戸内系石器群」とは一部を除いて

基本的に一定の距離を隔てて分布 していることも傍証と

なろう。

以上で提示 したいくつかの根拠から考えて、上Ⅱ最下

部文化層の「最古の瀬戸内系石器群」を認めるには現状

では問題が多い。つまり12Vグ リッドの上ノ原 I石器群

(ナ イフ形石器/台形様石器群)に横打景J片製ナイフ形

石器を含めることは難しい。また、本遺跡の出土状況を

措いて考えた場合でも、上Ⅱ最下部の段階でこの地域に

いわゆる瀬戸内系石器群が存在 したと考えるには、それ

以前の石器製作伝統との関係も考慮した十分な合理的説

明が要求されるが、現時点でそのような説明が可能であ

るとは思われない。ひとまず本遺跡12Vグ リッド出土の

一部の横打剥片製ナイフ形石器を、出土状況そのままに

※Ⅳ層下部以下の括弧内の数値は12Vグ リッド (一部12U含 む)

※最下段の%は、Ⅳ層下部以下での出土点数における12Vグ リッ

東日本で最古の瀬戸内系石器群と評価することには注意

を要する。

もちろん、野尻湖周辺を含め北陸から新潟県周辺にか

けての地域には、AT降灰直後の時期に国府型ナイフ形

石器を特徴とする石器群が出現することは未報告資料を

含めたいくつかの層位事夕1を もって確かめられており、

この点は動かしがたい。しかし本遺跡12Vグ リッド出土

の横打景J片製ナイフ形石器はそれらとは異なった技術的

特徴をもつ石器であり、対比できない。より新 しい時期

の石器であると見るのが現状では最 も適当である (麻

柄1994、 森先2004、 三浦2005)。 よって第 2部ではこの

「最古の瀬戸内系石器群」と速報された石器の多 くは上

ノ原Ⅱ石器群に含めて検討する。

(森先)

(1)「国府系石器群」・「瀬戸内系石器群」という用語は複数の研究者

によって用いられているが、その内容は一定していない。麻柄一

志は北陸から東北日本海側の横打景j片製ナイフ形石器に特徴づけ

られる石器群を一括 して「瀬戸内系石器群」とよび、その中で細

分 している (麻柄198401994)。 一方、大竹憲昭や谷和隆は「国

府系石器群」という用語を用いる。安斎正人は瀬戸内東岸の「国

府石器群」に対応させ、二上山への回帰が必然化 しない地域での

類似石器群を「国府系石器群」と呼んでいる (安斎2004)。 三浦

知徳は最近の論文で「瀬戸内系石器群」を用いているが、これは

瀬戸内東岸地域の石器群をも含めた呼称 とした (三浦2005)。 こ

のように、どういった石器群にどのような用語をあてるかについ

て総意が得られているわけではないが、本書で述べる「瀬戸内系

石器群」とは野尻湖から富山県に主に分布する、国府型ナイフ形

石器以外の横打景j片製ナイフ形石器と鋸歯状刃部をもつ削器に特

徴付けられる石器群を指す仮の用語とする。ただし「瀬戸内系石

器群」という用語は非常に曖味であり、この点も今後修正する必

要がある。

表 2-4
確実な杉久保母岩の
12Vで の出土層準

での出土点数。
ド (一部12U含む)での出土点数の割合を示す。

表 2-3 主要器種の層位別出土点数表

層  位
杉久保型ナ
イフ形石器

神山型彫
器・母型

横打景J片製
ナイフ形石器

鋸歯状削器
尖頭器・尖
頭器未成品

台形様石器 局部磨製石斧

1

24

Ⅲ 103 89 37

Ⅳ 上 40 40 42

Ⅳ 中

Ⅳ 下 5(4)

Va 1(1) 2(1) 3(2)

Vb

Vc

Ⅵ 1(1)

12V出 土割合 (%) 75 83

OBl OB2
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ上

Ⅳ中

Ⅳ下

Va

Vb

Vc

Ⅵ
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1 石材分類の概要

母岩分類は石材によりその基準を変えているが、基本

的には色調、構成粒子の粒度、岩石組織、節理等の多

寡、特徴的な模様、玉髄の充填による珪化の度合い、含

有物の種類・量、表面の外観、風化の程度などに着 目し

て分類 した。母岩分類にあたつては、各石材ごとに分別

していき、新 しい母岩が設定された順に番号をつけてい

る。したがうて、同一石材内での細別された「細別石材

名」と母岩の番号順は無関係である。

なお、個別の石材・母岩ごとの岩石学的特徴は、第3

部 Iに 記載 ,論考 しているのでそちらを参考にされた

い。

2 黒曜石

黒曜石は2,423点 ある。黒色、灰色で、透明から半透

明の黒曜石である。色調や夕ヽ観上の特徴から43母岩を区

分 した。黒曜石は、無斑品質安山岩ほどではないが、他

石材に比べて色調をはじめとして相互の違いが大きくな

いことから、厳密な母岩単位での細分が容易でなかっ

た。そのため、特徴が似たものをまとめて石材グループ

単位で区分をおこなったが、これらの中にはさらに細分

されるものが多少含まれていると思われる。

OB23・ 28・ 29・ 33・ 34042が _LI,百器響祥、 OBl・ 20

4,27032035～ 41・ 43が _LⅢ 石器群、 OB5～ 22・ 24

～ 26030・ 31が上ⅣA石器群に関連する。

3 無斑晶質安山岩

無斑品質安山岩は5,060点 あ り、約半数を占める。色

調により暗灰色安山岩、灰色安山岩、灰白色安山岩、黄

灰白色安山岩に区分される。無斑晶質安山岩は、他石材

に比べて色調をはじめとして相互の違いが大きくなく、

点数が極めて多いこともあり、厳密な母岩単位での細分

が容易でなく、単独の母岩単位での分類ができなかっ

た。そのため、特徴が似たものをまとめてやや大まかな

石材グループ単位で区分をおこなっているが、これらの

中にはさらに細分されるべき特徴がみられるものも多 く

含まれている。

暗灰色安山岩は、灰色、灰オリーブ色などやや暗い灰

色系の無斑品質安山岩である。AN3、 4、 7、 8、 12、 17

の 6グ ループがある。AN3が837点 、AN8が 154点 とき

わめて多い。

灰色安山岩は、灰色系の無斑品質安山岩である。AN

l、 2、 5,6、 11、 15、 16、 18～ 20の 9グ ループが

あ る。ANlが498点 、AN2が641点 、AN5が 1583点 と き

わめて多い。

灰白色系安山岩は、灰白色、黄灰色の無斑品質安山岩

である。AN9、 14の 2グループがある。

黄灰白色安山岩は、にぶい黄色、黄褐色の無斑品質安

山岩である。AN10、 13の 2グループがある。

4 頁岩類・凝灰岩

頁岩類 :

頁岩類は1,679点 あり、玉髄化珪質頁岩、珪質頁岩、

凝灰質頁岩、黒色頁岩、灰色系凝灰質頁岩などに細分さ

オtる 。

玉髄化珪質頁岩は、黒色、褐色、灰褐色の著 しく珪

化が進んでチャー トあるいは玉髄様の外観を呈する珪

質頁岩である。脂肪光沢を有 して、平滑な剥離面がみ

られ、堅固な石材である。 6母岩が確認 されている。

SH10203・ 4・ 81は 上ノ原ⅣC石器群 (上Ⅳ C石器群 とす

る、以下同様)、 SH82は 上 I石器群に関連する。

珪質頁岩は、褐色のものが多 く、灰褐色や灰色のも

のもまじり、珪化が進んだ頁岩である。細粒、級密質

で、硬質の石材であり、平滑な景J離面がみられる。こ

の石材の15の 母岩が確認されている。SH64が上 I石器

群、SH39が _LⅡ 石器群、SH33・ 52059・ 60075が_LⅢ

石器群、SH83が上ⅣA石器群、SH61が上ⅣB石器群、

SH19・ 34・ 48・ 76が上ⅣC石器群、SH80が その他の石

器群にそれぞれ関連している。

凝灰質頁岩は灰白色、灰色、褐色などの色調で、火山

灰起源の鉱物等を比較的多 く含む頁岩である。微細な軽

石を多 く含む酸性凝灰岩質のものが多 く見 られる。やや

多孔質で、水分の吸着性の強く、やや軟質のものから、

玉髄が多量に充填 して珪化が進み硬質になったものま

で、いろんな珪化の段階のものがみられる。頁岩類の中

では最も多 く、上ノ原遺跡第 5次地点の石器は凝灰質頁
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岩を多 く含むことが石材構成の特徴 となっている。この

石材の母岩は50確認されている。tt I、 上Ⅱ石器群では

使用されず、上Ⅲ、上ⅣA、 上ⅣB、 上ⅣC石器群に関

連している。

黒色頁岩は、暗灰色の頁岩で、SH51の 1母岩のみで、

上ⅣB石器群と関連する。

灰色系凝灰質頁岩としたものは、灰色系で安山岩質の

火山灰起源の鉱物等を比較的多 く含む頁岩である。 4母

岩が確認されている。SH47が上ⅣA石器群、SH35 0 43

が上ⅣB石器群、SH20が上ⅣC石器群に関連する。

凝灰岩 :

凝灰岩は569点 あり、灰色系凝灰岩と白色系凝灰岩に

区分される。

灰色系凝灰岩は、灰色を主体として、一部に灰白色、

灰褐色などのものも含み、デイサイト質～安山岩質の火

山灰を多 く含む凝灰岩である。石英、黒雲母、角閃石な

どの鉱物が含まれるほか、なかには2次的に黄鉄鉱が生

成している (石器表面では風化してなくなり、方形の凹

型がみられる)も のもある。この石材は多数を占め、34

母岩が確認されている。上Ⅱ、上Ⅲ、上ⅣA,上 ⅣC石器

群に関連する。

白色系凝灰岩は、白色～灰白色を主体として、褐色の

ものもまじり、流紋岩質の石英、軽石を多 く含む凝灰岩

である。やや軟質である。この石材は8母岩が確認され

ている。TU30が上 Ⅱ石器群、TU 2・ 7016・ 32・ 35

が上Ⅲ石器群、TU17・ 18が上ⅣA石器群に関連する。

5 玉髄 0碧玉

玉髄 :

玉髄は195点 あり、白色、褐色、黄褐色、黄灰色など

の色調で、10母岩が確認されている。CL70 8が 上 I石

器群、CL3・ 6・ 10が上ⅣA石器群、CLl・ 2・ 405・ 9・

11が上ⅣC石器群と関連する。

碧玉 (鉄石英):

碧玉は23点 あり、黄褐色の」Al(い わゆる黄玉)と 赤

褐色の」A2(い わゆる赤玉)の 2母岩が確認されてい

る。JAlは 上ⅣA石器群、」A2は上ⅣC石器群と関連す

る。

6 チャー ト

チャー トは203点 あり、赤褐色チャー ト、赤紫色チャ

ー ト、灰色チャー ト、および赤褐色一灰色チャー トに区

分される。

赤褐色チャー トは、暗赤褐色で、きめが細かく節理が

少なく、放散虫化石の保存がいい石英の再結晶化が進ん

でいない良質の石材である。CH1 0 12・ 13021022の 5

母岩が確認されている。CHl・ 12・ 22が上ⅣA石器群、

CH21が上ⅣB石器群、CH13が上ⅣC石器群に関連して

いる。

赤紫色チャー トは、灰赤色で、石英の結晶化がやや進

んでいて若干基 目の粗い石材である。CH2の 1母岩で、

上ⅣA石器群に関連している。

灰色チャー トは、灰色、青灰色、暗オリーブ灰色、緑

灰色、暗褐色のチャー トで、石英の再結品化が進んでい

ない良質のものと、節理が多 く結晶化が少 し進んで基 目

の准1い ものがみられる。CH3・ 4・ 7・ 9010016017・

18020の 9母岩が上 I石器群に関連 している。CH5・

6・ 8011・ 19の 5母岩が上ⅣA石器群に関連している。

赤褐色一灰色チャー トは、暗赤褐色の部分とオリーブ

灰色ないし緑灰色の部分があり、きめが細かく節理が少

なく、石英の再結晶化が進んでいない良質の石材であ

る。CH14 0 15の 2母岩があり、上 I石器群に関連 して

いる。

7 その他の石材 :

蛇紋岩 2点、砂岩 4点、流紋岩 1点が得 られている

が、いずれも単独母岩である。

(中村・森先)
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表 2-5 黒曜石母岩一覧表

番 号 外観色調 剥離面 透明度 特 徴 不純物 備 考

OB-1 里
〔

極めて滑 らか 不透明 白縞 球顆多量 球顆が縞状に模様をなす

OB-2 里
¨

極めて滑らか 不透明 球顆少量

OB-3 里
¨

極めて滑らか 透明

OB-4 里
〔

極めて滑らか 半透明 黒モヤ～スジ 気泡・球顆

OB-5 里
〔

やや粗い 半透明 黒霧 気泡 透かすと弱い赤みがある

OB-6 里
〔

滑らか 透明 黒霧

OB-7 里
¨

極めて滑らか 透明 黒塊

OB-8 灰 やや粗い 半透明 灰スジ～縞 気泡・微量

OB-9 里
¨

滑らか 半透明 細い灰縞多数 気泡 。球顆少量

OB-10 里
¨

やや粗い 半透明 曇 り 球顆 (薄 い灰モヤ～スジ)

OB-11 里
¨

極めて滑らか 透明 灰スジ～縞 気泡・球顆 (黒縞)

OB-12 里
¨

極めて滑らか 透明 灰～黒モヤ 気泡 。少量

OB-13 里
〔

やや粗い 半透明 灰モヤ 球顆

OB-14 里
¨

極めて滑らか 透明 黒スジ 気泡

OB-15 里
〔

極めて滑らか 透明 薄い灰モヤ 気泡 気泡が霧状模様をなす

OB-16 灰 やや粗い 不透明 濃い灰縞多数 球顆

OB-17 里
¨

極めて滑らか 透明 灰～黒スジ 球顆微量

OB-18 里
¨

粗 い 不透明 強い灰塊 気泡 。球顆多量

OB-19 里
¨

やや粗い 半透明 黒霧 気泡・球顆多量 透かすと赤みがある

OB-20 里
¨

やや粗い 透明 灰縞 気泡・球顆多量

OB-21 灰 やや粗い 半透明 灰霧多数 気泡・球顆

OB-22 里
“

やや粗い 半透明 灰霧 気泡・球顆

OB-23 里
¨

極めて滑らか 半透明 曇 り 気泡 。球顆少量

OB-24 里
¨

極めて滑らか 透明 灰～黒縞 球顆

OB-25 里
¨

やや粗い 半透明 濃い灰モヤ～スジ 球顆

OB-26 里
¨

極めて滑らか 半透明 灰～黒モヤ 球顆少量

OB-27 里
¨

極めて滑らか 半透明 全体的に濃い曇 り 球顆

OB-28 灰 粗 い 不透明 濃い灰塊多数 気泡 。大球顆多量

OB-29 里
¨

粗 い 半透明 灰塊～モヤ 気泡・球顆多量

OB-30 里
〔

極めて滑らか 不透明 全体的に黒霧 球顆少量

OB-31 里
¨

極めて滑らか 不透明 全体的に黒スジ 球顆多量

OB-32 里
〔

極めて滑らか 透明 灰縞 気泡

OB-33 灰 やや粗い 半透明 灰霧多数 気泡・球顆

OB-34 里
〔

滑らか 透明 灰縞多数

OB-35 里
〔

滑らか 透明 灰縞多数 気泡少量

OB-36 里
¨

滑らか 透明 灰縞多数 気泡 気泡が霧状模様をなす

OB-37 里
¨

滑らか 透明 細い灰縞 気泡

OB-38 里
¨

やや粗い 透明 黒縞 気泡少量

OB-39 里
〔

やや粗い 透 明 黒縞 気泡多量

OB-40 里
¨

極めて滑らか 半透明 曇 り 気泡

OB-41 里
¨

やや粗い 半透明 濃い黒スジ 球顆

OB-42 里
〔

やや粗い 透明 灰縞 気泡多量 灰モヤ

OB-43 里
¨

滑らか 透明 灰スジ 気泡

OB―」単 黒曜石単独母岩

※註    霧   網状の模様                                     (森 先)

塊   ブロック状模様

縞   明瞭な縞模様
曇 り  曇 リガラス状
スジ  縞模様をなさないが、一方向に多重に連なる模様
モヤ  スジよりも規則的でないが、ブロック状にもならない不規則模様
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1-1 概要

上ノ原 I石器群は台形様石器・石斧・ナイフ形石器を

特徴とする石器群である。上ノ原 I石器群としてまとめ

たが (明確に分離することができなかったため)、 後述

のとおり実際はおよそ二つの時期に分かれるものと考え

られる。資料数は本遺跡の中では少なく、総点数は242

点からなっている。他の文化層に比べて深い層準から多

く出土する傾向はあるものの、モヤ層 (Ⅲ 層)・ 上Ⅱ上

部 (Ⅳ層上部)か らも多 く出土しており、出土状態は特

別に良好とはいいがたい。

ブロックは計 4基設定した。遺物分布がある程度のま

とまりを見せるものの、他の石器群に比べるとやや散

漫である。ブロックに含まれる遺物点数は132点、ブロ

ック外遺物点数は103点、位置不明遺物は6点である。

器種組成は台形様石器13点、局部磨製石斧 4点 (接合

後実数 3点 )、 ナイフ形石器 8点、打製石斧 2点、削器

1点、彫器 1点、楔形石器 1点、石刃類 (二次加工石

刃・微細景j離石刃含む)7点、剥片類 (二次加工景J片 ・

微細景J離剥片含む)184点 、両極景J片 1点、石核20点 で

ある。石材組成はチャー ト73点、黒曜石72点、安山岩56

点、頁岩20点、玉髄 9点、凝灰岩 7点、蛇紋岩 4点 とな

る。黒曜石の原産地分析では、和田峠産を中心に麦草

峠・冷山のものも含まれることが分かつている。

1-2 器種組成・分布

遺物の分布は12Vグ リッドと14Aグ リッドが中心であ

り、これ以外の範囲にはきわめて散漫に分布が見られる

(図 2-102)。 地形的には調査区北東にある丘陵の頂

部の南西緩斜面に位置することになる。石材消費や石器

の製作はあまり活発に行われた形跡が無い。以下ではブ

ロックごとの内容を解説するが、適宜ブロック外の資料

にも触れる。なお、器種組成表はブロック別・母岩別に

資料 2-1・ 2に、ブロックごとの母岩別器種組成は資

料 2-3～ 8に まとめているので、あわせて参照された

い。

BLl(図 2-3・ 4)は最大規模のブロックで、54点

の石器から構成される。ナイフ形石器 6点、石刃 2点、

景J片 41点 、石核 5点からなっている。なかでも、主に幅

広の石刃や景J片 を素材とするやや厚手の二側縁加エナイ

フ形石器 (645606451・ 6462・ 6465・ 8100・ 6580)がま

とまって出土しており、ほかに小形石刃の一倶l縁を弧状

に加工 したチャー ト製のナイフ形石器 (6462)が認めら

れる。チャー ト母岩が構成主体であるが、ナイフ形石器

の製作には全 く使用されず、上述のチャー ト製ナイフ形

石器 も単独母岩である。ブロック内接合資料およびブ

ロック内と周辺部との接合資料が 5個体 (接合10033・

340143・ 211)、 ブロック間にわたる接合資料が 1個体

得 られた (接合 7)。 チャー トによる一般的な幅広景J片

景j離過程を示すものがほとんどだが、接合 7は打面調整

を行わないものの連続的な縦長剥片景J離過程をよく表し

ている (後述)。

またこのブロックの北東側を取 り囲むように台形様石

器・打製石斧 (局部磨製石斧の未成品か)が散漫に出土

していることが注意される。このBLl北東周辺には接合

資料が 2個体得られている (接合240・ 248)。

BL2(図 2-3・ 4)は 19点からなり、彫器 1点のほ

か景J片 15点、石核 3点で構成される。ほぼ全てチャー ト

母岩で構成され、ブロック内での接合資料が 2個体 (接

合 6046)、 BLlと のブロック間接合資料が 1個体認め

られる (接合 7)。 このブロックの南側で、BLl出土品

と類似する、景j片製と思われる二側縁加エナイフ形石器

(6356)が単独出土している。

以上の2ブロックは12Vグ リッドに隣接 して分布 して

いる。BLlと BL2と ではチャー トを主要石材 とし、同一

母岩を使用する比率が高い点で共通してお り、ブロック

間接合資料 (接合 7)も 得られている。BL2に はナイフ

形石器が含まれていないものの、この2ブロックはお互

い近い関係にあるものと推察される。ところが、この 2

ブロックの北東に散布する石器は、散漫ながらも台形様

石器や打製石斧を中心 としたまとまりを見せ、BL102

とは異なっている点が注目される。

BL3・ 4に ついてはまとめて分布図を作成 した (図 2

上ノ原 I石器群
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-506)。

BL3は 総点数53点 で、台形様石器 2点が含まれる。剥

片類は48点、石核は3点である。安山岩母岩と黒曜石母

岩のみで構成される。安山岩製台形様石器はペン先形を

呈する尖頭形態のもので、黒曜石製のものはやや厚手の

平坦調整が発達する台形様石器である。接合資料は黒曜

石剥片の折れ接合が 1個体認められているのみである

(接合200)。

BL4は 台形様石器 2点 と剥片 4点で構成される極めて

小規模なブロックである。台形様石器はいずれも黒曜石

製であり、入念な平坦調整によって丁寧に整えられてい

る。

BL304は 14Aグ リッドでそれぞれ近接 して分布 して

いる。ブロック間にわたる接合資料は得られていないも

のの、分布のまとまりと構成石材の共通性、黒曜石母岩

の共有関係 (OB-28)、 および石器の内容から近い関係

にあるブロック群として捉えてよいであろう。さらにこ

れらのブロック群の周辺に散布する局部磨製石斧や景J片

類 も石材の共通性等からみてBL3・ 4と 同じまとまりと

して捉えられそうである。

ところでこのBL3・ 4と 、先ほど注意 したBLl北東部

との間には多少 とも母岩の共有が認められることに着

目する必要がある (図 2-2)。 つまり石器の内容 と石

材・母岩の共有関係から見れば、上ノ原 I石器群のブロ

ックは大 きく二つのグループに分けて理解できる可能

性がある。すなわちBLlの 北東に分布する石器とBL3・

4、 そしてBLl・ 2の 2つ のグループである。前者は平坦

調整の発達した台形様石器や局部磨製石斧に特徴付けら

れ、後者は粗製の石刃製 (お よび幅広景J片製)二側縁加

エナイフ形石器が主要器種である。この二群には石材構

成・母岩共有・接合関係や石器の特徴から見て明らかな

違いがあるため、ここでは前者を上ノ原 IA石器群、後

者を上ノ原 IB石器群と呼んでおくこととする。

BLlの 10mほ ど東側の12VE6グ リッドからは局部磨製

石斧が出土 しているが (図 2-1)、 このグリッドから

は出土位置不明ながら頁岩製の台形様石器が出土 して

お り、ここにも上ノ原 IA群を構成するブロックが存

在 した可能′Lがある。さらに、BL3の すぐ東側にあたる

14AD6グ リッドからは、グリッドー括遺物 として局部

磨製石斧 (接合110)、 黒曜石製台形様石器が出土してお

り、上ノ原 IA群の特徴をより明確なものとしている。

1-3 砕片との関係 (図 2-7)

本石器群のブロックと重複する砕片は数点のみで、集

中分布 をなしていない。14Aグ リッドのBL3・ 4お よび

その周辺には黒曜石砕片が散布 している。この黒曜石砕

片はこの区域のブロックが黒曜石を主要な石材 としてい

ること、この区域に上ノ原 I石器群以外の石器群が分布

していないこととを勘案すれば、本石器群に関連付けて

理解すべきものであろう。ただしその分布はきわめて散

漫で、活発な石材消費を示さない。

1-4 遺物解説

0台形様石器

13点出土している。全て図化 した。黒曜石製が 4点、

安山岩製が 4点、頁岩製が 3点、玉髄製が 2点である。

黒曜石製のものは幅広景J片 を素材に、素材の片側縁を刃

部として残 し、表裏に平坦調整を加えて整形 したもの

で、特に9797は 日向林B遺跡で多 く出土しているものと

同じ技術形態学的特徴を持つ。9790は 折れた幅広剥片の

折れ面から素材背面側を中心に平坦調整を加えて整形 し

ている。9664は 厚手の幅広剥片に、主に背面側に平坦調

整を加えたものである。9795は やや斜刃となり、より小

形・幅広であるが、この特徴は玉髄製の台形様石器につ

いても同じである。頁岩製としたものの内、 2点はかな

り玉髄に近い石質を有する (6846、 7015)。 この 2点 は

いずれも横打景J片 を素材に、台形状に整形 しており、打

面が残る。この打面から背面側に加えられている平坦調

整も、形状を整える役割を果たしているため、切 り合い

関係からは明らかにできないが、素材剥離後の調整であ

ろう。もう一点の頁岩製台形様石器 (1679)は 、かなり

厚手の幅広景J片 を素材としており、末端縁を残 して両側

縁を平坦な調整で整形 している。調整は素材腹面側に加

えられている。他の台形様石器と比べて、形態的にやや

異質な印象を受けるものである。安山岩製のものは形態

が尖頭状をなすものが 2点見られる (9642、 6086)。

・ナイフ形石器

8点 出土 している。全点図化 した。粗製の石刃を素

材とするやや厚手の二側縁加エナイフ形石器と (6451・

645606462・ 6465)、 景J片製のやや厚手の二側縁加エナ

イフ形石 (658006356)、 ブランティングを一側縁に弧

状に施 したナイフ形石器 (6462)、 基部加工の小形ナイ

フ形石器 (6608)が ある。後二者はチャー ト製である。
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BLlの みから出土 している。二側縁加エナイフ形石器は

加工が器体上半にまでいたる加工度の大きいものであ

り、片傾1縁がやや扶 り入 り状の加工となっているものが

目立つ (8100、 6580、 6451・ 6456)。

0局部磨製石斧

局部磨製石斧は4点 (接合後実数 3点)出土し、全点

図化 した。刃部片 1点 (9256)、 完形品 2点 (た だし一

点は接合により完形となったもの)である。接合 した 1

点が緑色凝灰岩で、ほかは蛇紋岩製であり、日向林 B遺

跡の出土資料 と技術形態学的には同じものと捉えられ

る。接合資料110は両面が礫面で覆われ、周縁部のみを

加工したものである。片面側への加工が顕著である。研

磨は刃部周辺のみに限定され、刃部は弧状に整えられて

いる。おそらく小形の扁平礫を素材とするものと思われ

る。6823は より小形の例で、礫面は一切残っていない。

器体がかなり小さく薄いことから剥片素材と思われる。

研磨は刃部にとどまらず、景J離による凹部を除いて全面

に施される。特に側縁部を比較的丁寧に研磨して面取 り

を行っている。弧状をなす刃部には微小な景J離痕がのこ

る。

O打製石斧

2点確認した。内、接合240に あたる資料 (7007)を

図化した。緑色の蛇紋岩製で、分割礫の両端部に数回の

景J離 を加えたものである。片面の全面に円磨 した礫面が

残 り、もう片面は主剥離面となっている。おおむね撥型

を呈する。図化できなかった資料は、激しく白色風化 し

た軟質の凝灰岩の周辺部を粗 く整形したもので、折損 し

ている。

・彫器

1点のみ確認 し、図化 した。6337は チヤー ト製の矩形

の幅広景I片の末端部に倶l縁から樋状剥離を入れたもので

ある。BL2よ り出土している。

・削器

1点のみ出土 している。図化していないが、チャー ト

製の最J片 の一側縁にやや平坦な加工で直線状の刃部を作

出しているものである。

O石刃、二次加工石刃

7点 中4点を図化した。6605は チヤー ト製で末端部が

肥厚するものである。非調整打面で打角が大きい。円礫

の一端を打ちかいたものから連続的に景J離されたもので

あろう。9689は 非調整の平坦打面をもち、打角が大きい

厚手の二次加工石刃である。二次加工は打面から背面

側にと、腹面側右側縁に、そして末端部に加えられてい

る。これに類する石刃はBL3周辺にもう1点 あり、いず

れも透明良質の黒曜石を素材とする。6594の二次加工石

刃 もこれらと同じ特徴をもつ。こうした黒曜石製石刃は

長野県埋蔵文化財センターの日向林 B遺跡や大久保南遺

跡にみる黒曜石製の厚手の尖頭石刃 (縦長剥片)に類す

る技術によるものであろう。6633は 黒曜石製で両側がき

わめてよく並行する石刃だが、これは素材稜を取 り込ん

でいるためである。

O石核

20点 出土 しているうち5点 を図化 した。このうち 2点

は接合 7・ 248に それぞれ含まれるため後述する。6950

はおそらく円礫を半割したものを素材としたもので、そ

の周縁部から貝殻状の剥片を複数枚剥離している。これ

に対応する剥片は得られていない。6708も これと同様の

特徴を有する剥片素材石核である。このほか接合211に

含まれる石核 も、チャー ト円礫を半割し、分割面にむけ

て幅広景J片 を景J離 している。この 3点 の石核は技術的特

徴が非常に類似 している。頁岩のおそらく礫を素材にブ

ロック状の石核消費をおこなったとみられる資料 もえら

れている。本遺跡ではチャートや玉髄の円礫を分割した

ものから小形の剥片を剥離する過程が特徴的である。

《接合資料》

局部磨製石斧・打製石斧の接合資料についてはそれぞ

れの項目で解説したので、ここでは接合資料 7・ 211・

248の 3個体のみを解説する。

接合資料7: CH-15の石核 1点、剥片 5点の接合資料

である。チャート円礫の一端を打ちかいたものをもと

に、打面調整等は施さず連続的な縦長の景J片が景j離 され

ている。 1か ら3ま では連続的に景J離が進行するが、 3

が景J離された時点で一旦打点を移動し、それまでの打面

の反対方向にあたる部分の礫面を除去し、もう一つの打

面を形成している。この打面から再び連続した景J片景J離

が行われたと推定される。この過程にあたる資料は接

合していない。その後再び打点を180度移動し、連続的

な縦長景J片の剥離を行って (5)、 母岩消費は終了とな

る。

接合資料211: CH-20の 石核 1点、景J片 1点の接合資

料である。チャー ト円礫 を半割 し、分割面にむけて幅広
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景J片 を景J離 したものである。

接合資料248: SH-64の 石核 1点、景I片 1点の接合資

料である。おそらく礫ないし分害J礫から景J離が開始され

ているが、それほどまとまった量の景J片が組成される母

岩ではない。内容は幅広剥片の景J片剥離過程であり、ブ

ロック状の石核が残される。

1-5 まとめ

まとめると、本石器群はおおむね時期差をもつ二つの

石器群に細分できそうである。すなわち上ノ原 IA石器

群・上ノ原 IB石器群である。上ノ原 IA石器群はBLl

北東周辺部とBL30 4お よびその周辺部から構成されて

いる。入念な平坦調整による台形様石器 (黒曜石・玉

髄)と 尖頭形態の台形様石器 (安山岩)、 弧状の刃部を

もつ局部磨製石斧などに特徴づけられる。これらは野尻

湖遺跡群でも日向林B遺跡などと同時期と捉えられ、お

おむね武蔵野台地Ⅸ層 (下部)並行段階とみてよいだろ

う。もうひとつは上ノ原 IB石器群である。上ノ原 IB

石器群のナイフ形石器は、その形態 0加工からみても東

北日本日本海側の基部加エナイフ形石器の系統にはおよ

そ位置づけられないと考えられる。特徴的なナイフ形石

器の形態、すなわちチャート製の弧状一側縁ナイフ形石

器、片側縁に扶 りをもつ厚手の二側縁加エナイフ形石器

によって関東地方で対比するとすれば、おおむね武蔵野

台地Ⅶ層並行段階に比定できる可能性がある。ただし本

遺跡の基部に扶 りの入る二側縁加エナイフ形石器はやや

小振 りな印象をうける。

両者を層位的に分離するのは全 く不可能であったが、

特徴的な石器の観察からは上記のとおり時期を違えた上

ノ原 IA石器群と上ノ原 IB石器群からなっている。

(森先)

(注1)編集段階で接合110が蛇紋岩 (SERP)か ら緑色凝灰岩 (TU)

に、接合240が凝灰岩 (TU)か ら蛇紋岩 (SERP)に 変更す

べきことが判明した。この変更は本文、表及びCDでは直さ

れているが、分布図は未修正である。
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2-1 概要

上ノ原Ⅱ石器群は、従来瀬戸内系石器群と呼ばれてき

たものの一類型で、横打景J片製ナイフ形石器と削器の製

作に特徴付けられる石器群であり、本遺跡の中でも最

大数量をもつ。総′点数3157′点で、モヤ層 (Ⅲ 層1814′点)

から上Ⅱ上部 (Ⅳ層上部772点 )に遺物の 9割近 くが含

まれる。モヤ層には半数以上の遺物が含まれることにな

る。

分布の粗密を手がかりに、本石器群では25基のブロッ

クを設定した。ブロック内出土遺物は2399点、ブロック

外出土遺物は732点、位置不明遺物は26点 となった。石

材組成は2977点が安山岩で、凝灰岩が145点、頁岩が31

点で、玉髄・チャー ト各 1点 と砂岩 2点からなってい

る。 9割以上が安山岩によつて占められていることにな

る。器種組成をみると、ナイフ形石器164点、尖頭器 2

点、角錐状石器4′点、削器142′点、掻器 8′点、石刃 8′点、

景J片類 (二次加工景J片・微細剥離景J片含む)2696点、石

核132点、敲石 1点 となり、デビタージユの多さ、ナイ

フ形石器と削器の多さが目に付 く。部分的に活発な石器

製作が展開されていると推測されるブロック集中域があ

る。類例は長野県埋蔵文化財センターの調査による貫ノ

木遺跡第 1地点・西岡A遺跡 (土屋・大竹編2000)、 信

濃町教育委員会の調査による東裏遺跡特別養護老人ホー

ム地点 (渡辺1994)・ イ中町遺跡 (野尻湖人類考古グルー

プ編1987)な どに求められ、野尻湖遺跡群に多 く認めら

れるが、富山県など北陸地方にも零細な石器群の分布が

知られている。

本石器群では、風化の結果顕著な縞状模様が現われる

流理構造の発達 した安山岩 (AN-102)が 特に好んで

用いられている。これは本遺跡の他の石器群でも使われ

るものの、極めて少量である。特に尖頭器石器群 (上 ノ

原Ⅳ石器群)ではほとんど使われていない。

この顕著な縞状模様に特徴づけられる石材はほかにも

野尻湖から富山県に分布する瀬戸内系石器群でしばしば

確認することができる。

2-2 器種組成・分布

遺物分布はほとんど調査区北東半 (12Q・ R・ VOW)

にまとまる (図 2-809)。 地形的には丘陵頂部の東

側斜面に多 くが残され、丘陵頂部南側にも広がる。これ

らまとまりから遠 く離れるため、全体分布図中に表示 し

ていないが、14AC6グ リッドにAN-5の肖U器が 1点分布

している。接合関係も頻繁に認められた。以下ではブロ

ック 0ブロック群ごとにその特徴を解説する。器種組成

表はブロック別・石材別に資料 2-902-10に 、ブロ

ック集中域ごとの母岩別器種組成は資料 2-11～ 2-

37に まとめているので、あわせて参照されたい。

BLl(図 2-10・ 11)は 12Rグ リッ ド中央部 に分布

し、118点 からなるブロックである。全体ではナイフ形

石器 5点、削器11点、掻器 1点、石刃 1点、景J片類93

点、石核 7点 という器種組成である。本石器群において

分布が相対的にまばらなブロックといえる。一定数の景J

片が伴い、ナイフ形石器と削器もある程度まとまって廃

棄されている。砕片の分布が乏しいが、ブロック中央部

で削器やナイフ形石器が比較的集中する部分があり、接

合資料 も複数得られている。小規模な石器製作が行われ

たものと推察される。石材は大半が安山岩であるが、

凝灰岩の剥片・石核・削器などがわずかに伴っている

(TU-14・ 23)。 母岩の種類 はAN-102が 中心 とな り、

これにAN-305・ 7が加わる。

接合資料は石核、削器と剥片 2点の接合 (203)、 景J片

3点 と削器の接合 (64)、 石核と剥片の接合 (73)、 剥片

の接合 (670900106)、 剥片の折れ接合 (76・ 86)が得

られた。最 も数量の多い接合資料203は このBLlの ほか

はBL13と BL18に 石核と剥片が分布 している。接合資料

90はBLlの東側に剥片が 1点位置しているが、他の景J片

2点 はBL8に 含まれている。このほかの接合資料はこの

BLl周辺でまとまるものである。

BL2～ 4(図 2-12・ 13)はBLlの 西側に隣接 して分

布するブロック群である。 1つのブロックとすることも

可能であろうが、微細な集中域を評価 して 3分割した。

BL2は ナイフ形石器 1点、削器 2点、剥片類47点、石核

1点、BL3は ナイフ形石器 4点、削器 5点、掻器 3点、

景J片 37点、石核 1点 からなる。BL4は ナイフ形石器 3

点、削器 5点、剥片類51点、石核 5点である。いずれも

規模の小さいブロックであるといえよう。とりたててま

上ノ原 Ⅱ石器群
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とまった接合資料は得られていない。石核数や剥片数か

らみれば小規模な景J片景J離が行われたと考えられるが、

それほど活発なものであったとは考えにくい。BLlと 比

較すればナイフ形石器・削器ともに分布はやや散漫であ

る。これらのブロックでは、石材はほぼ全て安山岩で構

成されるが、頁岩 (SH-39)・ 凝灰岩 (TU-19)製の最J

片が各 1点伴 う。母岩構成ではAN-10203・ 5が中心

となる。AN-2の 占める害J合はBLl～ 8に 比べて低い。

接合資料は、石核 と景J片 3点 の接合 (37)、 削器の

折れ接合 (62・ 68・ 74)、 景J片 の折れ接合 (169・ 194・

198)が 認め られた。接合資料169・ 194は 比較的規模

の大 きいBL10と 、接合資料198は 同 じく規模の大 きい

BL8、 接合資料37は本ブロック集中域には剥片が 1点の

みあ り、その他は12Qグ リッドのBL18に 含まれる。そ

のほかの接合資料はこのブロック集中域周辺で完結す

る。

BL5～ 12(図 2-14～ 17)はBL2～ 4の さらに西側

に集中するブロック群で、総数1000点 を超える本石器群

でも最大のブロック集中域をなす。これらのブロックは

やや楕円形の環状をなすように分布する。ブロック数が

多いため、ブロックごとの石器組成は組成表を参照され

たいが、全体ではナイフ形石器71点、削器33点、掻器 3

点、石刃 1点が含まれ、多数の最J片 ・石核が残される。

ただし敲石は 1点 のみであり、あきらかに不 自然であ

る。本ブロック群での作業の後、持ち出されたのであ

ろう。とりわけBL8 0 10は 規模が大きく、それぞれ520

点 0205点 を数える。BL8の 器種組成はナイフ形石器46

点、削器21点、掻器 1点ミ剥片類434点 、石核17点で、

他のブロックに比べてナイフ形石器の数量が突出して多

いが、反対にナイフ形石器に対する削器の相対的な少な

さが注目される。多量の石核が含まれており、後述のと

おり接合資料 も多 く得られていることから、これまでの

ブロック集中域 とは異なって集中的な石器製作が展開さ

れたことが推測される。一方、これについで規模の大き

いBL10は ナイフ形石器 4点、削器 4点、掻器 2点、剥

片類191点、石核 4点からなり、ナイフ形石器・削器の

数ではBL8に 大きく見劣 りするが、接合資料は比較的多

く得 られている。BL7・ 12はBL10に ついでまとまった

遺物数を有 している。両ブロックは資料数がBL10よ り

少ないもののナイフ形石器がそれぞれ 7点 ・9点、削器

がそれぞれ 1点 03点と同程度組成されているため、ブ

ロックごとの微細な性格の違いが示唆される。

本 ブロック集中域 は数量的にはこのBL8を 中心 に

BL7 0 10・ 12が主体 となり、他のブロックは付随的であ

ると評価することも出来る。また、BLl～ 4と 比べる

と、削器に対するナイフ形石器の多さが際立っており、

その差異が注 目される。これまで見てきたBLl～ 4にお

けるナイフ形石器―削器の量比を考えれば、本ブロック

集中域での削器に対するナイフ形石器の卓越 と活発な石

材消費との対応は、本ブロック群の性格を特徴づけてい

る。石材の大半はやはり安山岩で、凝灰岩・頁岩・砂岩

が極少数組成されている。ただしこれらの少数伴う石材

は、特別な役割を果たしているわけではない。

母岩別資料分布では、本ブロック集中域の特徴 として

AN-1・ 2の 分布量の多さが目立つ (図 2-17)。 ただし

BL6・ 12で はAN-5の 占める割合がかなり高 く、母岩分

類の困難な安山岩 とはいえ、ブロックごとに母岩別資

料の分布に偏 りのあることがわかる。安山岩以外では

TU-1・ 15023な どが極少数含まれる。

接合資料は多量に得 られた。石核 (転用削器)と 景J

片 の接合 (82・ 124014701490155・ 1620165・ 181・

1820221)、 削器同士の接合 (177)、 削器 と剥片の接合

(137・ 144・ 157)、 剥片同士の接合 (41059061・ 85・

89090・ 92・ 1260 1350 148・  184・ 185 ・216・ 222・

2250232)、 ナイフ形石器・削器の折れ接合 (65・ 680

16601710218)、 景J片 の折れ接合 (63083・ 87・ 88・

140・ 151 ・ 152・ 1530 154・  156・ 168・ 169・ 191 ・ 194・

1980234)、 石核の折れ接合 (118)がある。折れ接合 も

多いが、石核を含む接合、剥片のみの接合資料 もかなり

まとまっている。本ブロック集中域で完結 しない接合

では、接合資料41は BL15と 、接合資料124は BL24・ ブ

ロック外遺物 と、接合資料168はBL15と 、接合資料169

はBL3と 、 1妾合資料171はBL18と 、 1妾合資料226は BL14

と、接合資料68090・ 185・ 1980216は ブロック外遺物

との接合資料である。

接合関係を踏まえると、興味深いことに本ブロック集

中域は二つのまとまりとして捉えられるかもしれない。

というのも、これほど近接 して位置 しているBL10・ 11

とBL8と の間には、ブロック間接合がほとんど認められ

ず、ブロック間接合でもBL8の 縁辺部の石器 とBL10の

石器とが接合する例のみしか確認されないためである

(図 2-15・ 16)。 BL8は その南北のBL7・ BL12と の接
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合がより頻繁である。こうしてみると、BL7・ 8・ 12と

BL10 0 11と はそれぞれをひとつのまとまりとして一括

できようし、前者の一群と、後者の一群とは別の機会に

形成された可能性 も考慮する必要があろう。

BL13(図 2-18～ 21)は BL4の 南に位置する。全体

の資料数は164点 で、ナイフ形石器 3点、削器 5点、石

刃 1点、景J片類141点、石核14点からなっている。ここ

からは本石器群最大の接合資料 (接合資料35)が得られ

ているが、ナイフ形石器や削器の製作が行われた形跡は

顕著ではない。ブロック中心部で石核の集中が認めら

れ、ここを中心に接合資料35066・ 260で みるようなま

とまった景J片景J離作業が展開されている。接合資料350

66はAN-10と いう多孔質で粗質の安山岩を用いた景J片

剥離に関わる接合資料であるが、この石材の質に関係 し

てか製品石器の素材 として用いられることは、現存する

資料による限り認めることができない。接合資料260は

白色に風化する頁岩を用いた横打剥離過程を示す接合資

料である。接合 しないものの、同一母岩のナイフ形石器

が 1点得 られており (4370)、 頁岩でもわずかながらこ

うした石器の製作が行われたらしい。

石材は安山岩を中心に、凝灰岩・頁岩が少数含まれ

る。母岩構成 についていえば、 ここではAN-10の 割

合が高 く、活発な景J片剥離に対応 して密集する。これ

と分布 をたがえてAN-3が まとまって分布 している。

AN-1・ 2の割合が低いことが指摘できる。凝灰岩では

TU-14・ 15・ 20033が少量残される。

接合資料は石核 と剥片の接合 (35・ 260)、 景j片同士の

接合 (70・ 233)、 石核同士の接合 (161)、 削器の折れ接

合 (236)、 景J片 の折れ接合 (63・ 72)、 石核の折れ接合

(69)が 得 られた。接合資料63がBL10と の、接合資料

203がBL1 0 18と の、接合資料236がBL16と のブロック

間接合資料である。

BL14～ 17(図 2-22～ 24)以 降は上記 した諸ブロ

ックとはやや離れて分布している。器種組成は資料 2-

24～ 27を参照されたい。 4ブロック全体をまとめて示

すと、ナイフ形石器 9点、削器22点、石刃 2点、景J片類

317点 、石核13点である。全体として削器が多 く、ナイ

フ形石器の倍以上の数量が残されている。この点でBL5

～ 12だ けがナイフ形石器と削器との量比で他 とは異な

った様相を呈していることがわかる。

さて本ブロック群ではいずれのブロックも分布は総じ

て散漫であるが、BL15に はナイフ形石器や削器・石核

が多 く残 されてお り、またやや密度が高い。BL14を 除

いては削器の保有率が高 く、BL15で はナイフ形石器・

石核が多 く廃棄されているが、接合資料はそれほど得ら

れていないことに注意する必要がある。本ブロック集中

域も、とりたてて集中的な石器製作が行われた地点では

ないらしい。それとともに、このブロック集中域では削

器が各ブロックに安定して伴っていることが注 目され、

石器製作よりも主としてそれ以外の作業に重点がおかれ

た場であったものと推測できよう。

本ブロック群ではAN-5の 占める割合が高いことが指

摘できる。この一方でAN-1・ 2は分布量が少ない。凝

灰岩ではTU-1・ 10・ 15・ 19・ 20022・ 30039・ 40が散

布 している。凝灰岩は他と同様に数量が少ないが、それ

に加えてこれまで見てきたブロックよりも母岩数が非常

に多いことが注目される。つまり既に製作 した石器の持

ち込みが中心となるために母岩にばらつきが生 じると考

えるならば、石器製作が乏しく、削器や景j片 を用いた、

石器製作以外の作業に中心があったとする推測と矛盾は

しない。

石核 と景J片 の接合 (116・ 1860226)、 石核同士の接合

(237)、 削器と景J片の接合 (52)、 剥片同士の接合 (41・

56・ 197・ 204)、 削器の折れ接合 (236)、 石核の折れ接

合 (164)、 景J片 の折れ接合 (840168)と 、得 られた接

合資料はやや少ない。接合資料41・ 168は BL8と 、接合

資料52・ 197はBL19と 、接合資料226・ 236は ブロック外

遺物 と接合 し、これ以外は本ブロック集中域で完結す

る。

BL18(図 2-25～ 27)はBL14～ 17と 連続 してその

西側に位置する。総点数は326点 で、その内訳はナイフ

形石器15′点、尖頭器 2″点、角錐状石器 2点、削器18′点、

石刃 1点、剥片類263点、石核25点 からなっている。や

はリナイフ形石器に比べて削器の数量がやや上回つてい

る。ただ しBL14～ 17と は違い、BL18で はまとまった

石材消費が行われ、かつナイフ形石器はよリブロック外

縁部に分布するのに対 して、削器はよリブロック中央部

に、剥片の集中部分と一致して分布する傾向があり、特

に削器製作が中心となっていた可能性が高い。石核 も多

量に廃棄されている。またこのブロック集中域では角錐

状石器と分類 した石器が 2′点 (接合後実数 1′点)検出さ

れている。技術形態学的に分類される角錐状石器という
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カテゴリにはい くつかの異なった役害1を 持つ石器が含ま

れている可能性があると考えられるが、本石器群では

接合資料160の ように削器と強い関係をもった石器 も含

む。角錐状石器はこのブロック群のほかにはBL7の北側

にのみ分布する。また、本ブロックには尖頭器と認定し

た石器が含まれている (124801301)。 これは技術的に

は粗製のもので、個々の景J離が粗いものであるが、形態

上は柳葉形に整えられている。あるいは削器であるとい

う可能性も無いわけではないが、縁辺がそれほど鋸歯状

になっていない点で区別される。また剥離が平坦で素材

中央部に入 りこむため、ある程度面的な調整 とみなせ

る。さらに上ノ原Ⅳ石器群 (尖頭器石器群)では極めて

稀にしか用いられないAN-2母岩を用いていることも、

これら2点の尖頭部が本石器群に帰属するとみなした根

拠のひとつである。ともかく、この石器が刺突具として

ナイフ形石器と同じ役割を果たしていたかどうかは不明

であるが、技術形態学的に尖頭器とみなさざるを得ない

面的加工の尖頭石器が共伴することは確実と思われる。

母岩別資料では、AN-5が多 くを占めている。また、

ここではTU-1が 一定数残 され、TU-9・ 14・ 20・ 30も

含まれる。凝灰岩母岩はブロック群ごとに構成が異なっ

ている。

接合資料は石核 (転用削器)と 剥片の接合 (4037・

48・ 131・ 1900203)、 景J片同士の接合 (50・ 228)、 削器

の折れ接合 (171)、 石核の折れ接合 (138・ 195)、 角錐

状石器の折れ接合 (160)、 景J片 の折れ接合 (227)が得

られた。石核を含み景J片景J離過程を示す接合資料の比率

が高 く、石核の多さなどともあわせて、やはり本ブロッ

ク集中域が集中的な景J片剥離と石器製作によって形成さ

れたことを示 していよう。

BL19～ 25(図 2-28～ 30)の うち、BL19・ 20は む

しろBL14～ 18に 近接 して一連のブロック群を形成する

と見るほうが妥当であろうが、図製作上の問題でこちら

に含めている。これらのブロックは、他ブロックにも

増して遺物分布が散漫である。BL21～ 25に ついてみれ

ば、全体でもナイフ形石器 3点、削器 4点にとどまって

いる。ブロック数に比してナイフ形石器や削器の零細さ

が顕著である。BL24 0 25で は数量的にまとまった接合

資料 (1240125)が得られており、このエリアでは小規

模な剥片景J離が行われたことが確実であるが、石器製作

の痕跡をほぼ含まない。この点ではBL13に 類似 してい

る。剥片は製作するものの、石器作 りに対応するブロッ

クではないものがほとんどであると思われる。

母岩別資料についてみると、AN-5が多 くを占めてい

る。安山岩以外ではTU-28040が含まれる。

石核 (転 用削器 )と 景I片 の接合 (35・ 124・ 1250

1310133)、 削器 と剥片 の接合 (52)、 剥片 同士 の接

合 (5401230163・ 197)、 景J片 の折れ接合 (96・ 128・

130・ 1400192・ 193・ 230)、 削器の折れ接合 (224)、 石

核の折れ接合 (93・ 173)が認められた。特に接合資料

1240125は かなりまとまった横打剥離過程を示す もの

で、ナイフ形石器の製作途上と思われる二次加工景J片が

接合する。接合資料124は BL8と のブロック間接合であ

り、関係を示唆 している。接合資料52は BL17と の、接

合資料131は BL18と の、接合資料197はBL16と のブロッ

ク間接合資料で、接合資料133は ブロック外 との接合資

料である。

遺物はさらに調査区南西に散漫に分布する (図 2-

31・ 32)。 ブロックは形成せず、散漫な分布である。特

に、ナイフ形石器が単独で残される例が多いことがこの

区域の特徴 といえよう。

ブロック外からはナイフ形石器43点、角錐状石器 1

点、削器34点、掻器 1点、石刃 1点、景J片類624点、石

核28点 が出土 している。ブロック集中域BL5～ 12周辺

ではナイフ形石器の多 くがブロックに含まれ、かつ集中

分布をみせるが、これ以外ではナイフ形石器はブロック

周辺部からブロック外に散布することが多 く、量的にま

とまることも無い。またブロック外出土のナイフ形石器

は12Vに多 く認められる。一方で削器はBLl～ 12、 15

～ 18な どのように、多 くのブロックで一定程度の数量

が含まれている点で、ナイフ形石器とは異なった特徴を

有
.し

ている。

さて、本石器群は一見すると各ブロックで類似 した活

動が行われたように見えるが、以上で述べてきたとお

り、実際はブロック集中域ごとにかなり様相が異なっ

ていることがわかった。要約すると、BLl、 BL2～ 4、

BL14～ 17で は多少の最J片剥離を行った痕跡はあるが、

石器の製作は顕著でなく、ブロックに一定数の石器 (削

器が多い)が含まれる例が多 く見 られた。BL5～ 12は

非常に集約的な石器製作が行われたブロック集中域であ

った。特にBL8ではナイフ形石器の製作が顕著である。

BL8以外でも接合例が多 く、剥片景J離・石器製作が活発
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であったことがうかがわれる。BL13は やや特殊な集中

域で、多孔質で粗質の安山岩と、凝灰岩を用いて集中的

な剥片剥離を行っている。しかし、凝灰岩ではナイフ形

石器が製作された可能性があるもの、それ以外には石器

製作の痕跡が乏しい。ナイフ形石器や削器の組成が零細

な点も特徴である。BL18では削器を中心とする集中的

な石器製作が行われていた。ここでは尖頭器と認定した

石器も出土している。BL19～ 25は剥片や石核以外の石

器を含む割合が最も低いブロック群である。一部まとま

った景J片製作が局所的に行われているほかは、石器作 り

に対応するブロックとは考えにくいものが大部分を占め

る。器種組成が貧弱である点と、少数の母岩でまとまっ

た剥片剥離を行っているという点ではBL13に 類似する

ともいえる。本石器群は当初予想した以上に多様な活動

を示しているようである。

2-3 砕片との関係 (図 2-33)

本石器群のブロック分布は砕片の集中域と一致する場

合が多い。特にBL5～ 12の ブロック集中域には、他の

ブロックに比べても多くの砕片が重複して分布している

ことは、すでに述べたこのブロック集中域での活発な石

器製作と対応していると見ることができよう。ただし、

上ノ原Ⅳ石器群に関連する砕片の密集域と比較すれば、

本石器群と関連すると思しき砕片はやや散漫なまとまり

を成すにとどまっている。これは、本石器群の最J片景J

離・石器製作の過程が、尖頭器製作のような細密な調

整過程を経るものではないこととも関連しているのだろ

う。

2-4 遺物解説

・ナイフ形石器

総点数164点 (接合後実数163点 )で124点 図化した。

このうちブロック内からは116点が出土している。特に

BL8での出土数が最大で、45点 にのぼる。これに次ぐの

がBL18の 15点で、このほかは10点未満にとどまる。本

石器群のナイフ形石器は形態・加工・素材ともに多様で

ある。素材は有底横打剥片を用いるものが多いが、底面

の残らないものも一定量認められる。また、加工の部位

は一側縁・二倶l縁 ・打面部・不規則な部分加工など様々

である。やはり安山岩製のものがほとんどであるが、凝

灰岩製・頁岩製も残されている。

その大きさは4 cmか ら7 cmに大半が含まれる (図 2-
34)。 さらに長幅散布図のまとまりから見て4～ 5.5cmの

一群と、6～ 7cmに わずかな集中が認められるといえよ

う。4 cm以 下の小形品と7 cmを超える特に大形のナイフ

形石器を含め、サイズのつくりわけが行われていると見

られる。またいわゆる瀬戸内系石器群のナイフ形石器は

全体的にやや薄手な印象を受けるものが多く、本石器群

でも同様の傾向が看取される。

変異の幅が大きすぎるため、仔細に拘泥した分類には

あまり大きな意味は無いと考えられる。全体的な特徴と

して、素材は有底横打剥片と底面の無い横打剥片のう

ち前者が多く、背部整形は正方向 (腹面側から)と 反方

向 (背面側から)の うち後者が圧倒的に多い傾向が指摘

できる一方で、形態と加工部位は極めて変異に富むとい

う傾向がある。特に加工部位の変異幅が大きいため、こ

れを分類基準におくと限りない細分が可能となってしま

う。したがって、分類は素材と背部整形の方向に拠って

おくのが最も明快であろう。以下では加工部位をとりあ

えず保留し、とりあえず素材と背部整形の方法に着目し

てグループ分けを行った。加工部位に関する何らかの特

徴が認められる場合には、合わせて記載する。代表的な

ものは次のようにまとめられよう。

I類 : 打面部背部整形が素材背面側から行われるも

の。ナイフ形石器の多くが含まれる。

Ia類 : 素材末端全縁か、少なくとも半分以上に石核

底面 (ポジテイヴ面に限らない平坦面)を もつ有底横打

景J片 を素材とするもの。最も多くの資料が含まれる類型

である。加工が打面部周辺に限られるものもあるが、そ

の差は連続的である。微弱な加工を無視した場合、素材

末端側へも加工を行って二側縁とするものの割合は、底

面が末端縁全体に遺存していないもので高く、全体に遺

存しているものではやや低いという傾向がある。このた

め、素材末端倶lへの加工は素材形状が特に好ましくない

場合に適用されるといえる。あえて抽出するほどの数量

が無いため類型を設定しないが、二側縁加工のものでは

素材末端側の加工が扶り入り状になり、夕ヽ形上は切出形

になる特徴的形態が含まれる (16・ 1775な ど)。 なお背

部整形は打面部付近で対向調整ないし正方向の調整と

なるものが目立つ。本類型にはかつて麻柄一志 (麻柄

1984)に より「直坂Ⅱ型」と仮称されたナイフ形石器が

包括される。代表的なものでいえば1742、 1977、 2937な
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どがあげられよう。

Ib類 : 石核底面を持たないか、少なくとも末端縁に

は底面が取 り込まれていない横打景J片 を素材 とするも

の。二側縁加工 となるものが Ia類 よりも多 く、半数近

くにのぼる傾向が指摘できる。このとき素材末端縁の加

工は腹背いずれからも行う例がある。3255、 1056を例に

挙げておく。

Ⅱ類 : 打面部背部整形が素材腹面側から行われるも

の。数量的には多 くない。

Ⅱa類 : 素材末端全縁か、少なくとも半分以上に石核

底面 (ポジテイヴ面に限らない平坦面)を もつ有底横打

景J片 を素材とし、腹面倶1か ら整形して細身のナイフ形石

器に仕上げるもの。加工部位は一側縁が多 く、二側縁に

及ぶものでも微弱な加工が目立つ。部分的に対向調整と

なるもの、底面が礫面 と思 しき資料 も含めた。ここに

は技術形態学的にはほぼ国府型と呼んでよいものが含ま

れ、本石器群では少数組成される。746、 2221、 9007を

例に挙げる。

Ⅱb類 : 石核底面を持たないか、少な くとも末端縁

には底面が取 り込まれていない横打景J片 を素材 とする

もの。背部整形の方法はⅡの類 と同じである。加工部

位についてもⅡa類 と同様の傾向が指摘できる。6695、

1806、 4013を 例 とする。数量が少ないため類型化 しない

が、底面を持たない横打景J片 を素材に、二側縁をいずれ

も腹面側から整形 しておおむね切出形に整えたものもあ

る (2168)。

Ⅲ類 : 打面部背部整形がほぼ対向調整のみによって仕

上げられるもの。数量的には多 くないため、素材の特徴

による分類は行わない。背面のほぼ全面に底面の残る横

打剥片を素材 とするものが目立つ。これらの断面形は長

三角形となる特徴がある。この類型に含まれる資料自体

の数量が多 くないのだが、やや大型のものが多 くを占め

る傾向があるといえようか。1771、 4945、 5606、 5788、

2965な どを代表とする。

やはり直坂Ⅱ型とよばれるものを含む Ia類が非常に

多 く、その数量はほぼ半数におよぶが、この Ia類です

らなお多様である。さらに、背部整形方向が側縁の中央

で変化するものなど、これらに含めることができない特

徴を持つものも少数存在する。2601は 縦長景J片の打面部

を切 り取ったものである。

また本石器群の I・ Ⅱ類ナイフ形石器の整形法は、全

体的に角度の小さい縁辺を形成する加工による傾向にあ

ることを付け加えておきたい。部分的にはあたかも尖頭

器の調整法に近いようにさえ思える。8934、 3355を 例示

しておく。

・尖頭器

本石器群に含まれると考えられた遺物で、尖頭器と認

定したものが 2点 ある。 2点 ともに図化 している。いず

れも12QH8グ リッドからの出土で、BL18に含 まれてい

る。1301、 1248は いずれも素材がよくわからないが、ナ

イフ形石器や角錐状石器とした石器に比べて平坦な調整

で整形されている。1301の ほうは全体が景J離で覆われる

わけではないが、尖頭部を平坦調整で作 り出している点

を評価 した。1248に ついては器体の大部分を調整景J離痕

が覆っている。断面形はおおむねレンズ状を呈する。上

ノ原Ⅳ石器群の尖頭器に比べるとやはり不整形である

が、技術形態学的には尖頭器 と分類すべ きものであろ

う。1248は 上ノ原Ⅳ石器群では稀にしか用いられない母

岩AN-2に分類されることも、本石器群への帰属の傍証

となる。

・角錐状石器

4点 (接合後実数 3点 )が認められた。接合資料160

は角錐状石器としたものの、景J片素材石核 として機能し

ていたものに削器状の刃部を全周にわたって施 し、柳葉

形状にした両端の尖る石器である。このような形態をと

る削器は他にほぼ認められないため、特殊なものとして

角錐状石器に分類 したが、石核転用削器とみなすことも

できる。他の 2点は接合資料160よ りもかなり小振 りで

ある。横打剥片を素材に、その全周を整形 したもので、

断面は台形状となる。1592は素材背面側からの加工が部

分的に認められ、やや異質な印象をうける。ともあれ、

総′点数が3000′点を超える本石器群にあっても、角錐状石

器としてよさそうな石器は3点のみしかない。また、そ

の形態的特徴 も一定しない。

・削器

削器は142点確認 し、44点 図化 した。ブロック内から

は107点が出土 している。ナイフ形石器についで多い器

種である。安山岩製に混じつて玉髄製の横打景J片 を用い

た鋸歯状刃部を持つ削器が 1点伴っている (7398)。 素

材に注目すると、有底横打景J片末端縁に鋸歯状の加工を

直線状に施 したもの (1202、 1472、 9218な ど)、 底面を

持たない厚手の横打景J片 の一側縁に鋸歯状の加工を直線
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状に施 したもの (7094、 7324、 1234、 1515、 3705、 8909

など)、 という程度に分類が可能である。後者には形態

が撥形になるかなり大型の削器も数点認められ (1515)、

前者に比べて厚手の刃部を持つ場合が多い。有底横打争J

片を用いる場合でも、そうでない場合でも、腹背いずれ

かの面にのみ加工を施すといったような偏 りはなく、背

面側への加工、腹面側への加工の両者が認められる。た

だし原則として片刃である。また加工の部位も様々であ

りとくに限定されていない。本石器群の削器はほぼこの

二種類に分けられるが、他に石核転用品とナイフ形石器

を転用したと思われるものが含まれており注目される。

ナイフ形石器の転用品と思しき資料も本来かなり大型で

あったと推測され、概 して厚手の素材を選択する傾向に

あるといえよう。これらのほかに直線状の刃部を持た

ず、一箇所に決 り入 り加工を加えたノッチ ドスクレイパ

ーも極少数伴うが、本分類枠に含めている。

ナイフ形石器からの転用と考えたのは、有底横打景J片

の打面側を背面側からの整形および対向調整などで直線

状に背部整形していながらも、反対傾1縁に粗い加工によ

る鋸歯状の直線刃が形成されている資料で、 4点認定し

ている (5726、 9092、 4315、 4476)。 この反対側縁の加

工はナイフ形石器の整形加工としては明らかに異質であ

る。 4点 とも有底横打景J片 を利用 した、本来大形のナイ

フ形石器と考えられる点が共通している。削器刃部は必

ず一側縁全縁に施されている。なお、4315は 刃部形成面

が器体中央部を境に背面側と腹面倶1と に分かれる。

石核転用削器は数多い。22点確認 している。接合資

料に含まれる割合が高いが、折れ接合である場合が多

い。さらに削器刃部形成後、再び石核化 したことを示す

接合資料があることに注意が必要である (接合資料640

131・ 221)。

・掻器

8″点出土し、うち 3′点を図化した。掻器としたものに

は円形掻器が 3点含まれている (4064、 1764、 4060)。

やや厚手の剥片の全周を、比較的角度の大きい加工でお

おむね円形に整えたものである。刃部は鋸歯状とはなら

ない。これ以外の掻器は斉一性に乏しく景J片 ないし景J片

折れ片の端部に刃部を形成するものである。有底横打景l

片が用いられた例は確認できなかった。

0石刃

石刃 とみなした資料は8点組成される。 l点 図化 し

た。きわめて数が少なく、ほとんどが石刃 と呼ぶより

も、それほど意図されずに生 じた縦長景J片のうち、形態

的に整ったものといえそうである。ただし接合資料176

に含まれる石刃は、連続的に景J離 されたものの一つであ

り、石刃核リダクションの産物としての石刃 と呼んでさ

しつかえない。

O二次加工剥片、微細剥離剥片、争J片

景J片類は総計2696点が出土しているが、図化できたの

はこのうち21点 である。剥片には、ポジティヴ・ネガテ

イヴの別を措いておおむね平坦となる面 (石核底面)が

残る横打剥片が多数含まれている。この平坦面の付き方

は一定ではなく、剥片末端全縁に帯状に残るものから、

ごく部分的に取 り込まれているもの、縁辺には残 らずに

剥片中央部に取 り込まれているもの、景J片背面全面に残

るものなど一定しない。大きさは10cmに満たない中～小

形のものが大半である。加撃点はやや窪んだネガティヴ

な面や平坦面に置かれるものが割合上は最 も多 く、山形

になった稜線上に置かれるものがこれに次いでいるが、

特別な偏 りはない。剥片剥離 との先後が明確ではない

が、打面上に微小な求J離痕が連続的に認められるものが

極まれに確認できる。ただし、加撃点選択にこだわりが

ないことから見ても打面調整技術が積極的に適用されて

いるとは考えられない。

・石核

石核は総計132点が出土している。このうち22点 を図

化した。また54点 は接合資料に含まれており、本遺跡で

石核消費が頻繁に行われたことが示唆されている。これ

ら石核はほぼ例外なく大形の板状景J片 を素材 としてい

る。景J片剥離は、石核素材主景J離面の最J離方向が読み取

れるものに関しては、石核の打面側から行われるものが

目立つ。

折損の度合いが軽度なものに限って観察すると、若干

の例外もあるのだが、石核には主に次のような種類があ

る。

①素材両端から打点を反転させ (打面と作業面を入れ

替え)つつ左右に移動 しながら有底横打景J片 を景J離す

るもの (1794、 5706、 6709、 接合資料124、 接合資料147

など)。 残核は棒状形態になる場合が多いのが特徴であ

る。

②素材一端から打点を反転させつつ左右に移動しなが

ら進行するもの (2990、 1818、 接合資料 4、 接合資料
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118、 接合資料124、 接合資料162な ど)。 石核の半数程度

を占める類型である。この類型についても残核は棒状

になるまで消費されるものが 目立つが、石核素材がや

や小形であった場合はこうした残核 とならない (7221、

6906、 7276、 7323な ど)。 また本類型で残核が棒状にな

るまで消費されたものは削器に転用される割合 も高い。

③素材一端で打点を反転させつつ左右に移動しながら

景I離 を行い、もう一端では打点を反転させず、左右に

移動しながら剥離を行ったと見られるもの (4481、 接合

164)。 例は多くない。

④素材両端から素材求J片の片面側へ向けてのみ剥片景J離

を行うもの。やはり打点は左右に移動する場合が多い

(7497、 1739な ど)。 もう一端には打面調整程度の剥離が

施される場合がある。

⑤素材一端から素材景J片 の片面側へ向けてのみ景J片景J

離を行うもの。打点は左右に移動する (670、 接合37な

ど)。 もう一端には打面調整程度の最J離が施される場合

がある。かつて「三国技法」(平 口1984)と 呼ばれたも

のに相当する。

⑥打点の反転も行われるものの、左右に並列して打点が

配置されるというよりは、石核の周囲をめぐるように景J

片剥離が進行するもの (接合66な ど)。 数は非常に少な

⑦石核の素材としてはやや小振りの剥片を素材に、1～

2枚のみ剥片を剥離し放棄されたもの。

以上の類型にはかつて多数設定された横打景J離方式

(技法)の ほとんどが含まれている。なお、類型⑥のよ

うな、散発的な景J片剥離を示す石核は数量的にも一定量

含まれるが、特徴的なのものは類型①・②にあたる資料

で、特に②が多い。接合資料に含まれる石核をはじめ、

本石器群ではまとまった景J片剥離が行われる場合はおお

むねこの景J離方式によっているということができる。

《接合資料》

接合資料について解説を加える。比較的多くの接合点

数をもつ接合個体については、その最J離順序を遺物分布

状況に反映した図を作成したので、あわせて参照された

い (図 2-35)。

接合資料 4: TU-30の 石核 2点 と景J片 3点 の接合資

料である。石核長軸方向に打点を並列 して配置する横

打景J離で (並列横打景J離 と呼んでおく)、 打点の反転を

行う。1195が景J離 された次の加撃で石核が折損し、石核

折れ片1315が生じている。もう片方の折損石核を用いて

さらに数回の剥離が進められ、最後に石核1458が残さ

れている。分布はBL18と BL19と の間に収まる (図 2-

35)。

接合資料35: AN-10の 石核 6点 と剥片14点 の接合資

料である。本石器群の中で最大の接合′点数を有 し、かな

り大型の分割礫の状態で持ち込まれたことがわかる。表

裏両面に残る大景J離面は左図側がポジテイヴ面、右図側

がネガテイヴ面であり、かなり大形の礫からこの接合資

料を含めた大型板状景J片が複数枚剥離されたことが読み

取れる。本接合資料に関しては、こうした大形板状景l片

が景J離 される過程は遺跡内では行われていない。

大形板状景J片で持ち込まれた石材は、まず半割された

後、それぞれの単位で剥片剥離が進行する。左図右佃1の

単位では (単位a)、 半割礫はさらに二枚の大形板状剥片

に再分割されている (単位ヶl、 単位a-2)。 このa-2を も

とに二枚の最J片が景J離 されている。a-1は 石核側になる

わけであるが、この石核からさらに小形の縦長景J片が2

枚以上景J離 されている (a-1-1、 a-1-2)。 石核a-1-3は 二

枚に折損している。

左図左側の単位では (単位b)、 素材の片側から打点

を反転させつつもほぼ一方向に交代するように横打剥片

景j離が進行している (b-1→ b-9)。 ただしこれら多数景J

離された剥片は石器に加工されることはない。これは

AN-10の 接合資料全てについて言えることである。残

核 (b-10)はやや棒状に近い形状となる。接合 してい

るのはこのようにaOb二 つの剥片剥離の流れのほか、

図上部に大きく残される接合の空白部分には、もう一つ

以上の分割礫が存在したことは確実であるが、調査区内

には残されていない。遺跡外へもちだされたのであろ

う。

資料の分布はいずれの単位についてみてもBL13周 辺

に収まる。唯一、b-4(7308)の みが12Vグ リッドまで

運ばれている。石核はあたかも集積させられたかのよう

に、BL13中 央部に集まって残されている。

接合資料37: AN-5の 石核 1点 と景J片 3点の接合資料

である。半割された安山岩円礫をもちいて、その一端か

ら打点を左右に振りながら剥離を進めている。

接合資料41: AN-17の剥片 3点が接合 したものであ

る。大形景J片 ないし景J片素材の石核から剥離が開始され
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ている。打点を左右に大きく動かしながら、底面を持つ

景J片 を景J離 した過程がよく示されている。打面調整は極

わずかに施される。図化 していないが、写真11を 参照。

接合資料48: AN-5の石核 1点 と景J片 2点の接合資料

である。表裏に平坦な景J離面をもつ板状景J片 を素材に

剥片剥離が進められている。最初に 1(1261)力浄J離 さ

れ、次の加撃で石核が半折 しているが、引き続き最低 2

枚の景J片が景J離 されている。

接合資料52: AN-2の削器 1点 と剥片 1点の接合資料

である。背面側左に平坦な剥離面が残るため、おそらく

半割された礫の一端からやや縦長の厚手景J片が景J離 され

たものと思われる。その景J片 うち 1点が鋸歯状の刃部を

もつ削器に加工されている。

接合資料55: AN-1の最J片 2点の接合資料である。大

形板状剥片の末端側から景j片剥離が進められていること

がわかる。本接合資料およびそれに先立つ数枚の連続的

な景J片景J離の直前には板状景J片の腹面側から一枚の最J片

が景Jが されている。この景J離面を打面に本接合資料が景l

離されたと考えられる。図化 していないが、写真11を参

照。

接合資料59: AN-2の 剥片 3点 の接合資料である。板

状剥片を石核素材に横打景I片景j離が打ち景Jが されてい

る。 l(3266)は他の二点とは反対方向からの景J離で、

欠落石核は本石器群に多 く見られる長方形を呈する棒状

のものであった可能性が読み取れる。

接合資料64: AN-2の 石核 2点、剥片 2点の接合資料

である。石核 2点は折れ接合で、本来は 1点である。こ

の石核は、景J片 1(5631)力浄J離 された後に削器刃部が

図の上下端に形成されるが、その後再び剥片が景J離 され

た際に生じた折れ面は削器刃部より切 り合い上新しいた

め、最終的には石核 となったものであろう。ただし図の

下端の削器刃部は景J片 1剥離以前の可能性もあり、その

場合削器→石核→削器→石核と、激しく役割が変化した

可能性を示す。すべてBLlに 残される (図 2-35)。

接合資料66: AN-10の石核 1点、二次加工景J片 1点、

景J片 4点の接合資料である。実測図左側の右側縁から連

続的に景J離が進められた後、実測図左側の下縁を作業面

に複数枚の剥片 (接合景J片 なし)を剥離し、その後実測

図左側の左側縁において2枚の剥片を剥いでいる。打′点

が石核の周縁を転々と移動する特徴がある。本接合資料

は、接合資料35と 同一母岩で、分布 もBL13に 収まって

いる。このブロックで多孔質の安山岩を用いて集中的な

景j片景J離が行われたことがわかる。

接合資料82: AN-2の 石核 2点 と景J片 2点の接合資料

である。並列横打景J離過程を示す。石核 2点 は剥離事故

により折損 したもので、本来は 1点である。剥片 2点の

先後関係は明らかでないが、石核がより大 きい状態で剥

離されたと思われる1815が先行する可能性が高い。図化

していないが、写真11を参照。

接合資料85: AN-2の 剥片 4点が接合する。大形の板

状剥片を用いた並列横打剥離過程をしめす。打点が大き

く左右に動いており、打面調整等は施されない。

接合資料88: AN-2の 最J片 2点の折れ接合である。大

形の有底景J片が折損したものである。背面の剥離面は3

面並列 しており、この最j片の景J出 された過程をよく示 し

ている。

接合資料119: AN-5の 削器 2点の折れ接合である。

かなり厚手の縦長の剥片の末端部から左側縁にかけて鋸

歯状の刃部が作 り出されている。

接合資料124: 石核 2点、二次加工景j片 1点、景J片 4

点の接合資料である。石核は折損した2点が残されてお

り、二つの間に入るべき石核片が残されていないが、本

来ひとつの石核である。本接合資料は並列横打景J離の過

程を実によく示している。打点は石核長軸に並行 して大

きく左右に移動し、横長の有底剥片が連続剥離されてい

る。また打面の高さが変化しているため、反転 して景l離

が進行 したこともよくわかる。 1(6914)は景J離後打面

部を削 りとるような二次加工が加えられている。おそら

くナイフ形石器への加工を試みたものであろう。 1→ 6

の過程は連続して接合 しているが、石核反対側縁の景J片

類が接合 していない。 6(6936)・ 7(7018)に のこる

石核底面上の最J離面の切 り合いから考えて、少なくと

もこの部分の反対側縁からの最J離は6以後に行われてい

る。

接合資料を構成する遺物はほぼ全てBL24周辺に残さ

れているのだが、2261だ けがBL8に 持ち運ばれている。

なお、最終的に石核折損片のうち 1点がBL24南西側に

離れて残されている (図 2-35)。

接合資料125: AN-3の 石核 1点、二次加工景J片 1

点、景J片 6点の接合資料である。片面に広 く礫面が残る

かなり大形の板状景J片 をもとに景J片景J離 が行われてい

る。まず実測図右側の右側縁で打点を反転させながら4
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枚の景J片が景l離 される (1→ 4)、 その後打点を大きく

移動して実測図右傾1の左側縁で打点を図の下側から上側

へ移動 しながら剥片景J離 を連続的に行う (5→ 7)。 そ

の後の剥離の進行は明らかでないが、最終的に石核折れ

片 8(7269)が残されている。

接合資料を構成する遺物の全てがBL24か らBL25の 周

辺部に残されている (図 2-35)。 ただ連続的な景J離 を

示すものでありながら、あまりまとまった集中を見せな

接合資料127: AN-2の 剥片 2点の接合資料である。

打点が左右に移動する横打景J離過程をしめす。

接合資料131: AN-3の 石核 2点 と景J片 1点の接合資

料である。石核は折れ面接合で、本来は 1点である。本

来大形の板状剥片の両面側に複数枚の剥片が景J離 された

後、鋸歯状の削器刃部が作 り出されている。しかしこの

削器はその後再び石核化し、景J片景J離が行われている最

中に折損 したものとの推定が可能である。最終的に石核

化 していることに注意が必要である。図化 していない

が、写真12を参照。

接合資料137: AN-2の 削器 1点、剥片 3点の接合資

料である。本来の大形板状剥片がいくつかに折損したも

ののひとつで有底景J片の剥離が行われているが (b-1)、

これに対応する石核は接合 していない。その他の折損片

では、削器の製作が行われている (a-1)。

接合資料144: AN-2の 削器 1点、景J片 1点の接合資

料である。石核底面と見られる平坦面は認められない。

接合資料147: AN-2の 石核 2点、剥片 8点の接合資

料である。本資料 もまた大型の板状景J片 を石核素材 と

し、石核が細長い形状になるまで繰 り返し並列横打景J離

を行っている。横打景J片景J離はa-1→ a-6に かけて行われ

るが、その途中の段階で石核は折損している。ただしい

つの段階で折損 したかがわからない。折損石核の一方で

は引き続き横打景J片景J離が継続される一方で、もう片方

の折損石核では突如として石核折れ面から長狭な石刃の

連続景J離が行われている (b-1→ b-2)。 この過程は接合

資料176で も確認されてお り、いずれも興味深い資料で

ある。

景J片景J離の行われた場はBL5が中心である。ただし接

合する資料の中で5番 目に景J離 された剥片と、横打景J離

に関わる石核 とはBL5か らやや離れて、それぞれBL10

やブロック外に残されている。なお、石刃景J離に関わる

資料も2点 ともBL5に遺存 している (図 2-35)。

接合資料155: AN-2の 削器 1点、剥片 2点の接合資

料である。板状剥片を素材に数枚の剥片を景J離 したのち

に、残った残核を削器に転用 していることがよくわかる

資料である。削器刃部は細長い石核の両倶1縁に形成され

ている。

接合資料157: AN-2の 削器 1点、剥片 2点の接合資

料である。ttj片 は折れ接合である。この景J片はかなり大

形であり、当資料を景j離 した段階での石核は大型であっ

たと思われるが、削器に転用されている石核はかなり小

形化 してしまっている。まとまった景j片景J離が行われた

のであろう。

接合資料158: AN-5の 削器の折れ接合である。削器

としたが、本来は剥片素材石核である。

接合資料160: AN-5の 角錐状石器の折れ接合であ

る。本来は景J片素材石核であったと思われる。本資料の

場合、おそらく削器と同等の役割を果たしたと思われる

が、ここでは角錐状石器と認定したものである。

接合資料162: AN-3の 石核 1点、剥片 2点の接合資

料である。やはり大形の板状剥片を素材に、その打面部

から打″点を左右に移動 し、また打′点を反転させながら有

底景J片 を打ち出している。いずれかの面に偏って景J片景J

離がなされるということは無い。景J片 はやや小形であ

る。

接合資料163: AN-1の 大形板状景J片が 2点接合 した

ものである。背面には平坦面が認められず、おそらくこ

の景J片 自体が石核の素材となるはずのものだったと考え

られる。本遺跡でこうした石核素材同士の接合が認めら

れることはこの資料と接合資料35を 除いて他にない。

接合資料164: TU-1の石核 2点の折れ接合である。

片倶1縁では素材の両面側に向けて横打景j片剥離が行わ

れ、もう片側縁では片面側に向けてのみ景j片景J離が行わ

れていることがわかる。石核の類型では③にあたる。

接合資料167: AN-2の石核 1点、削器 2点の接合資

料である。削器2点は折れ接合であり、実数は1点であ

る。この石核と削器は、いずれもより大きな板状剥片か

ら打ち出された有底横打景I片 で、内1点が石核として、

もう1点が削器として用いられたものである。なおこの

削器 (2298+2416)に は景J片剥離を行った痕跡も残され

ている。折れ面が剥片景J離による剥離面と削器刃部作出

のための剥離面の両者を切っている上、いずれにおいて
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も打点部に折れ線が収東するため、この折れが剥片景J離

によるものであれば削器刃部形成後石核として用いられ

たことになる。しかしその逆もありうる。器種の上では

削器とした。

接合資料176: AN-18の石核 1点 と石刃 1点 とが接合

したものである。接合状態を見ると、石刃剥離以前は並

列横打景J離が行われていたようである。しかしその後一

転 して図上部に帯状に残る礫面を打面として、長狭な石

刃が連続景J離 されている。

接合資料177: AN-2の 削器 2点が接合 したものであ

る。かなり大形の有底横打景J片で、打点を大きく左右に

移動させて景J離 されていることがわかる。

接合資料182: AN-2の 石核 2点、景j片 2点 の接合資

料である。石核 2点 は折れ接合で、少なくとももう一点

折損した石核 とともにひとつの石核をなしていた。1540

は、接合 しなかった欠落石核から剥離されたものであ

る。図化していないが、写真13を参照。

接合資料203: TU-14の石核 1点、削器 1点、景J片 2

点が接合 したものである。削器と石核は本来ひとつの石

核であり、切 り合い関係からは読み取れないので、石核

折損後に折損片の片側を削器に転用 しているのか、削器

としていたものを石核 として利用 したのか明らかではな

いが、分類の上では石核転用の削器とした。大形厚手の

最J片 を素材に、その打面側から素材の両面に向けて剥片

が景J離 されている。4636景J離時に石核が折損 したようで

ある。削器刃部を持たないもう片方の石核片では、折損

後も一枚の景J片が景J離 されている。接合資料を構成する

それぞれの遺物がいずれも遠 くはなれたブロックに残さ

れている (図 2-35)。

接合資料218: AN-2の ナイフ形石器の折れ接合であ

る。本石器群のナイフ形石器としては最大級の大きさで

ある。

接合資料221: 石核 1点 と景J片 1点 の接合資料であ

る。本来厚手の剥片を素材とした削器であつたものをも

とにして、景J片景J離が行われている。削器となる以前は

どのように用いられていたのかはこの資料からはわから

ない。最終的な役割から器種上は石核と認定している。

接合資料224: AN-3の 削器の折れ接合である。大形

の板状景j片素材石核をもとに削器刃部が作出されてい

る。折損の理由はわからないが、剥片景J離に伴うものと

すれば、この折れ面が削器刃部を切つているため、削器

刃部形成後、再石核化 したことになる。器種の上では削

器としてある。この点は接合資料167と 同様である。

接合資料232: AN-3の 剥片 3点の接合資料である。

内 2点 は折れ接合である。平坦な剥離面が剥片の端部に

残されていることから、板状剥片を素材とする石核から

景J出 されたものと思われる。

接合資料233: AN-3の 最J片 2点の接合資料である。

この資料 も板状景J片素材の石核から景J離 されている。

3661は 加撃方向を大きく90度転換 して剥離されている。

接合資料234: AN-3の 景J片 2点の接合資料である。

接合資料2320233と 同様に板状剥片素材石核から連続的

に剥離されたものである。

接合資料260: TU-33の石核 1点、景J片 3点の接合資

料である。凝灰岩楕円礫の分割礫を素材に、打点を反転

させつつ左右に大きく移動させて有底剥片剥離をおこな

う過程を示す。本接合資料には含まれないが、この接合

資料分布域周辺に同一母岩のナイフ形石器が残されてい

る。本接合資料はすべてBL13と その周囲で収まってい

る。接合資料35・ 66と 同様に、BL13での集中的な剥片

剥離を示すものである。

2-5 まとめ

上ノ原Ⅱ石器群 (瀬戸内系石器群)の編年的な位置に

ついてはすでに述べたことがあるが (森先2004)、 後の

章で触れる。最大の特徴は、瀬戸内系石器群とよばれる

横打景J片製ナイフ形石器と鋸歯縁刃部を持つ削器に特徴

づけられる石器群としては、これまでに例を見ない数量

が残されていることである。このうち大半の資料が安山

岩製である。資料が豊富であることを活かして、これま

で十分な検討ができなかった技術的特徴についても、後

に考察する,。

ナイフ形石器は実に多様な技術形態学的特徴を有して

いる。本石器群でもっていわゆる瀬戸内系石器群のナイ

フ形石器の変異幅をおおむね押さえることができよう。

ナイフ形石器のほかには、富山県域の石器群ではあまり

目立たないが、多量の削器の存在が特徴的である。鋸歯

状の刃部をもつことが特徴であるが、そのサイズ、刃部

の厚さによってさらに細かな分類が可能である。また、

本石器群には両面加工の尖頭器が共伴 していた。そうみ

なしたのは、この粗製の尖頭器が、分類するうえで角錐

状石器・削器・石核のいずれにも含めることが困難であ
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ったという消極的理由からだけでなく、上ノ原Ⅱ石器群

の残された時期には信州中部高地には尖頭器を主要刺突

具とする集団が存在していたはずであり、そういった集

団との情報交換を十分に考慮すべきであるとの考えから

である。

遺跡内にはナイフ形石器製作を集中的に行う場所、削

器製作が中心となる場所、石器製作痕跡が乏しく器種組

成も零細なブロックが集中する場所、剥片景j離を活発に

行うもののナイフ形石器や削器の製作が乏しい場所とい

ったように、いくつかの異なった特徴を持ったブロック

が認められた。このことと、ナイフ形石器や石核の削器

転用、あるいは削器の石核転用といった頻繁な器種間の

転用が見られることは、この遺跡が単純な石器製作の場

であるとする理解を拒んでいる。ブロック数・資料数・

推定作業内容等からみて、複数回の利用により残された

居住地だった可能性が想定される。

(森先)
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図2-12・ 13

図2-10・ 11

図2-10～ 21

0          (1:500)          20m

図2-8 上ノ原 Ⅱ石器群全体分布図

-65-



＼ .・

0             (1:500)            20m

図2-9 上ノ原Ⅱ石器群全体分布図 (接合線入 り)
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|ち ẗ‐ lll写 |141
‐‐

珀   ‐  壺 醸 ■
鸞            ‐          鬱   ‐

饉|■    自     ‐ 1
畿1 寧 |‐ ‐ 1鸞

‐撥
⇒ 懸ギ 鸞機機 ‐

息 ‐|プ ⑬‐
軋ウN:鳩 ③

|

機難計9172

BL15

◇◇9173 
本 9193

率

七』]

||を を■
量撃

鬱

‐ 鸞雉

轟雪 鬱 
‐

ぽ亀屹
BL1 6

一　

　

　

　

　

鶴

鶴

　

　

　

．　

・

ｆ
・
り
ヽ

難
　
櫓

|||1111111暮 ‐霰
機

■ ||‐ ||‐ 1‐
‐||13日 7

９０
8973３２

ａ
Ａ
関
四
Ｍ
Ｗ
翔
＝
）
　
９０

ｄ

へ
＝
悧
剛
胃
Ｕ

図2-22 上ノ原Ⅱ石器群BL1 4～ 17器種分布図

+89840
‐26310 。

。◇9217
鬱 □

拿

[_________― ――――――――二上12望生_――――――――――――――――-lm

-75-



誰貪貿
6 

師畠∫
8 接合84 接合237

接合41

BL8´ヽ

贔憮 絨

息③機□ ]

鬱   緩

饂  懲鸞

不
撃 ⑬

撃 艤 鬱

機
鸞亀機

翫彦
接合236

1 2RBL外 へ

接合164

接合56

◇

　
♂

肝
・　
嶋
Ⅷ
Ａ
ｖ

撥

率

七彦

率
機響

鬱% 1 珀 ♀鑢

軒写
鈴

軒一　
み
が
機

艤

接合197

19ヘ 楊

接合204 接合116      接合186

m

図2-23 上ノ原Ⅱ石器群BL14～ 17接合資料分布図

軒
鵬
　
畿鶴

」
儡
一「

い饒
」
一
一

ゞ

　

　

　

軒
　

　

　

　

檬
⑬

亀◇意

-76-



亀

■    ♂

▲

11苓
|■   口占   ロ‐
‐由

甲
・  二  

・
TF ・

■           BL1 4
・          ■  ■

.  ■由甲 今  ■

:・
  ロ  ーtロ

‐  二事メ
◆    甲   AE△ キ  ー

す|   ‐
i

‐xl:ニ ロ甲B由 61     
■

・
:二 |1 11イ |‐11

口 込‐‐. x由 甲
IL‐

‐撃       田  ‐
由 ‐

.:‐  ■̂
冒
≒

°
■   ■ ロ

・ ま   拿 *

口甲蹴
‐      由 □

△  ‐  ‐

軍‐挙■ニ
‐・ 由

 +89840
日‐ 甲

       田

▲
”
　

　

□

◇

率

△

■

　

　

　

　

　

　

　

×

「一・　
一
／
「
．△ｘ

・

X    ■

t ▼×BL1 5

▼▲

.    ▲
   拿

田△

■  ×

■■■|11:11111i・

+
-26320

×  ■

△ AN-1  0 TU-1
▲ AN-2  ① 丁U-10
□ AN-3  ☆ TU-15
■ AN-5 ★ TU-19

> AN-6   ◇ 丁U-20

◇ AN-7   ◇ TU-22
◆ AN-8   ◇ TU-30

× AN-9  田 TU-39

+ AN-1l   ① TU-40

x AN-12 o SH― 単
> AN-15  ム CL― :自

く AN-16  ◇ SAND― :巨

▼ AN-17

拿 AN-18
率 AN-20
o AN―:巨

+"田 0

-26310

[_________― ―――――一―一二生
12望

L―――――――――――――――――-lm

図2-24 上ノ原Ⅱ石器群BL14～ 17母岩別資料分布図

-77-



‐３９９
◇１‐７０＋
抑

１
硼
鸞
Ｖ

´
　

７４６

Ｍ磁
品
陽
ｙ
ヘ
ヘ
ヘ
（

β
ｌｌｌ
鵬
脳
¶

‐ ３０‐

◆

撫
闇
岡
尉
ψ

鬱
　

率

ｈ
Ｍ
旧
Ｎ
Ｕ

〈

ｄ
翻
朋
問
Ｕ

782+1424

1302(位 置不明 )

+89850
-26330

~ 7111

ネ666

ヘ

□163  0165

ネ

□釘O  ⑬鬱   櫨蠣1111::亀 ]| 。
□   働 ~亀 1・ 1堡 ‐¬91'‐ |‐町 。

Ⅲ‐||liliでヽi夢
:‐ i:il:ち:諾[||`ず

‖
"軋

+h4耐"鬱
「

遠訂曹不il魏「ηf軍

卿 日1種
it 歩

鶴
鬱

逹
匈

□

　
　
□

率

□

３３

ヘ

□

―

由

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

レ

合

１ ３

接

ＢＬ

亀章
鬱
?

,0

接合190

接合4

接合203

BLl・ 13ヘ

接合37

BL4′ヽ

接合 171

BL12ヘ

接合195

接合227

接合50

接合48

接合228

■ゞ ◇
□

f‐

`
接合131       接腎138

BL24′ヽ

図2-26 上ノ原Ⅱ石器群BL1 8接合分布図

接合160

[_________― ――――――――二上11望生―――――――――――――一―一―…lm

+89840本

-78-



+89850
-26330

□

☆

　

Ｏ

△

+
-26320

m

▲     ◆   全
◆  ◆

◆  O。  
◆

T′・■
1‐

11‐ユ|◆

.:ゴ ε◆‐

☆
【

◆

★

①

b

△ AN-1   0 TU-1
▲ AN-2   ① TU-9
□ AN-3   漁【TU-10
■ AN-4    ★ TU-14
◆ AN-5   0 TU-30
卜 AN-8    査 TU―単

く AN-9    o SH―上自
> AN-10
× AN-11

▼ AN-12
拿 AN-15
+AN-16
0 AN-17

率 AN-20
o AN― :巨

◆

+89840□

図2-27 上ノ原 Ⅱ石器群BL18母岩別資料分布図

-79-



船

鬱

◇

⑬

め
ぽ

BL18

ホ

畿6942

6891
°
 自690o  最 置

鬱  醸酸 o6932

◇鬱

0       °  '

議     畿     
⑬

③
 艘旱鬱餞

攣ぽ   惧
‐

BL21

機 プ 。機機。

鬱 +89835
-26325

□
も
艤
撥6867
⑬
本―撥

+ 
轟
欝甲

BL23

率
6904

6930

♂

□
□ 鬱

藝ヽ ボ
9'。 畿

0∫

 づ
③饉

[畿 爾らを1111l L
率

□7276

□7307

07308

□7323

幾4 5326

-2       7018

+

ピ

３‐５ （

‐

　

　

　

　

　

　

　

　

７３２６

儡

＝

岬

Ｍ

尉

岬

´ 7108

■
“

7279

図2-28 上ノ原Ⅱ石器群BL1 9～ 25器種分布図

鬱   甲 露  % 。

緩 撥   ‐

[。

③

o    ③艤7255   饉
畿懸    鬱

緻 魃11「
』盟

鬱 BL25

率7094     爾

◇   珀 ♂

鶉 ネ

①≒1駕|∫ず議
③  鸞. 

‐
‐1 0

0鸞 機
‐

鬱
 BL19

機

鬱
鬱 

鬱

74"□
‐
|

鬱    議高8

鬱議 は∫
e機 轟  ③

。 0。 01 ‐豪抒

機撥 
轟Ъ      BL20

p           e

e鶴
      鬱

鬱    。    ,   
笏

0本 8073

7276

m

⌒

-80-



接合133

120BL外 ヘ 接合173
接合124

BL8′ヽ 接合123
接合131

BL1 8へ  接合126

鬱  ♂

仄

船

③

◇

蟻
齢
雪

偽
・
③

BL18

◇

本
BL1 6

本
撥艤

接合197

BL16′ヽ

e +89835
-26325

接合52

機・
BL19 BL17ヘ

ど。
°
 □⑬

③   ネ

鬱巌1鰈
‐
彎9鬱   ③

。鬱°底 ◎仄
BL20

接合96

接合54

接合224

接合140

接合230

接合163

接合125

接合128

接合93

接合193

接合192

0轟 BL21

⑬
　

　

　

鶴

予    轟息

111憑
□

彎o

亀瞼
e

o BL25

Ａ
Ｖ

図2-29 上ノ原Ⅱ石器群BL1 9～ 25接合資料分布図

m

日
　
本

『

ピ

接合130

-81-



BL18

ロ

+
EI

☆  .●

◆   ◆

t◆
 ×口◆    ◆

▲名ロロ       ザ

°
.名

`BL1 9
◇

録
口
 .|||

ロ      ー
|■ _■ |

含
　

ヽ

ｒ

□
　

一

■

①

▲

◆

▲

□
　
回
◆

◆

☆
ビ

0◆  ‐

`,■
去‐ .

|‐ ‐
|:・・

8

+ 'II
◆

◆
       ◆

◆   □ ◆
◆

口     ◆◆

◆

ヽ
◇
           △

Ж ◆gl″ ‐
ロ

◆

:15"田
5△ 一

■
・一一∴
ＢＬ２０

．．
一卜一「一
．一
◇

◆

BL23

◆

0

□

◆ ロ

輔 ◆オ111口
M□

f◆
◆  △ ‐▲‐‐口 

“
|||■  |‐ . □  今|1月

= 
口△ 。‐

■‐11‐‐ロロ ◇‐|‐ |1人
||‐ :              ロ

ロ

'‐

||●
|ずAI■t

口      甲||19‐挙 ‐  ☆  ロ

lti:1.1‐ 1124◆

:f
‐■‐||‐

|‐ユー|‐|||‐ A・   ロ‐■口■ |■ ‐    ◆

◆ ◆ ◆

◆◆ 熟

◆ ◆

◆
◆

◆ 含
◆

◆

◆
　
　
　
　
　
　
◆

　

　

◆

◆
口
　
◆

　

　

◆

◆

　

ロ

AA

◇★

◎
　
　
◆

◆
◆  Ж▲

口口◆

◆     
□

◆     □

◆ f◆

△
▲

△ ‐ X
7二■慮|1来:△Ж
 II■ 1‐111111X

△   ◆

◆ □
 □   .

X
ロ

▲ |‐ ‐

ゝ ‐‐||11

口 |1率
‐ ‐‐

|‐
I BL22

▲◆

◇

郁

二|ヽ|IJI111‐■
口lil.ます|●::L郷

◆
◆

▲       ◆                ◆

●
E

◆

◆0  ◆

◆

◆

○

＋

　

　

□◆

ホ
89825

-26335

十

＋

◆

゛

◆
　

　

◇
◆

△

　

田

△ AN-1  プてTU-1
▲ AN-2   プk ttu-lo
□ AN-3   ● Tu-14
■ AN-4   0 Tu-19
◆ AN-5  0 Tu-20
× AN-7  日 丁U-23
o AN-8   0 Tu-28
く AN-9  ◎ 丁U-30
▼ AN-10 v TU-39
+AN-1l A Tu_40
*AN-12‐ 丁U―単
率 AN-15  e sH_上 ュ
X AN-16  回 cH―単
O AN-17 △ cL―単
① AN-20
畿 AN―準自

m

図2-30 上ノ原Ⅱ石器群BL19～25母岩別資料分布図

-82-



◆6542

◇6543

6709回

◇

⑬
◇

6632

◇
5953

率
鬱   05962

6264◇
◇

e6265

◇6260

◇
6259

Φ
6152

6154

6542

Ａ
輔
Ｖ

６５４３
　
轟

々

ＭＭ脚いいい馴ⅦⅧＶ　６　　　　　ЙれＭＭぃい岬〔呻̈
】̈̈
）

粛

木鵬脚胴Ｗ〉」　　　　図２．３‐

ハ
＝
Ⅲ
脚
脚
図
Ⅷ
Ｍ
Ｗ
　
　
４‐ロ

６２５９

パ
Ｌ

ヽ

ノ
仁
ｉ
ｔ

ハ
ーーー
瑚
艘

６２ ６０

ヽ

４
爵

脳

騎

ｙ

“

6568

6431

上ノ原Ⅱ石器群広域器種分布図 (接合線入り)

-83-

創

８ヘ

接

ＢＬ



120

12U       12V

△ AN-1   +TU-10
▲ AN-2   Ж TU-19
口 AN-3   0 TU-20
■ AN-5   o SH― :ニ

◇ AN-9
◆ AN-10
X AN-16
0 AN―上自

■
押

0   
△

AA   ロ

□     ▲

♂食 
△

▲

▲

亀

▲

0          (1:250)          10m

X
X X

△  □

△
　

△

ｏ

+   e
t

柁U十 ″V

14A

図2-32 上ノ原Ⅱ石器群広域母岩別資料分布図

-84-



t

柁U惰

ギ

図2-33 上ノ原Ⅱ石器群BL分布と砕片分布対応図

図2-34 上ノ原Ⅱ石器群ナイフ形石器の大きさ

ポ

(mm)

・:卜・
‥

Ｌ
■
饉

ｘ

●
●
―

■

■。0 
・
"

´
　
％

-85-

50(mm)



√ ◇り
抒 議/P③

ヽ ⑬魃凩 ■ |を
機

D機仄 ◎ 摯γ亀

暦
咤撃颯 %l刈 機

議 亀

ρ機換亀顆秋
L息 獨 趾 機0"雉  BL10

BL6

二〓す機

接合64

♀|◇

―一 折れ接合

軒

一
。

1機9
◇

鬱‐‐

□
醸

BL18

八4‐ i堵言
釜 1_1攀

鬱

接合147

接合203

□

接合124

一一 単位a

一― 単位b

一一 折れ接合

本  議 機⑬

ギ眸ヲ予嗜18

回
/⑬

接合4

一一 折れ接合

BL45

12RA5・ 261′ヽ

警

珀
欅
　
蘇

1魃
鬱

◇撥

鸞国 。

BL1 3

□
機 鑽

%
率

機 蜀
鬱 轟

蟻      BL24

♂♂

鬱  鬱  ③鬱

轟‐饂轟ξ彎逼
。    議 l ⑬鬱

⑬ 鬱③ 輔  警轟
| □

BL25

□

一一 折れ接合

□

□  鬱

本ネ

□

□

接合125

図2-35 接合数の多い接合資料6個体の接合順序

-86-



3-1 概要

上ノ原Ⅲ石器群はいわゆる杉久保石器群である。総点

数は1182点 で、このうちモヤ層 (Ⅲ層669点)か ら上Ⅱ

上部層 (Ⅳ層上部304点 )に かけて遺物の 9割近 くが出

土 していて、特にモヤ層に遺物が半数以上含まれてい

る。この点で上ノ原Ⅱ石器群との層位的な差異が認めら

れない。本石器群の遺物は調査区北東半 (12Q・ R・ V・

Wグ リッド)か らほとんどが出土 している。

本石器群では12基のブロックを設定した。ブロック内

遺物点数は787点、ブロック外遺物点数は387点、位置不

明遺物は8点であった。石材組成は安山岩が436点、黒

曜石が283点、凝灰岩が236点 、頁岩が222点、チャー ト

が 3点、流紋岩・砂岩が各 1点である。一般的なイメー

ジの杉久保石器群とは石材の構成が随分異なっており、

とくに黒曜石や安山岩の多さが目につく。ただし、こう

した特徴は本遺跡でのみ認められるわけではなく、長野

県埋蔵文化財センターの調査による七ッ栗Ⅱ遺跡 (土

屋・谷編2000)や 、信濃町教育委員会の調査による東裏

遺跡特別養護老人ホーム地点 (渡辺2004)な どの類例が

ある。ほかにも杉久保遺跡における芹沢長介氏の表採遺

物などでも安山岩製石器や石核の割合が高いことが知ら

れている (中村編2004)。 石材の種類が多いように見え

ても、それは新潟県北部地域と比較 してのことであり、

津南から野尻湖地域 という地域では頁岩のほかに凝灰

岩・黒曜石・安山岩は一定量利用されることが分かって

いる。

器種組成ではナイフ形石器38点、彫器302点 、彫器母

型18点、削片95点、石刃類 (二次加工石刃・微細剥離

石刃・稜付石刃含む)473点 、剥片類 (石刃に同じ)219

点、石核35点 、原石 1点、敲石 1点である。他の遺跡に

比べ、彫器の数量に比してナイフ形石器の数量はやや少

ない印象である。景J片の数量に比べて製品石器・石刃数

が極めて多 くなっていて、石材消費は活発ではない。石

核数 (ほ ぼ全てが石刃核)が35点 と多 く廃棄されている

ものの、いずれもきわめて小形で使い尽くされたもので

ある。

3-2 器種組成・分布

遺物の分布は一部を除いて全体的に散漫で、接合関係

もそれほど頻繁ではない。地形的には丘陵の頂部からそ

の東側を中心に分布 している (図 2-36・ 37)。 器種組

成表はブロック別 0母岩別に資料 6-38039に 、ブロッ

クごとの母岩別器種組成は資料 6-40～ 53に まとめて

いる。

BLlか ら検討する (図 2-38～ 40)。 全体的に遺物分

布は散漫であるが、ブロック中央部から西側にかけて相

対的に遺物の密度が高い範囲がある。本ブロックは上ノ

原Ⅲ石器群で構成遺物数が最 も多いブロックで、134点

含まれている。ナイフ形石器 4点、彫器34点 、彫器母型

2点、削片 9点、石刃類57点、景J片22点 、石核 6点 とよ

くまとまっているが、やはり石材消費の痕跡は顕著では

ない。石刃はブロック全域に散布 しているが、彫器は全

体的な散布に加えて、ブロック西側に集中する箇所があ

る。

石材は安山岩と黒曜石が数量的に拮抗し、頁岩・凝灰

岩がこれに次ぐが、頁岩には単独母岩に含まれる資料が

多い。母岩別に見ると、OB-1で小規模ながら比較的ま

とまった消費が行われていることが、接合資料 (接合

38099)か ら明らかとなったが、このほかは母岩ごとに

数点程度の遺物からなるにすぎない母岩である。OB-1

のようにまとまった消費は本石器群では稀である。

ブロック内接合資料は 3個体 (71・ 99・ 142)、 ブロ

ック間接合資料は2個体ある (38・ 121)。 黒曜石母岩

OB-1の接合資料99は 5点ほど石刃が接合するもので、

多少 ともまとまった石刃剥離を示 している。石核は本

遺跡内には見られない。接合資料38も OB-1の 数点の石

刃が接合 したものだが、 1点は離れたBL8に 含まれてい

る。このほかは彫器・石刃の折れ接合である (接合71・

121・ 142)。 接合資料121はBL3と のブロック間接合であ

る。

BL2・ 3は BLlの 西側に位置する (図 2-41～ 42)。

BL2は 126点 からなる。ナイフ形石器 4点、彫器35点、

彫器母型 2点、削片 6点、石刃類64点、景j片類 9点、石

核 6点が含まれるが、BLlと きわめて酷似 した器種組成

となってお り、興味深い。 したがってやはり石材消費

3 上ノ原Ⅲ石器群
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はほとんど見られない。母岩ごとの構成資料数が非常に

少ない点もBLlと 同様である。ブロック中心部には半径

lmほ どの範囲にナイフ形石器・彫器・石刃が集中して

いながらも、石材消費過程が認められないため注目され

る。

石材は安山岩を中心に、黒曜石・頁岩が多い。ただし

多 くが、構成資料数が零細な母岩によって占められてい

る。頁岩に単独母岩資料が多いこともBLlと 共通する特

徴である。

ブロック内接合資料は 1個体 (249)、 ブロック内とブ

ロック周辺 との接合資料が 1個体 (241)、 ブロック間

接合資料は3個体 (3901220159)確 認された。接合資

料249は 彫器と削片の接合資料である。石核 と石刃の接

合である接合241以外は、彫器リダクシヨンを示す接合

資料が占めている。接合資料39はBL4・ 10と 、接合資料

122・ 159はBL3と のブロック間接合資料である。

BL3はナイフ形石器 1点、彫器16点、彫器母型 1点、

削片 3点、石刃類20点、景j片 3点、石核 2点の46点 から

なっている。器種組成比ではBLl・ 2と 変化が無 く、あ

たかもこれらブロックをひとまわり小さくしたブロック

のようである。石材構成は安山岩が中心であり、これ以

外の石材が少ない。既述 したブロック同様、構成資料数

の少ない母岩が大半である。

BLlと のブロック間接合資料 (121)、 BL2と のブロッ

ク間接合 (1220159)に ついてはすでに述べた。このほ

かに、ブロック外遺物 との接合資料 (220)がある。こ

れは石刃と稜付石刃との接合資料である。

BL3の 南側では接合資料98が確認されており、これは

BL7の 石刃核 とブロック外の景j片 3点 とが接合するもの

である。景J片は石刃核の打面再生景J片である。

BL4・ 5は 、BL2の 北 西 に分 布 す る (図 2-43～

45)。 BL4は ナイフ形石器 4点、彫器24点、彫器母型

3点、削片12点、石刃類62点、剥片類17点 か らなり、

BL102についで数量の多いブロックである。石核が 1

点も含まれず、景J片の少なさからみても、石材消費はほ

とんどおこなわれていないとみてよい。

母岩数は40近 くあるにもかかわらず、母岩構成遺物数

は10点 に満たないものが 9割以上である。10点 を超える

のは、母岩分類の精度に欠 く安山岩を除けばTU-7の み

で、この母岩もとくにまとまった消費を行った痕跡がな

く、ほとんど搬入品から構成されるようである。本ブロ

ックにはナイフ転用彫器が多 く分布するという特徴 もあ

る。このBL4の北側で黒曜石原石が1点検出されている。

BL5は44点 と数量が少なく、分布 も非常に散漫である。

ナイフ形石器 1点、彫器13点、彫器母型 1点、削片 4

点、石刃類21点、景J片 4点である。器種組成比は他の比

較的規模の大きいブロックとほとんど同じである点がや

はり注意される。

ブロック内接合資料は 3個体 (45・ 77094)、 ブロッ

ク間接合資料は2個体 (390206)で ある。ブロック内

接合は頁岩製剥片同士の接合資料45、 安山岩製彫器の

折れ接合である接合資料77、 安山岩製石刃同士の接合

である接合資料94、 ブロック間接合を示す接合資料39は

BLllの 解説でふれたとお り石刃 と彫器の接合である。

ブロックタヽ遺物との接合資料では接合資料1780180があ

る。このほか、BL2・ 3周 辺には接合資料75と 接合資料

183が ある。

BL607はそれぞれ43点 0100点 からなるブロックであ

る (図 2-46～ 48)。 BL6はナイフ形石器がなく、彫器

11点、削片 4点、石刃類21点、剥片類 7点で構成される

小規模なブロックである。このブロックに関わる接合資

料は得られていない。BL7は ナイフ形石器 3点、彫器32

点、彫器母型 4点、削片22点、石刃類24点、景J片 13点、

石核 2点からなり、削片の多さが注目されよう。比較的

まとまりのよい他のブロツクでは石刃が最 も多 く、彫器

がこれに次 ぐのが通常であったが、BL19で は石刃類が

相対的に少なく彫器およびその削片が多いことに注意が

必要である。彫器と削片の接合資料が特別に多いわけで

はないが、本ブロックの性格をある程度反映していると

みてよいだろう。また、この2ブロックの母岩別資料に

みる特徴は上記してきたブロックと類同である。

接合資料はブロック外遺物を含むもので 3個体 (98・

201・ 217)、 ブロック間で 1個体 (107)確認した。接合

資料98に ついてはBL2・ 3の 解説で述べたとお り、BL3

の南側に散布する打面再生景J片 3点 とBL7の石刃核 との

接合資料である。接合資料107はBLlと のブロック間接

合資料である。接合資料98以外は彫器の折れ接合ないし

彫器と削片 との接合資料である。BL7の 北側にBL3と 接

合する接合資料40が分布 している。BL7外縁部の彫器と

BL3の石刃とが接合する。

ここまでに見たBL2～ 7は 、12Qグ リッドと12Rグ リ

ッド境界部において、径10数mの環状分布を呈すること
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は注意される。

BL8は41点 からなる小規模のブロックである (図 2-

49～ 51)。 組成比の上で彫器の多さが目立っており、41

点中19点 を占めるほどである。やはり特定の母岩を消費

したという痕跡は無い。BL8内 で接合資料78095・ 132

が、BLlと の間で接合資料38が、BL8周 辺で接合資料

440108・ 1780201が得 られた。接合178は BL15と の、

接合201は BL7と の間に接合関係をもつ。石刃や彫器の

折れ接合が中心である。

BL9～ 11(図 2-52・ 53)は やや規模の大きいBL10

と、その南北に位置する小規模ブロックBL9・ 11と いう

構成である。BL10に は本石器群唯一の敲石が含まれる。

BL10は 78点 の石器からなり、組成内容はナイフ形石器

1点、彫器24点 、石刃類33点、景J片類17点、石核 2点、

敲石 1点 となっている。やはり組成比はBL4な どと近い

が、削片が見られない。接合資料は接合資料39と 接合資

料44が分布するのみである。接合資料39はBL2・ 4と の

ブロック間接合で、彫器 1点、石刃 2点 とがそれぞれ別

のブロックに分布する。

BL12は 極めて散漫かつ小規模なブロックである (図

2-54055)。 総点数15点で、ナイフ形石器 1点、彫器

2点、削片 2点等からなる。接合資料は得 られていな

い。

遺物の分布はさらに南西へ散漫に続いていく (図 2-

56)。 ブロックを形成するほどのまとまりは無 く、製品

石器・石刃・石核などが単独で分布する。

ブロック外からはナイフ形石器16点、彫器82点、彫器

母型 5点、削片28点、二次加工石刃等をふくめた石刃類

135点、剥片類106点、石核14点、原石 1点が得られてい

る。特にナイフ形石器がブロック外から出土する傾向が

強 く (全38点 中、16点がブロック外 )、 反対に彫器はブ

ロックに含まれる割合が相対的に高い (全302点 中、82

点がブロック外 )。 このことは、本遺跡の彫器の多さと

関連して、彫器を利用した活動がブロック形成に大きく

寄与 している可能性を示唆している。ブロックに含まれ

る場合でも、ナイフ形石器は彫器の集中部から離れたブ

ロック外縁部に残されていることもこのことを傍証して

いる。

さて、ブロックごとの内容からは、器種組成にある傾

向が読み取れる。すなわち、ある程度まとまった遺物数

からなるブロックでは、ブロックごとの器種組成比がか

な り類似 しているということである。BLl・ BL2・ BL4

はほとんど同 じ内容で、BL3・ BL5は これ らブロックの

組成比をそのままに、規模をひとまわリガヽさくしたよう

な組成である。これらのブロックは特に組成比の類似が

顕著なものであるが、このほかのブロックも彫器・石刃

を中心とした組成を示すという点で、基本的に類似して

いる。こうした組成上の類似は、杉久保石器群の一般的

特徴であるが、本遺跡はこの傾向がかなり顕著である。

接合関係は乏しいため、ブロック間の関係を検討でき

るほどのものではないが、杉久保石器群の一般的な規模

から見て、集中的な石材消費地点には当たらない本遺跡

で1000点 を超える遺物数量が認められることは、ブロッ

ク間でいくつかの母岩の共有が認められているとはい

え、本石器群が一括して残されたものではない可能性を

示唆していよう。

このように、石材消費の痕跡が乏しいことは杉久保石

器群の一般的な特徴である。安山岩は石核が多く残され

ているため、ある程度の石刃剥離が行われたことは否定

できないが、いずれの石核もかなり小さくなるまで消費

された末に廃棄されたもので、あまり活発であったとは

思わせられる痕跡は無い。頁岩・凝灰岩については母岩

ごとに内容をみても、遺跡内での母岩消費は行われてい

ない。そのような状況のなかで、黒曜石では原石が2点

確認され、またOB-1で は原石ないし半割礫近くからの

消費をしめす接合資料が得られている。黒曜石でも大半

はすでに製作された石刃や彫器・ナイフ形石器が搬入さ

れているが、上記のような例があることはその獲得方法

と関わって注目される。ともあれ、石材の種類が多いこ

とをのぞいては、杉久保石器群の一般的な特徴を備えて

いると理解できる。石刃・製品石器は集中的な石材消費

地点においてすでに準備され、本遺跡に持ち込まれたも

のであり、本遺跡では石刃からの石器製作、彫器のリダ

クション等が主に行われたようである。

3-3 砕片との関係 (図 2-57)

上ノ原Ⅲ石器群のブロックに重複する砕片を見てみる

と、BL3・ 407に安山岩製砕片が多く重複することがわ

かる。ただしこの区域の安山岩製砕片は、作業内容を勘

案してもほとんどが上ノ原Ⅱ石器群に関連するものと見

て間違いない。またBL7の周辺に頁岩製の砕片が分布し

ているが、そもそも上ノ原Ⅲ石器群では景J片の数量自体

-89-



が石器・石刃の数量に比 してかなり少なく、BL7も この

例に漏れないため、これら頁岩製の砕片を、景J片の少な

さにも関わらず上ノ原Ⅲ石器群と関連付けて理解するべ

き理由は無い。また、BLlに は安山岩と黒曜石の砕片が

重複する。この黒曜石製砕片の多 くは、上ノ原ⅣA石器

群に帰属すべきものであることは、その技術形態学的特

徴からみても疑いない。安山岩製砕片は、上ノ原Ⅱ石器

群のブロック分布 とよく一致 している。その他のBLに

ついては重複する砕片はほとんど見当たらない。したが

って、上ノ原Ⅲ石器群の諸ブロックと関連付けて理解す

べき砕片はほとんど見当たらないことになる。もちろん

全ての砕片が関係しないというわけではないが、これま

で各所で述べてきたように、上ノ原Ⅲ石器群では器種組

成や接合資料の状況から見て本遺跡内で活発に石器製作

作業を行ったとは考えられなかった。砕片の検討でもこ

のことがよく示されていると理解すべきであろう。

3-4 遺物解説

0ナ イフ形石器 (基部加工尖頭形石刃石器)

総計38点が出土している。うち32点 を図化できた。石

材内訳は安山岩13点、黒曜石12点、頁岩 7点、凝灰岩 6

点である。安山岩・黒曜石で 6割強が製作されているこ

とが特徴である。完形品は13点で、これ以外は先端部が

欠損するもの、基部のみが残されているものである。ナ

イフ形石器に加工された石刃は背稜が一稜か、二稜でも

稜間の間隔が狭いもので、稜を巧みに取 り込んで景J離 さ

れた細身の石刃を素材に選択 している。最大長をみる

と、折損の少ないものの計測値は7～ 9cmの 大形のもの

が 5点で、このうち4点が安山岩製である。5～ 7cmの

ものは13点あるが、安山岩が多 くを占めている。最も小

形のものは4328で、長さ3.lcmで ある。大形品に安山岩

が多い傾向が指摘できる。一方、黒曜石製は石刃・石核

が小形傾向にあり、ナイフ形石器もやや小形になる傾向

があることが指摘できる。全体として、本石器群のナイ

フ形石器には、大形のものに加え、かなり小形のものま

で組成されていることが特徴である。なお、素材打面が

残されるものは9243の みである。

技術的特徴については、彫器への転用品として分類上

彫器に含めたものも加えて観察した。概 して長狭な石刃

を素材に、基部およびしばしば先端にも加工を加えるも

のである。石刃の形態がそのまま活かされているため、

石刃剥離は作業面の長狭な石核から行われる必要があっ

たと想定されるが、これは後述するように本石器群の石

刃核が景J片 を素材としてその小口面から石刃景J離 を行

ったものが多いことと一致している。基部の加工は腹面

倶1か らのみ施されるもの、片傾1の加工が背面側から施さ

れるもの、両側とも背面側から施されるものが認められ

る。腹面側からのみ施されるものが最も多い。背面側か

らのみ施されるものは、あたかも周縁調整の尖頭器の基

部かのような外見を呈する。なお、うろこ状の基部裏

面加工が施されるものが少なからず認められる (3019、

5239、 21、 1883、 3913、 5002)。

0彫器

総計302点 が出土している。このうち153点 を図化 し

た。安山岩が最多で102点検出され、黒曜石83点 がこれ

に次いでいる。つまリナイフ形石器と同じく、非頁岩・

凝灰岩系石材によつて6割以上の彫器が製作されている

ということになる。本石器群で特徴的な彫器は神山型と

分類される彫器で、全体の半数を超える数量が得られて

いる。素材末端のいずれかの傾1縁寄りの腹面側に打面を

作出し、ここから反対側縁背面側に彫刀面を作出する彫

器である。その素材には主として石刃が利用されるが、

石刃核リダクシヨンの過程で生じる景J片類も利用するこ

とがある。それゆえ素材形状にそれほど制約を受けない

器種であるということができよう。こうした製作手法に

よるもののなかでも、さらに細分が可能である。

まず、打面を器体長軸に斜交するように作り出し、そ

こから器体長軸に斜交する彫刀面を形成するものが区別

できる (893、 3092、 4304、 4293ほ か多数)。 このほかに

打面を器体長軸に直交するか、それに近い角度で作り出

し、彫刀面を器体長軸に平行するか、それに近い角度で

作り出す場合もある (例 えば2921、 1598)。 逆に、打面

を器体長軸に並行するように作り出し、彫刀面を器体長

軸に直交するか、それに近い角度で作り出すものもある

(1866、 2934、 2883)。 打面・彫刀面ともに器体長軸に斜

交するものが最も多く、これ以外の類型は数量的に僅少

であり、後者は前者の変異の幅でとらえることが可能で

ある。

また、腹面に打面を作り出し、背面側に彫刀面を作出

するという意味で神山型と呼べなくもないが、かなり

厚手の石刃・剥片を素材とするために、明らかに他と

は異なる特徴を有する一群がある (841、 1068、 1091、
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1101、 4957な どを代表とする)。 これらは、その鈍重な

形態的特徴ばかりでなく、腹面側に1～ 2回の剥離で大

きい打面を作り出し、そこから佃1縁のみでなく、背面側

全体に景j離を加えることが最大の特徴である。一見掻器

のようにも見え (1091、 1101、 4957)、 ある場合には鋸

歯状の縁辺を形成していることから削器的な用途も想定

されるところである (841)。 しかし、側縁のみならず背

面側全面に景J離が加えられることの意味は、あるいは器

体厚の低減に求められるかもしれない。このことは、素

材の厚さが大きいものにこの種の「彫器」が多く見られ

ることも傍証となろう。このような特徴を持つものは、

一般的に杉久保石器群には極少数ながら伴っている。今

後、使用痕分析による追究を要する。なお、979は 吉ヶ

沢遺跡B地点 (沢田・坂上編2004)で 主体的に利用され

ている石材に極めて類似している。

彫器には他にも双面彫器 (113、 35、 5692、 2945)、 折

断面彫器 (4821、 7430、 2572、 3568)、 素材背面側に打

面を作 り出した切り取り面彫器がみられる (7587)。 打

面がなく、素材縁辺を直接打撃することによって彫刀面

を作り出したものも極少数認められる。これらの中では

折断面彫器が最も多く、神山型彫器に次いでいる。切り

取り面彫器や双面彫器は非常に少ない。

もう一点、ナイフ形石器の転用品と見られる石器は注

意すべきである。これはおおむね2類型に分けることが

できる。

①ナイフ形石器の本来の先端部に、打面作出を行わず長

狭な彫刀面が形成されているもの (71、 2983、 3385)。

②多くは短寸であるためおそらくナイフ形石器の折損後

にその腹面側に打面を作出して背面側に彫刀面を作出

した、神山型と呼べるもの (1092、 1883、 5002、 6575、

4651、 3913、 1722)。 4651は 大形で、折損したものでは

ないが、打面を作出した神山型とよんでよい資料であ

り、こちらに含まれる。

③折れ面を打面に側縁に沿うように彫刀面が作出された

もの (1608、 6314)。 この3類型に全ての資料を分類す

ることができる。

ただし類型①については、彫器への転用品という可能

性ばかりでなく、衝撃景J離の可能性もある。

O彫器母型

彫器の母型と考えられる資料が18点出土している。う

ち9点 を図化した。この種の石器はかつて錐形石器とみ

なされたこともあったが (沢田ほか編1994)、 その後、

彫器の彫刀面作出以前に放棄されたもの、すなわち彫器

の母型 (ブランク)であるとされたものである (沢田編

1996)。 杉久保石器群には一定量組成されるのが通常で

ある。素材の末端部片側の腹面側に打面を作出しただけ

のものや、彫刀面作出に先立つガイドを作 り出した段階

で放棄されたものがある (1653、 1539、 2173)。

・削片

削片は95点あり、うち19点 を図化した。主要求J離面に

隣接して素材主要剥離面と思われる面が残されている小

形景J片 を削片として分類している。形態の上では矩形の

幅広剥片形状をとるものが3割ほどあり (1019、 2509な

ど)、 このうち削片景J出 に先立って縁辺を整える加工を

施しているものが半数以上含まれる。削片に分類され

た資料のそれ以外の形態は、基本的に長狭かつ幅に対

して厚さの大きい形態的特徴をもつものである (2566、

2164、 2594な ど)。 うち削片剥出に先立って縁辺の形状

を整える加工を施しているものが半数以上含まれる。

・二次加工石刃、微細矛J離石刃、石刃、稜付石刃

石刃あるいは二次加工石刃・微細景J離石刃は総計473

点を数える。うち136点 を図化した。安山岩が最も多く

220点 にのぼる。黒曜石・頁岩・凝灰岩はいずれも80点

前後にとどまっている。

サイズの面では、安山岩・凝灰岩・頁岩で大きく、黒

曜石で小さい傾向がある。本遺跡に残されている石刃核

のサイズと数量からみても、多くは本遺跡内で剥離され

たものとは考えがたい。すでに他の地点で製作済みのも

のが搬入されたと考えられる。打面は小さく、バルブは

あまり発達せず、形態的には非常に長狭である。黒曜石

ではやや湾曲する傾向が強いことが指摘できるかもしれ

ない。打面調整の有無は様々で、非常に入念に施したも

のもあれば単景J離平坦打面を呈するものもある。多くは

非調整か微弱な調整が認められるもので、基本的には打

面の状況に応じて適度に修正を加える程度の調整が一般

的であったようである。

・石核

石核は35点 出土している。うち14点 を図化した。石核

はほぼ全て石刃核であるが、石刃核とは呼べないような

求心状の剥離面構成を有する石核、ブロック状の石核が

黒曜石 (OB-1)に わずかに含まれている。ただしこの

石核を含む母岩は石刃景J離を中心に行う、明確に上ノ原
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Ⅲ石器群に含めうるものであるため、石刃核消費の最終

形態としてこのような残核が生み出されたと考えられ

る。石核と分類したもののうち、一部に彫器との区別が

困難なものがあったが、打角・剥離面長・景J離面の状況

を一応の基準に分別している。

石刃核は景J片 を素材とするものが多く認められる。35

点の石核のうち13点が安山岩製で、安山岩製石核にはし

ばしば石核素材面であるポジテイヴ面が残されており、

景J片素材であることが読み取れる (3413、 4877、 3235、

2030)。 景J片素材石核とわかるものに関して言えば、石

刃景J離 は小口面側から行われているものが中心となる

が、そうではないものも数点認められた (147な ど)。 頁

岩・凝灰岩製についても安山岩製と同様の特徴を指摘で

きる。多くが剥片を素材に、その小口面で石刃景J離を行

ったもので、4585、 2437、 3408な どはその典型である。

黒曜石製の石刃核は全体的に小形である。接合資料98に

含まれる石刃核によく示されているように、基本的に景J

片か、景J片に近い扁平な形状に整形されたものを素材と

して、小口面から石刃景J離 を行うものが半数程度ある。

これ以外のものでは、小口から直線的に打点を後退する

のではなく、打点を左右に並置して面的に石核を消費す

るものがある (4179)。 なお、4047に は打点を並置した

面的な石核消費から小口面景j離 に移行していることが示

されている。

このように本石器群の石核消費には大きく二つの方式

があり、景J片 を素材にその小日から石刃景J離 を行うもの

が主体となることが指摘できる。こうした景J離方式によ

って非常に長狭型の石刃剥離が保証されているといえよ

う。本遺跡内に残されている石核でいえば、石材に関わ

らず打面調整はほとんど認められず、施されたとしても

打面縁部に加える程度のものである。なお5632の ように

幅広な景J片剥離に近いものも認められる。ただしこれに

ついては本石器群への帰属問題も残される。

・原石

図化していないが、OB-4の小形黒曜石原石が 1点出

土している:後述するOB-2の接合資料も勘案すると黒

曜石遺物の小ささが、消費の進行に伴う石核サイズの低

減といった問題に起因するのではなく、本来かなり小型

の状態で黒曜石を搬入していることによる可能性が高い

ことが示される。

《接合資料》

接合資料38: OB-1の稜付石刃 1点、石刃 2点の接合

資料である。石核がかなり小形であるため、石刃も小さ

い。この資料を含め、本石器群ではOB-1を用いた石刃

景J離過程が接合資料によく示されている。この母岩に限

っては本遺跡で比較的まとまった消費が行われたようで

ある。ただしこのように連続する石刃景J離 を示すもので

あるが、接合する石刃のうち3だけはBLlか らBL8に移

動している。

接合資料39: OB-1の彫器 1点、微細景J離石刃 1点、

石刃 1点の接合資料である。小形の石刃の連続剥離を示

すとともに、そのうちの一点を用いて折れ面からの彫刀

面作出を行っていることがわかる資料である。石刃は連

続的に接合していることから、本遺跡内で景J離 されたも

のと思われる。景J離順序102の 1494、 3124に は背面に礫

面が残る。石刃はBL204と 比較的近接して遺存 してい

るが、彫器のみがBL10に 移動していることは示唆的で

ある。

接合資料98: OB-1の石核 1点 と景J片 3点の接合資料

である。剥片は全て打面再生景J片である。石刃核の打面

再生過程がよく示されている。この打面再生剥片 3点が

景J離 される間に石刃剥離が行われることは無かったよう

である。石核の裏面側には礫面が一部残り、また石核と

打面再生景J片の一部に同一面と考えられるポジテイヴ面

が見られることから、原礫から剥がされた厚手の景J片 を

用いて石刃生産が行われていることがわかる。BL7と そ

の東側に比較的まとまって残されている。

接合資料99: OB-1の彫器 1点 と石刃 5点の接合資料

である。これらは小形の原礫からうち景Jが されている。

原礫状態で搬入された黒曜石をもとに剥離が進められて

いると確実にいえる資料は、この接合資料を除いて他に

ない。接合する資料の中では最初に剥がされた4782は彫

器となっている。本母岩の接合作業は特によく尽くされ

ているため、石核は調査区内には残されておらず搬出さ

れた可能性が高いといえる。本接合資料に含まれる遺物

の全てがBLlに 含まれる。比較的狭い範囲に分布してい

る。

接合資料120: AN-5の 彫器 1点、石刃 1点 の接合資

料である。 2枚のみの接合であ り、この場所で石刃剥離

が行われたかどうか定かではない。2点の石刃のうち 1

点が神山型彫器となっている。
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接合資料159: OB-41の 彫器 1点 と削片 1点の接合資

料である。景J片 を素材とした彫器の頻繁なリダクシヨン

の過程が示されている。切 り合い関係から考えて、素材

景J片 の打面部から両側縁に沿うような彫刀面作出がまず

行われている。その際、打面も形成されたようである。

これに続いて素材末端の折れ面を打面に、再び素材両側

縁に沿った彫刀面作出が繰 り返されたことがわかる。し

たがって接合する削片はこの彫器リダクシヨンのかなり

終局段階に打景Jさ れたことになる。

接合資料178: AN-1の 石刃 2点の接合資料である。

かな り長大な石刃である。特 に先に景J離 された石刃

(2632)は 細みながらかなり厚手であることから、作業

面はかなり長狭であったことが推測され、石刃核の形態

もおよそ想像がつく。おそらく大形景J片素材の小口面か

ら景J離 されたものであろう。両石刃では打面の高さが異

なっているため、二つの石刃景J離の間に打面の整形が行

われた。

接合資料183: AN-5の 石刃 3点の接合資料である。

内 2点 は折れ面接合である。下端部に稜形成あるいは石

核整形の痕跡が残されている。

接合資料201: OB-2の 彫器 1点 と削片 3点 の接合資

料である。激 しい彫器リダクシヨン過程を読み取ること

ができる。やや幅広の石刃を素材に、まず素材下端部の

背面側左側縁から右側縁に向けて長軸にほぼ直交する方

向への彫刀面作出が行われる。引き続いて、その面から

背面側への複数回の景J離が加えられている。他の資料に

も認められるこの種の剥離の意味は不明である。器体の

厚みの低減を目的としているのかもしれない。そしてこ

の後に素材背面側左側縁に沿うように2本の削片が打ち

剥がされる (2152、 2729)。 今度は素材石刃の打面側に

あたる部分に、長軸に直交する方向に切 り取るように腹

面側への打面作出が行われ、ここからまず素材背面側中

央部へ石刃とも呼べる景J片が景J離 された後に、素材両側

縁に彫刀面の作出が再び繰 り返される。このとき右側縁

に作 り出された彫刀面と素材腹面とがなす縁辺には微細

景J離痕が顕著に残されている。このように繰 り返し行わ

れる激 しい石刃のリダクシヨン過程は、接合資料217で

も示されている。削片は一箇所にまとまって残されるの

ではなく、多少とも分散している。

最初に景J離 された削片と彫器とがBL7に 残され、他の

削片 2点 はやや離れてBL外に残される。彫器リダクシ

ョンが場所を移 しながら行われたことを非常によく示 し

ている。

接合資料206 i SH-29の 石刃 2点の接合資料である。

中央部に稜形成を行っている。対向方向からの剥離面も

認められ、両設打面石核から打ち出されたものと思われ

る。また、背面側右側縁にポジテイヴ面と思 しき面があ

ることから、石刃核は景J片素材であったらしい。

接合資料217: AN-1の 彫器 2点 の折れ面接合であ

る。本来は石刃の打面部腹面側に打面を作出し、そこか

ら背面左側縁に彫刀面作出を行った神山型 と呼べる彫器

であったが、これが折損 した後、長 く残ったほうの折れ

面から再び素材両側縁に向けて彫刀面作出が繰 り返され

ている。また以上のダクション過程との先後関係はあき

らかでないが、素材石刃端部にも腹面側に打面を作出し

たのちに、素材両側縁に向けて彫刀面作出が行われてい

る。大形良質石刃の顕著なリダクション過程を示す資料

である。

接合資料220: AN-2の 石刃 2点の接合資料である。

背面側に顕著な稜形成の痕跡が認められる。ポジテイヴ

面と思われる剥離面が背面中央から左側にかけて残され

ていることから、石刃核はおそらく剥片素材であったと

思われる。

接合資料249: AN-5の 彫器 1点、削片 1点 の接合資

料である。彫器のリダクシヨン過程を示す。石刃末端の

折れ面から、素材石刃の両側縁に向けて彫刀面作出が行

われる。右側縁の削片は接合 していない。

3-5 まとめ

上ノ原Ⅲ石器群の内容を解説してきた。ここで本石器

群の特徴と、今後注意しておくべき点をまとめておきた

い。本石器群はその石材構成にまず注目すべきで、安山

岩を最多として黒曜石がこれに次ぎ、この二石材が石材

構成の主体となる。これは冒頭に述べたとおり津南から

野尻湖にかけての特徴であるものの、安山岩に着目すれ

ば、長野県埋蔵文化財センターが調査報告 した七ツ栗Ⅱ

石器群とは異なって、本石器群のように1000点 を超える

規模がある場合にこれほど安山岩が卓越する例はこれま

で無かった。黒曜石について言えば津南側でも黒曜石が

石器群の構成主体になる下モ原 I遺跡が知 られている。

このように、津南から野尻湖の地域にかけては、新潟県

北部地域とはやや異なった石材の運用が推測される。
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本遺跡内での石器製作活動はきわめて低調である。石

刃景J離を示す証拠はほとんど見られず、多くの石刃と一

部の製品石器は既成のものが搬入されている。おそらく

遺跡内では石刃のリダクシヨンによる彫器の製作が中心

となり、ナイフ形石器の製作なども多少行われた可能性

がある。

比較的多くの石核が廃棄されているが (35点 )、 いず

れも消費が進んだもので、本遺跡では多少の石刃剥離が

行われた可能性があるものの、主に不要なものを廃棄し

たと見るほうがよかろう。ただし黒曜石については特に

母岩OB-1で 遺跡内での石刃剥離を示す接合資料 (38・

39・ 98・ 99)が得られており、また小形原礫ないし分割

礫で遺跡内に持ち込まれたことを示す接合資料 (99)も

確認された。この母岩に関してのみ遺跡内での小規模な

消費が行われたことが確実である。

なお、吉ケ沢遺跡B地点と類似する石材 も数点認めら

れたことは注意しておきたい。このことは彫器の解説に

おいて触れたが、ほかに頁岩母岩SH-91に もその可能性

が高いことを付記しておきたい。

(森先 )
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図2-37 上ノ原Ⅲ石器群全体分布図 (接合線入 り)
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4-1 概要

上ノ原ⅣA石器群は黒曜石を主体的に用いた尖頭器石

器群で、小形尖頭器と小形の掻器が特徴的である。総″点

数は1931点 で、柏原黒色火山灰層 (Ⅱ 層423点)か らモ

ヤ層 (Ⅲ 層968点 )、 上Ⅱ上部層 (Ⅳ 層495点)にかけて

遺物の 9割以上が出土してお り、特にモヤ層に遺物の半

数以上が含まれる。

ブロックは17基設定された。ブロック内遺物点数は

1504点 、ブロック外遺物点数は414点、位置不明遺物は

13点である。特に濃密な遺物分布を見せるブロックが 2

基 (BL10 6)あ り、両ブロックでは活発な石器製作作

業が行われている。器種組成は尖頭器80点、尖頭器未成

品61″点、ナイフ形石器 4″点、掻器52′点、削器21′点、彫器

8″点、掻削器 2″点、彫削器 2′点、削片 8′点、石刃類 (二

次加工石刃・微細景J離石刃含む)64′点、景J片類 (二次加

工景J片 ・微細景1離景J片含む)1565点 、敲石 1点、石核50

点、原石13点である。製品の中では尖頭器類 (未成品含

む)と 掻器の数が卓越 している。石核 も数多 く出土して

いる。黒曜石製の石核は概 して小型で素材景J片生産の痕

跡に乏 しいが、安山岩やチヤー ト製のものは一部で素

材景J片の生産が行われている。石材構成は黒曜石が1083

点、安山岩が486′点、頁岩が191′点、チヤー トが74′点、凝

灰岩が53点、玉髄が37点、碧玉が 7点、砂岩が 1点であ

る。黒曜石はその原産地分析の結果、和田峠をはじめ立

科・麦草峠・冷山などのものが利用されていることが明

らかとなっている。

本石器群のように黒曜石製の小形尖頭器と小形の掻器

に特徴づけられる遺跡としては、野尻湖周辺では長野県

埋蔵文化財センターの調査による西岡A遺跡BLll・ 14

(土屋・大竹編2000)が挙げられ、さらに東京都仙川遺

跡 (小田編1974)、 多摩ニュータウンヽ 496遺跡ユニット

1・ 2・ 4(舘野編1999)、 神奈川県田名向原遺跡ヽ 4

住居状遺構 (麻生編2003)、 千葉県西の台遺跡第2次調

査ユニット1～ 5(道澤1985)な ど、特に関東地方に多

くの類例が認められる。

4-2 器種組成・分布

遺物は調査区北側の12Rグ リッド中央部、および

12V・ Wグ リッド境界部の2箇所で濃密に分布 している

(図 2-58・ 59)。 12Rグ リッド西傾1と 12Qグ リッド、調

査区南西端の13E・ Jグ リッドでは小規模ではあるが比

較的まとまった遺物分布状況が確認できる。12Vグ リッ

ドはこれらに比べて分布は散漫である。14Aグ リッドで

は遺物が散在 しているような状況である。

ブロック間の母岩共有は頻繁に認められ、本石器群の

石材構成の多 くを占める黒曜石で特に顕著である。接合

資料はブロック間4個体、ブロック内36イ団体の計40イ団体

得られている。以下、それぞれのブロックの特徴につい

て解説していく。なお、器種組成表はブロック別・石材

別に資料 2-54055に、ブロックごとの母岩別器種組成

表は資料 2-56～ 74に まとめてある。

BLl(図 2-60～ 63)は 、12Rグ リッ ドのほぼ中央

部に位置する。遺物点数は218点 で、後述するBL6に 次

いで規模の大 きなブロックである。器種組成は尖頭器

12点、尖頭器未成品 9点、掻器 1点、削器 1点、彫器

1点、掻削器 1点、石刃類 8点、剥片類178点 、石核 5

点、原石 2点である。製品は、掻器・削器・彫器・掻削

器それぞれ 1点ずつに対 して尖頭器類 (未成品含む)21

点と、製品組成に占める尖頭器の割合が高い。また、使

用石材の約 9割が黒曜石で占められていることも本ブロ

ックの大 きな特徴である。母岩ごとの遺物点数を見る

と、OB-3・ 6・ 14・ 19が20点以上と比較的まとまった数

量を有している。これらの母岩では尖頭器とその調整景J

片が認められ、ブロック内での尖頭器製作の痕跡を残

す。黒曜石以外ではAN-2、 AN-3、 CH一単で製品が組

成している。

BLlに 関連する接合資料 は 5個 体得 られている。

OB-19で は、石核と景J片のブロック内接合資料 (102)、

尖頭器と調整景J片のブロック内接合資料 (101)、 BLlと

BL2と の間の尖頭器折れ面接合資料 (139)と いつた尖

頭器製作に関わる接合資料が 3個体得られており、本ブ

ロックにおいて小規模ながら素材生産からの尖頭器製作

が行われていたことを示している。他にブロック間接合

資料が 2個体 (111・ 235)あ る。接合111は OB-21の両

面体調整過程を示す接合資料で、BLlと BL5の遺物計 5

点が接合 している。接合235は AN-3の尖頭器の折れ面

4 上ノ原Ⅳ A石器群
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接合であり、BL6の遺物と接合関係にある。

本ブロックは後述するBL6に比べて遺物点数は少ない

が、その一方BL6に 匹敵するほどの黒曜石砕片がBLlの

範囲と重複 して検出されている。上記した接合資料と併

せて考えると、遺物点数以上に尖頭器を中心とした活発

な石器製作作業が行われていた可能性が指摘できる。

BL2～ 5は BLlの 西側に位置 している (図 2-64～

67)。 BL2はBLlの 北西佃1に 隣接するブロックで、遺物

点数は79点である。製品の大部分は黒曜石製の尖頭器と

尖頭器未成品であり、それにナイフ形石器と頁岩製の削

器がそれぞれ 1点ずつ加わる。石材はBLl同 様、黒曜石

がおよそ 9割 を占める。OB-14が 19点からなっており、

本ブロックにおいて中心的に消費されている。BLlと の

間に接合関係が認められる (前述139)。

BL3はBLlの 西側 に位置 している。遺物点数は43点

で、製品としては尖頭器類が 4点、削器・彫器がそれぞ

れ 1点ずつ出土 している。やはり黒曜石が使用石材の大

半を占める。ただし石器製作の痕跡は希薄である。

BL4は 12Rグ リッドと12Qグ リッドの境界部に位置す

るブロックである。遺物分布は調査区外に広がっている

ものと思われる。総点数は41点 で、製品としてはわずか

に尖頭器と削器がそれぞれ 1点ずつ出土しているのみで

ある。

BL5はBLlの 南西佃1に 隣接 して位置するブロックで、

尖頭器類 3点 を含む32点 の石器からなる。尖頭器類は黒

曜石製・凝灰岩製・玉髄製それぞれ 1点ずつ出土してい

る。接合資料はブロック間で 2個体 (105・ 前述111)、

ブロック内外で 2個体 (60・ 112)の 計 4個体得 られて

いる。接合105は TU-45の 石核 と景J片の接合であり、本

ブロックの景J片 がBL6の 石核 と接合 している。接合111

は前述 したようにBLlと のブロック間接合である。接合

60は AN丁 8の最j片 と景J片の接合、接合12は CL12の 尖頭器

折れ面接合で、それぞれブロック北側に位置する石器と

接合 している。

BL2と BL5で は、それぞれBLlと 主要石材である黒曜

石で接合関係が認められ、ブロック間の関係性が窺え

る。

BL6(図2-68～ 72)は 12Vグ リッ ドか ら12Wグ リ

ッドにまたがって位置し、その遺物点数は706点 で、本

石器群最大規模のブロックである。器種組成は尖頭器

32点、尖頭器未成品25点 、掻器38点、削器10点、彫器

3点、石刃類15点、景J片類560点 、石核21点、原石 2点

で、本石器群の特徴 としてあげた小形尖頭器と小形の掻

器が大量に伴っている。石材は黒曜石が中心であるが、

他に安山岩や頁岩、チャー トなども見 られ、前述 した

BLlよ りも多様な石材の利用状況が窺える。

母岩ごとに内容を検討すると、OB-14が 69点、AN-5

が97点 となってお り、それぞれ本ブロックにおいて中

心的に消費 された母岩であることがわかる。その他

OB-3011015、 AN-8が 30点 前後の比較的 まとまった

遺物点数を有 している。黒曜石の上記母岩については石

核の出土が認められないことから素材景J片 を持ち込んで

の作業が中心であったと推測される。一方、AN-5で は

ブロック内での石核 と景J片の接合資料 (79。 170)があ

り、素材生産から製品製作までの一連の作業工程が行わ

れていたと想定される。

本ブロックには石核が21点 あるが、上記AN-5の石核

以外は、遺物点数が少なく製品も少ない母岩に属 してお

り (OB-30、 SH-8・ 15・ 71083、 TU-45、 CH-1・ 2・

5)、 少なくとも本ブロック内においては製品の素材とし

て積極的にその景J片が利用されたという状況ではない。

SH-8・ 15・ 71083、 CH-2の石核はブロック内接合資料

(239020・ 908)、 TU-45の 石核はすでに述べたブロッ

ク間接合資料 (105)を 構成している。それぞれ石核と

剥片の接合であり、遺物はブロック中心部から離れた西

側に集中しており黒曜石製石器とはやや分布を異にして

いる。

上記以外の接合資料 としては、ブロック内接合資料

が11イ固イ本 (2 011・ 12・ 51053・ 5801890215・ 2310

247・ 250・ 257・ 259)、 ブロック間接合資料が 1個体

(前 述235)あ る。接合 2は CH-2の 削器 と剥片、接合

58はAN-5の尖頭器 と剥片、接合215は CL-6の 掻器 と剥

片、接合250は SH-87の 尖頭器 と掻器の接合、接合247

(SH-8)・ 257(OB-22)・ 235(AN-3)は 尖頭器の折れ

面接合、他は景J片 と景J片の接合である。またBL6の北側

に分布するAN-3の最J片が約50m離 れたところに位置す

る石核と接合 している (165)。

先に述べたように、BL6はBLl・ BL5と それぞれ接合

関係をもっているが、わずか1個体ずつのみであり、し

かも主体となっている黒曜石ではなく安山岩と凝灰岩で

ある。黒曜石母岩はそのほとんどを共有しているものの

接合関係はまったく認められない。黒曜石の石器類・景J
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片類が他の石材のものに比べて小さく、接合作業が困難

であったことを考慮 したとしても少なすぎるように思わ

れる。少なくとも黒曜石に関しては、BL6と BLl・ BL5

とにそれほど有意な関係があったとは想定できない。

BL7～ 15は それぞれ12Vグ リッドに位置するブロッ

クである (図 2-73～ 76)。 BL7・ 8は いずれも遺物点

数10点以下と極めて小規模なブロックで、ともに製品は

組成していない。

BL9は 遺物点数36点 で、伴う製品は尖頭器類である。

母岩ごとの遺物点数はAN-5の 7点を除くと他はすべて

1～ 3点 にとどまリブロック内における石器製作の痕跡

は希薄である。全体としては黒曜石が主体的に利用され

ている。

BL10は 尖頭器 3点 と掻器 1点 を含む29点 の遺物から

構成される。こちらもBL9同 様、各母岩の遺物点数は

OB-11の 6点以外すべて 1～ 3点 にとどまる。黒曜石が

主体的に利用されている。

BLllは 41点 の遺物から構成され、そのうち製品は尖

頭器未成品 3点 と削器 1点である。黒曜石製の石核 も2

点出土している。尖頭器と石核は、ブロック内において

は同一母岩の石器を伴わずに存在 している。使用石材は

黒曜石と安山岩がほぼ半数ずつを占める。

BL12は 遺物点数76点 と、12Vグ リッドに位置するブ

ロックの中ではもっとも規模の大きなブロックである。

製品も尖頭器未成品 2′点、掻器 2′点、削器 2′点、彫器 1

点と比較的豊富である。石材は安山岩が半数以上を占

め、黒曜石がこれに次ぐ。黒曜石の各母岩の点数は 1～

3点 にとどまり、また黒曜石製の石核 も2点伴っている

がいずれも単独母岩の資料であるため、黒曜石を用いた

石器製作作業の痕跡は希薄である。一方の安山岩では

AN-508に よる素材景J片生産と製品製作の痕跡が認め

られる。

ブロック内接合資料が 1個体得られており、SH-65の

彫器・削片・景J片 の計 3点が接合 している (13)。 ブロ

ック内において彫器の器体整形と削片剥離作業が行われ

ていたことが窺える。

BL13は 遺物点数35点、製品は掻削器 1点のみである。

AN-5が 19点 と比較的まとまった遺物点数を有するが、

他の母岩はすべて 1～ 3点 よりなる。AN-5に は石核 も

組成 してお り、素材生産が行われた可能性がある。な

お、本ブロックからは上ノ原ⅣA石器群唯一の敲石が出

土している。

BL14は 遺物点数10点 と小規模ではあるが、尖頭器 1

点、掻器 2点が伴っている。AN-8の景J片 と剥片のブロ

ック内接合資料 (188)が得られている。

BL15も 遺物点数 9点 と規模の小さいブロックである。

製品は伴っていない。

BL7～ 14周 辺においては前述 したブロック内接合資

料 2個体 (130188)に加えて、ブロック外接合資料が

3個体得られている。接合146は CH-2の景J片 と剥片、接

合165はAN-3の石核 と景J片、接合174は AN-16の剥片 と

景J片 の接合である。

12Vグ リッドに位置するBL7～ 14を その分布状況か

らブロック群として理解すると、全体的には、先に述べ

たBLl～ 6に 比べて使用石材に占める黒曜石の割合がや

や少なく、安山岩が多い。併せて、それぞれのブロック

での黒曜石の各母岩点数が少ないことを指摘 したが、ブ

ロック外の黒曜石を考慮 したとしてもこの傾向に大きな

変更はない。このことから、このブロック群では黒曜石

母岩による石器製作作業はほとんど行われておらず、製

品の多 くは他から搬入されたものと推測されよう。安山

岩については母岩認定の困難さを考慮するならAN-5・

8がBLll・ 12013な どで比較的まとまって見られること

を殊更強調すべきではないかもしれないが、ある程度の

石器製作作業の痕跡は認めてもよいと思われる。本ブロ

ック群とBLl～ 6の諸ブロックとの間に接合関係が認め

られないため、相互の関連について具体的に述べること

はできないが、石器製作・石材消費の状況からこれらの

ブロック間に何らかの関係性があった可能性は指摘でき

よう。

12Vグ リッド南西の14Aグ リッドにはブロックを形成

しない散漫な遺物分布が見られる (図 2-58)。 製品・

景j片類・石核などが分布 しているが、本遺跡では4点 し

かみられないナイフ形石器のうち2点が近接 して出土し

ている。OB-9の最J片 と剥片の接合資料 (202)が得られ

ている。

13E・ 」グリッドにはBL16と BL17が位置している (図

2-77～ 80)。 いずれも調査区外へ遺物分布が広がって

いるものと思われ、本来はより規模の大きな遺物集中部

を形成していた可能性が高い。BL16は 13Eか ら13」グリ

ッドにかけて分布するブロックで、遺物点数は28点、こ

のうち製品は尖頭器、尖頭器未成品、削器がそれぞれ 1
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点ずつ見られる。黒曜石はわずか 3点で、AN-5を はじ

めとした安山岩が遺物点数の半数以上を占める。

BL17は 遺物点数102点 で、本石器群ではBL6、 BLlに

次いで 3番 目に規模が大きい。器種組成は単純で尖頭器

類11点の他には彫器が 1点出土しているのみである。黒

曜石母岩はOB-11が 11点見られる他はすべて一桁点数で

ある。しかしOB-9・ 14・ 20を 除いた 9母岩で製品が伴

っており、各黒曜石母岩の製品組成率は高い。黒曜石製

品は本ブロックヘは搬入品としてもたらされた可能性が

高い。一方、AN-5は本ブロック最大の27点 の遺物が認

められるが製品は組成していない。しかし、ブロック周

辺に欠損品ではあるが尖頭器が 1点分布 している。頁

岩・凝灰岩・チャー トも利用されているが、いずれの石

材にも製品は伴っていない。

接合資料は 3個体得 られてお りすべてブロック内接

合である。接合252は OB-5の尖頭器折れ面接合である。

接合213と 214は いずれもCH-1で あり、前者は石核 と景J

片、後者は景J片 と景J片の接合である。CH-1で は石核か

らの景J片景J離作業が行われていたことが明らかだが、前

述したように製品は組成していない。

BL16 0 17と 調査区北側の各ブロックとの間に接合関

係は認められない。 しか し、尖頭器の技術形態学的見

地からⅣA石器群と認定した。石材組成はBL6やBL7～

15と 近似する。

4-3 砕片との関係 (図 2-81)

図2-81に上ノ原ⅣA石器群の各ブロックと砕片分布

の対応図を示 した。本石器群で遺物点数の多いBLl・

BL6・ BL17に ほぼ対応するように多 くの砕片が分布 し

てお り、活発な石材消費を反映しているものと思われ

る。一方、BL6やBL17で は安山岩など非黒曜石石材の

製品の少なさを指摘 したが、それらの石材の砕片もある

程度認められることから、小規模ではあるが石器製作作

業が行われていた可能性 も指摘できる。BLl北西および

南西の安山岩の砕片に関しては、それぞれ上ノ原Ⅱ・Ⅳ

C石器群に属するものと推定される。

4-4 遺物解説

・尖頭器

総′点数80′点 (接合後実数78″点)で、そのうち73′点図化

した。石材別にみると黒曜石57点、安山岩 9点、頁岩6

点、玉髄 5点、チャー ト2点、碧玉 1点 となっている。

尖頭器は器体のおよそ半分以上を残す資料を対象に調整

加工の施され方から両面調整・半両面調整・片面調整・

周縁調整の4つ に分類 した。

両面調整尖頭器は、器体中央部に最大幅を有 し、断

面がおおよそレンズ状になるもの (22501597・ 40570

3991 ・4311 04440・ 4533・ 4776049920 510505127・

10094)と 、器体の下半部に最大幅があり、幅広の形態

を呈 し、断面が凸レンズ状になるもの (8349087800

7361)と が見 られる。前者 はさらに細身形態の もの

(225・ 15970405704311 ・4440・ 4533・ 4776・ 4992・

5127)と 幅広形態のものとに分類できる (399105105・

10094)。

両面調整尖頭器はBLlに もっとも多 く見 られる。細別

形態ごとでは、細身の形態を呈するものは概 してBLl

に、幅広形態のものはBL6に それぞれ多 く見られる傾向

にある。なお、1597は ほかの資料に比べ先端部が非常に

先鋭に仕上げられているなど、精微に作られており、本

石器群とは時期が異なる可能性がある。

半両面調整尖頭器には安山岩製で細身のもの (5963・

7397・ 7681・ 7703)と 、黒曜石製 で前者 に比べ て小

形で、形態的に幅広の もの (222・ 22404731・ 73340

70510757807683・ 935009540)と が認められる。裏面

の調整加工は、素材景J片の打面側を基部に設置した資料

(主 に黒曜石製)では基部付近を中心に、素材剥片を横

位に用いている資料 (5963)で は器体中央部の側縁に施

されており、それぞれ打瘤部分を除去する目的で行われ

ていたと考えられる。7338は左側縁上半部から先端部に

かけて裏面に急斜度の調整が施され、左肩が張る形態を

呈している。おそらく本資料よりも大形の尖頭器の欠損

後に再加工されたものであろう。

片面調整尖頭器には表全面に両側縁から器面中央に

まで及ぶ調整加工が施されるもの (992・ 7363・ 7811・

844608708・ 9530)と 、調整加工が器面中央までとどか

ず、また部分的にしか行われないもの (3510+3724・

9295+9462・ 7407・ 852508613・ 9255・ 9398)と が あ

る。片面調整尖頭器の大半はBL6に 見 られ、BL17に も

比較的まとまって分布している。

周縁調整尖頭器に分類 した資料には、器体の全周に

細かな調整加工が連続的に施されているもの (3946・

5918・ 8181・ 8417)と 、調整加工が部分的にしか行わ
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れず素材の縁辺が残っている資料 (758508291・ 8591・

8517)と がある。後者はナイフ形石器の調整加工技術に

似るが、器体形状と比較的平坦な調整加工という特徴か

ら尖頭器と器種判別した。素材景J片の縁辺を生かしなが

ら部分的に調整加工を行って、先端部を作 り出し左右対

称形状に仕上げている。片面調整尖頭器同様、周縁調整

尖頭器もBL6に そのほとんどが分布している。

O尖頭器未成品

総点数61点 で、そのうち37点 を図化 した。石材別にみ

ると黒曜石40点、安山岩16点、頁岩 3点、凝灰岩 2点 と

なっている。尖頭器未成品はその形態と調整加工の程度

から尖頭器製作の段階ごとに3分類 した。

I類はやや粗い大きな剥離面で器体の表面が覆われて

おり、尖頭器としていまだ明確な形状を成していない資

料である。両面体調整過程を示す接合資料111の黒曜石

製尖頭器未成品などがこれに分類される。

Ⅱ類は調整加工が両面におよび、 I類 よりも小さな剥

離面が観察できるが、 I類同様尖頭器として形状がいま

だ明確に作 り出されていない資料である。4102・ 7411は

表裏面に調整加工が行われ、断面がほぼレンズ状を呈

している。5076は 片面調整尖頭器の未成品と考えられ、

両側縁から表面に調整加工が施されている。接合247・

7934は この調整加工段階において折損 したと考えられる

資料である。

Ⅲ類は調整加工が全体におよび周縁に細かな調整が行

われ尖頭器の形状がほぼ整えられているが、先端部が

明確に作 り出されていないものや形態が不定形な資料

である。4190・ 6567・ 6617・ 6385・ 818408382082600

9390・ 9552が これにあたる。

尖頭器未成品は遺物点数の多いBL106を はじめとし

て調査区全体にみられ、また類型ごとの分布の偏 りは特

に認められない。

・ナイフ形石器

4点出土している。6379・ 9626は 縦長景J片 を素材とし

た二側縁加エナイフ形石器である。前者はやや幅広の形

態を呈 し、厚味がある。後者は切出形態で、裏面には平

坦調整が施されている。9627は 縦長剥片を素材とし、基

部と先端部左側縁に調整加工が施されている。6379は 安

山岩製、962609627は 黒曜石製である。

尖頭器に比べてその点数は著 しく少なく、さらにブロ

ックに伴っているものは 1点のみ (BL2)で、そのほか

3点はブロックタヽ遺物である。

・掻器

総点数52点 で、そのうち37点 を図化 した。石材は黒曜

石41点、安山岩3点、チャー ト3点、頁岩 3点、凝灰岩

1点、玉髄 1点である。掻器52点 のうち実に38点 がBL6

にまとまって分布 している。素材景J片、調整加工の施さ

れ方から大きく2つ に分類できる。

ひとつは素材景J片 に面的加工 もしくは周縁加工を行な

って器体形状を整え、素材の一端に急斜度調整を施 し

て刃部を形成している資料である。26760668404453・

7371・ 9022な どがこれに該当し、7783・ 8716・ 9587では

両面に調整が行われている。7753は 端部の調整がたいへ

ん急角度であることから刃部再加工品と考えられる。

7883は 左側面の折れ面を切って端部に調整が行われてお

り、折損品を再加工した資料である。

もうひとつは縦長景J片 を素材にし、その形状を大きく

変えず端部のみに調整加工を施して刃部を形成 している

資料である。7579・ 8698な どがこれにあたる。

ほかに特徴的な資料として安山岩製の円形掻器 2点が

ある。5957は 素材の表裏面に面的加工が行われ、周縁に

微細な急角度調整加工が施されている。

・削器

21点 出土しており、 7点図化 した。黒曜石製 6点、安

山岩製 7点、頁岩製 3点、凝灰岩製 3点、チャー ト製 2

点である。8742は 黒曜石製の資料で、素材剥片の両側縁

に入念な平坦調整を施して刃部を作成している。両側縁

に刃部が形成されている削器は本石器群においては黒曜

石製に多 くみられる。黒曜石製ではほかに一側縁のみに

調整が行われる資料 (8873)と 、扶 りの入る資料 とがみ

られる。安山岩製の8257は 縦長景J片 の表面全体に調整が

施されており、形態は先頭形状を呈する。1527・ 7025は

大形の争J片の一側縁に連続的に調整加工を施して孤状の

刃部を作成 している。安山岩・頁岩・凝灰岩の資料に特

徴的である。

O彫器

黒曜石製 6点、頁岩製 2点の計 8点が出土している。

黒曜石製の 1点のみ図化した。5612は礫面が大きく残る

景J片 を素材とし、その折れ面を打面として左側縁に斜刃

の彫刀面を作出している。

・掻削器

2点 出土 している。 1点図化 した。5185は 黒曜石単独
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母岩の資料で、大形・厚手の縦長景l片 の両側縁に平坦調

整、素材端部には表面から裏面へ細かな調整加工がそれ

ぞれ施され、刃部が形成されている。

O彫削器

2点 出土している。 l点図化 した。1627は頁岩単独母

岩の資料で、礫面を大きく残す縦長景J片 を素材としてい

る。両側縁に錯交状に二次加工が施されて刃部が形成さ

れている。一方、左側縁上部背面傾1を打面として腹面側

に数条の樋状景J離が施されている。他に黒曜石製の資料

があり、これは縦長景J片 の右側縁に調整加工を施す一

方、折れ面を打面にして左側縁に樋状景J離が行われてい

る。

O削片

黒曜石製 2点、安山岩製 1点、頁岩製 4点、凝灰岩製

1点の計 8点 出土している。このうち頁岩 3点 と凝灰岩

1点は単独母岩である。 1点のみ図化 した。3447は 黒曜

石製で、側縁に調整が施された彫器母型から景J離 された

削片である。

O二次加工石刃・微細子J離石刃・石刃

二次加工石刃は黒曜石製が 1点、微細剥離石刃は黒曜

石製11点、頁岩製 1点の計12点、石刃は黒曜石製41点 、

頁岩製 7点、チャー ト・凝灰岩・玉髄それぞれ 1点 の

計51点 出土している。すべて合わせて18点図化 した。二

次加工石刃1096は 単景J離打面から剥離された石刃の左

傾1縁に部分的に調整加工が施されている。1029・ 55700

3405・ 3523・ 6682は微細景J離石刃である。それぞれ多様

な部位に微細な景J離痕が観察される。石刃の打面は主に

自然面、単景J離面、複剥離面であるが、特に前二者が多

い。また、頭部調整はそれほど頻繁ではない。一般的

に、本石器群の石刃製作においては打面・頭部調整の痕

跡に乏しいことが指摘できる。なお、石刃は51点 出土し

ているが、石刃核は黒曜石単独母岩の資料 1点のみであ

り、そのほとんどが搬入品と想定される。

・二次加工剥片 。微細剥離剥片・剥片

二次加工景J片 は黒曜石製34点、頁岩製 9点、チャー ト

製 7点、安山岩製 4点、玉髄製 1点の計55点、微細景J離

景J片は黒曜石製17点、頁岩製 3点の計20点、剥片は黒曜

石製786点 、安山岩製439点 、頁岩製139点、チャー ト製

50点、凝灰岩製42点、玉髄製29点、碧玉製 6点の計1491

点が出土している。接合資料を構成するものを含めて全

部で32点 図化 した。二次加工剥片の素材の形状や二次加

工の部位・種類は多様で、素材の全周に連続的に二次加

工が施されているもの (8222)、 縦長景J片 の両側縁に二

次加工が認められるもの (9330)、 素材剥片の折れ面に

二次加工が行われるもの (8736)な どがある。8011は微

細景J離景J片 で、右側縁に景J離痕が認められる。

景J片のなかには、背面が多方向の剥離面からなり、側

面観が湾曲している資料、すなわち尖頭器調整剥片と思

われるものが385点 みられ、活発な尖頭器製作の様子が

窺える。ほかには自然面を大きく残す大形の剥片、礫の

自然稜や自然面と景J離面によってできた稜を中央にもつ

縦長の景J片 など、原石の初期段階に剥離されたと考えら

れる資料も比較的多 く認められる。

O敲石

砂岩製の資料が 1点出土している (BL13)。

・石核

50点 出土している。石材ごとにみると、黒曜石24点 、

頁岩 9点、チャー ト9点、安山岩 5点、凝灰岩 3点 とな

っている。

本石器群では、黒曜石製の675604191の ように自然面

もしくは一回から数回の剥離で形成された面を打面とし

て固定し、打点を左右に移動しながら幅広・寸詰まりの

景J片 を景l離 した痕跡を残す石核が多い。作業面が一面に

固定されるものが多 く、剥片景J離の進行に伴って作業面

は後退していき、その結果残核は扁平になる。相対的に

小形のものが多い。接合239を構成する頁岩製の7406な

ど、すべての石材で同様の石核がみられる。

次に多いのは、接合12を 構成するチャー ト製の石核

7153の ように打面と作業面を適宜入れ替えながら争J片景J

離を行なう石核である。残核はブロック状を呈する。接

合105を 構成する凝灰岩製の石核7510も これに類する資

料で、一回の最J離で形成された面を打面として縦長剥片

剥離が行われ、さらにその作業面を打面として幅広の最J

片が剥離されている。この類の石核 もすべての石材に認

められる。

数は少ないが、分割した礫や大形の剥片を素材にした

石核 も存在する。安山岩製の8196は 分割礫を素材とし、

90度 の打面転移を行いながら表裏面で景J片 を剥離してい

る。ほとんどの景J離痕が階段状となっている。

石刃核としたものが 1点ある。5096は 表面では打面を

180度転移 しながら (図の上部と下部)、 石刃もしくは縦

長剥片剥離が行われている。裏面でも同様の景J離方式が
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認められるが、作業面が中央部で膨 らんでいるため、景J

離が他端へ抜け切らず、結果として表面に比べて短い剥

片が生産されている。一応、石刃核 と認定したが、両面

調整石器リダクションの一過程を示す資料と思われる。

石材は黒曜石で単独母岩である。

図化 しなかったが、求心状に剥片景J離 を行なっている

石核 も含まれている。

・原石・原石片

黒曜石12点、頁岩 1点の計13点出土している。黒曜石

は長さ3.lcm、 幅4.3cm、 厚さ1.7cmの ブロック状のものが

もっとも大きな資料で、他には長径 3 cm、 短径 2 cmの小

円礫の資料などが見られる。これらの原石の大きさと、

本石器群に伴う石核の大きさはほぼ合致しており、本遺

跡ではこのような小形原石を用いた景J片景J離作業が行な

われていたものと推測される。つまり、黒曜石製石核が

小形であるのは石材の節約的な運用の結果ではなく、そ

の素材の大きさに起因するものと思われる。頁岩の原石

片は接合 9を構成しているものであるが、それを素材に

した剥片剥離や石器製作は行われていない。

《接合資料》

一部既述したものもあるが、接合資料について解説を

加える。

接合資料8:ほぼ原石形状にまで復元された資料で、剥

片 5点 と石核が接合している。母岩はSH-83で 、BL6内

接合資料である。まず、原石を分割してそれぞれを石核

素材としている。7696は 分割面を打面に石核の周縁を周

るように打点を移動させながら剥片を剥離している。

7743は 分割されたもう片方の石核から景J離 された景J片 で

ある。この剥片の石核にあたる資料は遺跡内には残され

ていない。

接合資料12:剥片 4点 と石核が接合している。母岩は

CH-2で、BL6内接合資料である。打面と作業面とを適

宜入れ替えながら景J片剥離を行っている。

接合資料20:(本資料は図化 していないため写真30参

照):ほ ぼ原石形状にまで復元された資料で、景J片 8

点と石核が接合 している。母岩はSH-8で、BL6内 接合

資料である。剥片 8点のうち7479・ 748007590・ 7633

は本来ひとつの剥片であつたが剥離後に折れて4点 に

なったものであるため、接合 している剥片は実質 5

点ということになる。礫素材の石核から7394→7477→

7479+7480+7590+7633→ 7368の 順で剥片が景J離 される。

7444の 剥離がどの段階で行われたものかはわからない

が、この剥離によって形成された平坦面を打面に7368が

景J離 されている。接合資料の中の部分は抜けており、遺

跡内には残されていない。

接合資料53:AN-5の 景j片 4点が接合 している。BL6内

接合資料である。図左側を打点に2枚の剥離を剥離した

後、打点を約90度移動させて剥片剥離を行っている。

接合資料79:AN-5の最J片 4点 と石核が接合 している。

BL6内接合資料である。分割礫を素材にした石核8196か

ら、打点を左右に移動させながら、自然面が残存 してい

る面で幅広の横長景J片 を景J離 している。その後、石核表

面で同様に剥片景J離が行われている。

接合資料80:AN-3の 尖頭器未成品と剥片が接合 してい

る。剥片1354は 尖頭器未成品706の 素材の獲得に先立っ

て景J離 されたもので、尖頭器未成品の先行剥離面に接合

する。尖頭器未成品の素材は1354と 同様の剥離過程で得

られた景J片 であると考えられる。

接合資料105:TU-45の 最J片 1点 と石核が接合 してい

る。BL5・ 6間接合資料である。石核は礫 を素材にして

いる。まず、礫の上端部を大きく打ち剥がして形成され

た平坦面を打面にして縦長剥片が剥離される。その後、

その作業面を打面として石核の別の傾1面で幅広剥片景J離

が行われている。

接合資料111:折れ面接合の尖頭器未成品と尖頭器調整

剥片 2点が接合 している。母岩はOB-21で、BLl・ 5間

接合資料である。製作途上で尖頭器未成品は折損 してい

るが、それぞれの個体にはさらに調整加工 (再生加工)

が施されている。

接合資料112:CL-10の 片面調整尖頭器の折れ面接合で

ある。BL5と BL5周辺間の接合資料。

接合資料170:AN-5の剥片 1点 と石核が接合 してい

る。BL6内接合資料である。石核は大形の景J片 を素材 と

している。その素材面を打面にして景J片剥離を行ってい

る。

接合資料215:CL-6の掻器と剥片が接合 している。BL6

内接合資料である。7515は 打面形成のために原石の上端

を打ち剥がした剥片で、掻器に加工されている。7592は

打面形成景I片 の末端部側を打点として景J離 された景J片で

ある。

接合資料235:AN-3の尖頭器未成品の折れ面接合であ
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る6 BLl・ 6間接合資料。

接合資料239:景 J片 2点が石核に接合 している。母岩は

SH-8で、BL6内接合資料である。石核は礫素材で、比

較的大 きな打面調整を施 し、打面を左右に移動させな

がら景J片剥離が行われている。8406は 石核側縁の調整景J

片、7456は 石核の右斜め上部から景j離 された剥片が節理

のために折損 したものの一部である。

接合資料247:SH-8の 尖頭器未成品の折れ面接合であ

る。BL6内接合資料である。周縁に調整が施されている

段階で折れ、遺棄されている。

接合資料250:SH-87の尖頭器未成品と掻器が接合 して

いる。掻器 (8623)の 素材 となっている縦長景J片 を剥

離 した後、その作業面を打面にして尖頭器未成品素材

(8258)を 含む一連の景j片が景l離 されている。掻器の背

面をみる限り、図の上部を打面とした縦長剥片 もある程

度連続的に行われていたようである。

接合資料252 i OB-15の片面調整尖頭器の折れ面接合で

ある。BL17内 接合資料。

接合資料259:CH-2の景J片 の折れ面接合である。BL6

内接合資料である。

4-5 まとめ

上ノ原ⅣA石器群の器種組成・石材構成・石器の技術

形態・石材消費から、各ブロック・ブロック群の特徴は

次のようにまとめることができよう。

・BLl、 およびその周辺のブロックでは、細身形態の両

面調整尖頭器の製作が顕著に認められる。使用石材はほ

ぼ黒曜石に限られる。

・BL6で は、尖頭器は小形・寸づまり形態の半両面・片

面調整尖頭器が主体 となってお り、これに小形の掻器

が伴う。黒曜石を用いた集中的な石器製作作業が行われ

ている。黒曜石以外の石材も多 く利用されており、安山

岩 0頁岩・チャー トでは原石からの素材剥片景J離作業と

石器製作作業が行われている。

・BL7～ 17の 器種組成・石材構成・石器形態はおおよ

そBL6と 共通 している。ただし、これらのブロックでは

黒曜石による石器製作作業の痕跡は乏しく、製品は搬入

品として組成する傾向にある。それに対 して安山岩を用

いた石器製作作業が比較的よく認められる。

BLlと その周辺ブロック、BL6と BL7～ 17は上記検討

項目で共通性が認められ、それぞれ近い関係にあること

が推測でき、相互に関係性をもって存在 していたと想定

される。

一方、BLlお よびその周辺のブロックとBL6お よび

BL7～ 17と の間には石器形態・器種組成に違いが認め

られ、これは特にBLlと BL6と の間で顕著である。主要

石材である黒曜石で接合関係が得られておらず、両ブロ

ックの同時性を積極的に示すことはできない。とりあえ

ず本石器群にはBLlと BL6に 代表されるような 2つ の様

相が看取されることまでは指摘できよう。両者について

の上記課題については第 3部で追述する。

いずれにせよ、黒曜石を主体的に利用する尖頭器石器

群という枠組みで理解した上ノ原ⅣA石器群であるが、

その様相は複雑である。

(尾 田)
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図2-58 上ノ原ⅣA石器群全体分布図
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※本図での接合線は最も近接する単位を繋 ぐ

もので、景1離順序等は反映していない。

Om

図2-59 上ノ原ⅣA石器群全体分布図 (接合線入り)
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5-1 概要

上ノ原ⅣB石器群は、両面調整の尖頭器や半両面調整

の尖頭器など多様な調整 ,形態の尖頭器が伴う石器群を

指す。本石器群に含まれる石器の総点数は321点 で、柏

原黒色火山灰層 (Ⅱ 層)か ら上Ⅱ上部層 (Ⅳ上層)にか

けて 9割以上が出土している。特に、モヤ層 (Ⅲ層)か

ら全遺物の半数 (165点)が出土する。

本石器群では出土遺物分布の粗密から4基のブロック

を設定した。ブロック内遺物点数は246点 、ブロック外

遺物点数は71点 、位置不明遺物は4点である。石材別の

点数としては頁岩230点、安山岩78点、チャー ト9点、

玉髄 3点、凝灰岩 1点 となる (資料 2-76)。 器種組成

は尖頭器が19点 (尖頭器未成品含む)、 削器 3点、掻器

1点、彫器 4点、削片 2点、石刃 2点 (微細景j離石刃含

む)、 景J片286点 (二 次加工景J片、微細景J離景J片含む)、

石核が 4点 となる (表 6-76)。 指標的な石器 となる尖

頭器は両面調整や半両面調整、周縁調整など多様な技術

的特徴をもち、また形態も狭長なものや幅広なものなど

多様である。なお 1ブロックに組成される点数が最大で

も106点 であり、砕片を含めない点数であることを考慮

に入れても相対的に小規模な石器群であるといえる。

5-2 器種組成 0分布

本石器群に含まれる遺物は調査区中央、14Aグ リット

周辺に分布 し、BLlと BL2～ 4の 大きく2つ のブロック

群に分けられる (図 2-82)。 特にBL203は ブロック間

での接合資料を有している。ブロック別・石材別の器種

組成表を資料 2-75・ 76に、ブロックごとの母岩別器種

組成表は資料 2-77～ 82に示 している。各ブロックの

器種組成や分布について以下に解説を述べる。

BLl(図 2-83・ 85)は、本石器群で設定したブロッ

クの中でも他のブロックと分布が異なり、BL2～ 4か ら

5mほ ど北東、12Uグ リット南東側に位置する。また安

山岩のみで構成されてお り、BL2～ 4と は異なる使用

石材傾向を示 している。器種組成は尖頭器 2点、掻器

1点、二次加工景J片 1点、剥片50点 である。母岩別で

はAN-5が 40点組成 し、全体の 7割ほどを占めている。

AN-5の消費を中心として形成されたブロックと評価で

きる。なおBLlの資料から接合資料は得られていない。

砕片の分布をみると、安山岩製の砕片がBLlと 一致し

てお り、これら砕片は本ブロックに帰属するものと考え

られる (図 2-86)。 当地点で尖頭器や削器などの石器

製作が行なわれたと想定されるだろう。なおBLlに重な

るように細石刃関連の資料が出土している。

またBLl出土の尖頭器の形態をみると上ノ原ⅣA石器

群の尖頭器との類似性も指摘できるが、BL3と 母岩別資

料 (AN-19)を 共有 していることから、 ここでは帰属

を上ノ原ⅣB石器群とみなしている。

BL203・ 4(図 2-83～ 85)は 14Aグ リッ ト北東側

に位置する。BL2は BLlの 南西に位置し、尖頭器 3点、

尖頭器未成品 1点、二次加工景J片 2点、微細剥離景J片 2

点、景J片97点、石核 1点、計106点 の遺物で構成されて

いる。石材は頁岩が 9割 を占め、安山岩製の子J片 2点

と尖頭器未成品 1点が伴う。母岩別にみるとSH-38が37

点、SH-51が34点、SH-58が 11点 となり、これら3つ の

母岩で 8割が占められる。これらの他10点未満の母岩別

資料が伴う (資料 2-78)。 器種分布をみると、石核が

ブロック中央、尖頭器がブロックの中央と東西端から出

土し、剥片類はブロック南東に密集している様子が窺え

る (図 2-83)。

接合資料については、ブロック内での接合は 1個体

(18)、 BL3と ブロック外の間で接合が 1個体 (19)、 BL3

との間に 3個 体 (5・ 2550256)が得 られた。BL2と

BL3で はSH-38・ 58の 資料がブロック間で接合 し、ブロ

ック間での有意な関係性を想定できる。特に、接合資

料19(母岩別資料SH-38)は 、石核 と剥片13点、微細景J

離剥片 1点が接合 し、原石を少なくとも3個体に分割

して、内 2個体に対 して剥片剥離をおこなっている様

子が窺われる。接合資料 5・ 18・ 255・ 256は 母岩別資料

SH-58で 、原石に近い状態からの粗割・礫面除去を想定

できる資料である。SH-38に は尖頭器・削器などが含ま

れ、石器製作を想定させるが、SH-58は 剥片のみで構成

され、原石の粗割のみおこなわれたか、あるいは製作 し

た石器を搬出した可能性が考えられる。ただし、後述す

るようにSH-38の 尖頭器などはBL2か らは出土 しておら

ず、BL3か ら出土している。

上ノ原Ⅳ B石器群
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母岩別資料の分布をみると、SH38がブロック南に、

SH-51がブロック東に、SH-58がブロック北に集中して

出土 している (図 2-85)。 母岩別資料ごとに分布が排

他的で、異なる場所で各母岩の消費されたことが想定さ

れる。また砕片分布をみると、頁岩製の砕片がこれら3

つの母岩別資料の分布 と一致 してお り (図 2-86)、 当

地点での最J片景J離あるいは石器製作が想定される。

BL3は尖頭器 4点、尖頭器未成品3点、削器 2点、彫

器 1点、削片 1点、微細景J離石刃 1点、二次加工剥片

2点、微細剥離剥片 2点、景J片59点 の計75点で構成され

るブロックである。遺物点数としては本石器群の中では

二番 目の規模のブロックであるが、器種組成 としては

最も豊富な内容を示 している。使用されている石材をみ

るとBL2と 同様、頁岩が 8割近 くを占め、他に安山岩と

玉髄がわずかに伴う (資料 2-79)。 またBL2と 同様に

SH-38(22点 )と SH-51(23点 )の母岩別資料で、BL3

の全遺物の半数以上を占め、そのほかに10点未満の母岩

別資料が複数伴 う (資料 2-79)。

ブロック内での接合資料 は、剥片 と尖頭器の接合

(261)、 景J片の接合 (209・ 210)、 剥片の折れ接合 (97)

の4個体が得られている。ブロック内外での最J片の接合

(31)も 1個体得 られている。これら計 5個体の接合資

料はすべてSH-51の 母岩別資料である。SH-51の 幾つか

の最J片 には礫面が大きく残され (接合資料210)、 また一

方でかなり調整の進んだ両面調整石器の調整景J片の接合

資料 も得られている (接合資料209)。 簡単な粗割状態の

原石を持ち込み、両面調整石器の製作が行なわれたか、

あるいは、他地点で剥離・製作された礫面つきの大型景J

片と両面調整石器を搬入 した可能性などが想定される。

また、先述したとおり、BL2と の間にブロック間の接合

資料が 4個体得 られている (5・ 19・ 255・ 256)。

母岩別資料の分布をみると、ブロック北西にSH-51の

資料が、ブロック中央から南東にかけてSH-38の 資料が

集中している (図 2-85)。 BL2と BL3に は明瞭な遺物

分布の空白が認められる。出土状態を直接的に人類活動

に結び付けて解釈することは難しいが、石核を移動 しな

がら消費、あるいは剥離した剥片を異なる場所に廃棄す

るあり方が想定できる。

また砕片の分布をみると、BL2に 比較 してBL3に 重複

する砕片は非常に少ない点が指摘できる (図 2-86)。

BL3か らは尖頭器や削器がBL2よ りも多量に出土してお

り、「砕片の存在 =二次加工などの石器製作」という仮

定が成 り立つのであれば、BL2において石器製作を行な

ったのち、BL3に廃棄する過程が想定できる。

BL4は BL3の南西 2mほ どに位置する。二次加工剥片

1点、微細剥離景J片 1点、剥片 7点、石核 2点、計11点

で構成される小規模なブロックである。石材 も頁岩の

みで単純な様相を示 している。接合資料は景J片 の接合

(114)と石核 と削片と剥片の接合 (32)の 2個体が得ら

れている。BL4の資料と同一母岩の資料がBL2(SH-78)、

BL3(SH-32)か らそれぞれ 1点ずつ得られているのみ

で、BL2や BL3と の関係性を示す資料は希薄である。

ブロック外の遺物は尖頭器 4点、尖頭器未成品2点、

削器 1点、彫器 3点、石刃 1点、二次加工剥片 2点、微

細剥離景J片 2点、景J片55点、石核 1点で構成される。そ

の多 くはBL2～ 4の周辺に分布する。一部の資料は12Q

グリット012Vグ リット・13Jグ リットにも分布 してい

る。

以上のように、BL2と BL3に 関してはブロック間の接

合資料や多量の母岩別資料の共有などから、比較的有意

な関係性を想定することが可能である。

上ノ原ⅣB石器群の中核的ブロックであるBL2 03は 、

SH-38・ 51・ 58の 3母岩の消費を中心として形成されて

いる。BL2と BL3の間には、こうした同一母岩別資料を

消費して形成されたという共通性があるものの、幾つ

かの側面で差異が認められる。まず、BL2で はSH-38や

SH-58の接合資料が多く得られたのに対し、BL3で はほ

とんど得られなかった。逆に、BL3で は得られたSH-51

の接合資料がBL2で は希薄である。また、BL2で は器種

組成に乏しい一方で、BL3は器種組成やその点数が豊富

である。しかし、砕片の分布傾向はこうした器種組成の

差異と対応しない状況を示している (図 2-86)。 この

ように、BL2と BL3は相互に補完的なあり方を示してお

り、ブロック間での接合資料も鑑みれば、一連の石器製

作の結果、両ブロックが形成されたと考えるのが妥当で

あろう。以上のように、BL2と BL3に は密接な関係を想

定可能であるが、一方で、BLlと BL4は BL2・ 3と の関係

性を示す資料をほとんど得ることができなかった。特に

BLlは 安山岩のみで構成され、やや趣きを異にしている

といえる。

各母岩別資料の消費段階についてみると、BL20 3の

中心的な母岩であるSH-38・ 51・ 58に は共通点と差異が
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観取される。共通点としては、剥片などの一部は当地点

に残されているものの、「核」となる部分は出土 してお

らず、搬出されている可能性も推測される。一方、差異

としては、SH-38058に は大きく礫面を残す資料が多数

残されており、原礫形状で持ち込まれ景J離が開始された

と推測できるが、SH-51に は大形の礫面つき景J片だけで

なく、かなり景J離の進行 した両面調整石器の調整景J片 も

得 られてお り、搬入形状に差異が想定される。また、

SH-38・ 51で は尖頭器・削器が製作され、当地点から出

土しているが、一方で、SH-58は礫面除去を示す接合資

料が得られているものの、尖頭器や削器は得られておら

ず石器製作の具体的な内容は不明である。BL20 3の 中

心的な3母岩の消費のあり方は異なっていたことが考え

られる。

またBL2・ 3に みられるその他の10点未満の零細な母

岩別資料はほとんどが景J片のみで構成されており、「核」

となる石器は出土 していない。図示はしていないが、

一部の景J片については、礫面などは認められず、背面に

多方向の景J離面が観察される。ある程度剥離が進行 した

状態の両面調整石器を複数持ち込み、小規模に景J離 し、

「核」となる両面調整石器を持ち出したことが推測され

るだろう。また、その他にこうした定型的な景J離方式を

想定することが難しい景J片 も存在 している。

5-3 砕片との関係 (図 2-86)

ブロック各説でも若干触れているが、BLlと BL2に は

砕片の分布が一致している。図2-86に よればBLlの 位

置に安山岩と黒曜石製の砕片が分布していることがわか

る。このうち安山岩製の砕片はBLlに 帰属するものと考

えられるが、一方BLlに は黒曜石製の遺物が伴っておら

ず、黒曜石製の砕片については異なる石器群に帰属する

ものと考えられる。恐らく比較的近接 して出土している

細石刃関連の資料に伴うものと考えられる。一方BL2に

重なるように分布する頁岩製の砕片はBL2に みられる石

材とも調和的であり、本ブロックに帰属するものと考え

て問題ないといえるだろう。

5-4 遺物解説

・尖頭器

上ノ原ⅣB石器群には13点の尖頭器が伴い、全点を図

化 している。BLlか ら2′点、BL2か ら 3′点、BL3か ら4

点、ブロック外から4点 出土 している (資料 2-77～

79・ 81)。 欠損 している資料 も含まれるが、残存 してい

る部位に関していえば両面調整 (6151・ 10050・ 9935・

10029010122・ 9607・ 988606434)・ 半両面調整 (5987・

10116・ 9679)・ 片面調整 (10113)0周縁調整 (9251)な

ど多様な調整技術がみられる。器体が大 きく欠損 して

おらず平面形態が想定可能な7点 に関しては、大きく分

けて狭 長 な一群 (643409935010029・ 10122・ 9607・

10116・ 9679)と 幅広なもの (5987)がある。狭長な尖

頭器の横断面形はおおむね薄い凸レンズ状であるが、幅

広な5987は 断面D字形になっている。また、ブロック外

に単独出土している3点の尖頭器 (96070643409251)

は技術形態学的な類似から本石器群に含めたが、特に

9607は 他の尖頭器に比べ調整が精巧であり、本石器群と

は時期が異なる可能性 もある。

・尖頭器未成品

6点 の資料 を尖頭器未成品として報告する。この

内5点 を図示 してい る (975109825010053・ 10133・

10137)。 BL2か ら 1点、BL3か ら3点、ブロック外か

ら2点 出土 している (資 料 2-78079・ 81)。 素材 と

なる剥片には規格性がみられず、縦長の剥片 (9825・

10053)、 幅広の景j片 (10137)な ど多様な剥片を用いて

いることがわかる。

0削器

10092010111010153の 3点 を削器 として幸及告する。

BL3に 2点、ブロック外に 1点含まれる (資料 2-79・

81)。 調整加工が平坦であることから削器 として報告す

るが、尖頭器の未成品である可能性もある。残っている

打面や背面構成、側面観の湾曲をみると、素材は両面調

整石器の調整景J片 を用いていると判断される。全て同一

母岩 (SH-38)で ある。

e掻器

本石器群 には安 山岩製の掻器が 1点伴 っている

(6142)。 BLlに 含まれる (資料 2-77)。 バルブの発達

した厚みのある景J片 を素材とし、背腹両面に調整を施 し

ている。

O彫器

本石器群の彫器 4点 のうち、 2点 を図示 している

(9766・ 10134)。 1点 はBL3に 、その他 3点はブロック

外の出土である (資 料 2-79081)。 BL3に 含まれる

10134は 玉髄製で、素材剥片の打面側、末端側の2箇所
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に右側縁から樋状景J離 を施 している。打面側の樋状剥離

は折れ面を、末端側の樋状景J離は調整打面を打面として

いる。また樋状景I離 に先立ち二次加工をくわえ縁辺を整

えている。9766は チャー ト製で、素材景J片の打面側に急

角度の調整を加え、そこを打面として樋状景J離 を施して

いる。その他 2点 もチャー ト製である。

・削片

2点の削片が本石器群に伴っている。内 1点を図化

している (10069)。 この削片は石核 1点、景j片 1点 と

接合する (接合資料32)。 景J片素材の石核に打面をつ

くるため景J離 された削片である。なおこの資料は出土

位置不明である。

O微細子1離石刃 0石刃

1点 の微細景J離 石刃 がBL3か ら得 られてい る

(10105)(資料 2-79)。 背面に平行な景J離面がみられ

るので石刃とした。しかし母岩がSH-38で あることを

考慮すると石刃核から景J離 されたものではない可能性

がある。また石刃 (5732)は 、出土地点が大きく異な

り、他の石器群に含まれる可能性 もある。

・二次加工剥片 。微細争J離剥片

8点の二次加工景j片のうち2点を図化 した(10058・

10101)。 10058は 両面調整石器の調整景J片 を素材 とし

ている。BLlに 1′点、BL2に 2′点、BL3に 2′点、BL4

に 1点、ブロック外に2点 となる (資料 2-77～ 81)。

また 7点の微細景J離剥片が得 られている。このうち、

4点を図示 している (9856・ 10120・ 10135010149)。

・石核

4点 出土 してお り、 この うち 3点 を図示 した

(9846・ 9931010065)。 この内接合資料に2点が含ま

れている (接合資料19・ 32)。 それぞれ多様な景J片景J

離工程を示 している。図示 した9931は 接合資料19に含

まれ、大形で厚手の景J片 を素材とした石核で、縦長の

剥片を景J離 しようとこころみ、途中で放棄したものと

考えられる。10065は 接合資料32に含まれている。景J

片を素材とし、素材腹面を作業面としている。9846は

石核の一部が折れた後、その折れ面を打面として、旧

作業面の裏面を新たな作業面にして景J片景J離をおこな

っている。

《接合資料》

本石器群では12個体の接合資料が得られた。このうち

10イ団体について図化 した。以下にこの解説をする。

接合資料 5: 剥片 3点 の接合資料である。9894と

10068は 折れ接合であるため、実際は2枚の景J片が剥片

景J離の関係で接合 したものである。原石からの粗割段階

を示 している。礫面の状況から原石は河川の転礫 と考え

られ、礫面を除去するため、厚みのある大形の景J片 を連

続的に景Jい でいる。母岩はSH-58で ある。

接合資料18: 景J片 2点の接合資料である。接合資料

5と 同一母岩であり、同様に原石からの粗割段階を示 し

ている。いずれも打面が小 さく、側面観が湾曲してい

る。

接合資料19: 剥片14点 と石核 1点が接合 している。

剥片景J離工程としては、まず、粗割が行なわれた石核

が 3個体に分割される (a:6040+9806+9952+9966+

9967+9984-卜 99700b:9933+10008+10019・ c:9931

+9947+10006+10007+10120)。  この とき、分"害
Jイ団体

a・ b・ cは先行する景J離 によって生 じていた潜在剥離に

よって 3つ に分割されたと考えられる。接合資料19の 上

面図をみると明らかなように、分割個体 aか らは両面調

整の石器が製作 されたと考えられ、調整求j片 が 7点接

合 している。一方で分割個体 cか らは大形で分厚い剥

片が剥がさオt(c-1:9931+9947+10006+10007)、  これ

を石核 (9931)と して、少なくとも5回の最J離が加えら

れ、内2枚 (9947+10007と 10006)の 剥片が接合 してい

る。また、分害Jイ団体 cの石核は発掘によって得ることは

できなかったが、この石核から剥離された景j片 (c-2:

10120)が得られている。10120は 先述の分割面を打面と

している。

この接合資料によって、原石の分割を介 して、一つの

原石から両面調整石器と景J片素材の石核が作 り出されて

いることがわかる。

接合資料31: 景J片 2点 による接合資料である。10022

の最J離 の後、反対方向からの剥離が行なわれ、再び180

度打面を回転させ、10089が剥離された。こうした景J離

工程を経て、幅広で不定形な剥片を最J離することから、

この資料は両面調整の石器製作に関するものと判断され

る。母岩はSH-51で ある。

接合資料32: 石核 1点 (10065)に削片 1点 (10069)、

景J片 1点 (9856)が接合する資料である。ttJ片素材の石

核から景J片剥離をおこなっている。まず石核の素材とな

る剥片の末端に調整を加えて打面をつくり、削片を景J離
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する。その後、削片の剥離面を打面として、素材景j片の

腹面側を作業面として少なくとも5枚の剥片を景j離 して

いる。母岩はSH-69である。なお接合 している削片は出

土位置不明となっている。

接合資料209: 剥片 3点の接合資料である。10052、

10057、 10091の 順に剥離されている。打面に両面調整石

器の縁辺を取 り込んでおり、両面調整石器の調整過程を

示す資料である。比較的大形の両面調整石器が製作され

たと推測される。母岩はSH-51で ある。

接合資料210: 背面に礫面を大きく残す剥片 2点の接

合資料である。原石に近い状態からの粗割段階を示す。

同一母岩の接合資料 として接合資料31・ 209が得 られて

いる。これら3つ の接合イ固体から、この母岩は原石に近

い状態から景J離 を開始し、両面調整の石器を製作する一

連の行為がおこなわれた可能性と、礫面付大形景J片 と両

面調整石器を持ち込んだ可能性が考えられる。

接合資料255: 景J片 2点の接合資料である。9893の 背

面には礫面が大きく残 り、原石からの粗割段階を示すと

考えられる。同一母岩の接合資料として接合資料 5018

が得られている。 3つの接合個体とも礫面が大きく残さ

れており、ほとんど景J離が行なわれていない礫を持ち込

んで景J離 をおこなったと考えられる。

接合資料261: 片面調整の尖頭器 (10113)と 景J片 1

点 (10135)が 接合する資料である。争J離順序 としては

10113→ 10135と なり、接合する剥片は尖頭器製作の調整

景J片ではない。10135は 石核から尖頭器の素材 (10113)

が景J離 された後に、石核の調整のため景J離 された剥片と

考えられる。母岩はSH-51で ある。

5-5 まとめ

上ノ原ⅣB石器群は、両面調整・半両面調整・片面調

整・周縁調整など多様な尖頭器を指標とする石器群であ

る。細身の尖頭器には両面調整、幅広には半両面調整・

片面調整・周縁調整などがみられ、形態と調整に一定の

傾向が存在 している。尖頭器製作の過程を示 していると

も推測できる。欠損の程度が低い資料をみると、長さ6

～ 8 cm程 度で、大形あるいは中形の部類に分類される。

石材は安山岩や頁岩が使用され、特に頁岩が多用されて

いる。また、同一母岩から尖頭器や削器が製作されてお

り、接合資料などの直接的な資料はないものの、背面構

成などを見る限り、周縁調整の尖頭器や削器は、大形の

両面調整石器を製作する過程で生 じる調整景J片 を素材 と

して製作されていることが推測される。こうした石器製

作は、関東地方や東北地方、中部地方日本海側などの尖

頭器石器群にしばしば見られる。大形あるいは中形の両

面調整の尖頭器を伴う尖頭器石器群に認められる特徴の

範囲内で理解可能な石器群といえる。また、原礫形状に

近い母岩を数イ団体と、ある程度消費の進んだ母岩を持ち

込み、一部を消費 して、「核」となる部分などを他地点

へ搬出する石材の消費の仕方も大形や中形の尖頭器を伴

う尖頭器石器群としては一般的であるといえよう。

では野尻湖周辺では上ノ原ⅣB石器群の類例はどの程

度みつかっているのであろうか。大形や中形の両面調

整の尖頭器を伴い、比較的分布がまとまる石器群を抜

き出すと、貫ノ木遺跡第1010号 ブロック (土屋・大竹編

2000)、 西岡遺跡第24号 ブロック (土屋・大竹編2000)、

上ノ原遺跡の上ノ原Ⅱ石器文化第 7号ブロック (土屋・

谷編2000)な どが挙げられる。貫ノ木遺跡第1010号ブロ

ックの資料は、黒曜石製の資料が中心で、尖頭器も黒曜

石製と安山岩製である。また西岡遺跡第24号ブロックは

資料数が少なく、石器群の内容は判然としない。上ノ原

Ⅱ石器文化第 7号ブロックからは珪質頁岩 0凝灰岩製の

大形・狭長・薄手な尖頭器や小形・狭長な尖頭器に、安

山岩製の掻器・削器が出土している。

西岡遺跡第24号ブロックを除いて、貫ノ木遺跡第1010

号ブロックや上ノ原Ⅱ石器文化第 7号 ブロックをみる

と、大形・中形の尖頭器石器群は、尖頭器の形態、石

材、器種組成などの面で変異が認められる。上ノ原ⅣB

石器群の各ブロックの内容とこれらを比較すると、共通

性もあれば差異も指摘できる。こうした差異を時間差や

人類活動の差など、どのように理解するかは今後の課題

といえるだろう。
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図2-82 上ノ原ⅣB石器群全体分布図 (接合線入 り)
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図2-86 上ノ原ⅣB・ C口 D石器群BL分布と砕片分布対応図
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6-1 概要

上ノ原ⅣC石器群は彫器を多 く伴う点と両面調整の尖

頭器・縦長景J片素材の周縁調整の尖頭器を特徴 とする石

器群である。本石器群に含まれる石器の総点数は664点

である。出土層位は柏原黒色火山灰層 (Ⅱ 層)か ら黒色

帯上部 (Vb層 )にわたり、そのうち 9割はモヤ層 (Ⅲ

層)(367点 )お よび上Ⅱ上部層 (Ⅳ 上層)(182点 )か ら

出土している。

本石器群では出土遺物の粗密から5基のブロックを設

定 した。ブロック内の遺物は486点 、ブロック外遺物は

175点、位置不明遺物は3点である (資料 2-83)。 石材

別にみると頁岩が508点 、凝灰岩が92点、玉髄が46点 、

碧玉が12点、チャー トが 6点 となる (資料 2-84)。 器

種組成は尖頭器34点 (未成品含む)、 彫器22点、削片 9

点、石刃26点 (二次加工石刃・微細剥離石刃・稜付石刃

を含む)、 景J片570点 (二次加工景]片 ・微細景J離景J片 を含

む)、 石核 3′点である (資料 2-83)。 本石器群の特徴は

両面調整と周縁調整の尖頭器に多量の彫器が伴う点であ

る。これらの彫器には製作技術上の特徴が見出され、注

目される。

6-2 器種組成・分布

本石器群の遺物は12Qグ リットから13Eグ リットまで

分布 しているが、特に12Rグ リット中央、12Qグ リット

東側、12Wグ リット北側に集中が認められ、それぞれの

集中をBLl・ 2、 BL3・ 4、 BL5と して設定 した (図 2-

87)。 中でもBL104がオロ対的に器種組成と遺物点数が豊

富で、本石器群の中でも中核的なブロックとなる。器種

組成表をブロック別・石材別に資料 2-83・ 84に、各ブ

ロックの母岩別器種組成表を資料 2-85～ 91に示してい

る。以下にブロック、ブロック群ごとに解説を加える。

BL10 2(図 2-88～ 90)は 12Rグ リット中央に位置

する。BLlは尖頭器 5点、尖頭器未成品 1点、彫器 8

点、削片 2点、二次加工景J片 5点、微細景J離剥片 2点、

景J片 125点、合計148点 の遺物で構成される (資料 2-

85)。 本石器群ではBL4に ついで二番 目に規模の大きな

ブロックである。石材の大半は頁岩 と凝灰岩で占めら

れ、他にチャー トや玉髄が伴う。特にチャー トは尖頭器

と彫器のみで構成され、単独的な出土状況である (資料

2-85)。 各石材の各母岩別資料はどれも40点未満であ

り、大規模な母岩の消費は認められない。その中でも、

SH-48081・ TU-46に 関しては比較的一定量の遺物が認

められ、特に尖頭器や彫器などはSH-81の 母岩から作 ら

れている (資料 2-85)。 SH-81を 中心とした景J片剥離、

石器製作が想定される。一方、その他の尖頭器や彫器な

どの トゥールは、CH一単・CL一単などの単独資料か、尖

頭器と削片のみで構成されるCL-11に分類 され、製品の

状態で搬入されたことが想定される。SH-81を 消費し、

新たな石器を製作・補充したことが推測できる。

ブロック内の分布としてはブロック周縁部に尖頭器 0

彫器・削片が出土し、ブロック中央に景J片が集中してい

る (図 2-88)。 景J片の分布は砕片分布 とも一致 してい

る (図 2-86)。 出土位置を直接的に人類の行為に結び

つけることは難しいが、当地点でSH-81を 中心とした景J

片景J離、石器製作が行われ、その後、ブロック周縁部に

尖頭器や彫器が残されたものと想定できる。なお、砕片

には頁岩と玉髄が多 く (図 2-86)、 景J片 とは若干差異

が認められるようである。

接合資料はブロック内で 2～ 3点接合する資料が11個

体得 られている (図 2-89)。 内容としては彫器 と削片

の接合 (262)、 彫器と尖頭器の接合 (251)、 尖頭器の折

れ接合 (253)、 剥片の接合 (220230300254・ 258)、

景J片 の折れ接合 (3・ 16・ 17)と なっている。これら

接合資料の多 くはSH-48・ 81・ TU-46の 母岩別資料であ

る。接合資料 (17・ 22・ 230240300254・ 258)が示す

ように、これらの母岩で両面調整石器を製作 したものと

考えられる。なお、母岩別資料TU-46の尖頭器が 1点出

土しているが、出土位置不明のため、分布図には示 して

いない。また、BLl周 囲のブロック外出土遺物との接合

個体が 2個体 (109・ 24)得 られてお り、同じくBLl付

近から出土 した尖頭器未成品 (4837)は 、BL4の尖頭器

未成品 (310)と 接合している (図 2-89・ 92)。 こうし

た諸点を考慮すれば、BLlと BL4の 間に有意な関係を想

定できる。

BL2はBLlよ り2mほ ど南に位置 している (図 2-

88)。 45点 の遺物で構成され、器種組成は尖頭器 5点、

上ノ原Ⅳ C石器群
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彫器 1点、二次加工石刃 2点、石刃 4点、二次加工景J片

1点、微細剥離争J片 1点、景J片31点 となる。石材には玉

髄、碧玉、頁岩、凝灰岩が認められる (資料 2-86)。

BLlに 比べかなり小規模なブロックで、分布傾向として

もさほど密集 していない (図 2-88)。 またBLlと 同様

にブロック周縁に尖頭器が集中している。母岩別資料で

みても、最 も点数が多 くて12点 (TU-6)と 小規模な母

岩の消費が行われている。なおこのTU-6に はSH-81同

様、同一母岩内に尖頭器と彫器が認められる (資料 2-

86)。

接合資料としては両面調整の尖頭器に、周縁調整の尖

頭器と景J片 4点が接合 した資料 (175)、 彫器と剥片 2点

の接合 (15)、 景J片の接合 (103)、 石刃の折れ接合 (14)

が得られている (図 2-89)。 接合資料175は幅広で厚み

のある尖頭器と周縁調整の尖頭器が接合 した資料で、両

面調整の尖頭器を製作する際に景J離 される調整景j片 を素

材としてさらに尖頭器が製作されることがわかる。この

接合資料175の み、ブロック外出土遺物を含むが、その

他の接合資料はブロック内にまとまって出土している。

BL3・ 4(図 2-91～ 93)は 12Qグ リット東に位置す

る (図 2-87)。 BL3はBL4の 2mほ ど東に位置し、尖頭

器 1点、剥片18点の計19点で構成され、本石器群中最 も

規模の小さいブロックである (資料 2-87)。 石材 も頁

岩と凝灰岩のみが認められる。ブロック内あるいはブロ

ック周辺に接合資料は得られていない (図 2-92)。 母

岩別資料でみるとBL4と の間で、SH-1・ TU-4・ 11・ 13

の共有が認められる。

BL4は 本石器群中最大の規模を示すブロックである。

ブロックは長軸約 6m、 短軸約 5mの楕円形を呈し、遺

物の内容としては尖頭器 5点、尖頭器未成品 5点、彫器

8点、削片 6点、微細景J離石刃 1点、石刃 3点、二次加

工景J片 2点、微細剥離景J片 1点、景l片 183点、計214点 で

ある (資料 2-88)。 遺物はブロック西半分の直径 3m

ほどの範囲に特に密集して分布している。本ブロックの

石材は玉髄・頁岩・凝灰岩で構成され、頁岩が最も多 く

187点 となる。母岩別にみると、特にSH-1がブロック全

遺物の半数以上を占め128点 で、その他の母岩別資料は

20点未満となる (資料 2-88)。 SH-1に は尖頭器 2点、

尖頭器未成品4点、彫器 3点、削片 1点、二次加工剥片

2点 などが認められる。SH-1を 中心に景j片景J離、石器

製作の行われたことが想定できる。またBLlと 同様に、

その他の トゥールはCL-109・ 11・ 単・SH一単などの点

数の少ない母岩別資料か単独資料に分類され、製品の状

態で搬入された可能性を指摘できる。SH-1に よる石器

の補充が推測される。また注 目すべき点としてSH-81が

14点含まれており、BLlと 母岩を共有 していることにな

る。

器種分布をみると、ブロック西半分の密集に、尖頭

器・彫器・削片 も集中して出土 している (図 2-91)。

BLl・ BL2と は異なる出土状況を示 している。

ブロック内の接合資料は8個体得られており、内容は

尖頭器と景J片 の接合 (268)、 彫器 と削片の接合 (264・

267)、 削片同士の接合 (266)、 景J片の接合 (100・ 242・

2440245)で ある (図 2-92)。 本ブロックからは削片

が 6点出土し、彫器との接合資料 も2個体得られている

ことから、当地点での彫器製作が想定できる。また、

接合資料の多 くはSH-1の 母岩別資料で、接合資料268・

242な どからわかるように、SH-1は 両面調整石器を製作

した母岩と判断され、その調整景J片 を素材に彫器や尖頭

器が製作されたと推測される。また接合資料28・ 265は

かなり遠距離間の資料が接合 した資料で、特に接合資料

265は BL4の 尖頭器未成品とBLlの付近に出土する尖頭

器未成品が折れ面で接合する資料である。両ブロックに

有意な関係性を想定できる。

また母岩別資料の分布をみると、ブロック西半分の密

集にSH-1が集中して出土 している (図 2-93)。 当地点

で集中的にSH-1の 消費を行ったことが想定される。ま

た、砕片との分布傾向をみると、ブロック西半分の遺物

密集と砕片の集中が一致 しており、「砕片の存在 =二次

加工などの石器製作」という仮定が成 り立つのであれ

ば、この地点での剥片景j離 ・石器製作が想定できるだろ

う。なお、砕片には頁岩が多 く占められるようであり、

ブロックの石材組成とも調和的である (図 2-86)。

BL5(図 2-94～ 96)は 、12Wグ リット北側に位置

するブロックである (図 2-87)。 尖頭器 2点、稜付石

刃 1点、石刃 1点、二次加工景J片 1点、微細景j離景J片 3

点、剥片51点、石核 1点で構成される。石材は頁岩のみ

で構成され、母岩別にみると、SH-5、 SH-6が各20点ず

つ認められるも、他の母岩別資料は非常に少ない (資料

2-94)。

器種別の分布では、ブロック中央に石核 ・尖頭器・景J

片類が集中している (図 2-94)。 この集中にはSH-40
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506が比較的多 く認められ (図 2-96)、 この三つの母

岩の消費を中心にブロックが形成されたといえる。なお

BL5に は彫器が伴っていないが、尖頭器が周縁調整であ

ることから上ノ原ⅣC石器群に含めた。

接合資料をみるとブロック内の接合資料に、石核 と

3点の最J片 の接合 (42)と 景J片の接合 (43)が得られて

いる。両接合資料 とも母岩別資料SH-5である。また、

BL5北部にみられる帯状に分布する遺物と接合資料が得

られている (113)。

ブロック外出土の遺物には、尖頭器 6点、尖頭器未成

品2点、彫器 5点、削片 1点、二次加工石刃 2点、微細

剥離石刃 4点、石刃 8点、二次加工争J片 3点、微細剥離

剥片 7点、景J片 135点、石核 2点が含まれる (資料 2-

90)。 これらは12Rグ リット西側に比較的まとまって分

布 し、12Vよ り南西側では散漫な分布状況を呈する。特

に、尖頭器 3点、尖頭器未成品2点、彫器 3点、石核 1

点は、BLl・ 2の周辺 (12Rグ リット中央部)に まとまっ

て分布 し (図 2-88)、 この二つのブロックいずれかに

伴うものと考えられる。

以上、各ブロックの状況を要約すると、BLl・ 4は比

較的規模の大きなブロックで、器種や石材種 も相対的に

豊富である。この2ブロックには尖頭器だけでなく彫器

が一定量認められ、かつ尖頭器と彫器が同一母岩に含

まれている。またSH-1や SH-81の 母岩を中心的に消費

し、その他の母岩を搬入・消費して景J片景J離や石器製作

を行ったことが想定される。BLlと BL4に ついては比較

的類似 した活動、つまり尖頭器の補充と彫器製作を軸と

した石器製作の結果、形成されたブロックと評価できる

だろう。一方、BL2・ 305は規模の小さなブロックで、

器種組成や遺物の点数 もBLl・ 4に くらべ貧弱である。

小規模な石器製作活動の結果、残されたブロックと推測

される。ただし、BL2で は両面調整尖頭器と周縁調整尖

頭器の接合資料 (175)が得 られており、注目される。

この接合資料175の母岩別資料は、ブロック外の遺物を

含めても10点 しか得 られていない (資料 2-86・ 90)。

調査精度の問題や、景J片の搬出などの可能性も指摘でき

るが、小規模な石器製作活動をよく示 しているといえよ

う。

6-3 砕片との関係 (図 2-86)

ブロック各説でも触れているが、砕片 との関係をみ

ると、BL10 4の 遺物密集と砕片はよく一致 し、砕片の

石材 も各ブロックの石材組成と調和的である。しかし、

BL2・ 3に 関しては、異なる状況を示 している。この二

つのブロックに重なるように安山岩製や黒曜石製の砕片

が多量に認められるが、BL20 3に は安山岩・黒曜石製

の遺物は含まれていない (資料 2-86087)。 これらは

上ノ原Ⅱ石器群や上ノ原ⅣA石器群の分布 と一部重複 し

ていることが原因と考えられる。

6-4 遺物解説

・尖頭器

総点数は25点 で、内4点が 2点ずつ接合するので、計

23イ団体となる。この内21点 を図化 した。なお、5623の 尖

頭器は接合資料251に示 している。用いられている石材

はチャー ト、玉髄、碧玉、頁岩、凝灰岩で、中でも頁

岩が主に用いられている。ブロックごとの点数 として

はBLlに 5′点、 BL2に 5′点、 BL3に 1″点、 BL4に 5′点、

BL5に 2点、ブロックタれこ6点、出土位置不明が 1点 と

なる (資料 2-85～ 91)。

欠損資料を含むものの、尖頭器を調整景J離 に基づい

て分類すると両面調整、半両面調整、周縁調整に大別

できる。両面調整の尖頭器は462040950562305787・

591606533、   半 両 面 調 整 は513083205410・ 5604・

5935、  周縁 調整 は233・ 299・ 429・ 46305700・ 4660・

4686+478605420+543205801・ 909009093・ 5920と ′蟄る。

なお463は 片面調整とも分類できるが、ここでは周縁調

整に含めた。以下に上記の分類ごとに解説をする。

まず両面調整の資料について述べる。462は この石器

群の尖頭器の中でも特異で、調整加工が非常に丁寧で

器体 も薄 く精巧に作られている。器体の半分ほどを欠損

し、大型の尖頭器であったと考えられる。4095は平坦な

調整が表裏全体に及んでいる。5623は 彫器 (5605)と 折

れ面で接合 し、細身の尖頭器であったことがわかる (接

合資料251)。 5787、 6533は やや不定形な形態をしてお

り、折れた後に再加工された可能性も考えられる。5916

は厚みのある幅広な尖頭器である。縁辺に細部調整が認

められ、一端が尖頭状に加工されているので尖頭器とし

て分類 した。一方で周縁調整の尖頭器 (5920)と 接合す

る (接合資料175)こ とを考慮すると、石核的な役割 も

果たしたと考えられる。

半両面調整に含めた 5点 のうち4点 を図化 した。513
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は素材剥片背面に平坦な調整を加え、裏面は縁辺のみを

調整 している。素材が厚かったため甲高で、断面D字状

になっている。5410は 一端を欠損している。細身の尖頭

器であつたと考えられる。5935は 器体の半分以上を欠損

している可能性があるが、縦長景J片 を素材としていると

考えられる。なおこの資料は詳細な出土位置が不明とな

っている。

本石器群の尖頭器の中では周縁調整が最も多 く、13点

の資料が得 られている。周縁調整の尖頭器は形態およ

び想定される素材景l片 の形態によつて 2群 に細別され

る。233・ 42904686+4786は縦長の剥片を素材 とし、長

幅比が約 3:1と なる細身の一群である。299・ 4660・

5420+54320580109090は 小形の周縁調整尖頭器で、長

幅比 2:1の一群である。素材は小形で縦に長い剥片を

用いてお り、5420+5432・ 5801・ 9090な どは両面調整石

器の調整剥片を素材 としている可能性を指摘できる。

463・ 570009093・ 5920は 器体を大きく欠損 してお り明

確に分類することが難しく、未成品の可能性 もある。

O尖頭器未成品

BLlに 1点、BL4に 5点、ブロック外に2点、出土位

置不明が 1点 となっている (資料 2-85～ 91)。 このう

ち 2点が接合するので計 8個体 となる。全点を図化 し

た。310と 4837は 約30mを 隔てて接合 している (接合資

料265)。 やや湾曲する縦長の景J片 を素材として右側縁に

平坦な調整を、左倶1縁腹面に細かい調整をくわえてい

る。折れたため石器製作を途中で中止したと思われる。

351は 両面調整石器の調整剥片を素材 とし、小形の周縁

調整尖頭器の未成品である。母岩はSH-1に 分類される。

446・ 521・ 523は 全て同一の母岩 (SH-1)に 分類 され

る。446の 尖頭器は相対的に調整の進んだ資料で先端部

を欠損している。左側縁中央の調整が階段状になり、厚

みが除去されていない。521は 素材景J片 の末端部に二次

加工が確認される。同一母岩に尖頭器未成品が多 く含ま

れることを評価 し尖頭器未成品として分類 した。523は

両側縁に細かい二次加工が認められる。4075は 厚みのあ

る両面調整の石器で、尖頭状に調整されていないため、

尖頭器未成品として分類 した。小形の最J片 を景J離する

石核の可能性もある。5240は 縦長の最J片 を素材とし、右

側縁の表裏に平坦な調整剥離をくわえている。本石器群

にみられる周縁調整の尖頭器にはこうした加工はあまり

見られず、両面調整の尖頭器の未成品である可能性があ

る。

0彫器

本石器群で特徴的に見出されるのが彫器である。計

22点 の彫器が得 られている。22点 中の21点を図化 した。

ブロック別ではBLlに 1点、 BL3に 7点、 BL8に 1点、

BL9に 8点、BL10に 1点、ブロックタ■こ4点 となる (資

料2-85～ 91)。 これら彫器は技術形態学的に2大別す

ることが可能である。①両面・半両面・周縁調整の尖

頭器から彫器に変形した一群 (249・ 332・ 48803945・

5280・ 5605)、 ②景J片 を素材 とする一群 (251・ 2570

2630318・ 359・ 6380442605007・ 502305283・ 53020

534805438・ 55620572705892)で ある。樋状剥離の打

面に注目すると①はさらに、尖頭器の折れ面を樋状景J離

の打面とする一群 (3320488・ 5280・ 5605)と 、尖頭器

の縁辺を打面とし全周に樋状景J離がみられる一群 (2490

3945)に細分できる。② も同様に、調整打面から削片が

景J離 される一群 (318・ 638・ 263・ 442605007・ 5023・

528305302・ 5438・ 5892)と 折れ面や蝶番状の末端部な

ど平坦面を打面 とする一群 (257・ 251・ 5562・ 5348・

57270359)に 細分可能である。以下に特徴的な資料に

ついて解説を加える。

5605は 折れた尖頭器と接合し (接合資料251)、 折れ面

を打面として削片を剥離 している状況がよくわかる。

5280は 両端を欠損した尖頭器を素材としており、両側縁

に樋状景j離 が認められる。こうした両面調整の尖頭器

を素材 として削片を剥離する技術は三宅によって「大

平山元技法B」 とされたあり方に類似する (三宅1980、

1981)。 249は 削片 (311)と 接合 し (接合資料264)、 半

両面調整の尖頭器から彫器へ変形 したことがわかる。

263は石刃あるいは縦長景J片 を素材 として基部を尖頭状

に調整し、先端部を腹面側から打面調整し削片を剥離し

ている。5302は 削片 (5489)と 接合 し、樋状剥離に先立

って掻器状の調整あるいは縁辺に調整が施されたことが

わかる (接合資料262)。 また5007は 5562と 接合 し、彫器

の素材が連続的に景J離 されたことがわかる (接合資料

24)。 5438の 樋状景J離 は2箇所認められる。両樋状剥離

ともに調整された打面から剥離され、剥離に先立って縁

辺が二次加工によって整えられている。5348は折れ面で

剥片 (5274)と 接合 し (接合資料17)、 折れ面を打面と

して樋状剥離がなされていることが確認できる。359も

削片 (467)と 接合 し、折れ面を打面として樋状剥離が
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施されていることがわかる。257も 素材景J片 の末端部の

折れ面を打面として両側縁に樋状景J離が施されている。

このように、素材の選択や樋状景J離の打面に統一性は認

められず、本石器群の彫器製作は非常に多様であること

が指摘できる。

また不定形な景J片 を素材 とする彫器のなかに、その

素材が両面調整石器の調整景J片 であると判断できるも

のが認められる。5302・ 5007・ 5283・ 5438・ 257・ 251・

5562・ 5348な どである。両面調整石器の調整景J片 を素材

として彫器を製作することが本石器群の特徴 として指摘

できる。

・削片

本石器群には 9点の削片が伴 う。彫器の点数 と比較

すると少ないといえる。ブロック別ではBLlか ら2点、

BL4か ら6点、ブロック外から 1点 出土 している (資

料 2-90・ 93・ 95)。 これ らの内 5点 を図化 し、 2点

(467・ 481)は接合資料で図示 している。481は 356と 接

合し、素材となる景j片 の打面佃Iか ら右側縁に沿って景J離

された削片であ り、連続的に削片が数枚剥離されたこ

とがわかる。356に 調整打面が残されている。5489は 彫

器 (5302)と 接合する削片である (接合資料262)。 背面

には細かい調整がみられ、樋状剥離に先立ち縁辺を整え

たものか、或いは掻器状の刃部調整と考えられる。また

467も 彫器 (359)と 接合する (接合資料267)。

・二次加工石刃 0微細剥離石刃・稜付石刃

二次加工石刃はBL2か ら2点、ブロック外から2点、

計 4″点出土 している (資料 2-86・ 90)。 この内 1′点を

図化 した。9167は 右側縁に連続的な二次加工がみられ

る。微細剥離石刃はBL4に 1点、ブロックタれこ4点組成

される (資料 2-88・ 90)。 この 5点の微細景J離石刃の

うち、 3点 を図示している (88・ 1215・ 10059)。 これら

は主要求J離面の剥離方向と異なる方向の剥離面を背面

にもつ。一般的な石刃核 とは異なる石核から剥離され

た可能性が考えられる。また本石器群には16点 の石刃

が共伴 している。ブロック別の点数はBL2に 4点、BL4

に3点、BL5に 1点、ブロック外に8点 となる (表 6-

86088・ 89・ 90)。 これらのうち8点 を図化 した (380・

4260486・ 59008420945・ 485505674)。 背面が主要剥

離面の方向と平行する稜線・景I離面のみで構成される

一群 (380・ 485505674)と 、異なる景J離面を含む一群

(4260486・ 590・ 8420945)に 分けられる。後者の一群

は形態的に石刃と分類 したが、石刃核 とは異なる石核か

ら剥離された可能性が考えられる。

・二次加工剥片

本石器群には12点の二次加工景J片が伴っている。この

内、 2点 を図化 し、接合資料 (接合資料22)に 含まれ

る 1点 (5377)を 接合図に図示 している。BLlに 5点、

BL2に 1′点、BL4に 2′点、BL5に 1′点、 ブロックタトに3

点出土している (資料 2-85086088～ 90)。 5306は 母

岩別資料SH-81に 含まれる資料で、剥片の末端に連続す

る二次加工が認められる。5595は 大形の剥片の腹面側に

側縁から末端にかけて平坦な二次加工を加えている。調

整途中で素材剥片が縦に大きく折れたために放棄された

ものと考えられる。

O石核

BL5に 1点、ブロック外に2点、計 3点の石核が出土

している (資料 2-89・ 90)。 この内、 1点 を図示 した

(4851)。 4851は 背面に礫面を残 した大形景J片 を素材とす

る石核である。素材となる景J片の側縁に急斜な調整をく

わえて打面をつくり、素材剥片腹面を作業面として景J片

を剥離 している。

《接合資料》

本石器群からは計36個体の接合資料が得 られた。この

うち23個体を図化 した。

接合資料15: 剥片 1点 と彫器 1点の接合資料である。

縦長の剥片が接合 し、末端には反対方向からの剥離面が

みられることから、両面調整の石器を製作する際の初期

段階を示 していると考えられる。母岩はTU-8である。

接合資料17: 剥片 1点 と彫器 1点の接合資料である。

両面調整石器の調整景J片 を素材として、景J片が折れた後

に、その折れ面から樋状剥離を加え、彫器を製作 してい

る。母岩はSH-81で ある。

接合資料22: 剥片と二次加工景J片の接合資料である。

打面は切 り子打面であり、背面構成などから両面調整

石器の調整景J片 の接合資料であると考えられる。母岩は

SH-81で ある。

接合資料24: 彫器 2点が接合 している。5007を 景J離

したのち、90度打面を回転させて5562を 景Jい でいる。彫

器の素材となる景J片が連続して剥離されていることがわ

かる。このように多方向から景J離 された不定形で湾曲す

る剥片を素材とすることから、これら彫器は両面調整石
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器の製作に伴って製作されたと判断される。母岩別資料

ではSH-81に分類される。一部に礫面が残る。

接合資料30: 景J片 2点が接合 している。背面には多

方向の剥離面が観察される。両面調整の石器の調整景J片

であると考えられる。 2点 とも打面が欠損している。母

岩はSH-48で ある。

接合資料47: 景J片 2点の接合資料である。

接合資料103: 剥片 2点で構成される。打点を45度回

転させ、 2枚 目を最J離 している。末端が大きく彎曲し、

背面には反対方向からの景j離面が残されていることか

ら、厚みのある両面調整の石器から景J離 されたものと考

えられる。

接合資料113: 稜付石刃と剥片が接合 している。母岩

別資料SH-6に 分類される。正確には稜調整の痕跡が認

められる石刃である。連続的に石刃あるいは縦長剥片を

景J離 したことがわかる。9162を 剥離したのち、細かい打

面調整をおこなった様子が4614に 認められる。

接合資料175: 両面調整の尖頭器に景J片 4点、周縁調

整の尖頭器が 1点接合 している。これらは両面調整の尖

頭器を介在させて接合 しているため、景I離 の順序は明

確ではない。周縁調整の尖頭器 (5920)と 両面調整の尖

頭器 (5916)が接合する景J離面は他の最J離 に切られてお

り、両面調整の尖頭器の調整過程でも相対的に初期の段

階に景J離 された景J片 を素材として周縁調整の尖頭器が製

作されたと考えられる。

接合資料208: 尖頭器 2点が折れ面で接合している。

接合資料242: 剥片 5点の接合資料である。内 3点 は

折れによる接合であり、 3枚の景J片が景J片剥離の関係で

接合 している。母岩はSH-1である。

接合資料243: 剥片 2点の接合資料である。1623の末

端に反対方向からの景J離面が観察され、側面観も湾曲す

ることから両面調整石器の調整景J片の接合資料と考えら

れる。母岩はSH-1である。

接合資料246: 景J片 2点で構成される。同一母岩の資

料として接合資料2420243な どがあり、両面調整石器の

調整景J片 と考えられる。

接合資料251: 尖頭器と彫器が折れ面で接合する資料

である。尖頭器が器体中央で斜めに折れ、その折れ面か

ら樋状景J離がほどこされている。

接合資料254: 景J片 2点の接合資料である。SH-81の

資料である。背面に礫面が残されている。この母岩の幾

つかの剥片、彫器、尖頭器には礫面が残されてお り、粗

割された状態で石核が持ち込まれた可能性が想定でき

る。5390は 打面を欠損 している。

接合資料258: 薄手で縦長の剥片 2点 が接合 してい

る。両景J片 とも同一方向からの剥離であるが、背面には

多方向の景J離がみられる。特に5459の 末端には反対方向

からの剥離がみられ、5281の 景J離の後、反対方向からの

景J離が施され、再び剥離方向を180度 回転 し、5459を 景J

離したことがわかる。両面調整石器の調整景j片の接合資

料と考えられる。

接合資料262: 彫器に削片が接合 している。接合・切

り合い関係から以下の彫器製作の工程が復元される。素

材となる幅広の最J片の全周に調整を加え、特に末端を掻

器状に調整する。その後、両側縁を打面として末端部に

対方向に樋状景J離 を加え、彫器を製作 している。このう

ち 1点の削片が接合 している。

接合資料264: 彫器に削片が接合 している。尖頭器を

素材としてその側縁全周に樋状剥離をほどこしている。

少なくとも6回 の樋状景J離が確認され、その内の削片 1

点 (311)が接合 している。311の剥離後も樋状景J離がほ

どこされ、変形が進行している資料である。

接合資料265: 尖頭器未成品が折れ面で接合 してい

る。裏面からの調整の際にウートラパッセが生 じ、表面

に力が抜けずに裏面側にめくれて景J離 し、これを契機に

素材景J片 が大 きく折れてしまった。この接合資料は約

30m離 れた 2点が接合 してお り、BLlと BL4の 間に有意

な関係性があることを示唆する資料である。4837はBLl

付近に、310は BL4か ら出土 している。同一母岩の 2点

の剥片はBL4か ら出土している。

接合資料266: 削片 2点 による接合資料である。やや

厚みのある景J片 から景J離 された削片である。素材景J片の

打面側に打面をつくり素材右側縁にそって樋状剥離が行

なわれた。これら2点の削片を含め、少なくとも5回の

樋状景J離が想定される。

接合資料267: 削片と彫器の接合資料である。削片を

みると、折れ面を打面として樋状景J離がおこなわれてい

ることが確認できる。

接合資料268: 尖頭器未成品と景J片 の接合資料であ

る。小形の最J片 を連続的に景J離 し、尖頭器の素材剥片を

最J離 している様子が窺える。
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6-5 まとめ

上ノ原ⅣC石器群の最大の特徴は、両面調整の尖頭器

や縦長剥片を素材とする周縁調整の尖頭器に、彫器が多

量に伴う点である。従来、尖頭器石器群の器種組成は貧

弱である点が指摘されてお り (織笠1987、 宮坂1989)、

上ノ原ⅣC石器群のように多量の彫器を伴う点は注目に

値する。この彫器の石器製作のあり方については後に考

察を加えるので参照されたい。

また、不定形な両面調整石器、両面調整の尖頭器、

周縁調整の尖頭器などが共伴する石器群は、特に信濃

川流域に類例が認められる。新潟県御淵上遺跡 (中村

1971)、 同真人原遺跡 (小野編 1992、 1997、 2002)、 同

新発田市上新田B遺跡 (鈴木編2004)、 同津南町道下遺

跡 (長沢・山本・安部1997、 佐藤2002)、 同貝坂桐ノ木

平A遺跡 (山本・安部1998、 佐藤2002)な どの資料であ

る。また東北地方の山形県越中山A'遺跡 (加藤 1975)

も類例として挙げられる。後述するように、上記信濃川

流域の尖頭器石器群では、少数ながらも彫器が共伴 して

お り、その意味でも上ノ原ⅣC石器群との類似性が指摘

できる。その他、周縁調整の尖頭器の類例は、特に東日

本に単独資料などの部分的な資料 として散発的に得 られ

ている。

一方、野尻湖周辺をみると上ノ原遺跡町道地点に縦長

剥片素材の周縁調整尖頭器が出土している (中村由・中

村敦1994)。 また、貫ノ木遺跡第205004089号 ブロック

や西岡遺跡第11・ 14号ブロックなどからも周縁調整の尖

頭器が出土 している (土屋・大竹編2000)。 しかしこれ

らは単独的な出土、あるいは黒曜石製の小形半両面・片

面調整の尖頭器を特徴的に伴っており、後者に関しては

上ノ原ⅣA石器群との類似性を指摘できる。

上ノ原ⅣC石器群は両面調整の尖頭器や周縁調整の尖

頭器がまとまって出土しており、今後、野尻湖周辺にお

けるこうした尖頭器石器群の基準資料となるであろう。

(岩瀬)
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図2-87 上ノ原ⅣC石器群全体分布図 (接合線入り)
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7-1 概要

上ノ原ⅣD石器群は安山岩をもちいた大形の尖頭器石

器群を指す。出土層位は柏原黒色火山灰層 (Ⅱ 層)か ら

上 Ⅱ層 (Ⅳ 層)中 に出土 している。中でもモヤ層 (Ⅲ

層)か らの出土が最 も多 く (63点 )、 本石器群の遺物全

体の7割弱を占める。遺物総数は99点 であり、上ノ原Ⅳ

石器群の中で最 も小規模な石器群である。

上ノ原ⅣD石器群では 1基のブロックを設定した (図

2-97)。 ブロック内遺物点数は71点、ブロック外遺物

点数は27点、出土位置不明の遺物は 1点である。本石器

群の器種組成は尖頭器 3点、尖頭器未成品 1点、削器

1点、掻器 2点、石刃 1点、剥片91点 (二次加工景J片含

む)と なっている。石材組成は上記のとお り安山岩の

みで構成され、母岩別資料AN-5が 9割以上を占めてい

る。

本石器群は整理段階で特徴的な両面調整石器の調整景J

片が確認され (61740618106211・ 6302)、 他の石器群

と分布も異なる傾向であったことから、一つの石器群と

して設定した。冒頭に述べているように、上ノ原ⅣD石

器群は大形の尖頭器を伴う尖頭器石器群であると想定し

ている。出土した 3点の尖頭器はすべて欠損しており、

全体形状は不明である。しかし上記の最J片 の打面形状や

背面構成、大きさなどは大形の両面調整石器の製作・調

整の可能性を示 している。尖頭器を伴い大形の両面調整

石器の痕跡がみられることから、本石器群を大形の尖頭

器を伴う尖頭器石器群として報告する。

7-2 器種組成 0分布

本石器群に含 まれる遺物は12Uと 12Vの境界から出土

し、分布密度も散漫といえる。ブロックごとの器種組成

を資料 2-92に示 している。またブロック別の母岩別器

種組成表も併せて示 した (資料 2-93～ 95)。

BLl(図 2-98)は、上ノ原ⅣD石器群唯一のブロッ

クで、尖頭器 3点、尖頭器未成品 1点、掻器 2点、二

次加工剥片 1点、景J片64点 で構成されている (資料 2-

93)。 遺物の分布は散漫で、明確な密集部を形成 してい

ない。

BLlの尖頭器や掻器は同一母岩別資料 (AN-5)に含

まれる。また、大形の両面調整石器の調整景J片 (61740

6181・ 6211)も 同一母岩に属する。 しか し、母岩別資

料の分布をみるとAN-5は ブロック全体に散漫に分布 し

てお り (図 2-99)、 また砕片分布 も散漫である (図 2

-86)。 上ノ原ⅣA・ B・ C石器群では、幾つかのブロ

ック上に砕片の密集が認められているが (図 2-81・

86)、 こうした傾向とは異なる状況を示 している。安山

岩は母岩別分類が難 しい石材であり、他の時期の石器群

の資料が相互に混入 している可能性は排除できない。ま

た、砕片の検出は発掘精度に左右され、出土状況を直接

的に人類行動に結び付けて解釈することは危険であるも

のの、その他の上ノ原Ⅳ石器群 とは異なる傾向を示す

点は注 目される。「砕片の存在 =二次加工などの石器製

作」という仮定が成立するのであれば、当地点では明確

な石器製作は認められず、大形の両面調整石器の調整加

工など、単純な作業が行なわれたことが想定される。

ブロック外の遺物には、削器 1点、石刃 1点、景J片25

点が含まれている。この削器はAN-5に分類される。ブ

ロック外の景J片 2点が折れ面で接合 している (接合資料

199)。

なお、本ブロックに含まれる剥片のうち両面調整の石

器の調整剥片と考えられる資料は11点である。

上ノ原ⅣD石器群はきわめて小規模な石器群で、明確

な尖頭器などの石器製作痕跡に乏しい。大形の両面調整

石器の調整という単純な作業の結果、形成された石器群

であることが推測される。なお、「核」となる部位は出

土しておらず、搬出された可能性が指摘できる。

7-3 砕片との関係 (図 2-86)

安山岩製の砕片とBLlの 分布は重なり、これら安山岩

製の砕片は上ノ原ⅣD石器群に帰属するものと考えられ

る。しかし先述のとおり、上ノ原Ⅳ石器群 としては砕片

の量は非常に少ない点が指摘できる。

7-4 遺物解説

・尖頭器

上ノ原ⅣD石器群には3点の尖頭器が伴い、ブロッ

ク別の点数でみるとBLlか ら全点が出土 している (資

上ノ原Ⅳ D石器群
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料 2-93)。 3点 ともすべて器体を大きく欠損 しおり

(61620617206182)、 どのような形態・大きさであっ

たのかは不明である。

・尖頭器未成品

尖頭器未成品 1点 (6196)も BLlか ら出土 している

(資料 2-93)。 製作途中で折れたと考えられ、折れ面

に二次加工がみとめられる。上記 3点 の尖頭器よりも

幅広であつたことが推測される。

・削器

横長の景J片 を素材として、末端に二次加工が認めら

れることから、削器として幸艮告する。ブロック外出土

である (資料 2-94)。 背面をみると多方向の最J離面

が観察され、かなり大形の両面調整石器の調整剥片を

素材としていることがわかる。

O掻器

2点出土 しているうちの 1点 を図化 した (6160)。

礫面を残す厚手の景J片 を素材として、打面倶1の急斜な

二次加工によつて円形の刃部をつくりだしている。

・両面調整石器調整剥片

両面調整石器の調整景J片 と判断した景J片は36点 出土

している。特徴的な4点を図化 した。6302は 打面を欠

損 しているが、末端部に両面調整石器の縁辺を取 り込

んでいる。この縁辺の長さは約 7 cmに 達し、かなり大

形の両面調整石器を想定できる。617406181・ 6211は

リップが発達 し打面に両面調整石器の縁辺を取 り込ん

でいる。両面調整石器の調整景J片 と判断できる。これ

ら4点の剥片にみられる両面調整石器の縁辺には顕著

なつぶれがみとめられる。

7-5 まとめ

上ノ原ⅣD石器群は、欠損 した尖頭器など、明確な指

標的石器に乏しい。しかし、大形の両面調整石器の調整

景J片は上ノ原遺跡第 5次調査地点の他の石器群には認め

られない特徴であり、注目に値する。こうした資料によ

って本石器群が、両面調整石器の調整加工によって形成

された石器群であることがわかる。また、両面調整石器

の調整剥片を素材とする削器も注目されるだろう。

安山岩製で大形の両面調整石器 という点に注 目する

と、長野県佐久市下茂内遺跡第 I・ Ⅱ文化層や八風山 I

遺跡、八風山Ⅳ遺跡B地点などの尖頭器石器群が類例と

して考えられる (近藤・小林編1992、 須藤編1999)。 ま

た、野尻湖周辺では、西岡遺跡第24号ブロツク (土屋 0

大竹編2000)や 上ノ原遺跡上ノ原Ⅱ石器文化第 7号ブロ

ック (土屋・谷編2000)に、大形の尖頭器が出土 してい

る。しかし、石材には安山岩だけでなく凝灰質頁岩など

も使用されており若干の差異が認められる。また「大形

の尖頭器」という観点からは東日本一帯から多 くの類例

が指摘できるだろう。だが、上ノ原ⅣD石器群は部分的

な資料であり、こうした類例との関係について、具体的

な解釈や検討をくわえるのが難しい状況である。

(岩瀬)
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図2-97 上ノ原ⅣD石器群全体分布図
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8-1 概要

本遺跡の旧石器時代遺物をいくつかにグループ化する

中で、これまで説明してきた石器群には含めることが躊

躇されるもので、またそれぞれが十分な数量を持たない

石器類について、その他の石器群として本節で一括 して

説明する。

8-2 器種組成・分布

分布は次の 3つ に分けて理解できる (図 2-100)。 一

つは調査区北東部に散布する 3点の石器、もう一つは

12UG7グ リッドに位置する細石刃・細石刃核に特徴づけ

られるまとまり、そして14Aグ リッド中央部東側に位置

する、小形ナイフ形石器と石刃・石刃核に特徴づけられ

るまとまりである。注意すべきことが一点ある。12UG7

グリッドの細石刃・細石刃核のまとまりは、上ノ原ⅣB

石器群BLlと 完全に重複 しているという点である。両者

の関係については拙速な評価を慎みたいが、上ノ原ⅣB

石器群BLlか らは、木葉形で半両面調整の大形の尖頭器

とみなした石器が出土 していることは付記 しておきた

い。

14Aグ リッドに分布する小形ナイフ形石器のまとまり

は、すぐ北東側に接する尖頭器石器群に共伴するものと

は考えがたく、また母岩もこの石器群で特有のもののみ

で構成されることから、他の石器群から独立させて本節

で報告することにしたものである。数本の石刃 と石刃

核、そして小形の一側縁加エナイフ形石器とがある程度

集中して残されている。このまとまりのすぐ東側には細

石刃とした石器が 1点のみ存在している。

8-3 遺物解説

・細石刃、細石刃核

細石刃核は4点、細石刃は3点出土している。中には

細石刃核という分類に含めるべきかどうかが難しいもの

もある。ただし6025は確実に細石刃核と呼んでよい資料

である。細石刃核5993は極めて小さな礫を素材に、一端

に打面を作出して細石刃剥離を行ったものである。細石

刃は全て図化 している。

・彫器

彫器 としたが、やや特殊な石器である。石刃の末端

に、背面側から細石刃剥離にも似た微小な剥離痕が連続

して残されており、部分的に認められる切 り合い関係か

らこの一連の剥離痕は素材腹面より新 しいと見られる。

実測図左側の左上には腹面側からの微小な剥離痕が連続

して残されている。その後これら剥離を切るように図上

端から腹面側へ複数回の景J離が加えられている。

・楔形石器

良質の珪質頁岩を用いている。器体の薄さから景l片素

材であったと思われるが、素材主要求J離面は残っていな

い。上下に顕著な潰れが発生しており器面には稜線の目

立たない薄い景I離が対向方向に走っている。分布の上で

は上ノ原Ⅱ石器群・上ノ原Ⅲ石器群と重複するのだが、

いずれの石器群にもこういった石器の共伴例がないため

その帰属判定が躊躇され、ここで幸隧告することとしたも

のである。

Oナ イフ形石器

2点 とも小形ながら厚手のナイフ形石器である。対向

調整で素材を大きく切 り取って整形しているため素材形

態はよくわからないが、厚手の縦長剥片ないし石刃の可

能性が高い。いずれも良質の珪質頁岩製である。

・微細剥離石刃、石刃、稜付石刃

14Aグ リッドでは小形ナイフ形石器と分布を同じくし

て、 6点の石刃、 2点の微細景J離石刃、 1点の稜付石刃

が出土している。これら石刃類は調整打面を持つものが

多い。上ノ原Ⅲ石器群の石刃に比べるとやや幅広で短寸

な印象がある。

O石核

石刃核を 1点確認 している。分布は石刃、ナイフ形

石器と同じく14Aグ リッドである。角柱状を呈するもの

で、打面縁部には調整が加えられている。

その他の石器群
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1

本遺跡から出土 している礫の総数は2903点である。

その分布状況を図2-101～ 104に示 した。これを見る

と、調査区北東の丘陵頂部の東から南へかけて、丘陵頂

部を取 り囲むように多数の礫が分布 し、そのまま南西方

向へ分布が連続 している。12Vグ リッドと14Aグ リッド

の境界付近で一端分布が途切れるが、14Aグ リッド中央

部で再び複数のまとまりが形成されている。ここからよ

り南西の13Jグ リッドにかけては分布が非常に散漫で、

13」 グリッドの調査区西限に散漫に礫の集中する箇所が

見られた。既述のとおり、礫群の設定は調査時の所見に

基づいているものが大半で、整理過程で多少追加した。

礫群の構成礫数は最大でも51点で、大半が20点以下と礫

群としては小規模なものが累積 しているといえる。

礫群の帰属については、その判断が極めて困難であ

概  要

る。たとえば周辺地域でも、本遺跡と同様に複数時期に

わたる多量の石器・礫が検出された樽口遺跡では、ある

程度の層位的情報をもとに石器ブロックとの重複関係も

勘案して礫群や配石の帰属を判断し得ているようだが、

本遺跡では礫群の帰属を判断できるほどに恵まれた層位

的条件にはない。したがって、帰属を推測するにはブロ

ック分布と礫群の分布との関係、とくにそれらの重複関

係に着目するより他に手立てがない。言うまでもない

が、ブロックと礫群が重複するからといって、両者を残

した主体が同じであつたことの根拠にはならない。よっ

て以下の分析はある一面から見た場合での石器群と礫群

との関係にすぎないことをあらかじめ断っておきたい。

なお、礫群の微細実測図は第 1部の図 1-12～ 1-15を

参照されたい。

上ノ原 I石器群と礫群とは、重複関係がほとんど見ら

れない (図 2-105)。 特に14Aグ リッドに分布するブロ

ックには礫が全 くといっていいほど重複 していない。

12Vグ リッドについてはごく少数基の礫群が重複する

(礫群34・ 80)。 この部分には他の石器群の重複も無 く、

あるいは本石器群への帰属を表 しているのかもしれな

い。

上ノ原Ⅱ石器群は、礫群ときわめてよく重複する状況

がみてとれる (図 2-105)。 本石器群は12Q・ R・ V・

Wグ リッドに大半が分布 しているが、そのほとんどが

礫群 とよく重なって分布 していることがわかる。礫群

(30607・ 16～ 22・ 69～ 75091～ 93)と の重複が

著 しい12R西側のブロック集中域BL5～ 12付近には、上

ノ原Ⅲ石器群に帰属するブロックもあるわけだが、杉久

保石器群である上ノ原Ⅲ石器群には一般的にまとまっ

た量の礫群が伴う事例は知られていない。本遺跡の特殊

事例と見ることもできないわけではないだろうが、上ノ

原Ⅱ石器群のブロック分布と上ノ原Ⅲ石器群のブロック

石器群 と礫群 との重複関係

分布とでは前者のほうが礫群とよく一致した布置を示 し

ている。上ノ原Ⅲ石器群のブロックと対比すると、やや

外れた場所に礫群が位置している。このため、この区域

の礫群は上ノ原Ⅱ石器群に帰属する可能性が高いと考え

られる。BL5～ 12は 集中的石器製作を行ったブロック

である。ブロック集中域BL13に は礫群 (23024)が分

布上対応 して残されている。12Q・ Vグ リッド境界部東

側の礫群 (509～ 14040065～ 68076088)の 位置

も、上ノ原Ⅱ石器群のブロック分布に一致する傾向が強

い。とくにBL18と の重複が顕著である。なお、すでに

述べたとおりこのBL18も 石器製作が集中的に行われた

ブロックである。集約的な石器製作と礫群の構築との間

に何 らかの関連があるようにも見える。12V・ W境界部

の礫群 (15046051～ 56・ 77095)に ついては上ノ原

ⅣA石器群と礫群との関係において触れたい。上ノ原Ⅱ

石器群の12V北東部のブロック集中域BL19～ 25は礫群

(38041～ 45048～ 50・ 77)と 一致する。

上ノ原Ⅲ石器群には、先に述べたとおり周辺地域の例
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を勘案しても、それほど多 くの礫群が帰属するとは考え

にくい (図 2-106)。 上ノ原Ⅱ石器群に帰属すると考え

た12Rグ リッド西側の礫群をのぞくと、本石器群のブロ

ック分布と礫分布との重複関係は目立たない。おそらく

本石器群と、本遺跡の礫資料との関係はあまり強いもの

ではなかったのではないだろうか。

次に、上ノ原Ⅳ石器群をみてみたい。上ノ原ⅣA石器

群から検討する (図 2-106)。 まず本石器群のブロック

は12R中 央部 と12V O W境界部に多い。12R中 央部の も

のは礫群 (25～ 27・ 29030)と よく重なっているが、

ここには上ノ原Ⅱ石器群のブロックも位置している。こ

こでもやはり上ノ原Ⅱ石器群のほうが、より微細なレベ

ルで分布が一致 していることから、この点では上ノ原Ⅱ

石器群との関係が強い。12V・ Wの境界部では本石器群

のブロックと礫群 (15046・ 51～ 56077・ 95)と が重

複する。ただし、先にも述べたとおり、この区域につい

ても上ノ原Ⅱ石器群の小規模ブロックが分布 している

(BL14～ 17)。 上ノ原Ⅱ石器群のブロック分布とこの範

囲の礫群との重複は、細部にわたつてよく一致している

ため、あえて言えば上ノ原Ⅱ石器群に帰属する可能性が

ある。12Vグ リッド南西半に散在する相対的に小規模な

礫群・礫については、この区域における上ノ原ⅣA石器

群の散漫なブロック分布におおむね一致 している。ま

た、13」グリッドの礫分布については、この区域に上ノ

原ⅣA石器群以外の石器群が存在 しないため、本石器群

への帰属を第一に想定してよかろう。この区域の礫 も散

在的で礫群とはみなしていない。

上ノ原ⅣB石器群のブロックは12UG7グ リッドにあ

るBLlを 除いて14Aグ リッド北東半に全てが位置してい

る。これらのブロックとは礫群 (63・ 64)が重複する

(図 2-107)。 ところで、上ノ原 I石器群の14Aグ リッ

ドにおけるブロック (BL3・ 4)と 、上ノ原ⅣB石器群

のブロックのちようど中間地点に礫群 (57～ 62・ 85・

86)が集中する箇所がある。礫群構成礫の出土層位はほ

ぼ全て上Ⅱ上部層以上であるということを評価すれば、

この礫群の帰属は近接する上ノ原ⅣB石器群である可能

性が高いものの、積極的な判断は困難である。あるい

は、「その他の石器群」において解説した、石刃製小形

ナイフ形石器と石刃のまとまりがちょうどこの礫群集中

域と重なっていることから、この石器群との関係も考慮

しなければならない。しかし得られる情幸民からでは、こ

の礫群が今述べた3石器群のうちどれと関連するのか判

断できない。

上ノ原ⅣC・ D石器群には礫群がほとんど重複してい

ない (図 2-107)。 いずれのブロックも、あたかも礫群

を避けるかのような位置に分布しているが、唯-12R中

央部の礫群32だ けは上ノ原ⅣC石器群BL2と 重複する。

このほかには両石器群と礫群との関係について特記すべ

きことがない。

以上の内容をふまえると、まず本遺跡の礫資料は上ノ

原Ⅱ石器群との関係が深いことがわかる。少なくとも石

器ブロックと礫群との重複という一面でのみ検討した結

果であるが、細部にわたってよく重複する状況は、両者

の有機的な関係を想定するに十分であろう。上ノ原 10

Ⅲ・Ⅳ石器群と礫資料との関係は、明確な根拠を持って

積極的に評価することができなかった。第 2部で上ノ原

Ⅲ石器群としてまとめた杉久保石器群には、一般的に礫

群が多く伴う例がないため、少量の礫が伴う程度に想定

しておくのが妥当であろう。上ノ原ⅣA石器群は複数基

の礫群・礫との関係が一応想定された。なお、本石器群

への帰属が想定される礫群のいずれもが規模の小さいも

のであり、なおかつ散在傾向にあることは注意される。

上ノ原ⅣA石器群を除くⅣB・ ⅣC・ ⅣD石器群は、本

遺跡で行った石器製作作業が極めて小規模で、限定的な

ものであることから、それほど長期間の居住は想定しが

たいことから、礫群を構築する作業がそれほど活発に行

われたとは考えにくい。

礫の接合資料 も得 られている。これについては添付

CDにある礫資料一覧表に接合番号を付 して提供 した。

礫接合は基本的に狭い範囲で完結する場合がほとんど

で、礫群間にわたる接合例は数えるほどしか確認され

ていない。この礫群間接合は、12R西側の礫群集中域と

12Q・ V境界域東側の礫群集中域に多 く認められる。い

ずれも本遺跡において最も礫が密集する場所にあたり、

上ノ原Ⅱ石器群への帰属を第一に想定すべ きものであ

3 礫の接合関係
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る。礫群間接合には 5～ 10mと 比較的はなれた礫群間

の接合例もみられ、礫が大きく移動させられていること

は指摘できる。上ノ原Ⅱ石器群に帰属する可能性が高い

4

石器ブロックと礫群の重複という観点から、礫群の帰

属について勘案し、また礫接合について解説を加えた。

礫群がどの石器群と関係するかについての検討にあたっ

て、利用できる情報の少なさから明確な評価は与えられ

なかったが、上ノ原Ⅱ石器群との関係が強いことは確実

である。この石器群に関わつて結果的にかなり大規模な

礫群が残されたといってよさそうである。ただし、この

多数基の礫群の全てが同時に稼動していたとは到底考え

られない。12R西側の礫群集中域と12Q・ V境界域東側

の礫群集中域とは、一つの大規模な礫群として捉えるよ

りも、小規模な礫群が少しずつ場所をずらしつつも、あ

と考えた礫群以外では、

が完結する。

礫群内およびその周辺部で接合

ま と め

る区域に集中して築かれているというふうに見るほうが

よさそうである。この場合その小規模礫群が一挙に残さ

れたと考えるよりも、複数回にわたって繰 り返し残され

た可能性が高いが、本遺跡からはそれを明証する情報を

得るに至らなかった。また上ノ原ⅣA石器群にも一定程

度の礫群・礫の帰属が推測できた。この上ノ原ⅣA石器

群に伴うであろう礫群は、小規模かつ密集しない傾向に

あることが指摘できる。このほかの石器群と礫資料との

関係に関しては明言できない。

(森先)
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図2-101 礫群全体図
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上ノ原 I石器群ブロックと礫分布

図2-105 礫群と石器ブロックとの位置関係①
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図2-106 礫群と石器ブロックとの位置関係②
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13E

13」 上ノ原ⅣB石器群ブロックと礫分布

図2-107 礫群と石器ブロックとの位置関係③
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出土石器群の層位差

本遺跡では細別区分を含めると計 7石器群が確認され

た。細石刃石器群などきわめて零細な痕跡 も考慮すれ

ば、後期旧石器時代の初頭からその終末にあたる時期ま

で連綿と利用された地点であることが明らかとなったわ

けである。ここまで様々な特徴をもった石器群を個別に

観察・記述してきたが、ここでは本遺跡の石器群を簡単

に要約しておくとともに、各石器群について若干の補足

点・注意点を述べておくことで第 2部の小結としたい。

層位的な問題から要約する。本遺跡の利用は非常に長

期にわたるが、個々の石器群の時間的な差異を出土層位

から証明することは難しい。表 2-6は石器群間の出土

層準の異同を出土層位別点数として表したものである。

一見して明らかなように、上ノ原 I石器群を除けば石器

群間での差異はきわめて乏しいといわざるを得ない。上

ノ原 I石器群では出土層位の不安定さを反映しつつも、

上Ⅱ最下部 (Va層 )に おいて再び遺物の増加を見てい

る。また、出土点数の比率が第 1位 となる層準も上Ⅱ上

石器群の要約

さて、図 2-108は本遺跡出土石器群を概観するため

に用意した図である。一見して非常に多様な石器群が残

されてきたことがよく分かるが、当然これらの石器群が

※グレー部分は濃度の濃いものから順に出土遺物%の一位 。二位 。三位の層準を示す。

※Ⅳ層一括、撹乱出土遺物については集計していない。

部 (Ⅳ層上部)と 、他の石器群よりもやや下位にあると

いえるかもしれない。上ノ原Ⅱ・Ⅲ石器群では出土層位

に全 く差異が無いことがわかるが、上ノ原ⅣB・ C石器

群についても同じことがいえる。一方、上ノ原ⅣA・ D

石器群はやや上層からの出土量が多 くなる傾向にあるよ

うだが、上ノ原ⅣA石器群は上Ⅱ中部 (Ⅳ層中部)以下

にも一定程度の遺物数が認められる。この点で、上ノ原

ⅣD石器群で上Ⅱ下部 (Ⅳ層下部)以下からの出土がま

ったく無いことは、やゃ新相の石器群であることを層位

的に示 している可能性が考えられるが、この場合 もⅣD

石器群の総点数の少なさが問題となろう。本遺跡に関し

ていえば、上ノ原Ⅱ～ⅣD石器群については出土層位か

ら時間差を読み取ることはできないとしておくのが妥当

だろう。なお、表2-6に は表れていないが、上ノ原 I

A石器群とIB石器群とでは出土層位差は読みとれない

ことを付言しておく。

本地点 (本遺跡)を利用する方法は一様ではない。本遺

跡はどのような活動の累積として形成されたのかを簡単

にまとめておく。

表 2-6 石器群ごとの層位別出土点数

上
ノ
原
Ｉ

%

上
ノ
原
Ⅱ

%

上
ノ
原
Ⅲ

%

上
ノ
原

ⅣＡ

%

上
ノ
原
ⅣＢ

%

上
ノ
原

ⅣＣ

%

上
ノ
原
ⅣＤ

%

Ⅱ 132 22 65 66 19

Ⅲ 鶉 668 165 63

Ⅳ上 304 脚 391 20 脚 182 欄

Ⅳ中 28 23

Ⅳ 下

Va

Vb

Vc

Ⅵ

計 238 / / / / / 661 / 98 /
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※下段が古く、上に向かうほど時間的に新しいことをおおまかに示している。
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《上ノ原 I石器群》

本遺跡は後期旧石器時代の初期に最初の利用が行われ

た。上ノ原 IA石器群がそれである。この石器群の内容

からは、遺物数や石器製作の作業量から見ても、それほ

ど長期間の居住は想定しがたい。BL7に おいて黒曜石母

岩の小規模な消費が行われ、12Vグ リッドにおいて凝灰

岩による石斧の製作が試みられたものの、このほかに石

器を製作した跡はほとんど見られない。本石器群は不用

品の整理や破損品の廃棄に関わる活動痕跡であろうか。

3点の局部磨製石斧のうち2点が破損していることや、

小形化した石核が消費されないまま放棄されている例が

多いことからも、本遺跡利用の性格がうかがわれる。

続いて上ノ原 IB石器群が残されたとみられる。この

石器群は上ノ原 IA石器群とは異なり単一地点に残され

ている。やはり遺物数や作業量から見てかなり短期間の

居住であったと見られる。チャート母岩の小規模な消費

によって少数の景J片生産が行われたが、石器製作は行わ

れていない。ナイフ形石器は全て単独母岩かそれに近い

母岩に含まれる。作業の内容も単調で、小規模な景J片生

産と不要な装備・石材の整理が行われたものである。

《上ノ原Ⅱ石器群・上ノ原Ⅲ石器群》

その後しばらく本遺跡が利用されることは無かったよ

うだが、次にこの地に残されたのは上ノ原Ⅱ石器群 (瀬

戸内系石器群)0上ノ原Ⅲ石器群 (杉久保石器群)であ

ったらしい。上ノ原Ⅲ石器群はその時期を関東地方の砂

川期におおむね並行させることが可能である一方で、尖

頭器石器群である上ノ原Ⅳ石器群はいずれも発達した様

相を示すことから、上ノ原Ⅲ石器群よりは後行している

と考えるのが妥当と考えられるためである。ここでは上

ノ原Ⅱ石器群が、この上ノ原Ⅲ石器群とほぼ同時期に存

在していた可能性が高いとみる考えを採用している (森

先2004、 須藤2005)。

さて、上ノ原Ⅱ石器群は主として遺跡北東半に残され

ていた。石器群の数量は多く、砕片を除いても3000点 に

のぼる。石材消費は横打景J片生産とこれを基にしたナイ

フ形石器や削器の製作として進められた。資料数の多さ

から、本遺跡を集中的な石器製作作業が行われた場とし

て、原石産地遺跡に準ずる性格を有する地点とばかり理

解しがちであるが、すでに解説したようにブロック群の

内容は実は一様ではないことや (第 3章第2節 )、 多数

の礫群が本石器群に伴っていると推測されたことも考え

合わせる必要があろう (第 4章 )。 赤化・割れの顕著な

礫群が多数基構築されており、この敷設に要する労働量

は膨大であると推測される。全てが同時に稼動していた

とは考えられないため、いくつかの単位で累積して形成

されたものであろう。

野尻湖という場所はきわめて長い期間、いくつもの集

団によって占拠されてきた場所で、それは背後に安山岩

原産地を抱え、また恒常的な内陸湖水域でもあり、なお

かつ千曲川や関川などの河川が山岳地帯を貫いて形成す

る主要交通路の結節点付近に位置しているという特殊な

条件が関与しているものと想定される。この好適な条件

は、居住基地、狩猟基地、石器製作作業場など様々な種

類の居住方法を許容したものと推察されよう。上ノ原Ⅱ

石器群の形成過程からは、本遺跡が繰り返し礫群を設け

て一定期間居住するような拠点的な居住基地であるとと

もに、そこを拠点として集団の一部が安山岩原産地に赴

き、粗く整形した石核・ブランクを本遺跡にまとめて搬

入し、そこから必要装備を準備する石器製作作業の場が

累積する地点でもあったことが読み取れる。必要装備の

準備といってもナイフ形石器のような狩猟具を集中製作

する地点、削器ばかりを製作する地点というように、作

業の内容は一様ではなかった。このことに加え、削器と

石核との頻繁な役割交代が観察されたことは、本遺跡が

比較的長期にわたって累積的に様々な作業が遂行された

居住拠点であったことの傍証となる。そしてまた、この

ような柔軟な石材消費過程と遺跡内空間における多様な

活動痕跡は、特定資源への特化や石器装備の特殊化を指

向せず、むしろ多種多様な活動に幅広く対応できるよう

な技術システムを備えることで、各種資源開発を複層化

するという戦略が採用されていたことをも示唆している

可能性がある。なおこのことに関連して、上ノ原Ⅱ石器

群で南西部に散漫にナイフ形石器が単独出土している区

域があるが、石器群の区分が適切であるならば、この地

はより北東のブロック群とは違った形成過程を想定すべ

きと思われる。

本石器群では新潟県湯沢地域の自板層由来の頁岩 (た

だし本書では凝灰岩と分類しているもの :TU-1033)

を用いている(1)(田
村・国武・吉野2004)。 安山岩原産

地と同一方向にあることが注意されよう。

上ノ原Ⅲ石器群は、上ノ原Ⅱ石器群を残した人々と少
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なくともある程度かかわりを持ちながら本遺跡を利用し

た集団が残したものと思われる。上ノ原Ⅲ石器群では、

数量的にまとまりをもつブロックは、石器群の分離の結

果ほとんどが同じような器種組成を有しており、数量的

にもそれほどの違いが無いことが半J明 した。そもそも杉

久保石器群は器種組成の変異が比較的小さいことが知ら

れているが、本遺跡もこの例に漏れず、ブロックごとの

組成の斉一性はかなり高い。そして組成上の特徴はナイ

フ形石器が極めて少ないことと、それに比して彫器の数

量がかなり多い点にある。これは携帯してきた石刃など

のブランクを活発に彫器に転じ、かつ本遺跡に放棄した

ためとみられる。彫器は加工具としての利用が中心であ

ったと推測される石器である。本遺跡はあらかじめ準備

してあった多数の携帯石刃ブランクからいくつもの彫器

を作り出し、何らかの加工作業を行うことに重点を置い

た作業場として主に利用されたと理解することができよ

うか。

ところで、本石器群では黒曜石母岩OB-2が原礫・分

割礫の状態でいくつか持ち込まれ、小規模な石刃剥離が

行われていることを注意した (第 3章第 3節 )。 この場

合、この母岩がどのような過程を経て遺跡内に搬入され

たのかが問われねばならないが、その場合ここに「交

換」という解釈を適用すべきかどうかという点が問題と

なる。野尻湖以南には杉久保石器群とみなしうる石器群

の分布がいまのところ全 く確認されていない。このた

め、仮に主要な生業領域がおおむね野尻湖から津南まで

であったと想定できるならば、津南から野尻湖の地域に

は多くの遺跡で黒曜石が多少の差はあれ頻繁に組成され

ているという黒曜石供給量の多さから考えて、埋め込み

戦略による獲得行動は想定困難であり、また交換という

概念で説明するには量的にも組成頻度の上でも安定しす

ぎている感がある。決定的な根拠は提示できないが、可

能性としては、主要な生業領域には組み込んでいない地

域の石材を、定期的に一定量入手するという二つの条件

を満たす戦略は、「定期的な特定石材の目的的補充戦略

(田村1998)」 であろう。仮にこの説明が正しいとするな

らば、この時期にはすでに埋め込み戦略とは異なった石

材獲得戦略が合わせて採用されていた可能性もある。

また本石器群には吉ケ沢B遺跡で主に利用されている

石材と同一と思われる石刃・彫器が少数組成されてい

る。これらは新潟県津川地域の天満層由来と考えられる

が (田村・国武・吉野2004)、 かなり遠隔地域の石材が

極少数搬入されていることを示す。

ところで、すでに述べた上ノ原Ⅱ石器群の接合147と

接合176は興味深い接合資料である。いずれも最初に並

列横打最J離 を遂行 していながら、その後に (接合147で

は石核折損後に)突如として石刃核へと転 じているので

ある。このような例はほかの遺跡でも例を見ない。例え

ば長野県埋蔵文化財センターの調査 した貫ノ木遺跡第 1

地点や信濃町教育委員会が調査 した東裏遺跡特別養護老

人ホーム地点では瀬戸内系石器群
("の ブロックに安山岩

製縦長景j片素材の基部加工尖頭形景J片石器 (基部加エナ

イフ形石器)や背部加工尖頭形景l片石器 (側縁加エナイ

フ形石器)が含まれている。確かにこの種の石器はいわ

ゆる瀬戸内系石器群に伴う可能性が高い。 しかしこの基

部加工尖頭形剥片石器の素材は、その分類名のとおり石

刃核リダクシヨンの産物ではなく、散発的に景J離 される

縦長剥片を用いたもので、背面剥離痕構成からみても連

続的な縦長剥片の量産の結果生じたものではないようで

ある。明確な判断を下す材料が無いが、接合資料1470

176に類する石刃の連続景J離 を示す資料は、瀬戸内系石

器群に全 く例をみないため、上ノ原Ⅱ石器群を残 した集

団の手によるものとする可能性のほかに、これらの接合

個体が二つの異なった文化的系統に由来する集団によっ

て生み出されたと見ることも、可能性のある解釈の一つ

としては想定しておく必要があろう。

すなわちこれらの接合資料は、上ノ原Ⅱ石器群が残さ

れた後のある機会に、上ノ原Ⅲ石器群の荷担者が本遺跡

に残されていた安山岩製の横打景l片石核を石刃用の石核

として再利用したものとする可能性である。特に板状の

剥片を石核素材に用いた細身の石刃生産を行うことの多

い上ノ原Ⅲ石器群の荷担者にとっては、扁平な剥片素材

石核を石刃核の素材に転 じることは十分ありうる。接合

147と 接合176に含まれる石核はいずれも一端に打面に適

した折れ面ないし自然面を有していることも、これら石

核が選ばれた条件の一つであったかもしれない。ともあ

れ興味深い例として注意しておきたい。

なお上ノ原Ⅱ・Ⅲ石器群は、分布の上では一部が完全

に重複 して残されている。上ノ原Ⅱ石器群のブロック群

BL5～ 12と 上ノ原Ⅲ石器群のBL2・ 3お よびBL6・ 7と は

その分布域はほとんど同位置である。もし両石器群が全

く同時期にこの地を利用 したのであれば、ブロック分布
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もある程度相互を意識した配置となる可能性が高いが、

ここではそのような現象は認められないことを付言して

おきたい。おそらく両者による本遺跡の利用は、機会を

違えたものであっただろう。

《上ノ原Ⅳ石器群》

続いて尖頭器を組成の中心に持つ石器群が本遺跡に複

数残された。上ノ原Ⅳ石器群の細別石器群ⅣA・ ⅣB・

ⅣC・ ⅣDがそれであるが、これらの相互関係を語るこ

とは難しい。

上ノ原ⅣA石器群は小形尖頭器と小形の掻器に特徴づ

けられる。野尻湖周辺では貫ノ木遺跡や西岡A遺跡に酷

似した石器群が残されているが、他地域では信州黒曜石

原産地のみならず西関東の南北にも類例が認められ、信

州東部に広く存在が知られている石器群である。千葉県

でも大網山田台遺跡群その他に多く確認されているとい

う。類例の分布から見て野尻湖以南の文化系統を引く石

器群であると考えられる。

本石器群の構成主体となる石材は黒曜石で、頁岩・

安山岩・チャート等がこれに加わっている。特にBL6で

は、大小の違いはあれ、これら石材の多くが原礫・半割

礫の状態で持ち込まれ、集約的に消費されている。黒曜

石の場合、残核や景J片の大きさと比べてはるかに大きい

尖頭器もあり、全てを遺跡内で製作したとは考えにくい

が、小形の尖頭器や掻器の大部分をこの地で製作したの

であろう。安山岩・頁岩・チャートを用いた石核消費と

石器製作は黒曜石の補完的役割を果たしている。BLlも

BL6に 準ずる内容を持っている。

ただし12V・ 13Jグ リッドに位置するブロックでは石

材消費の痕跡が乏しい傾向にあり、遺跡の利用形態は一

様ではない。

本石器群の類似石器群は各地に残されているが、その

評価は難しい。分布が非常に広域にわたること、それで

ありながら石器群間の石器組成・石材組成 (多 くは信州

産黒曜石)の類似度が高いこと、集約的な石材消費を示

す例が多いことなどがとりあえず指摘できる。こうした

特殊な内容を持つ石器群は、それだけで編年的な一段階

を形成するといった考え方ではなく、ある特殊なコンテ

クストにおいて機能したものである可能性も考慮すべき

であろう。

上ノ原ⅣB石器群はやや幅広の木葉形尖頭器とより

細身で小形の尖頭器が主体となる。頁岩を主石材 として

いることから考えて、野尻湖以北地域に主分布域が想定

されよう。尖頭器以外の器種は掻器・削器・彫器がある

が、多 くはない。主要母岩SH-38051は主に両面体調整

景J片 で構成され、基本的には両面体調整の過程で生 じる

景J片がほとんどを占めている。さらにSH-38058か らは

遺跡内への石材搬入形態を示す情報が得られる。すなわ

ち両者 とも原礫状態で搬入され、SH-38ではひとつの原

礫を3分割したもののうちの二つに両面体調整 と一般的

剥片景l離 とが適用されている。いまひとつの分割礫は遺

跡内に残されていない。SH-58は 遺跡内で原礫表皮の剥

ぎ取 りが行われたらしいが、中核にあたる部分は持ち出

されている。また安山岩やSH-51は ある程度整形された

両面体で搬入され、両面体調整が行われた。以上の内容

が本石器群のおおよその内容で、これに不定形な幅広剥

片景J離 を示す剥片類が伴っている。小規模かつ特定石器

製作にやや偏った地点であり、ブロックが小規模でかつ

総点数も少ないことから、本遺跡は短期間の滞留地点と

して利用されたものであろう。

SH-38058は新潟県津川地域の天満層由来である可能

性、SH-51は 新潟県湯沢地域の上野層由来の可能性があ

ることから (田村・国武・吉野 前掲論文)、 ある程度整

形されたブランクからの尖頭器製作に看取される工程別

異所製作戦略のみならず、やや離れた地域から直接原礫

を搬入 して両面体ブランクの製作や一般的剥片剥離が行

われていることが、石材獲得戦略との関係で注意されよ

う。この石材産地推定が正しければ、かつて新潟県南部

で想定されてきたような埋め込み戦略モデルだけではこ

の現象を理解することは出来ないだろう。また、大形尖

頭器製作過程では多 くの石材容量が失われるため、それ

が浪費的であるから短期間での長距離移動に適さないと

する考察にみるように、一遺跡で得られた知見を一般化

し、集団の行動戦略を推測すること (佐野2002)も 危険

である。本石器群を含め、それぞれの遺跡に残されてい

るものは、一つの現実的な行動・機能的単位である。

上ノ原ⅣC石器群は上ノ原ⅣB石器群に比べてより細

身の尖頭器が多 く、石刃・縦長景J片素材の周縁加工尖頭

器や、精美な両面調整尖頭器に特徴づけられる。さらに

これに加えて彫器の製作が目を引 く石器群でもある。頁

岩を中心に凝灰岩・玉髄・チャー トが石材の構成主体で

ある。要約的にいえば、①中～小形の両面体調整景J片 と

- 193-



思われる資料のみで構成され尖頭器を含む母岩、②中～

小形の両面体調整景J片 と思われる資料のみで構成され尖

頭器を含まない母岩、③両面体調整景J片が含まれず厚手

の剥片のみで構成される母岩、④尖頭器をはじめとする

少数の製品ないし厚手の景J片のみで構成される母岩、に

まとめることができる。①・②に両面体調整に関わらな

い可能性のある剥片が含まれる場合もある。

尖頭器・景J片状態での搬入を示すものと、ある程度整

形された石核ないし両面体の消費によって生じたものと

で構成される。原礫状態かそれに近い形での搬入は本石

器群の場合、ほとんどの資料に関して想定困難である。

特に母岩の類型①・②では同一母岩に尖頭器 (な いし

尖頭器調整景J片)と 彫器が含まれているばかりか、両面

体調整過程で生ずる景J片 を選別的に素材に転じて彫器を

多数製作していることが特徴で、両面体調整過程にその

他の石器製作が組み込まれているといえる。ブロック規

模は小さいながらも密な集中を呈し、ブロック状の石核

消費を行った可能性があるものの、ある程度整形された

両面体からの両面体調整および彫器製作が主体的に行わ

れている地点であると理解される。

石材は頁岩を中心に、凝灰岩・玉髄が用いられてい

る。SH-26は 七谷層凝灰岩部層の火砕泥岩 (田村2005)

に、SH-48は 上野層 (田村・国武・吉野 前掲論文)に

由来する可能性が高い。この両者はいずれも新潟県湯

沢地域のもので比較的近接する地域の石材であるが、

3

以上が本遺跡に残された旧石器時代石器群の要約であ

る。主に石材の獲得・消費および石器製作の内容に着目

しながら遺跡の形成過程を叙述したが、野尻湖という立

地も関係して、時間的にも空間的にも多様な活動痕跡が

よく複層化していることがわかる。このように野尻湖で

はきわめて多種多様な石器群が重複堆積していることが

一般的であるが、本遺跡ではその単位を比較的よく抽出

し、グループ化できたものと考えている。

こうした単位の蓄積と比較によって野尻湖という特殊

な場の理解を進める必要がある。本遺跡でも積み残した

SH-3～ 7は典型的なチ ョコレー ト頁岩であ り、かなり

遠方の天満層に含 まれる火砕泥岩 (田村・国武・吉野

前掲論文)の可能性がある。

なお本石器群では特に彫器製作が顕著であるものの、

それは一つの行動論的単位としての特徴であることを想

定すべきである。尖頭器の特徴から見て真人原遺跡や道

下遺跡、越中山遺跡A'地点、御淵上遺跡等 との詳 しい

比較が不可欠となる資料である。

上ノ原ⅣD石器群はかなり大形の両面体から剥離され

たと見られる両面体調整景J片が主体となる、極めて小規

模な石器群である。遺跡内に残された尖頭器自体は折損

しており、全体的形状はうかがわれないが、調整景J片か

らは下茂内遺跡や八風山遺跡の大型両面体が想定できよ

うか。遺跡内での作業痕跡はきわめて乏しい。

上ノ原Ⅳ石器群の内容差は、時期的な違いによるばか

りではなく、ⅣAと ⅣB・ Cと いうように明らかに異な

った文化系統を引 く石器群が含まれていることにもよ

るようである。細かな関係の解明は今後の課題としたい

が、ここではⅣAと ⅣCが時期的に近接 しながらもⅣC

がやや後続し、ⅣB・ Dは さらにこれらに後続する石器

群である可能性が高いと述べるにとどめておきたい。ま

た石材の獲得戦略には注目でき、特に上ノ原ⅣA・ ⅣB

石器群では比較的遠隔地域の石材が原石のまま搬入され

ている例が確認できた。

ま と め

課題は多いが、これをひとまずの区切りとして、

詳細な調査・分析にゆだねたい。

今後の

(森先)

(1)記載文献のみでなく国武貞克氏からのご教示も受けた。以降の同

様の記載も国武氏の鑑定による。記して謝意を表したい。

(2)既に第2部冒頭でも述べたが、ここでいう瀬戸内系石器群とは野

尻湖から富山県に主に分布する、国府型ナイフ形石器以外の横打

景J片製ナイフ形石器と鋸歯状刃部をもつ削器とに特徴付けられる

石器群を指す。
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上ノ原遺跡の石器の石材は、黒曜石、無斑品質安山

岩、頁岩類、凝灰岩、チ ャー ト、玉髄、碧玉 (鉄石

英)、 およびその他の石材から構成される。旧石器時代

の石器類の全出土点数は10,159点 である。その主要な石

材内訳は、無斑晶質安山岩5,060点 (49。8%)であり、黒

曜石2,423点 (23.9%)、 頁岩類1,679点 (16.5%)、 凝灰岩

569点 (5.6%)、 チャー ト203点 (2。 0%)、 玉髄195点 (1.9

%)である。

石器の記載にあたっては、 2点以上ある石材を同一母

岩として分類 したので、ここではそれらの母岩ごとの地

質学的な記載をおこなう。記載方法は、岩石によって異

なる部分もあるが、色調、構成粒子の粒度、岩石組織、

2-1 黒曜石

1)黒曜石の区分と特徴

黒曜石は2,423点 ある。黒色、灰色で、透明から半透

明の黒曜石である。色調やタト観上の特徴から43母岩を区

分した。黒曜石は、無斑晶質安山岩ほどではないが、他

石材に比べて色調をはじめとして相互の違いが大きくな

いことから、厳密な母岩単位での細分が容易でなかっ

た。そのため、特徴が似たものをまとめて石材グループ

単位で区分をおこなったが、これらの中にはさらに細分

されるものが多少含まれている。

黒曜石の母岩分類は、整理作業の初期段階に設定 0分

類 したものであるが、石材の詳細観察、記載の段階で

は、複数のものに細分されることが半J明 したので、それ

らを併記する。ただし、石器全体の母岩分類は当初の大

区分の母岩分類のレベルに統一されており、蛍光X線法

および晶子形態法によるデータを加味した細分レベルで

は分けられていない。

OB23・ 28・ 29033034・ 42が 上 I石 器群、OB 10

2・ 4・ 27・ 32035～ 41・ 43が上Ⅲ石器群、OB 5～

22・ 24～ 26030031が上ⅣA石器群に関連する。

は じめ に

節理等の多寡、玉髄の充填による珪化の度合い、含有物

の種類・量、表面の外観、風化の程度などを記述する。

なお、石材 の観察・記載 には実体顕微鏡 ニ コン

SMZ-10× 10～ ×40を 主 として、一部のものは生物顕

微鏡ニコンOPTIPHOT× 40～ ×200を 透過光及び落射

式の照明で使用 し、写真撮影は写真撮影装置ニコンH一

ⅢによリカラーネガフィルムASA400を使用 した。鏡下

での計測は、顕微鏡の対眼レンズに取 り付けたミクロメ

ータを使用 した。石材の色調記載には、「新版標準土色

帖1993年 版」 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修

1993)を使用した。

上ノ原遺跡の石器石材の記載

また、藁科 (2008)に よる蛍光X線法による推定原産

地名を付記する。

2)品子形態の記載について

黒曜石の色調や透明度、縞などの模様は、ガラスの中

に閉じ込められている鉱物の微細な結晶 (微晶、マイク

ロライ ト)や結晶の胚種である晶子 (ク リスタライト)

の形態と量で決定される。通常は岩石薄片を作製して偏

光顕微鏡で観察するものであるが、厚さが薄い剥片・石

器であれば、透過光により生物顕微鏡で晶子等の形態が

観察可能である。そこで、各母岩の晶子形態の記載をお

こなった。

晶子等の観察記載は、Ross(1962)、 増田和彦 (1962)、

佐 々木繁喜 (1979)、 周藤・小 山内 (2002)、 鈴木淑

夫 (2005)、 Northwest Research Obsidian Studies

Laboratory(2007)な どを参考にした。記載用語につい

ては、基本的な文献が十分に参考にできなかったこと

と、従来の記載研究の中で記載用語に混乱が見られたこ

となどから、多分に暫定的な部分を含んでお り、将来再

検討される余地があるが、本論で見られたものについて

は以下のとおりに使用 した (注 1)。
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球顆

骸晶

晶子

微球体

微 晶 microlite マイクロライ ト

短柱状の微晶 prismatic microlite

やや長い柱状の微晶

ループ状微晶 looped microlite

spherulite

skeletal crystal

crystallite

globulite

雲状微球体  cumulate

針状晶子   trichite acicular

毛状晶子・ヒトデ状 trichite asteroidal

数珠状晶子  margarite

連鎖状晶子  longulite

赤褐色リボン状の晶子

気泡

被熱石器

3)記載

thermal alteration

OBl: 漆黒で、0.5～ 2 mmの 球顆が流理にそつて配列

している。剥離面はきわめてなめらかで、不透明であ

る。産地分析をおこなったものはすべて和田峠という

結果がでており、ヽ33(分析番号1-39)は和田峠 (1

群)であり、鏡下ではヒトデ状の毛状晶子が集中して

おり、微球体が点在する。

OBl別タイプ (羽根川): 半透明で、スジ状に曇るも

のである。m4957(2-69)の 1点のみが羽根り||と され

たもので、鏡下では、短柱状の微晶が流理にそって集

中しており、微球体が少し伴う。

OB2: 漆黒、不透明で、景J離面はきわめてなめらか。

ごくわずかに球顆が含まれる。産地分析 をおこなっ

たものはすべて和田峠という結果がでており、ヽ1092

(分析番号1-27)は和田峠 (1群)であり、鏡下では

ヒトデ状の毛状晶子が集中している。OBlに 近い。

OB2別 タイプ : 灰黒色で半透明の曇 リガラス状のも

のである。m2471(1-74)は 和田峠 (1群)であり、

鏡下ではやや長い柱状の微細な微晶 (多い)と 微球体

が集中している。

OB3: 透明で、剥離面はきわめてなめらか。すこし

暗色 になる。m7619(1-112)は 和 田峠 (鷹 山一和

田)であり、鏡下では微晶、微球体などがまばらに′点

在する。

OB3別 タイプ : ヽ4992(1-185)は和田峠 (1群 )で

あり、鏡下では針状晶子が流理にそって密集し、スジ

状の模様を構成している。微球体が′点在する。

OB4: 透明で、景J離面はきわめてなめ らか。流理に

そって縞になる部分があり、ほかは透明で少 し濁る。

m3626(1-99)は 和田峠 (5群)であり、鏡下では短

柱状の微晶が流理にそってスジ状に多 く集中する。微

球体が′点在する。

OB4別 タイプ : 半透明で、斑状に黒いもやが重なる。

透明部は赤褐色 を帯びる。m5777(1-58)は 和田峠

(1群)であり、鏡下では微球体が集まった雲状微球

体がみられ、赤褐色リボン状の晶子が流理に沿って集

中する。短柱状の微晶がごく少量含まれる。

OB4別 タイプ : 半透明で、黒色部は不透明。ヽ135

(1-28)は 霧ケ峰であり、鏡下では赤褐色 リボン状の

晶子、微球体が流理に沿って集中し、短柱状の微晶が

みられる部分がある。

OB5: 半 透 明で、斑状 に暗色 部 が あ る。 m4731

(1-184)は和田峠 (5群)であり、鏡下では赤褐色リ

ボン状の晶子、微球体が流理に沿って集中し、短柱状

の微晶が少し含まれる。

OB5別 タイプ : 半透明で、斑状に暗色部がある。184

よりやや暗い。ヽ6513(1-173)は和田峠 (3群 )で

あり、鏡下では微球体、赤褐色リボン状の晶子が流理

に沿って集中し、短柱状の微晶が少し含まれる。

OB6: 半透明で、網 目状に黒色部がある。景J離面は

やや平滑である。透明部は少ないが、何 も含まずに

透明である。産地推定結果が異なるものが混ざってお

り、外観には多少の違いがあるが、鏡下での特徴はそ

れほど区別できるものではない。

m5191(2-58)は 和田峠 (1群 )であり、鏡下では

雲状微球体、赤褐色 リボン状の晶子が流理に沿って

密集している。m7555(2-63)は 鷹山一和田であり、

雲状微球体が密集して黒色部をつくっている。ml126

(2-54)は 霧 ヶ峰であ り、雲状微球体が密集 して黒

色部をつ くっている。m5106(1-183)は 和田峠 (1

群)であり、微球体、赤褐色リボン状の晶子が密集し

て黒色部をつ くっている。

OB6別 タイプ : m5887(1-168)は和田峠 (1群 )で

あり、半透明であるが黒色部が多 く光をほとんど通さ

ない。鏡下では雲状微球体、赤褐色リボン状の晶子が

流理に沿って密集して黒色部をつくっている。

スフェルライ ト

クリスタライ ト

グロビユライ ト

クムライ ト

トリカイ ト

トリカイ ト

マーガライ ト

ロンギュライ ト
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OB6別 タイプ : m222(1-164)は 和田峠 (1群 )で

あり、黒色と褐色のすじの模様が混ざっていて、透明

部は透明度が高い。鏡下では、雲状微球体、赤褐色リ

ボン状の晶子が流理にそつてまばらに集中する。短柱

状の微晶を含む。

OB7: 灰黒色の雲状のすじが集まって模様をつくり、

透明部が多い。景J離面はきわめて平滑である。m1029

(1-77)は 霧ケ峰 (観音沢)であり、鏡下では短柱状

の微晶、骸晶、微球体が集中している。

OB7別 タイプ : ヽ8758(1-157)は霧ケ峰であり、黒

色の線と雲状のすじが混じって模様をつくっている。

鏡下では針状晶子、微球体、赤褐色リボン状の晶子、

微晶が集中している。

OB8: 半透明で、灰色の暗色部をレンズ状にはさむ。

少 し濁つた半透明の部分が多い。景J離面は平滑。M

5918(1-181)は和田峠 (1群 )であり、短柱状の微

晶、骸晶が集中している。m9694(1-70)は 和田峠

(5群)であり、短柱状の微晶、微球体が流理に沿っ

て集中する。

OB8別 タイプ : 全体に少 し曇った半透明で、灰色の

雲状の帯 と透明部がす じ模様をつ くる。剥離面は平

滑である。m3991(1-141)は 霧ヶ峰 (観音沢)であ

り、鏡下では骸晶、微球体がまばらに集中する。

OB9: 半透明で、流理に沿って雲状の帯がぼやっと

したすじ模様をつくる。透明部は黒い点が散らばり、

やや濁るもヽ3523(1-105)は霧ケ峰 (観音沢)であ

り、鏡下では骸晶、短柱状の微晶が集中する。

OB9別 タイプ : ヽ8130(1-136)は半透明で、やや波

打った黒色のぼやっとした帯を平行に多 く含む。霧ヶ

峰である。鏡下では短柱状の微晶、骸晶、微球体が集

中する。

OB9別 タイプ : m5609(1-176)は流理に沿って平行

した細い黒色のすじがあり、半透明部は濁ったゼリー

状の外観を呈する。和田峠 (1群 )であり、鏡下で

は、短柱状の微晶、微球体、骸晶が多 く含まれる。

OB10: どんより濁った半透明で、景J離面は平滑。m

7448(2-26)は鷹山一和田である。鏡下では短柱状の

微晶、骸晶が多 く含まれる。

OB10別タイプ : 黒色の点がめだち、灰黒色の雲状の

帯と半透明部が斑状になる。m8467(2-33)は 鷹山一

和田である。鏡下では球顆、短柱状の微晶、骸晶が多

く含まれる。

OB10別 タイプ : 黒色の点が より多 くめだち、灰黒

色の雲状の暗色部 と半透明の部分がある。m5947

(2-16)は 和田峠 (3群 )である。鏡下では短柱状の

微晶が多 く、次いで微球体、骸晶が多 く含まれる。

OBll: 半透明の黒曜石で、タト観にはい くつかの変異

がみられる。M8742(1-133)、 ヽ1597(1-180)は 流

理に平行 した細い黒色の縞があり、まわ りにはやや濁

った半透明の部分がある。やや大きめの黒色の点が点

在する。M8742(1-133)は 和田峠 (1群)であり、

鏡下では短柱状の微晶と微細な微球体がす じ状に流理

にそって集中する。

OBll別 タイプ : 大小の黒色の点が点在 して、縞がぼ

やつとして弱 く、全体に濁 りが強い。ヽ8686(1-132)

は麦草峠であり、鏡下では短柱状の微晶、やや長い柱

状の微晶が散在 し、微球体が含まれる。

OBll別 タイプ : 暗赤褐色の雲状のぼやっとした帯が

あり、透明部は濁 りが少ない。ヽ7280(l-117)は 双

子池であり、鏡下では雲状微球体が流理に沿って縞状

に集中する。ヽ8709(1-146)は透明部が多 く少 し濁

り、霧ケ峰 (立科)である。鏡下では、短柱状の微晶

がやや多 く散在する。

OBll別 タイプ : 半透明で、平行 した細い しまが多

い。ヽ9627(1-139)は和田峠 (4群 )であり、鏡下

では微細な短柱状の微晶と透明な微球体が流理に沿っ

て集中し、縞模様をつくっている。骸晶を含む。

OBll別タイプ : ぼゃっとして半透明で、灰色の雲状

の淡い帯が平行 して多 くみられる。m5127(1-162)

は和田峠 (1群)であり、鏡下では暗色の帯部は微細

で透明な微球体が流理に沿って集中している。

OBll別タイプ : ぼゃっとして半透明で、灰黒色の暗

色部が含まれる。m57(1-45)は霧ヶ峰 (立科)であ

り、鏡下では流理に沿って短柱状の微晶と骸晶が点在

する。

OB12: 半透明の黒曜石で、黒色の点と灰黒色の雲状

のすじが部分的に集中して含まれる。m5105(1-179)

は和田峠 (1群 )であり、鏡下では雲状微球体が流理

に沿って東状に集中する部分があり、微晶、骸晶がま

ばらに散在する。

OB12別タイプ : より濁 りが強く暗い半透明のもので

ある。m6684(1-174)は和田峠 (6群 )であ り、微
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細で透明な微球体が多 く含まれ、微細な短柱状の微晶

が集中する部分がある。

OB13: 半透明黒曜石で、雲状の暗色部を含む。黒

色の微球体が多 く含まれる。景J離面は平滑。m6855

(2-60)は 霧ケ峰 (観音沢)であり、鏡下では大 き目

の微球体、球顆、短柱状の微晶が多 く含まれる。m

9514(2-65)は 霧ケ峰であ り、同様な晶子がみられ

る。

OB13別タイプ : 半透明黒曜石で、雲状の黒色部を縞

状に含む。黒色の点が多 く含まれる。m7321(2-61)

は和田峠 (5群)であり、鏡下では短柱状の微晶が多

くみられ、微球体が含まれる。

OB13別タイプ : 半透明黒曜石で、暗褐色の曲がった

す じが多数含 まれる。m7811(1-144)は 和田峠 (3

群)であり、赤褐色リボン状の晶子が多 く、少量の微

球体が含まれる。被熱石器で、表面には網目状の構造

が発達している。

OB14: 透明黒曜石で、黒色の帯が平行 して多 く入

る。ヽ6658(l-166)、 ヽ6682(1-165)は 和田峠 (1

群)であり、長 く平行な針状晶子が多数集まって暗色

の帯をつくり、微球体が散在する。

OB14別タイプ : 透明～やや濁 りがある透明な黒曜石

で、黒色の帯が平行 して多 く入 り、透明部にも黒灰

色の点が並んで細いすじをつ くる。m5053(1-161)

は和田峠 (5群 )で、ヽ7615(1-113)は和田峠 (1

群)であり、鏡下では短柱状の微晶と透明な微球体が

すじ状に集中して縞模様をつくっている。

OB14別 タイプ : 暗い半透明な黒曜石で、雲状のモヤ

が集まり黒色部をつ くっている。m9142(1-118)は

和田峠 (6群)であり、鏡下では透明な微球体と微球

体が集中している。

OB14別タイプ : 黒色部がきわめて多い黒曜石で、部

分的にわずかに半透明部がみられる。M8397(1-120)

は和田峠 (3群)であり、鏡下ではヒトデ状の毛状晶

子が密集し、部分的に透明な微球体、骸晶が集まる。

OB15: わずかに濁 りのある半透明な黒曜石で、大小

の黒い点を含む。M8613(1-145)は霧ケ峰であり、

鏡下では短柱状の微晶、骸晶がややまばらに集中す

る。

OB15別 タイプ : やや褐色がかった濁 りのある半透明

黒曜石である。m6638(1-167)は霧 ヶ峰 (観音沢 )

であり、球顆、短柱状の微晶が多 く、微球体がわずか

に集中している。ヽ8715(1-158)は 同 じく観音沢で

あるが、被熱石器で、晶子形態が観察できなかった。

OB15別タイプ : やや褐色がかった濁 りのある半透明

黒曜石である。ヽ4776(1-140)は和田峠 (1群 )で

あり、鏡下では短柱状の微晶と骸晶が流理に沿って集

中している。

OB16: 灰黒色黒曜石で、部分的にわずかに半透明部

を有する。m9714(1-68)は 和田峠 (5群)であり、

鏡下では微細な短柱状の微晶と骸晶が集中する。

OB17: 半透明～やや濁 りのある透明黒曜石である

が、変異が多い。ヽ4190(1-151)は和田峠 (1群 )

であ り、やや濁 りのある透明部 と黒色部が縞状にな

る。鏡下では透明な微球体が雲状に流理に沿って集中

している。

OB17別タイプ : 透明な黒曜石で、雲状のすじが集ま

って暗色部をつくっている。M8726(2-64)は 和田峠

(1群)であり、鏡下では雲状微球体、針状晶子、赤

褐色リボン状の晶子が流理に沿って集中している。

OB17別 タイプ : やや濁 りのある半透明黒曜石で、灰

黒色の雲状の帯が流理に平行に縞模様をつくり、黒い

点が散在する。m9786(2-67)は 和田峠 (4群)であ

り、鏡下では短柱状の微晶が流理に沿って集中し、微

球体が散在する。m4139(2-56)は 和田峠 (6群)で

あり、鏡下では短柱状の微晶が流理に沿って集中し、

そのまわりに透明な微球体と微球体がややまばらに集

中する。

OB18: 灰黒色の黒曜石で、ごく一部は半透明にな

る。黒色と褐色の糸くず状の部分が重なって黒色部を

つ くっている。景J離面は少 し粗い。ヽ8770(1-111)

は和田峠 (1群 )であり、鏡下では微球体と赤褐色リ

ボン状の晶子が集中する。

OB18別 タイプ : 赤みを帯びた黒褐色黒曜石で、半

透明部はやや赤みのある褐色になっている。m7753

(1-156)は和田峠 (3群 )であり、鏡下では面的に広

がった雲状微球体 と赤褐色 リボン状の晶子が集中す

る。

OB19: 黒色黒曜石で、赤みを帯びた褐色部分が含ま

れる。m992(1-171)は和田峠 (1群 )であり、鏡下

では赤褐色リボン状の晶子、針状晶子が多 く、少しの

微球体が集中する。
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OB19別 タイプ : 黒色黒曜石で、赤みを帯びた褐色

部が縞状に含まれる。ヽ4057(1-152)は 和田峠 (5

群)であり、鏡下では微球体と赤褐色リボン状の晶子

が集中する。

OB20: 透明で黒灰色の細いすじが入る黒曜石で、黒

色の′点が散在する。m7980(2-31)は 麦草峠であり、

鏡下では短柱状の微晶と骸晶が流理に沿って集中す

る。m7863(2-30)は 冷山であり、2-31に タト観と鏡下

の特徴は一致する。

OB21: 半透明の灰色黒曜石である。m9724(2-66)

は黒色の′点が散在 し、糸 くずが集まったような形の小

さな黒色部がまばらに散在する。鷹山一和田であり、

鏡下ではループ状晶子 ? が流理に沿って集中し、微

球体が散在する。

ヽ7505(2-62)は黒色の点が散在 し、黒灰色の細長

いモヤ状の部分が流理に沿って集中する。鷹山一和田

であり、鏡下ではループ状晶子 ? が流理に沿って集

中し、短柱状の微晶がわずかに散在する。

OB22: 半透明黒曜石で、灰黒色の雲状のすじが流理

に沿って平行に縞模様をつ くる。ヽ4453(1-188)は

霧ヶ峰 (立科)であり、短柱状の微晶、赤褐色リボン

状の晶子が流理に沿ってややまばらに集中する。

OB23: 濁 りが強い半透明の黒曜石である。黒色の点

がわずかに散在する。m9711(2-43)は 和田峠 (1

群)であり、鏡下では短柱状の微晶が多 く散在する。

n9863(2-53)も 同様のものである。

m9789(2-49)は 鷹山一和田であり、鏡下では短柱

状の微晶と骸晶が流理方向に多 く散在する。

OB24: 透明黒曜石で、流理に沿って黒色の点が少し

みられる。M8284(1-116)は 霧ケ峰であり、鏡下で

は透明な微球体、短柱状の微晶が流理に沿って多 く散

在する。m7905(1-134)は 同様なものであるが、や

や太い透明な針状晶子の集合 したものが含まれる部分

がある。

OB24別タイプ : 透明黒曜石で、流理に沿って灰色の

雲状のす じ模様が入 り、黒色の点がやや多 くみられ

る。M8736(1-131)は 和田峠 (6群 )であり、鏡下

では短柱状の微晶が流理に沿って集中する。

OB25: 透明黒曜石で、流理に平行に黒色の帯が入

り、透明部には黒色の′点が散在する。ヽ9626(1-163)

は和田峠 (5群)であり、鏡下では短柱状の微晶が流

理に沿って密集する。やや大きめの微球体が疎らに点

在する。m5119(2-13)も ほぼ同様のもので、雲状微

球体が伴う。

ヽ7360(2-25)は和田峠 (4群)であ り、鏡下では

微細な短柱状の微晶と微球体がみられるが、被熱によ

って十分な観察ができない。

OB26: 透明黒曜石で、黒色の部分が含まれる。透明

部には灰色の雲状部分がみられる。m1012(1-172)

は霧ヶ峰であり、鏡下では短柱状の微晶、骸晶、微球

体が密集する。

OB27: 黒色の点が密集する黒色黒曜石で、薄い部分

は半透明になる。m4706(2-57)は 和田峠 (1群)で

あり、鏡下ではヒトデ状の毛状晶子が密集する。

OB28: やや赤色を帯びた黒色黒曜石で、薄い部分は

やや半透明である。灰色の球顆を含む。剥離面は少 し

荒い。ヽ9802(2-52)は鷹山一和田であり、鏡下では

微細な短柱状の微晶、骸晶、赤褐色リボン状の晶子が

密集し、微球体が含まれる。

OB28別 タイプ : タト観は2-52に 似ているが、景J離面は

より荒い。ヽ9614(2-36)は和田峠 (3群)であり、

鏡下では微球体と赤褐色リボン状の晶子が密集する。

OB29: 透明度が高い半透明黒曜石で、黒色のぼや

っとしたす じが入る。剥離面は平滑である。ヽ3145

(2-7)は 鷹山一和田であり、鏡下では短柱状の微晶が

やや多 く散在 し、微球体、赤褐色リボン状の晶子が流

理に沿って集中し、黒色部をつくる。m9733(2-45)

も同様のものである。

OB29別 タイプ : 黒色部が多い半透明の黒曜石であ

る。黒灰色の雲状のモヤが集まり黒色部をつ くる。m

9634(2-38)は和田峠 (1群 )であり、鏡下では短柱

状の微晶、骸晶、雲状微球体、赤褐色リボン状の晶子

が集中する。

OB30: 不透明な黒色黒曜石で、ごく一部分に若干透

明感がある。景J離面はやや荒い。m8417(1-114)は

和田峠 (1群)であり、鏡下では赤褐色リボン状の晶

子が多 く、微球体、骸晶が集中する。ヽ7914(1-128)

和田峠 (5群 )であり、鏡下では赤褐色リボン状の晶

子が多 く集中し、微球体が散在する。

OB31: 不透明な黒色黒曜石で、剥離面はやや荒い。

ヽ6405(2-18)は うつぎ沢であり、鏡下では短柱状の

微晶が流理に沿って集中し、微球体が含まれる。
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OB32: 少し黒灰色のぼやっとしたすじが入る透明黒

曜石で、景l離面は平滑である。透明部には黒い点が含

まれる。m3549(1-106)は 和田峠 (5群 )であり、

鏡下では微細な微球体が付着した短柱状の微晶が流理

に沿って多く集中している。

OB32別タイプ : タト観は似ているが、透明部に黒い点

がより多く含まれ、やや濁つた半透明になっている。

m2591(1-98)は 和田峠 (3群)であり、鏡下では微

細な微球体が付着した短柱状の微晶が流理に沿って集

中して、微球体、球顆が集中する。

OB33: わずかに透明感をもつ灰黒色黒曜石で、灰

色、灰白色で斑状にみえ、黒色の点を多 く含む。恥

6465(1-19)、 L6594(1-20)は ともに冷山であり、

紡錘形や太い針状の気泡が特徴的にみられる。微球体

を含む。

OB34: 淡いワイン色を帯びた半透明の黒曜石で、濁

りはなく、ごく少し黒色点が雲状に入る部分がある。

景J離面は平滑である。m9708(2-42)は 鷹山一和田で

あり、鏡下では晶子等はあまり含まれず、面的に雲状

微球体が入る。

OB34別タイプ : すこし濁りのある透明黒曜石で、黒

い点を多く含む。ヽ48(2-48)は 和田峠 (6群)であ

り、鏡下では微球体と短柱状の微晶がややまばらに集

中している。

OB35: 少し暗い透明黒曜石で、流理に沿ってうすい

灰黒色の縞模様が入る。透明部には黒い点が含まれ

る。Nb2410(l-46)、 Nb9192(1-43)、 N03555(1-97)

はともに霧ヶ峰 (立科)で、鏡下では短柱状の微晶、

微球体、骸晶、球顆が流理に沿って集中するが、それ

ぞれの微晶、晶子などの大きぎや形、量には違いが見

られる。

OB36: 細いすじが入る透明黒曜石である。タト観には

多少の違いのあるものが含まれる。m2206(1-54)、

L6560(1-149)、 ヽ126(1-31)は 霧ヶ峰 (観音沢 )

であり、鏡下では1-54が流理に沿って短柱状の微晶、

微球体が集中し、1-149は 骸晶と微球体、1-31は 骸晶

と短柱状の微晶が集中する。m4875(1-62)、 ヽ1621

(1-124)、 ヽ172(1-71)は霧ヶ峰であり、1-62、 1-71

は流理に沿って短柱状の微晶と骸晶が並び、1-124は

短柱状の微晶、微球体、骸晶が集中する。

OB37: 少 し暗い透明黒曜石で、ごくわずかに暗色の

細いすじが入る。m4571(1-52)は 霧ヶ峰 (観音沢)、

ヽ4757(1-16)は 霧ヶ峰であり、鏡下では短柱状の微

晶、球顆が流理に沿って集中する。

OB37別タイプ : 外観は似ているが、黒い点を多 く含

む。m5569(1-60)は 和田峠 (1群)であり、微球体

が多 く含まれ、微晶、骸晶がややまばらに集中する。

OB37別 タイプ : OB37よ り少 し暗い半透明の黒曜石

で流理に沿って黒い点を多 く含む。ヽ9690(1-59)は

和田峠 (5群)であり、鏡下では微球体を多 く含み、

球顆、微晶をややまばらに集中する。

OB37別タイプ : 淡いワイン色を帯びた半透明の黒曜

石で、黒色の細いす じが含まれる。色調はOB34に似

る。ml13(1-83)は和田峠 (4群 )であり、鏡下で

は微細な微球体が付着した短柱状の微晶が流理に沿っ

て集中している。

OB38: 透明な黒曜石で、流理に沿って灰色 と黒色が

雲状になった黒色部を多 く含む。m2686(1-42)は 霧

ヶ峰であり、鏡下では雲状微球体が流理に沿って集中

する。

OB38別タイプ : 半透明の黒曜石で、灰色の部分が雲

状にあつまり暗色部をつくる。m2441(1-48)は 霧ヶ

峰 (観音沢)であり、鏡下では微球体と骸晶が流理に

沿って多 く集中する。

OB39: 少 し暗い透明黒曜石で、流理に沿って茶褐色

の縞がある。m2544(1-56)は 霧ヶ峰であり、鏡下で

は微球体と球顆が流理に沿って集中する。

OB40: 透明黒曜石で、黒灰色のすじがわずかに含ま

れる。透明度は高い。Na3216(1-123)は 和田峠 (5

群)であり、鏡下では微細な微球体が付着した短柱状

の微晶が流理に沿って集中している。

OB40別 タイプ : 半透明の黒曜石で、黒い点がやや多

く含まれるιヽ6520(1-150)は和田峠 (1群 )であ

り、鏡下では微細な短柱状の微晶が集中し、微球体と

骸晶がやや多 く含まれる。

OB41: 黒色黒曜石で、薄いところでは半透明な部分

と暗褐色部が入 り組んで見える。m2932(1-159)は

和田峠 (1群)であり、鏡下では赤褐色 リボン状の晶

子、微球体、短柱状の微晶が集中する。

OB42: 黒灰色で半透明の黒曜石で、灰色のややぼや

っとした縞模様がみられ、黒い点を多 く含む。ヽ6580

(1-153)は麦草峠であり、鏡下では紡錘形や太い針状
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の気泡が複数つながったものが集中する。

OB42別タイプ : 灰色で半透明の黒曜石で、灰色の細

い縞模様が平行に多 く入る。黒い点を含む。ヽ6356

(1-148)は冷山であり、鏡下では紡錘形や太い針状の

気泡が複数つながったものが集中する。表面には被熱

による気泡が多くできている。

OB43: 少 し暗い透明黒曜石で、黒い点がわずかに含

まれる。m5002(1-14)は 霧ヶ峰で、ヽ3052(1-32)

は霧ヶ峰 (観音沢)であり、鏡下では短柱状の微晶、

微球体、骸晶、球顆がやや多 く集中する。l-32は微球

体がとくに多い。

OB43別タイプ : 濁 りが弱い半透明の黒曜石で、灰色

の雲状の縞模様が入る。m1639(1-130)は 霧ケ峰で

あり、鏡下では雲状微球体、短柱状の微晶がややまば

らに部分的に集中する。

OBttUH63遺 物群 : 不透明な黒色黒曜石である。恥

5974(2-70)は UH63遺物群とされたもので、鏡下で

は連鎖状晶子 ?が密集する。

2-2 無斑品質安山岩

1)無斑品質安山岩の分類と特徴

無斑品質安山岩は5,060点 あり、約半数を占める。色

調により暗灰色安山岩、灰色安山岩、灰白色安山岩、黄

灰白色安山岩に区分される。無斑品質安山岩は、他石材

に比べて色調をはじめとして相互の違いが大きくなく、

点数が極めて多いこともあり、厳密な母岩単位での細分

が容易でなく、単独の母岩単位での分類ができなかっ

た。そのため、特徴が似たものをまとめてやや大まかな

石材グループ単位で区分をおこなっているが、これらの

中にはさらに細分されるべき特徴がみられるものも多 く

含まれている。

おもに色調に着目した分類は、以下のとおりである。

暗灰色安山岩 : 灰色、灰オリーブ色などやや暗い灰色

系の無斑品質安山岩である。AN3、 4、 7、 8、 12、 17

の 6グ ループがある。AN3が837点 、AN8が 154点 と

きわめて多い。

灰色安山岩 : 灰色系の無斑品質安山岩である。AN

l、 2、 5、 6、 11、 15、 16、 18～ 20の 9グ ループ

が あ る。ANlが498点、AN2が641点 、AN5が 1583点

ときわめて多い。

灰白色系安山岩 : 灰白色、黄灰色の無斑品質安山岩で

ある。AN 9、 14の 2グループがある。

黄灰白色安山岩 : にぶい黄色、黄褐色の無斑品質安山

岩である。AN10、 13の 2グループがある。

2)記載

ANl: 灰色安山岩。7.5Y5/1灰色。流理構造がめだ

ち、表面はなめらか。風化面では微斑晶の抜け落ちた

小孔がやや多 くみられ、気孔が含まれるかは不明。新

鮮面は黒色で、肉眼では無斑品質であり、顕微鏡スケ

ールでは微細な斑晶の斜方輝石、鉄鉱物がみられる。

AN2: 灰色安山岩。7.5Y6/1灰色。 1よ りやや明るい

灰色。流理構造が顕著。やや暗い灰色 (7.5Y4/1)の

縞状部分が流理にそってみられる。表面は比較的なめ

らかで、風化面では微斑品の抜け落ちた小孔がみられ

る。新鮮面は黒色で、肉眼では無斑品質であり、顕微

鏡スケールでは微細な斑晶の斜方輝石、鉄鉱物がみら

れる。

AN3: 暗灰色安山岩。5Y4/1灰 色。流理構造はある

が、めだたない。剥離面はなめらかで、風化面では微

斑晶の抜け落ちた小孔が多 くみられ、気孔が含まれる

かは不明。新鮮面は黒色で、肉眼では無斑品質であ

り、顕微鏡スケールでは微細な斑晶の斜方輝石、単斜

輝石、鉄鉱物がみられる。

AN4: 暗灰色安山岩。2.5Y4/3オ リーブ褐色。流理構

造がみられなく、塊状。景J離面はややなめらか。風化

面では微斑晶の抜け落ちた小孔が少 しみられる。新鮮

面は黒色で、肉眼では無斑品質であり、顕微鏡スケー

ルでは微細な斑晶の斜方輝石、斜長石がみられる。風

化面はやや黄褐色を示す。

AN5: 灰色安山岩。7.5Y5/1灰色。流理構造はみられ

ない。剥離面はなめらかで、風化面では微斑晶の抜け

落ちた小孔がやや多 くみられ、気孔が含まれるかは不

明。新鮮面は暗灰色で、肉眼では無斑品質であり、顕

微鏡スケールでは微細な斑品の斜方輝石がみられる。

斜長石の微斑晶が集合 した球状のパッチがみられ、こ

の部分は風化して小子L状になっている。

AN6: 灰色安山岩。7.5Y5/1灰色。流理構造はみられ

ない。剥離面はなめらかで、風化面では微斑品の抜け

落ちた小孔が多 くみられ、気孔が含まれるかは不明。

新鮮面は明黒色で、肉眼では無斑品質であり、顕微鏡

スケールでは微細な斑晶の斜方輝石のほか鉄鉱物を含
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む。斜長石の微斑晶が集合 した球状のパ ッチがみら

れ、この部分は風化 して小子L状になっている。

AN7: 暗灰色安山岩。5Y5/2灰 オリーブ色。流理構造

が強く、景J離面はたいへんなめらかで、風化面では微

斑品の抜け落ちた小孔が少しみられる。新鮮面は黒色

で、肉眼では無斑品質であり、顕微鏡スケールでは微

細な斑品の輝石類、斜長石が少しみられる。

AN8: 暗灰色安山岩。5Y4.5/1灰色。流理構造はみら

れない。景J離面はややなめらかで、風化面では微斑晶

の抜け落ちた小孔が少 しみられる。新鮮面は黒色で、

肉眼では無斑晶質であり、顕微鏡スケールでは微細な

斑品の斜方輝石を含む。

AN9: 灰白色安山岩。2.5Y6/1黄灰色。流理構造はみ

られない。景J離面はややなめらかで、気孔や小孔はみ

られない。新鮮面は黒灰色で、やや小さな斑晶がたい

へん多い。斜方輝石が多 く、単斜輝石が含まれる。

AN10: 黄灰 白色安山岩。2.5Y6/3に ぶい黄色。流理

構造が少しみられ、景J離面はややなめらか。風化面で

は微斑品の抜け落ちた小孔が多 くみられ、気孔が含ま

れるかは不明。表面は風化が激 しい。新鮮部は黒灰色

で、肉眼では無斑品質であり、顕微鏡スケールでは微

細な斑品の斜方輝石がわずかにみられる。

ANll: 灰色安山岩。7.5Y5/1灰色。流理構造はみら

れない。剥離面は荒く、風化面では微斑品の抜け落ち

た小孔が多 くみられ、気孔が含まれるかは不明。風化

が激しい。肉眼では無斑品質であり、顕微鏡スケール

では微細な斑晶の単斜輝石がわずかにみられる。

AN12: 暗灰色安山岩。7.5Y4.5/1灰色。流理構造があ

り、景J離面はややなめらか。新鮮部は黒色で、肉眼で

は無斑晶質であり、顕微鏡スケールでは微細な斑晶の

斜方輝石がみられる。斜長石の微斑晶が集合した球状

のパッチがみられ、この部分は風化 して小子L状になっ

ている。

AN13: 黄灰白色安山岩。2.5Y5.5/4黄 褐色。流理構造

はみられない。景J離面はなめらかで、風化面では微

斑晶の抜け落ちた小孔が少しみられ、気孔が含まれる

かは不明。新鮮部は明黒色で、肉眼では無斑品質であ

り、顕微鏡スケールでは微細な斑晶の斜方輝石がみら

れる。風化が激しい。

AN14: 灰白色安山岩。N7/0灰 白色。流理構造がいち

じるしい。剥離面はやや荒く、小孔はみられない。肉

眼では無斑品質であり、顕微鏡スケールでは微細な斑

晶の鉄鉱物がみられる。風化が激 しい。

AN15: 灰色安山岩。7.5Y6/1灰 色。流理構造がいち

じるしい。景j離面はやや荒 く、風化面では微斑晶の抜

け落ちた小孔が少 しみられる。新鮮部は明黒色で、肉

眼では無斑品質であり、顕微鏡スケールでも微細な斑

晶は少ない。

AN16: 灰色安山岩。7.5Y6/1.5灰～灰オリーブ色。流

理構造はみられない。剥離面はややなめらかで、風化

面では微斑晶の抜け落ちた小孔が多 くみられ、気孔が

含まれるかは不明。新鮮部は明黒色で、肉眼では無斑

品質であり、顕微鏡スケールでは微細な斑晶の斜方輝

石がやや多 く、単斜輝石、鉄鉱物がみられる。

AN17: 暗灰色安山岩。2.5Y4/2.5暗灰黄色～オリーブ

褐色。流理構造はみられない。景J離面はたいへんなめ

らかで風化面では微斑晶の抜け落ちた小孔が少 しみら

れる。新鮮部は黒色で、肉眼では無斑品質であり、顕

微鏡スケールでは微細な斑品の鉄鉱物、単斜輝石、斜

長石がみられる。

AN18: 灰色安山岩。7.5Y6/1灰 色。流理構造があり、

剥離面はややなめらか。肉眼では無斑晶質であり、顕

微鏡スケールでは微細な斑品の斜方輝石、単斜輝石が

みられる。風化がいちじるしい。

AN19: 灰色安山岩。7.5Y5.5/1灰色。流理構造はみら

れない。景J離面はややなめらかで、風化面では微斑晶

の抜け落ちた小孔がやや多 くみられ、気子Lが含まれる

かは不明。新鮮部は明黒色で、肉眼では無斑品質であ

り、顕微鏡スケールでは微細な斑品の斜方輝石がみら

れる。

AN20: 灰色安山岩。7.5Y5/1灰 色。流理構造はみ ら

れない。景J離面は荒い。風化面では微斑品の抜け落ち

た小孔がやや多 くみられ、気孔が含まれるかは不明。

新鮮部は明黒色で、肉眼では無斑品質であり、顕微鏡

スケールでは微細な斑品の斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱

物がみられる。

2-3 頁岩類

頁岩類は1,679点 あり、玉髄質珪質頁岩、珪質頁岩、

凝灰質頁岩、黒色頁岩、灰色系凝灰質頁岩などに細分さ

れる。母岩分類された各石材の記載をおこなう(注 2)。
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1)頁岩類の分類と特徴

玉髄質珪質頁岩 : 黒色、褐色、灰褐色の著 しく珪化が

進んでチャー トあるいは玉髄様のタト観を呈する珪質頁

岩である。脂肪光沢を有 して、平滑な景J離面がみら

れ、堅固な石材である。比重は2.52～ 2.67と 玉髄・石

英に近い値を示す。充填物質が石英か玉髄のどちらか

を調べるために、砕片の縁辺部を偏光顕微鏡で検鏡 し

たところ、微細な石英の集合であることから玉髄であ

ることが確認された (注 3)。

6母岩が確認されている。SH l・ 2・ 3・ 4・ 81は

上ノ原ⅣC石器群 (上 ⅣC石器群とする、以下同様)、

SH82は 上 I石器群に関連する。

珪質頁岩 : 褐色のものが多 く、灰褐色や灰色のものも

まじり、珪化が進んだ頁岩である。細粒、級密質で、

硬質の石材であり、平滑な景l離面がみられる。比重は

2.38～ 2.78で、珪化の程度によって変化がみられる。

この石材の15の 母岩が確認されている。SH64が上

I石器群、SH39が上Ⅱ石器群、SH33・ 52・ 59・ 600

75が上Ⅲ石器群、SH83が上ⅣA石器群、SH61が上Ⅳ

B石器群、SH19・ 34048・ 76が_LⅣ C石器群、SH80が

その他の石器群にそれぞれ関連している。

凝灰質頁岩 : 灰白色、灰色、褐色などの色調で、火山

灰起源の鉱物等を比較的多 く含む頁岩である。微細な

軽石を多 く含む酸性凝灰岩質のものが多 く見られる。

やや多孔質で、水分の吸着性の強 く、やや軟質のもの

から、玉髄が多量に充填して珪化が進み硬質になった

ものまで、いろんな珪化の段階のものがみられる。

比重が2.40～ 2.66と 比較的大きいもの (Tl)と 、比

重が2.20～ 2.44と 比較的小さいもの (T2)がみられ

る。前者はより珪化が進んだ珪質凝灰質頁岩が多い。

頁岩類の中では最も多 く、上ノ原遺跡第 5次地点の

石器は凝灰質頁岩を多 く含むことが石材構成の特徴と

なっている。この石材の母岩は50確認されている。上

I、 上Ⅱ石器群では使用されず、上Ⅲ、上ⅣA、 上Ⅳ

B、 上ⅣC石器群に関連している。

黒色頁岩 : 暗灰色の頁岩で、SH51の 1母岩のみで、

上ⅣB石器群と関連する。比重は2.44である。

灰色系凝灰質頁岩 : 灰色系で安山岩質の火山灰起源

の鉱物等を比較的多 く含む頁岩である。比重は2.47～

2.71と 珪化が進んでいないにもかかわらず、比重が大

きい。 4母岩が確認されている。SH47が上ⅣA石器

群、SH35・ 43が上ⅣB石器群、SH20が上ⅣC石器群に

関連する。

2)記載

SHl: 玉髄質珪質頁岩。5Y2/1(黒色)。 比重2.52。 黒

色級密で、脂肪光沢をもつ。黒色の泥を基調に、部分

的に灰白色の細粒火山灰が 5 mm～ l cmの レンズ状や球

形に取 り込まれている。火山灰の薄層を多 く含むもの

には光沢がやや弱いものもある。

SH2: 玉髄質珪質頁岩。2.5Y3/1(黒 褐色 )。 比重

2.57。 黒色級密で、弱い脂肪光沢をもつ。20～ 100μm

の小さな黄白色の点状に見える、放散虫、有孔虫など

の穴に、玉髄が充填したものがやや多 く含まれる。

SH3: 玉 髄 質 珪 質 頁 岩。2.5Y3/2(黒 褐 色 )～

2.5Y6/2(灰黄色)。 比重2.67。 明黒褐色、緻密で脂肪

光沢をもつ。100～ 200μmの放散虫化石に自色玉髄が

充填 しており、まわりは透明感のある玉髄質の部分が

斑状に入つている。白色軽石を少 し含む。

SH4: 玉髄質珪質頁岩。10YR5/2(灰 黄褐色 )。 比重

2.67。 細粒、ち密で、堅固。弱い脂肪光沢をもつ。放

散虫化石が多 く含まれ、玉髄が充填されるが、空洞の

ものもある。

SH5: 褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y5/3(黄 褐色)～

2.5Y7/1(灰 白色)。 比重2.47。 明褐色系で、鈍い脂肪

光沢をもつ。100～ 200脚の放散虫および有孔虫化石

をやや多 く含むが、玉髄が充填してなく、空洞になっ

ているものが目立ち、珪化の程度が若干低い。まわ

りは明黄褐色の玉髄質であり、20～ 100μmの 黄白色軽

石、緑色岩片を含む。

SH6: 褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y6/2～ 5/2´ (灰黄色

～暗灰黄色 )。 比重2.34。 SH5に 近い外観であるが、全

体 としてやや明るい色調である。鈍い脂肪光沢をも

ち、黄白色の軽石、黒雲母、緑色岩片などを含む。放

散虫および有孔虫化石を含む。

SH7: 褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰 黄色 )。 比

重2.46。 SH6よ りも明るい色調で、鈍い脂肪光沢をも

つ。SH5、 SH6に 近い石材であ り、放散虫化石 を含

む。

SH8: 灰色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰 黄色)～

7.5Y4/1(灰色 )。 比重2.69。 灰色の部分が含まれる。

新鮮面はどちらも黒褐色で、級密質で均質。節理が入
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るが、景J離面は平滑。SH8～ SH18は 若千の岩相の違

いはあるものの同一系統の岩石である。

SH9: 灰色珪質凝灰質頁岩。5Y6.5/1(灰 ～灰白色 )。

比重2.55。 SH8よ りやや灰色で、均質、級密質。新鮮

面は黒褐色。節理が入る。

SH10: 灰色珪質凝灰質頁岩。2.5Y6/2(灰黄色)～

5Y7/1(灰 白色 )。 比重2.51。 SH8に近 く、並行ラミナ

がめだつもの。放散虫化石を含み、軽石質で、岩質は

やや変化に富む。

SHll: 灰色珪質凝灰質頁岩。5Y7/2(灰 白色)を 主

体 とし、7.5Y5/1(灰色)の部分がある。比重2.76。

SH9に近い。節理がやや多いが、平滑な景j離面であ

る。

SH12: 灰色珪質凝灰質頁岩。2.5Y8/2～ 5Y8/2(灰

白色 )。 比重2.51。 細粒、級密質で、微細な黒雲母を

多 く含む。

SH13: 灰色珪質凝灰質頁岩。5Y7/1(灰 白色)。 比重

2.60。 新鮮部は灰褐色で、細粒、軽石質で、級密質。

ラミナがみられ、節理も少し入る。75～ 100μmの微化

石を多 く含むものがある。

SH14: 灰色珪質凝灰質頁岩。7.5Y5/1(灰色 )。 比重

2.77。 新鮮部は明灰褐色で、細粒、凝灰質で、級密

質。節理が入る。

SH15: 灰色珪質凝灰質頁岩。5Y7/1(灰 白色)。 比重

2.72。 新鮮部は灰黒色で、細粒、凝灰質で、級密質。

節理が入る。灰黒色の細粒部が入 り、ラミナになって

いる。

SH16: 灰色珪質凝灰質頁岩。2.5YG5.5/1(オ リーブ

灰色 )。 細粒、緻密質で、堅固。景J離面はやや平坦。

灰白色と暗灰色の部分が互層したラミナがみられる。

節理が含まれる。

SH17: 灰色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。 細

粒、ち密質で、堅固。景J離面はやや平坦。暗灰色の薄

層をはさむ。

SH19: 褐色珪質頁岩。7.5YR5/2(灰 褐色)～ 4/3

(褐色 )。 比重2.46。 細粒、級密質で、堅固。景J離面は

平滑。放散虫等の化石の一部は空洞になっている。

SH20: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y7/3(浅 黄色 )。 比重

2.55。 細粒、級密質。20～ 40μmの 石英を多 く、ごく

微細な黒雲母、鉄鉱物をわずかに含む。ラミナがわず

かに認められるものがある。

SH21: 灰白色珪質凝灰質頁岩。2.5Y8/1(灰 白色 )。

比重2.63。 新鮮面はやや暗い灰褐色。細粒、級密質。

剥離面は平滑。50μmほ どの石英を多 く含むほかは、あ

まり鉱物がみられない。75μmほ どの微化石 (有孔虫・

珪藻)を少し含み、玉髄が充填する。

SH22: 灰色珪質凝灰質頁岩。5Y7/2(灰白色 )。 比重

2.60。 細粒、級密質で、景J離面はやや平滑。20～ 100

μmの軽石、石英を多 く含む。

SH23: 灰褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y6/3(に ぶい黄

色 )。 比重2.30。 脂肪光沢があり、細粒、級密質で、

堅固で、剥離面は平滑。珪化が進んで玉髄質になって

いるが、放散虫化石の一部は空洞になっていて、玉髄

が充填していない。

SH24: 灰 白色凝灰 質頁岩。2.5Y8/1～ 7/1(灰 白

色)。 比重2.51。 新鮮面は明灰褐色。細粒、級密質で、

堅固で、剥離面は平滑。100～ 150μmの放散虫化石を

含み、玉髄が充填する。30μmほ どの石英を少 し含む。

SH25: 灰白色珪質凝灰質頁岩。2.5Y8/2(灰 白色 )。

比重2.62。 細粒、級密質で、堅固で、景J離面は平滑。

脂肪光沢をもつ。珪化が進んでやや玉髄質であるが、

わずかに空洞になった放散虫化石がみられる。

SH26: 褐色珪質凝灰質頁岩。10YR4/3(に ぶい黄褐

色)～ 6/1(褐灰色)。 比重2.50。 細粒、緻密質で、堅

固で、剥離面は平滑。ラミナが多 くみられる。珪化が

進んでやや玉髄質であるが、100μmの 円形の放散虫化

石の空洞が認められる。

SH27: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y8/2(灰 白色 )。 比重

2.44。 灰白色凝灰質頁岩。光沢がな く、景J離面は平

滑。微細な石英、黒雲母を少し含む。

SH28: 灰白色凝灰質頁岩。5Y7/2(灰 白色 )。 比重

2.43。 やや軟質で、景J離面は平滑。SH27に近いが、や

や細粒。石英、黒雲母を含み、ラミナがみられる。

SH29: 明黄褐色珪質頁岩。2.5Y6/3.5(に ぶい黄色)。

細粒、ち密質で、堅固。景J離面は平坦。

SH30: 灰褐色凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。 比重

2.39。 SH31に 近いが、やや明るい。光沢がなく、細粒

で、やや硬質。剥離面は平滑。放散虫化石の空洞がや

や多く、内部は充填されていない。

SH31: 灰褐色凝灰質頁岩。2.5Y6.5/2(灰黄色 )。 比

重2.20。 暗い色調の部分が含まれる。光沢がなく、細

粒で、景J離面は平滑。放散虫化石の空洞がやや多く、
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内部は充填されていない。

SH32: 灰褐色凝灰質頁岩。2.5Y7/1(灰 白色 )。 比重

2.38。 SH30に 近い。光沢がなく、やや硬質。景J離面は

平滑。放散虫化石の空洞があり、内部は充填されてい

ない。

SH33: 暗灰褐色珪質頁岩。2.5Y5/2(暗灰黄色 )。 比

重2.45。 細粒で、級密質で、やや硬質。景J離面は平

滑。光沢はない。

SH34: 褐色珪質頁岩。10YR4/2(灰 黄褐色 )。 細粒

で、級密質で、硬質。景J離面はきわめて平滑。30～

50μmの黒雲母、100μmの放散虫化石を含む。新鮮面は

ほぼ同じ色調。

SH35: 灰 色 凝灰 質頁岩。7.5Y6/1(灰 色 )。 比重

2.52。 若干砂質で、硬質。景J離面は平滑で、節理面が

みられる。

SH36: 灰褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。

比重2.46。 ごく弱い脂肪光沢があ り、細粒、級密質

で、硬質。剥離面はきわめて平滑。100～ 200μ mの有

孔虫または放散虫化石を多 く含み、内部は玉髄が充填

する。

SH37: 暗灰色珪質凝灰質頁岩。2.5Y5/2(暗 灰黄

色 )。 比重2.40。 細粒、緻密質で、硬質。景J離面は平

滑。新鮮面は暗灰色。

SH38: 灰色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色)～

6/1・ 5/1(黄灰色 )。 比重2.43。 細粒、緻密質で、硬

質。景l離面は平滑。火山灰は少なく、 2 mmほ どの黒色

粘土のごく小さい破片 (偽礫)を含む。75～ 125μmの

放散虫化石を含むものもある。

SH39: 褐色珪質頁岩。10YR4/2(灰 黄褐色 )。 比重

2.53。 やや砂質で、硬質。剥離面は平滑。有孔虫化石

を少し含むが、充填はされていない。火山灰を少し含

む。角閃石 ?。

SH40: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y8/2(灰白色 )。 比重

2.58。 軽石質で、細粒、級密質。新鮮面は暗黒褐色。

SH41: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y7/3(浅黄色 )。 比重

2.57。 細粒、緻密質で、硬質。景j離面はやや平滑。小

さな斑点がみえ、有孔虫化石を少し含み、玉髄が充填

する。軽石質。玉髄化が進んでいる。色調はリモナイ

ト汚染により、少し変化がある。

SH42: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y8/3(浅黄色 )。 比重

2.54。 少 し砂質で、硬質。景J離面は平滑。石英、軽石

を含む。300～ 400μmの放散虫もしくは有孔虫化石を

含み、隔壁が確認される。

SH43: 暗灰色凝灰 質頁岩。5Y5/1(灰 色 )。 比重

2.71。 やや砂質で、硬質。剥離面はやや平滑。火山灰

を多 く含む凝灰岩のものを含むが、肉眼的には違いが

認められない。自然面は凹凸のある平面をもつことか

ら、原産地直下の源流部の亜角礫を素材 としていると

推定される。

SH44: 灰褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/1(灰 白色 )。

比重2.57。 細粒、級密質で、硬質。景J離面は平滑。あ

まり大きな粒子を含まず、玉髄質。

SH45: 灰白色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。

比重2.55。 よわい脂肪光沢をもつ。細粒、級密質で、

硬質。景J離面はたいへん平滑。玉髄化が進む。有孔虫

化石を含む。

SH46: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y8/1(灰 白色 )。 比重

2.55。 細粒、級密質で、やや硬質。景J離面は平滑。軽

石質。

SH47: 灰色凝灰質頁岩。2.5Y6/1(黄 灰色 )。 比重

2.47。 細粒、級密質で、やや硬質。剥離面はやや平

滑。軽石質。

SH48: 暗褐色 (黒色)珪質頁岩。7.5YR3/1(黒 褐

色 )。 比重2.56。 細粒、級密質で、硬質。景J離面は平

滑。海面骨針を含むものがあり、放散虫化石を含む。

SH49: 灰色珪質凝灰質頁岩。5Y6/1(灰 色 )。 周縁部

には2.5YR4/4(鈍 い赤褐色)の汚染がついている。

比重2.66。 細粒、級密質で、硬質。景J離面はたいへん

平滑。珪化が進んで玉髄質。

SH50: 灰白色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。

比重2.80。 細粒、級密質で、硬質。景j離面はたいへ

ん平滑。脂肪光沢がある。30～ 75μmの微細な微化石

(有孔虫・珪藻)を多 く含み、玉髄が充填される。珪

化が進んで玉髄質。

SH51: 暗灰色 (黒色)頁岩。5Y4/1(灰色 )。 比重

2.44。 細粒、級密質で、硬質。景J離面は平滑。1.5mmほ

どの軽石を含み、角閃石を少し含む。新鮮面は黒色。

SH52: 灰褐色珪質頁岩。2.5Y5/1～ 4/1(黄灰色 )。

比重2.55。 ラミナがみ られる。細粒、緻密質で、硬

質。景J離面はやや平滑。ごく弱い脂肪光沢をもつ。

SH53: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y8/2(灰 白色)。 比重

2.21。 細粒、級密質で、硬質。軽石質。300～ 500μ m
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の放散虫、有孔虫化石を多 く含み、空洞になってい

る。

SH54: 灰白色凝灰質頁岩。5Y7/2(灰 白色 )。 比重

2.54。 やや砂質で、やや硬質。景J離面は平滑。軽石

質。50～ 75μmの石英を含む。新鮮面は灰黒色。

SH55: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y7/3(浅黄色 )。 比重

2.61。 やや砂質。細粒、級密質で、やや硬質。景J離面

は平滑。軽石質で、石英を含む。

SH56: 白色凝灰質頁岩。2.5Y8/2(灰 白色 )。 比重

2.56。 やや砂質で、やや硬質。剥離面は平滑。軽石、

石英、角閃石、黒雲母を含む。

SH57: 灰色凝灰 質頁岩。5Y7/2(灰 白色 )。 比重

2.38。 細粒、緻密質。剥離面は平滑。軽石、石英、黒

雲母を含む。

SH58: 灰褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。

比重2.49。 細粒、やや硬質。景J離面は平滑。75～ 150

μmの微化石 (有孔虫・珪藻)を多 く含み、空洞になっ

ている。大形化石や海面骨針を含むものがある。珪化

が進んでやや玉髄質。           ‐

SH59: 褐色珪質頁岩。10YR5/3(鈍 い黄褐色 )。 比

重2.38。 やや砂質で、硬質。剥離面は平滑。表面はや

や粗い。200μ mの放散虫化石を少 し含み、空洞になっ

ている。珪化が進んでやや玉髄質。

SH60: 褐色珪質頁岩。10YR4/2(灰 黄褐色 )。 比重

2.58。 細粒、やや硬質。景j離面はたいへん平滑。約

1。3mmの 軽石を少し含む。500μmの有孔虫化石を少 し含

み、空洞になっている。

SH61: 灰色珪質頁岩。2.5Y5/2(暗灰黄色 )。 比重

2.63。 細粒、緻密質で、硬質。剥離面は平滑。

SH62: 灰白色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。

比重2.55。 細粒、級密質で、硬質。景J離面は平滑。

400μ mの有孔虫化石を含み、空洞になっている。微細

な石英を含む。

SH63: 灰白色凝灰岩。5Y7/2(灰 白色)。 比重2.65。

やや砂質で、軽石が多 く、石英を含む。細粒、やや硬

質。景l離面はやや平滑。新鮮面は暗灰色。放散虫化石

を含む。

SH64: 褐色珪質頁岩。10YR6/2(灰 黄褐色 )。 比重

2.43。 細粒、緻密質で、硬質。景J離面は平滑。脂肪光

沢がある。珪化が進んでやや玉髄質。放散虫化石を含

む。

SH65: 明黄褐色珪質頁岩。2.5Y6/3(に ぶい黄色 )。

細粒～中粒、ち密質で、硬質。景J離面は平滑。放散

虫・有孔虫化石をたいへん多 く含み、玉髄が充填され

ているが、空洞のものもある。内部構造を保存する有

孔虫化石がある。

SH66: 灰褐色珪質凝灰質頁岩。10YR7/2.5(に ぶい

黄橙色 )。 粒度がやや粗 く、級密質。景j離面はやや荒

い。軽石を含む。有孔虫化石を含む。

SH67: 白色凝灰質頁岩。25Y7/3(浅黄色 )。 表面は

リモナイ ト汚染で、7.5YR5.5/3(に ぶい褐色 )。 剥離

面はやや平滑。石英を含む。黄鉄鉱を含み、風化面で

は分解 して、方形の穴がみられる。

SH68: 灰白色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。

細粒、級密質で、硬質。剥離面は平滑。放散虫化石を

多 く含み、一部は充填されずに空洞になっている。

SH69: 褐色珪質頁岩。2.5Y5/3(黄 褐色 )。 細粒、級

密質で、硬質。放散虫等の化石がやや多 く含まれ、玉

髄が充填される。

SH70: 灰 白色珪質頁岩。2.5Y6.5/1(灰 白色～黄灰

色 )。 細粒、緻密質で、硬質。弱い脂肪光沢がある。

玉髄が多 く充填 している。

SH71: 黒色珪質頁岩。10R2/1(赤黒色 )。 細粒、級

密質で、硬質。景J離面は荒い。微細な黄鉄鉱がわずか

に認められ、石英の結品化が進んでいることから、黒

色頁岩が若干、熱変質したものと判断される。

SH72: 灰褐色珪質凝灰質頁岩。2.5Y7/3(浅黄色 )。

比重2.50。 細粒、級密質で、硬質。景J離面は平滑。よ

わい脂肪光沢がある。放散虫化石をやや多 く含み、玉

髄が充填する。

SH73: 灰色珪質凝灰質頁岩。5Y6/3(オ リーブ黄

色 )。 比重2.54。 細粒、級密質で、硬質。剥離面は平

滑。ラミナがある。50～ 150μmの放散虫化石をたいへ

ん多 く含み、玉髄が充填するが、空洞のものもみられ

る。

SH74: 灰白色凝灰質頁岩。2.5Y8/3(浅黄色 )。 比重

2.42。 細粒、級密質で、やや硬質。剥離面は平滑。有

孔虫化石を含む。

SH75: 灰褐色珪質頁岩。2.5Y6/2(灰 黄色 )。 比重

2.54。 細粒、級密質で、硬質。景J離面はたいへん平

滑。よわい脂肪光沢がある。

SH76: 灰 白色珪質頁岩。2.5Y6/1(黄灰色 )。 比重
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2.71。 細粒、緻密質で、硬質。脂肪光沢をもつ。珪化

が進んで玉髄質。放散虫化石を少 し含み、玉髄が充填

する。

SH77: 黄褐色凝灰岩。10YR7/4(鈍 い黄橙色 )。 比

重2.50。 周縁部には2.5YR5/6(明赤褐色)の汚染変色

がみられる。TU37に 近い。

SH78: 褐色珪質頁岩。10YR5/2(灰 黄褐色)で、周

縁部は5Y6/1(灰色)に変色。比重2.54。 細粒、緻密

質で、硬質。景J離面はたいへん平滑。放散虫化石を含

む。自然面は凹凸のある平面で、軽石質凝灰岩が付着

する。

SH80: 褐色珪質頁岩。10YR5/2(灰黄褐色)。 細粒、

級密質で、硬質。景J離面は平滑。放散虫化石が含ま

れ、玉髄が充填される。節理を含む。原岩中にできた

密な割れ目に沿って、玉髄が充填した跡がみられる。

SH81: 玉髄質珪質頁岩。10YRl.7/1(黒色 )。 黒色、

細粒、級密質で、硬質。景J離面は平滑。脂肪光沢をも

つ。放散虫化石を多 く含みt白色玉髄が充填する。

SH82: 玉髄質灰褐色珪質頁岩。7.5YR4/2(灰褐色 )。

比重2.56。 透明部分がみられる。細粒、級密質で、硬

質。景J離面は平滑。脂肪光沢がある。透明感がある。

有孔虫化石を含み、内部構造をよく保存 していてお

り、玉髄が充填する。放散虫化石を含む。

SH83: 褐色珪質頁岩。7.5YR4/3(褐色)。 比重2.70。

細粒、級密質で、硬質。景J離面は平滑。珪化が進んで

玉髄質。

SH84: 灰白色凝灰質頁岩。5Y6/1(灰 色)で、周辺

部は灰白色に変色 している。比重2.47。 細粒、級密質

で、硬質。景J離面は平滑。石英を含む。

SH86: 灰白色珪質頁岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。 細粒、

緻密質で、硬質。剥離面は平滑。珪化が進む。

SH87: 褐色珪質頁岩。2.5Y4/3(オ リーブ褐色 )。 珪

化は弱い。石英、軽石を含む砂質火山灰をレンズ状に

はさむ。

2-4 凝灰岩

1)凝灰岩の区分と特徴

凝灰岩は569点あり、灰色系凝灰岩と白色系凝灰岩、

および緑色凝灰岩に区分される。

灰色系凝灰岩 : 灰色を主体として、一部に灰白色、灰

褐色などのものも含み、デイサイト質～安山岩質の火

山灰を多 く含む凝灰岩である。石英、黒雲母、角閃石

などの鉱物が含まれるほか、なかには2次的に黄鉄鉱

が生成 している (石器表面では風化 してなくなり、方

形の凹型がみられる)も のもある。比重は2。41～ 2.89

と頁岩類よりも大きな値のものも含まれる。灰色系凝

灰岩には珪化の程度が弱いものが多 く、比重が大きい

原因は珪酸分ではなく、火山灰に含まれる重鉱物や金

属鉱物を含むためだと推定される。

この石材は多数を占め、34母岩が確認されている。

上Ⅱ、上Ⅲ、上ⅣA、 上ⅣC石器群に関連する。

白色系凝灰岩 : 白色～灰白色を主体として、褐色のも

のもまじり、流紋岩質の石英、軽石を多 く含む凝灰

岩である。やや軟質である。比重は2.07～ 2.39と 小さ

く、珪化 も進んでいない。この石材は 8母岩が確認

されている。TU30が上Ⅱ石器群、TU 2 0 7 016・

32・ 35が上Ⅲ石器群、TU17 0 18が 上ⅣA石器群に関

連する。

緑色凝灰岩 : 明緑灰色で、細粒の凝灰岩である。比重

は2.69～ 2.71。 TU単で、上 I石器群に関連する。

2)記載

丁Ul: 明灰色凝灰岩。5Y7/3(浅黄色)。 比重2.61。 新

鮮部は暗灰色。表面は風化を受けて剥がれている。微

細な石英、黒雲母を含む。やや粗粒・やや軟質で、景J

離面は平滑である。

丁U2: 白色系凝灰岩。10YR8/4(浅黄橙色 )。 比重

2.14。 新鮮部は白色。200μ m～ l mmの 石英を含む。や

や軟質。

丁∪3: 白色系凝灰岩。2.5Y8/3(浅黄色 )。 比重2.60。

新鮮部は灰褐色。表面は風化を受けて景jがれている。

10～ 30μmの微細な石英、黒雲母を含む。やや粗粒・

やや軟質。

丁∪4: 灰色系凝灰岩。5Y7/2(灰 白色)。 比重2.64。 20

～ 100μmの微細な石英、黒雲母をやや多 く含む。角閃

石を少し含む。表面には微細な穴が多 くみられるが、

鉱物か化石かは不明。やや軟質。

丁U5: 白色系凝灰岩。2.5Y8/2(灰白色 )。 比重2.74。

微細な石英、黒雲母を多 く含み、表面には穴がみられ

る。やや軟質で、剥離面は平滑。

丁∪6: 灰色系凝灰岩。2.5Y7/1(灰白色 )。 比重2.65。

石英を含み、30～ 50μmの黄鉄鉱が多 くできている。
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やや粗粒、やや軟質で、景j離面は粗い。

丁U7: 白色溶結凝灰岩。 (白色で、土色帳では測定不

能)。 比重2.27。 100～ 300μmの石英、長石、流紋岩岩

片などを多 く含む。やや粗粒、やや軟質で、景J離面は

比較的平滑。

丁∪8: 凝灰 岩。10YR5/3(に ぶ い黄褐色 )。 比重

2.69。 黒色の点があり、まだら状にみえる。やや粗粒

な透明～黄褐色の石英が主体で、200μm程度の黒褐色

の有孔虫化石をやや多 く含む。石英は結晶化 してい

る。堅固。

丁U9: 灰色系凝灰岩。2.5Y7/2(灰黄色 )。 比重2.68。

100μm程度の細粒の軽石を多 く含み、50μmの石英、微

細な黒雲母を含んでいる。100μmの黄鉄鉱ができてい

る。有孔虫化石を少し含む。

丁U10: 灰色系凝灰岩。5Y6/2(灰 オリーブ色)。 比重

2.64。 新鮮面は暗灰色。やや砂質、軽石質。50μmほ ど

の石英が多 く、ほかに微細な黒雲母などを含む。TU

9に近いが、やや粗粒。

丁Ull: 灰色 系凝灰 岩。2.5Y8/2(灰 白色 )。 比重

2。 77。 新鮮面は暗灰色。表面は風化が著 しく、剥落し

た部分がある。軽石質で、20～ 75μmの石英、黒雲母

をやや多 く含む。やや軟質。

丁∪12: 灰色 系凝灰 岩。2.5Y6/1(黄 灰色 )。 比重

2.64。 細粒・級密で、剥離面は平滑。30～ 100μmの軽

石、石英を多 く含む。有孔虫化石を少し含むが、内部

は充填されていない。

丁U13:´ 白色 系凝灰 岩。2.5Y7/2(灰 黄色 )。 比重

2.74。 やや粗粒で、砂質。50μmほ どの石英、軽石から

なる。やや軟質で、剥離面は平滑。微細な黄鉄鉱がで

きている。

丁∪14: 灰色系凝灰岩。5Y7/1(灰 白色 )。 比重2.64。

やや軟質で、景J離面は平滑。50μmほ どの軽石、黒雲

母、石英を多 く含む。

丁∪15: 灰色系凝灰岩。5Y7/2(灰 白色 )。 比重2.55。

やや粗粒で、砂質。20～ 80μmの軽石、石英を多 く含

む。100～ 300μmの黄鉄鉱が多 くできている。

丁U16: 白色 系凝灰 岩。2.5Y7/3(浅 黄色 )。 比重

2.32。 やや軟質で、景J離面はやや平滑。砂質で、軽石

質。石英を多 く含み、微細な鉄鉱物を少し含む。

丁∪17: 褐色凝灰岩。5YR5/3(に ぶい赤褐色 )。 比重

2.39。 砂質で、やや堅固。微細な石英質である。

丁∪18: 褐色凝灰岩。10YR6/3(に ぶい黄橙色)で、

部分的に10R4/4(赤褐色 )。 比重2.28。 軽石質で、石

英を含む。

丁U19: 灰色系凝灰岩。5Y7/2(灰 白色 )。 比重2.61。

新鮮面は灰黒色。100～ 150μmの軽石質で、50μmの石

英を含む。海面骨針 ? の抜けた穴を含む。黄鉄鉱を

少 し含む。

丁U20: 灰 色 系 凝灰 岩。5Y7.5/2(灰 白色 )。 比重

2.62。 やや砂質で、剥離面は平滑。軽石質で、25～

50μmの石英、黒雲母を含む。TU19に 近い。黄鉄鉱の

できているものもある。

丁U21: 灰色系凝灰岩。7.5Y6/2(灰オリーブ色 )。 比

重2。 77。 新鮮部は暗灰色。砂質で、やや硬質、剥離面

はやや平滑。100μmの軽石、石英、角閃石を含む。黄

鉄鉱ができている。

丁U22: 灰色凝灰岩 比重2.51。

丁U23: 灰色系凝灰岩。5Y6.5/1(灰～灰 白色 )。 比重

2。 79。 100μmの軽石が多 く、石英、白雲母、角閃石を

含む。細粒、級密で、剥離面はやや平滑。

丁U24: 凝灰 岩。5GY7/1(明 オ リー ブ色 )。 比重

2.71。 やや砂質で、やや堅固。微細な石英が多い。

丁∪25: 灰色系凝灰岩。10YR4/6(褐 色 )。 比重2.41。

リモナイ ト汚染部。新鮮部は5Y7/2(灰白色 )。 軽石

質で、細粒、やや堅固。

丁U26: 白色凝灰岩。2.5Y8/2(灰 白色 )。 比重2.69。

細粒・緻密で、やや軟質。剥離面は平滑。軽石質で、

石英、角閃石を含む。

丁U27: 灰色系凝灰岩。5Y6/3(オ リーブ黄色)。 比重

2.75。 砂質でやや粗粒、やや軟質。粒子は50～ 75μm

で、軽石、石英が多 く、角閃石が含まれ、黒雲母を少

し含む。

丁∪28: 灰色系凝灰岩。5Y6/2(灰 オリーブ色)。 比重

2.65。 細粒・級密で、堅固。景J離面はやや平滑。軽石

質で、300μmの黄鉄鉱ができている。

丁∪29: 灰色系凝灰岩。5Y6.5/1(灰 ～灰 白色 )。 比重

2.59。 新鮮面は暗灰色。軽石質で、石英を含む。50～

100μmの穴が多 く、有孔虫を含む。景J離面は平滑。

丁U30: 白色系凝灰 岩。7.5Y8/2(灰 白色 )。 比重

2.38。 細粒で、景J離面は平滑。軽石質で、30～ 50μm

の石英、角閃石、黒雲母を含む。 l mmの泥岩の細礫を

含む。
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丁∪31: 灰色系凝灰岩。5Y5/1(灰色 )。 比重2.48。 砂

質で、剥離面は平滑。50～ 100μmの軽石、石英、角閃

石、黒雲母が多い。節理がみられる。デイサイト質。

丁U32: 白色 系凝灰 岩。2.5Y7/3(浅 黄色 )。 比重

2.07。 リモナイト汚染。細粒で、景J離面はやや平滑。

軽石質で、 l mmの石英を多 く含む。

丁U33: 灰白色凝灰岩。5Y7/3(浅黄色 )。 比重2.60。

新鮮面は灰色。やや砂質で、景J離面は平滑。軽石質

で、30μmの石英、黒雲母、角閃石を含む。

丁U34: 灰色 系凝灰 岩。2.5Y6/1(黄 灰 色 )。 比重

2.58。 砂質で、50～ 75μmの軽石、石英、長石、黒雲

母、角閃石を多 く含む。

丁U35: 白色凝灰岩。5Y8/2(灰白色 )。 比重2.19。 級

密で、景J離面はやや平滑。軽石質で、 l mmの 石英をや

や多 く含む。ラミナがみられる。

丁∪36: 白色 系凝灰 岩。2.5Y7/4(浅 黄色 )。 比重

2.89。 細粒・級密で、やや軟質。景J離面はやや平滑。

軽石質で、40μmの石英を含む。

丁U37: 凝灰岩。2.5Y6/6(橙色 )。 比重2.75。 赤褐色

の汚染を受ける。細粒・緻密で、景J離面はやや平滑。

石英を含み、50μmほ どの黄鉄鉱の抜けた穴が多い。

丁∪38: 灰 白色珪質凝灰岩。2.5Y8/2(灰 白色 )。 細

粒、ち密。景J離面はたいへん平滑。軽石質。放散虫化

石を含み、玉髄を充填される。

丁U39: 灰色 系凝灰 岩。2.5Y7/2(灰 黄色 )。 比重

2.51。 やや砂質で、やや軟質。剥離面はやや平滑。軽

石、石英を多 く含む。300μmの黄鉄鉱の抜けた穴が多

く含まれる。

丁U40: 灰 白色系凝灰岩。2.5Y7/3(浅 黄色 )。 比重

2.63。 やや砂質で、やや軟質。軽石、石英を多 く含

む。

丁U41: 灰白色系凝灰岩。10YR8/4(浅 黄橙色 )。 景J

離面はやや荒い。細粒砂サイズで粗 く、軽石、石英を

多 く含む。

丁U42: 黄褐色凝灰岩。7.5Y8/3(淡 黄色 )。 7.5Y7/2

(灰 白色)の縞状のラミナがみられる。比重2.67。 黄

色部が軽石、灰白色部が石英を多 く含む。粒子は30

～ 50μ m。 玉髄が充填 している。

丁∪43: 灰褐色凝灰岩。2.5Y6/4(に ぶい黄橙色 )。 比

重2.42。 細粒・級密で、景J離面は平滑。軽石、石英を

含む。

丁U44: 灰白色凝灰岩。5Y7/2(灰 白色 )。 景J離面はや

や平滑。シル トサイズの火山灰で、軽石、石英、角閃

石を含む。

丁U45: 5YR5/1(褐 灰色)。

丁U46: 灰色凝灰岩。N6/0(灰色 )。 比重2.51。 まだ

ら状。珪化が著 しく、玉髄質。有孔虫を多 く含む。

丁U単 : 緑色凝灰岩。7.5GY7/1(明 緑灰色 )。 比重

2.69。 9791+9792、 接合110、 局部磨製石斧。細粒凝

灰岩である。

丁U単 : 緑色凝灰岩。2.5GY7/1(明 オリーブ灰色 )。 比

重2.71。 9269、 石核。細粒凝灰岩である。

2-5 チャー ト

1)チ ャー トの分類と特徴

チャー トは203点 あり、赤褐色チャー ト、赤紫色チャ

ー ト、灰色チャー ト、および赤褐色一灰色チャー トに区

分される。

赤褐色チャー ト: 暗赤褐色で、きめが細かく節理が少

なく、放散虫化石の保存がいい石英の再結晶化が進ん

でいない良質の石材である。CHl・ 12013021022の

5母岩が確認されている。CH1 0 12 0 22が上ⅣA石器

群、CH21が上ⅣB石器群、CH13が 上ⅣC石器群に関

連している。

赤紫色チャー トは、灰赤色で、石英の結晶化がやや

進んでいて若干基目の粗い石材である。CH2の 1母岩

で、上ⅣA石器群に関連している。

灰色チャー ト: 灰色、青灰色、暗オリーブ灰色、緑灰

色、暗褐色のチャー トで、石英の再結晶化が進んでい

ない良質のものと、節理が多 く結品化が少 し進んで基

目の粗いものがみられる。CH304・ 7・ 9・ 10016・

17・ 18020の 9母岩が上 I石器群に関連 している。

CH506・ 8011019の 5母岩が上ⅣA石器群に関連 し

ている。

赤褐色一灰色チャー ト: 暗赤褐色の部分とオリーブ灰

色ないし緑灰色の部分があり、きめが細かく節理が少

なく、石英の再結晶化が進んでいない良質の石材であ

る。CH14・ 15の 2母岩があり、上 I石器群に関連 し

ている。

2)記載 (注 4)

CHl: 赤褐色チャー ト。2.5YR3/4(暗赤褐色 )。 景J離
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面の平滑度はいい。節理は少なく、0.53+0。 19本 /cm

(60° )。 放散虫化石を多 く含み、保存がいい。脂肪光

沢がある。     ′

CH2: 赤紫色チャー ト。2.5YR5/2(灰 赤色 )。 剥離

面の平滑度はやや悪い。節理はやや少ないものO.72+

0.39本 /cm(50° )と 、やや多い もの1.18+0.68+0。 46

本/cm(60° 、80° )がある。化石は確認されず、光沢

はない。石英の結晶化が少 し始まり、細粒。

CH3: 灰色チャー ト。10BG5/1(青灰色 )。 景J離面の

平滑度はややいい。節理はやや多 く、1。75+1。09本/

cm(80° )。 脂肪光沢があり、透明感がある。黒色の

スジが入る。化石をわずかに含むが、保存は悪い。

5GY4/1(暗 オリーブ色)の ものがあり、黄鉄鉱の結

晶を多 く含んでいる。

CH4: 灰色チャー ト。5GY7/1(明 オリーブ灰色 )、

4/1(暗 オリーブ灰色 )、 2/1(オ リーブ黒色 )。 細か

い間隔 (18.9本 /cm)の 平行葉理が発達 したvarved

chertで あ る。節 理 はや や多 く、1.90+0.64本 /cm

(75° )。 化石は確認できない。

CH5: 灰色チャー ト。5Y6/3(オ リーブ黄色)～ 5/1

(灰色)。 景J離面の平滑度はたいへんいい。節理はやや

多 く、1。44+0.86本/cm(10° )。 石英の結晶度が高 く、

粒子は10μmほ どになっている。化石はみられない。

CH6: 灰色チャー ト。5Y4/1(灰 色 )。 景J離面の平滑

度はややいい。節理は多 く、1。91+0.97本/cm(60° )。

透明感があり、化石はみられない。

CH7: 灰色チャー ト。N5～ 4/0(灰色)。 景J離面の平

滑度はややいい。節理はたいへん多 く、2.88+1.88本

/cm(80° )。 透明感がある。放散虫化石が確認される

が、保存は悪い。黒色の筋状汚染 (面)を含む。

CH8: 灰色チャー ト。10Y6/1(灰色 )。 剥離面の平

滑度はたいへんいい。節理はない。平行葉理をもつ

varved chertで ある。たいへん良質である。化石は確

認されない。黒色のスジが含まれる。石英の結晶化が

進み、粒子は細かく、 5 μm前後。

CH9: 灰色チャー ト。N4～ 5.5/0(灰色 )。 景J離面の

平滑度はややいい。節理は多 く、1.53+1。43本/cm。

透明感があり、化石は確認できない。

CH10: 灰色チャー ト。N4～ 5/0(灰色)。
～ 7/0(灰

白色 )。 剥離面の平滑度はいい。節理はたいへん多

く、1.95+1.82本 /cm。 放散虫化石を含むが、保存が

悪い。

CHll: 灰色チャー ト。N3/0(暗灰色 )。 景J離面の平

滑度はいい。節理はたいへん多 く、2.5+0。96本/cm

(80° )。 透明感はなく、化石は確認されない。石英の

結晶化が進み、粒子は 5～ 10μmと やや粗い。石英の

細脈が入る。

CH12: 赤褐色チャー ト。5YR3/4(暗赤褐色)。 剥離

面の平滑度はややいい。節理は、やや多 く、一方向で

1.12本/cmo cH-1に 近いが、脂肪光沢が強い。放散

虫化石が多 く、保存はいい。

CH13: 赤褐色チャー ト。5YR3/3(暗赤褐色)。 景J離

面の平滑度はいい。節理はやや少なく、0.88+0.38本

/cm。 脂肪光沢があり、放散虫化石が多 く、保存はい

い。CH-1よ り暗い色調。

CH14: 赤褐色チャー トと緑褐色チャー ト (ま だら

状)。 5YR3/3(暗赤褐色 )、 10Y5/2(オ リーブ灰色)。

剥離面の平滑度はたいへんいい。節理は少なく、0.97

+0.85本/cm(30° )。 脂肪光沢があり、放散虫化石が

多い。

CH15: 赤褐色チャー トと緑灰色チャー ト (帯状 )。

7.5GY6/1(緑 灰色 )、 2.5YR2/4(極 暗赤褐色 )。 節理

は少なく、0。95+0。79本/cm(60° )。 景J離面の平滑度

はたいへんいい。放散虫化石が多 く含まれ、保存がい

い。CH-14に 近い。

CH16: 灰色チャー ト。N6/0(灰色 )。 剥離面の平滑

度はいい。節理は少なく、0.43本/cmの一方向のみ。

脂肪光沢が少 しあり、透明感が高い。化石は確認さ

れない。他に、10GY5/1(緑灰色)で、節理が多 く、

2.14+0。71本/cm(30° )、 放散虫化石を多 く含み、保

存はいいものがある。

CH17: 灰色チャー ト。N5/0(灰色)で、内部に赤

褐色チャー ト (5YR3/4・ 暗赤褐色)を まだら上に含

む。景J離面の平滑度はたいへんいい。節理はやや少な

く、0.95+0.87本 /cm(45° )。 脂肪光沢があり、透明

感がある。放散虫化石がわずかにみられるが、保存は

悪い。

CH18: 灰色チ ャー ト。5GY5/1(オ リーブ灰色 )

で、周縁部は2.5Y4/1(黄 灰色 )。 景J離面の平滑度はい

い。節理はやや多 く、1.70+0.40+0.38本 /cm(60° 、

40° )。 化石はわずかに確認されるが、保存は悪い。脂

肪光沢がわずかにあり、透明感は少しある。
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CH19: 灰色チャー ト。7.5Y6/2(灰オリーブ色 )。 剥

離面の平滑度はいい。節理は少なく、0.86+0.27本/

cm(80° )。 ごく弱い脂肪光沢があり、透明感がごくわ

ずかあるも化石は確認されない。石英の結晶化してお

り、粒度は細粒。

CH20: 灰色チャー ト。10Y4/1(灰色 )。 景J離面の平

滑度はいい。節理は少なく、0.46+0.36本 /cm(25° )。

脂肪光沢があり、透明感はない。放散虫化石を多 く含

み、保存はいい。

CH21: 赤褐色チ ャー ト。5YR3/4(暗 赤褐色 )。 剥

離面の平滑度はたいへんいい。節理は少なく、0.32+

0.25本 /cm。 脂肪光沢があ り、放散虫化石 を少 し含

み、保存はいい。CH-1に近いが、剥離面はより平滑。

CH22: 赤褐色チャー ト。5YR3/3(暗赤褐色)。 剥離

面の平滑度はいい。節理は少なく、一方向で0。86本/

cm。 光沢は少なく、放散虫化石を多 く含み、保存はい

い 。

2-6 玉髄

1)玉髄の分類と特徴

玉髄は195点 あり、白色、褐色、黄褐色、黄灰色など

の色調で、11母岩が確認されている。CL7・ 8が上 I石

器群、CL306・ 10が上ⅣA石器群、CLl・ 2・ 4・ 5・ 90

11が上ⅣC石器群と関連する。

2)記載

CLl: 白色玉髄。 白色～ 2.5Y7/1(灰 白色 )。 比重

2.54。 景J離面はたいへん平滑。乳白色塊状の部分と縞

状を呈する部分がある。

CL2: 白色玉髄。2.5Y8/2(灰白色)が主体。2.5Y5/3

(黄褐色)の部分を混 じる。比重2。 71。 景J離面はたい

へん平滑。乳白色塊状の玉髄。

CL3: 玉髄質頁岩 (泥岩)。 2.5Y6/3(に ぶい黄色 )。

比重2.56。 均質で、景J離面は平滑。粗い粒子で、20～

30μmほ どの石英がみられ、結晶化が進んでいる。有孔

虫化石 (?)を含む。

CL4: 白色玉髄。2.5Y5/4(黄褐色 )。 比重2.59。 透明

感があり、景J離面はたいへん平滑。500～ 600μ m、 200

～ 300μmの 円形の化石が含まれ、内部は白色玉髄が充

填している。

CL5: 玉髄。10YR5/4(に ぶい黄褐色 )。 比重2.68。

透明感があり、景J離面は平滑。灰白色部分をまだら状

に含む。500～ 600μ mの 円形の微化石を含む。

CL6: 玉髄。2.5Y6/4(に ぶい黄色)。 比重2.69。 灰白

色部をスジ状に含む。景J離面は平滑。結品化 してお

り、粒子が20～ 40μmほ どで、やや粗い。

CL7: 玉髄。10YR4/6(褐 色 )。 比重2.43。 透明感が

あり、剥離面はやや平滑。空洞が多 く、内部にぶどう

状の玉髄結晶が晶出している。

CL8: 10YR4/6(褐 色 )。 7.5YR3/4暗 褐 色 部分 を含

む。比重2.64。 透明感があり、剥離面は平滑。400μm

の珪藻化石を含む。空洞内部には、葡萄状の玉髄結晶

が晶出している。赤黒色の10～ 50μmの小さな結晶が

含まれる。

CL9: 2.5Y6/1(黄 灰色)。 白色玉髄。塊状で、灰白色

の小さい部分を含む。景J離面は平滑。125μ m、 200μ mの

微化石 (放散虫 ?)を含む。

CL1 0: 2.5Y7/3(浅 黄色 )。 比重2.75。 灰 白色の部分

をモザイク状に含む。剥離面は平滑。結晶化 してお

り、やや粗い。粒子は20～ 40μm。 空洞内部には石英

が晶出している。

CLll: 白色玉髄。微化石 (放散虫 ?)を含む。

2-7 碧玉 (鉄石英)

碧玉は23点 あり、黄褐色のJAl(い わゆる黄玉)と 赤

褐色のJA2(い わゆる赤玉)の 2母岩が確認されてい

る。」Alは上ⅣA石器群、JA2は 上ⅣC石器群 と関連す

る。

」Al: 2.5Y5/4(黄褐色 )。 比重2.59。 黄色が濃い部分

ができ、粒子状にそのまわりを透明玉髄が充填 してい

る。ttl離面は平滑。粒子の大きさは40～ 75μm。 赤色

音Бは7.5R4/6(赤色)。

」A2: 10R3/3(暗赤褐色 )。 比重2.69。 赤渇色の粒子

のまわりを透明玉髄が充填している。剥離面はたいへ

ん平滑。

2-8 その他の石材            :

蛇紋岩 4点、砂岩 4点、流紋岩 1点が得 られている。
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1)黒曜石

黒曜石は藁科 (2008)の 蛍光X線分析結果を黒曜石産

地の地理的グループでまとめると、「和田峠・男女倉」

169′点 (64.7%)、 「霧ケ峰」74ノ点 (28.4%)、 「八ヶ岳」13

点 (5。 0%)、 「その他」 5点 (1。9%)と いう結果がえら

れた。

石器群ごとにみると、上ノ原 I石器群では総数20点

で、財口田峠・男女倉」80%、 「八ヶ岳」20%であり、霧

ヶ峰が全 く含まれず、八ヶ岳の比率が高いことが特筆さ

れる。上ノ原Ⅲ石器群では総数110点で、財日田峠・男女

倉」62.7%、 「霧ケ峰」34.6%、 「八 ヶ岳」0.9%、 「その

他」1。8%で あった。その他 2点 は、新潟県羽根川産と

されるものである。上ノ原ⅣA石器群では総数127点で、

「和田峠・男女倉」65。4%、 「霧ヶ峰」28.3%、 「八ヶ岳」

5.5%、 「その他」0。8%であつた。その他の細石刃石器群

は総数 3点で、信州系は「八ヶ岳」の 1点のみで、ほか

は富山県二上山産に近似するデータであった。

同一産地とされた黒曜石にも、夕ヽ観上はかなり異なっ

た岩相のものが含まれている。このため、上ノ原遺跡出

土の黒曜石製遺物の母岩分類では、肉眼的な特徴を重視

した分類がおこなわれた。その後、産地分析がされた資

料を中心に、各母岩ごとに晶子形態を顕微鏡観察した。

その結果、同一の石材グループとされていたものの中に

も、晶子形態からみると異なった石材のものが混 じって

3 石器石材の原産地の推定

表 1 上ノ原遺跡 (第 5次)黒曜石産地分析

いることが確認できた。今回ははじめて試みたもので、

それぞれの黒曜石産地ごとの微晶・晶子形態の特徴、違

いをまとめるまでには至っていないが、黒曜石の石器に

関しては肉眼分類、蛍光X線分析法による産地分析に加

えて、晶子形態法を組み合わせることで、より詳細な黒

曜石の区分が可能になるものと思われる。

2)無斑品質安山岩

中部地方北部で無斑品質安山岩が比較的多 く分布する

のは、①長野一新潟県境の関田山地、②長野一群馬県境

の八風山、③石川県能登半島北部、④福井県勝山市報恩

寺山などである。これらの中で、上ノ原遺跡の石器石材

になっているものは、地理的、タト観上の特徴などから、

①の関田山地のものと考えられる。

関田山地は長野県飯山市から新潟県津南町にかけての

千曲川左岸の鍋倉山を主峰とする県境部の稜線をつ くる

山地である。関田山地南麓と千曲川一信濃川右岸の志久

見川流域では、鮮新世～前期更新世の魚沼層群に対比さ

れる志久見川火山岩累層の中に無斑品質安山岩が含まれ

る (島津ほか1983、 志久見川団研グループ1991、 島津・

立石1993)。

関田山地安山岩産地で野尻湖遺跡群に近いのは、飯山

市常郷の運上川以束の千曲川左岸側の支流域である。津

南町・栄村にまたがる志久見川流域では、北野川の極野

産地名 上ノ原 I石器群
台形石器群

上ノ原Ⅲ石器群
杉久保石器群

上ノ原ⅣA石器群
尖頭器A石器群

その他
細石刃石器群

縄文 合 計

「和田峠口男女倉」 16(80.0) 69(62.7) 83(65.4) 1(100.0) 169(64.7)

和田峠第1群

和田峠第2群
和田峠第3群
和田峠第4群
和田峠第5群
和田峠第6群
鷹山一和田

7

1

1

7

３７

７

４

１

‐２

６

２

３ ３

　

７

５

‐ ９

６

‐ ３

７ ７

７

‐ ３

６

３‐

１ ３

２ ２

「霧ケ峰」 38(34.6) 36(28.3) 74(28.4)

霧ケ峰群
観音沢群
うつぎ沢群
立科群

‐ ８

７

　

‐ ３

‐ ８

‐ １

‐

６

36

18

1

19

「八ヶ岳」 4(20.0) 1(0.9) 7(5.5) 1(33.3) 13(5.0)

双子池群
麦草峠群
冷山群

1

「その他」 0(0) 2(1.8) 1(0.8) 2(66.7) 5(1.9)

羽根川群
UH35群
UH63群
UH66群

1

合 計 20(100.0) 110(100.0) 127(100.0) 3(100.0) 1 261(100.0)
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から釜川の前子などにかけて無斑品質安山岩が多 く分布

する。これらは魚沼層群の中部・上部累層に相当し、

1.76～ 1.32百 万年前 (島津・立石1993)と 推定されてい

る。

志久見川累層の多 くの安山岩類は、細粒部の石基の輝

石が単斜輝石のみからなるビジョン輝石質岩系で、Fe

/Mgの比が高いソレアイ ト岩系に属す。とりわけ、反

里・前子部層の無斑品質安山岩は、著 しくFe/Mg比

が高いアイスランダイトとされるものである特徴がみら

れる。

3)頁岩類

石器に使われる珪質頁岩の成因は、従来、第三紀層中

で続成作用の進行 した段階のものが主要なもので、女川

層 (秋 田県)、 草薙層 (山形県)、 七谷層 (新潟県)な ど

に堆積層としてある程度ひろく連続するものだというイ

メージをいだいていた (た とえば中村1986な ど)。

ところが、石器石材に適した珪質頁岩は地層が連続す

るどこにでもあるものではなく、山本 (1989)が 最初に

可能性の指摘をし、秦 (1998)が 明らかにしたように、

珪質頁岩はノジュールとしての限られた産出であり、さ

らに田村ほか (2004)は 石器素材になる珪質頁岩は七谷

層などの上部凝灰岩層の中にある泥岩質の岩片が珪化を

受けて「珪質頁岩」になっていることを明らかにした。

なお、田村 (2005)は この種の珪質頁岩を「火砕泥岩

訴い｀

斜線部 :無斑晶質安山岩を含む火山岩類

(志久見川累層前子部層 。上郷累層反里部層

および桑名川火山岩層をコンパイル)

図示 したもののほか、千

曲川南方の毛無火山の泉

平、明石、高倉山下、坪

山の各溶岩が無斑品質安

山岩を含む

(柳沢ほか2001)

(火砕性堆積物中泥岩片 )」 と呼ぶことを提唱している

(注 5)。

上ノ原遺跡の頁岩類は、玉髄質珪質頁岩、珪質頁岩、

凝灰質頁岩、黒色頁岩、灰色系凝灰質頁岩などに細分さ

れる。上ノ原遺跡の頁岩類は、珪質のものでも、珪質頁

岩の本場といわれる秋田県、山形県の石器石材となって

いる珪質頁岩と異なり、典型的な褐色の珪質頁岩とは微

妙に色調やタト観が違って見えるものが多い。使用石材の

絶対量からは、凝灰質頁岩が多 く確認されている。これ

らは、色調、火山灰の含有量 (凝灰質の程度)、 珪化の

度合いなどが異なるものが多 く見られることが特徴であ

る。

珪化のいちじるしい玉髄質のものや珪質頁岩 も含め

て、上ノ原遺跡の頁岩類は、山形県以北の典型的な珪質

頁岩の搬入品はまず認められず、新潟県中・北部の七谷

層とその相当層に由来するものが多いと考えられる。こ

れらの地層中での産状は、ノジュールや泥岩、凝灰岩な

どの礫が著しい珪化作用を受けて珪質になり堅固になっ

た岩石と推定される。このような産状は、田村 (2005)

が日本海側では、新潟県朝日村の日倉山層、関川村の下

関層、阿賀町三川・上川の天満層、南魚沼市の上野層な

どのものを紹介 している。

この指摘を受けて、筆者も日倉山層や下関層の産状を

確認して、上ノ原遺跡の頁岩類の多 くは、おもに新潟県

域の七谷層相当層中に礫状に包含されるものが主体にな
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図 1 関田山地・津南町周辺の無斑晶質安山岩 (中 村1997)
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っていると考えた。新潟県南部の西頸城の難波山層や長

野県内の同層準には、このような産状は未確認であり、

石器石材となっている頁岩類は中越～下越のものと推定

される。具体的な候補地としては、朝日村の日倉山層、

関川村～新発田市の下関層、阿賀町三川・津川・上川の

天満層、南魚沼市の上野層、三条市下田の七谷層、魚沼

市守門・入広瀬の西名層などが考えられる。

主として中新世女川階の珪質堆積岩が珪化を受けて固

い緻密な珪質頁岩になる成因については、以下のように

考えられている (中村2007)。

海成の珪質堆積物では、大量に含まれる珪藻遺骸や火

山ガラスとして取 り込まれた珪酸分が堆積後の圧密 と

地温の上昇によって生 じる続成作用により、オパールA

(非品質シリカ)か らオパールCT(低温型クリス トバラ

イトとトリデイマイトが積み重なった構造)を経て、石

英に変化することが知られている。この作用により、海

底に堆積 した珪藻質軟泥から珪質頁岩やチャー トが形成

される (水谷伸治郎1976、 1987)。 この作用の進行 とと

もに、岩石中の粒子間に閉じ込められた水が抜け出し、

粒子同士が密に接 し、さらに新 しい鉱物が自生して、粒

子同士が結び付けられるセメント化 (膠結)作用がお

き、その結果として岩石中の隙間の比 (孔隙率)が減少

し、比重が増加するという変化がおきている。

青柳宏一 (1978)に よれば、泥質堆積岩では、孔隙

率が50%で 比重が1.83、 40%で 1.99、 30%で 2.15、 20%
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図2 頁岩類、玉髄および類似石材の比重比較 (中村2007)
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で2.32、 10%で 2.48、 5%で2.57と なる。そ して、Kano

(1979)は 、珪質頁岩を特徴 とする秋田県の中新世女川

層の珪質堆積物 (珪質頁岩など)を 材料 として、オパ

ールA段階で珪藻岩の比重が0。7であるものが、オパール

CT段階のポーセラナイ ト (陶 器岩)で 1.2～ 2。 0、 さら

に石英段階のポーセラナイ ト質チャー トやチャー トで

1.8～ 2.5以上と変化することを明らかにしている。

新潟県下で確認されたような局所的・集中的な珪化作

用によって形成された珪化泥岩や珪化凝灰岩などの「珪

化岩」の場合は、続成時間・深度が増大して珪化作用が

進行 したのでなく、続成作用ではまだ進んでいない段階

にもかかわらず、その場所に局部的な強い熱水作用 (珪

化作用)が及んだ影響で、堆積物中に玉髄などの珪酸鉱

物が大量にしみ込み・沈殿 して硬化 し、比重が大きくな

ったものである。この場合、珪酸鉱物がオパールか玉髄

ないし石英のいずれかで比重が違うことが予測される。

珪酸鉱物の比重はオパール2.1、 玉髄2.55～ 2.63、 石英

2.65と 、大きな差があるので、区別する指標 として便不U

である (図 2)。

したがって、珪化作用の進行度は比重を測定すること

で、圧密 と珪酸分の充填度を判定することが可能であ

る。このため上ノ原遺跡の頁岩、凝灰岩、玉髄、および

碧玉 (鉄石英)の全母岩について比重の測定をおこなっ

た。

玉髄質珪質頁岩は比重2.52～ 2.67と 玉髄・石英に近い

値を示す。充填物質が石英か玉髄のどちらかを調べるた

めに、砕片の縁辺部を偏光顕微鏡で検鏡 したと

ころ、微細な石英の集合であることから玉髄で

あることが確認された。珪質頁岩は比重2.38～

2.78で、珪化の程度によって変化がみられる。

凝灰質頁岩は比重2.40～ 2.66と 比較的大きいも

の (Tl)と 、比重が2.20～ 2.44と 比較的小 さ

いもの (T2)がみられる。前者はより珪化が

進んだ珪質凝灰質頁岩が多い。黒色頁岩は比

重2.44である。灰色系凝灰質頁岩は比重2.47～

2.71と 珪化が進んでいないにもかかわらず、比

重が大きいのは火山灰に含まれる重鉱物や鉄鉱

物の影響だと推定される。

このように、上ノ原遺跡の頁岩類の比重は、

凝灰 質頁岩 (T2)2.20～ 2.44、 凝灰 質頁岩

(Tl)2.40～ 2.66、
:珪質頁岩2.38～ 2.78、 玉髄

栃
尾

下
関

比
重
範
囲
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質珪質頁岩2.52～ 2.67である。なお、関川村下関層の獅

子舞岩のいわゆる「半透明の頁岩」 (珪質頁岩ノジュー

ル)は比重2.41～ 2.52と いう値を示 し、上ノ原遺跡の珪

質頁岩と同程度の比重範囲にある。上ノ原遺跡の頁岩類

は、珪化の弱い2.20か ら最 も珪化が進んだ2.67ま で、連

続的に比重が増加 しており、これらが一連の変化の過程

にあるものと考えられる。

頁岩類の中には、顕微鏡観察により多 くの微化石が

確認された。放散虫がSH3、 4、 5、 34、 53、 68、 72、 73

などに確認された。明確な有孔虫化石は、SH39、 42、

45、 53、 60、 65、 66、 82な どに確認された。さらにカイ

メン骨針化石がSH48に 、大形化石がSH58と 63に含まれ

ている。       ′

4)凝灰岩

上ノ原遺跡の凝灰岩には、灰色系凝灰岩と白色系凝灰

岩があり、頁岩類とした中の凝灰質頁岩とは火山灰の合

有量が違うだけで、似たようなものと推定される。灰色

系凝灰岩は比重2.41～ 2.89と 頁岩類よりも大きな値のも

のも含まれる。灰色系凝灰岩はデイサイ ト～安山岩質

で、珪化の程度が弱いものが多 く、比重が大きい原因は

珪酸分ではなく、火山灰に含まれる重鉱物や金属鉱物を

含むためだと推定される。白色系凝灰岩は流紋岩質でや

や軟質であり、比重は2.07～ 2.39と 小さく、珪化 も進ん

でいない。

凝灰岩については、産地の推定ができていないが、頁

岩類 と同じような産地のものである可能性がある。新潟

県西頚城の難波山層には凝灰岩がほとんど伴わないこと

から、それより北側の地域の可能性がある。十日町市周

辺の旧石器時代、縄文時代の石器石材には、上ノ原遺跡

と共通する凝灰質頁岩や凝灰岩が比較的多 く組成するこ

とか ら、魚沼丘陵の魚沼層下半部の礫層の中に含 まれ

る、南魚沼地域の七谷層相当層起源の礫に起因する可能

性 も考えられる。

このほか、良質の緑色凝灰岩がわずかに出土している

が、これらは中新世津川層に由来するものであり、津川

層相当層の分布域のものか、あるいは頁岩類の産地に礫

として含まれるものと推定される。

5)チ ャー ト

中部地方北部でチャート原岩が分布するのは、新潟県

の姫川流域、長野県の千曲川上流の関東山地、そして犀

り||(梓川)上流の北アルプスの 3か所である (図 3、 図

4)。 各河川のチャー ト礫調査を実施 したところ、姫川

では、灰色系や赤紫色のチャー トが分布するが、チャー

ト分布域から河口までの距離が短 く、海岸部でも亜円礫

であり、それ以上に円磨した礫は存在 しない。また、千

曲川水系の関東山地には灰色系のチャートは多いが、赤

図4 中部地方北部のチャー トの分布
(1/20万地質図幅「富山」「高山」「飯田」「高田」「長野」「甲府」をもとに作成)
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図3 関東・中部地方のチャー トを含む中・古生層の分布
(日 本の地質「中部地方 I」編集委員会1988、 Otuka1989を もとに作成)
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褐色のものは見 られなかった。千曲川を上流から長野盆

地まで踏査 したところ、長野盆地付近では関東山地起源

のチャー ト礫はきわめて少数で、盆地内のチャー ト礫の

大半は犀川から供給されたもののようであった。

上ノ原遺跡のチヤー ト製石器を見ると、岩相や自然面

の状況からやや大 きな円～亜円礫のチャー ト礫が選択さ

れており、その点から多 くが犀川系の北アルプス起源の

ものと推定される (中村2005)。

6)玉髄

玉髄 (chalcedOny)は微細な石英で、細い繊維状の石

英 と微量のオパールの集合体である。玉髄は白色ない

し無色でやや透明感を持つものが一般的であるが、赤色

や黄褐色のものもみられる。成因は、シリカに富んだ火

成岩や熱水性岩脈に伴い、二次的に火成岩の空洞を充填

して産するものである。野タトでサンプルとして採集でき

るものは、概 して厚さが 2 cm以下の薄いものがほとんど

で、景J離面が滑 らかでないため、大型石器や規格的な石

器の製作には不向きのものが多いのが実態である。

上ノ原遺跡の「玉髄」製石器は、尖頭器をはじめ透明

感をもつものは稀で、ほとんどは、細粒、級密で、脂肪

光沢を有 し、平滑な景J離面をもつことを特徴とする。こ

の石材は、詳細に検討したところ、細脈状の産状で景j離

面が滑らかにならない一般的なタイプの玉髄とは岩相を

異にしている。

石器中には、100～ 450μ mほ どの円形の放散虫や有孔

虫、珪藻化石が含まれており、これらは泥岩もしくはガ

ラス質の凝灰岩などの堆積岩を起源としていることがわ

かる。その後、著しい珪化作用をこうむり、玉髄が大量

にしみ込んで、玉髄質になったものと推定される。

CL8に は、直径約400μmの 円形の珪藻化石が立体的な

形で含まれてお り、中心ロタラシオシラ科ステファノデ

イスクス属 Sれ勁"∝
おευS Sp.と 同定された。表面の隔

壁の模様もよく保存されており、淡水産の珪藻である。

ただし、この大きさの珪藻はほかにはあまりなく、上ノ

原遺跡の頁岩類、凝灰岩、玉髄中にみられる円形の微化

石の大部分は海水産の放散虫や有孔虫のものと思われ、

珪藻は少ないだろうとのことである,(注 6)。

玉髄の成因と原産地の状況を明らかにするため、新潟

県長岡市栃尾の刈谷田川水系の玉髄調査をおこなった

(中村2007)。 刈谷田川水系の玉髄は、その岩相から4タ

イプに区分された。

タイプ 1は、板状に岩石の割れ目を充填するもので、

厚さ 5 mm～ 2 cmほ どで白色透明で、平滑な表面は少な

い。タイプ2は、楕円形の空洞の内部に、同心縞状に玉

髄が形成されたもので、白色～褐色で、景j離面は平滑で

ある。タイプ3は、流紋岩質の岩脈によるものと推定さ

れ、黄褐色～白色で、結晶化が進んでいるため粒子が粗

いものである。タイプ4は、珪化 した泥岩・頁岩で、玉

髄脈の周 りの泥岩が珪化作用を受けたり、凝灰岩中でノ

ジュール状に泥岩の礫が珪化作用を受けてできたものと

考えられる。青灰色～灰白色で、風化面は黄褐色や白色

になる。細粒で、景J離面はたいへん平滑である。玉髄が

多 く充填 したものは、光沢が強く、硬 くなっている。タ

イプ 1～ 3は 、熱水作用等による脈岩起源の玉髄であ

る。タイプ4は、堆積岩が 2次的に珪化をうけてできた

玉髄や珪化泥岩である。

タイプ 1～ 3の ものは、シリカ鉱物がオパールか玉髄

ないし石英のいずれかで比重は決定するが、タイプ4の

ものは続成・珪化の段階によってシリカ鉱物の組成が異

なり、比重が違うことが予測される。刈谷田川のサンプ

ルでは、タイプ 1が2.50～ 2.67、 タイプ2が2.61、 タイ

プ3が2.62～ 2.65、 タイプ4が2.09～ 2.51と いう値を示

す (図 2)。

上ノ原遺跡のCL3、 4、 5、 9に は放散虫 と思われる微

化石、CL8に 珪藻化石が含まれることから、これらは上

述のタイプ4の ものであり、比重は2.56～ 2.68の範囲内

にある。すなわち堆積岩起源の玉髄と思われる。また、

比重2.71の CL2は 斑状の岩相の白色玉髄で、化石を含む

ものと同様の夕ヽ観を示すものであり、タイプ4と 思われ

る。CL6、 10は 比重2.69～ 2.71であり、結晶化が進んだ

基 目のやや粗い外観のものであるが、堆積岩起源か否

かは判断できない。CL単の7291は 比重2.63の透明感が強

い玉髄であり、これはタイプ 1の ものである可能性が

ある。7291は きわめてなめらかな剥離面をもつものであ

り、タイプ1と しては珍しい岩相のものである。

上ノ原ⅣB石器群の細身の尖頭器9607は 白色玉髄CL単

であり、全長85mmで ある。有孔虫もしくは放散虫化石と

思われる楕円形の透明部を含むものであり、すべて景J離

面で構成されることから、素材となった原石は10cm以上

の白色玉髄 と推定される。神子柴遺跡 (林茂樹ほか編

2008)の全長171mmの 大形尖頭器にも、同様の白色玉髄
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が使用されている。また、仲町遺跡バイパス地点 (鶴 田

ほか編2004)か らは、保存長155× 120× 95mmの 白色玉髄

製の大形石核が報告されている。自然面の形状からは、

直径20cm以上の円礫で、衝撃痕が非常に多 く、粗い表面

の礫が素材となっている。

これらの「大形玉髄」の原産地は、高橋春栄氏が確認

した阿賀野市笹神丘陵南部の鮮新世笹神層の礫層が候補

地の 1つ となる。土橋 (2003)に よれば、阿賀野市安田

の円山遺跡の石器石材に、この玉髄が多 く使用されてい

て、原産地の阿賀野市笹神大室では2～ 20cm程 度の大

きさの玉髄が多 く、色調は表面が自色で中心部が薄い飴

色、あるいは表面が薄い飴色の縞模様で中心部が自色な

どである、と記載されている。

このような大形玉髄の原産地は、阿部 (2006)な どで

も追跡されているが、まだ解明されていないという。長

岡市栃尾地域の玉髄原産地は、鮮新世西山層に対比され

る牛ヶ首層 (含礫泥岩相)に礫として含まれるものや、

中新世後期の猿倉岳層五百山角閃石安山岩部層に含まれ

る細脈状のものであり、これまでの調査では良質の大き

な石材は未確認である (中村2007)。 また、岩船郡関川

村下関の下関層 (七谷層相当層)か らも「白色玉髄」は

採集できたが、大きなものは未確認である。

旧石器時代、縄文時代の石器 として、この「白色玉

髄」が多 く用いられる地域は、新潟県と長野県北部、山

形県などであり、これまで判明したところでは、新潟県

中・下越地方の限られた地域に産出する特殊で貴重な石

材であった一 という見通しをもっている。

7)碧玉 (鉄石英)

鉄石英は、新潟県の中新世津川層に多いものであり、

佐渡では少し古い時期の真更川層のものがよく知られて

いる。本州側では、新潟県新発田市の加治川流域、東蒲

原郡阿賀町津川・上川周辺、三条市下田の五十嵐川上流

域、魚沼市入広瀬の破間川流域、長野県北安曇郡小谷村

の横川流域、群馬県下仁田町などに産地がある。一般的

には、熱を受けて結晶化が進んで、粒子が粗 くなってい

て、石器に不向きのものが多いが、本遺跡の鉄石英は、

低温で沈殿 して形成されたもので、粒子が細粒・級密

で、いい石器石材である。原産地は特定できないが、長

野県小谷村か新潟県域のものである可能性がある。

8)蛇紋岩

蛇紋岩は長野・新潟・富山県境の青海一蓮華帯に産す

るもので、白馬村の八方山周辺、小谷村から糸魚川市の

姫川流域、糸魚川市から朝 日村にかけての蓮華温泉周

辺、そして糸魚川市青海の青海川流域などに大きな岩帯

がある。

玉髄、碧玉 (鉄石英)、 蛇紋岩などの礫の最 も近い採

集候補地は、関川の谷を上 りつめ乙見山峠をこえて小谷

村の姫川へ下りるルー トで、約30kmの 距離である。

9)砂岩

敲石に使用されている砂岩は、堅固な岩質のもので、

中生代の美濃帯のものと推定され、小さな円礫であるこ

とから、長野盆地の犀川一千曲川の河床が採集地と考え

られるものである。

1)は じめに

上ノ原遺跡のチャー ト母岩のうち、CHl、 12、 13、

21、 22の赤褐色チャー トは、野尻湖遺跡群から約25km南

方の長野盆地を流れる犀川一千曲川に河川礫として分布

するもので、「犀川赤褐色チャー ト」とされたものであ

る (中村2005)。 その後、上流部の石材調査を実施 し、

これらが最上流の松本市奈川の奈り|1流域にのみ分布 し、

中生界の美濃帯、沢渡コンプレックスに属すものである

ことが判明した。また、赤褐色一灰色チャー トCH14、

チャー ト原石の採集地の推定

15も 、上述の範囲に部分的にみられる岩相である。

原岩分布域が判明したことにより、これらのチャート

石材を「奈川赤褐色チャート」と呼ぶことにしたい。チ

ャートの石材調査の詳細な記載は別稿でおこなう予定で

あるが、ここでは上ノ原遺跡のチャート製石器と奈川一

(梓川)一 犀川一千曲川におけるチャート礫の形状と表

面構造の比較をおこなう。
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2)チ ャート礫の形状と表面構造 (図 5、 図 6)

原産地・奈川流域 (松本市奈川)

梓川流域には、美濃帯が広 く分布 しているが、おおむ

ね北東―南西方向の地質分布をしており、松本盆地から

奈り|1渡ダムまではこの方向にそつている。ダムより上流

では、奈川が南に、本流の梓川は北西に谷の方向が変わ

る。奈川赤褐色チャー トをはじめとした良質のチャー ト

原岩が多 く分布するのは、境峠断層より西側の奈川とそ

の支流分布域で、旧奈川村の範囲に位置する。

奈川の金原、黒川渡、田ノ萱の礫の特徴は、亜角礫

(円磨度 2)～亜円礫 (円磨度 3)で、層理面とそれに

直行する節理面に規制された平面が多 く残存 した、方形

に近い形状を呈する。衝撃痕はほとんど見られない。礫

径は3～ 20cmで、10～ 15cmの ものが多い。この地域の

チャー トは、層状チャー トが多 く、そのため源流域でも

大きなチャー ト礫はあまりみられない。

長野盆地上流・犀川 (長野市安茂里)

犀川が長野盆地に入る安茂里・小市から裾花川と合流

する丹波島橋 (青木島)付近では、犀川は扇状地をつく

り、盆地内としては河川勾配がやや大きく、やや急流と

なっている。

小市～丹波島橋付近の現河床では、奈川赤褐色チャー

トは極めて稀であるが、これは奈川渡ダム建設後、奈川

からの礫供給が絶たれ、なお現在に至るまで礫の移動・

堆積作用が大きな場所であるので、良質チャー トの比率

が低下しているためと思われる。

小市、丹波島橋のチャー ト礫は、大きめのものでは12

～ 15cm程度の大サイズのものが多 く、亜円礫 (円磨度

4)が主である。礫の表面は少し凸凹しており、衝撃痕

は小市ではやや多いが少し削れているのに対 し、丹波島

橋では衝撃痕がたいへん多 くなり、表面は荒い。両所と

も衝撃痕同士の合間の谷部が凹んでいて、荒い表面とな

っている。表面は濁りが多い。

長野盆地中流・犀川合流部付近 (長野市大豆島～屋島)

犀川と千曲川が合流する落合橋、屋島橋の付近では、

河川勾配が減少 して川の流れがやや緩やかになり、広い

川原が広がるようになる。

落合橋 (大豆島)、 屋島橋のチャー ト礫は、大きめの

ものでは8～ 1lcm程度の大から中サイズものが多 く、

亜円礫 (円磨度 4)が主である。礫の表面には衝撃痕が

多いが、大分削れている。平滑面は濁 りが多い。衝撃痕

同士の合間の谷部は、ごく少し窪む程度であるが、落合

橋では窪みがやや大きいものも含まれる。屋島橋のもの

は、全体に表面はなめらかになっている。

長野盆地下流・千曲川 (小布施町～中野市立ヶ花 )

千曲川は幅広い川原を広 く流れ、勾配が緩やかで流速

も緩やかになっている。下流域のチャー ト礫は、小布施

橋 (小布施町)では 6～ 8 cm、 浅野 (長野市豊野)で

は5～ 6 cm、 立ヶ花橋 (中 野市)では4～ 7 cmの 中サイ

ズのものが多 く、まれに10cmを超える大サイズのものが

見られる。亜円礫 (円磨度4)～円礫 (円磨度 5)が多

く、まれに超円礫 (円磨度 6)が見られる。

礫の表面はかなり水磨されてなめらかに削 られてお

り、凹凸は少なく、平滑面が多 く、表面の濁 りは少な

い。衝撃痕は削られて痕跡が残る程度である。

これより下流では、飯山市五位野付近までは 5 cm以 上

の中程度のチャート礫が分布するが、飯山市大倉崎 (大

関橋)よ り下流域では、 3～ 4 cm程 度の小サイズのもの

が主体となり、旧石器時代の石器素材となる大～中サイ

ズのチャー ト礫は見られなくなる。

3)上ノ原遺跡チャー ト製石器の素材に関する記載

上ノ原遺跡のチャー ト製石器の自然面の状況には、3

つの段階が認められる (表 2)。

タイプ1: 衝撃痕が多 くできていて、削れが少なく、

表面の荒いもの。

タイプ2: 衝撃痕が多いが、削れている状態のもの。

タイプ3: 表面がいちじるしく削れていて、衝撃痕が

あまり残っていないもの。

表面に自然面が残存するおもな遺物は、以下の記載の

とおりである (注 7)。

CHl 石核 8088(12VH3-102)上 ⅣA: 62.0× 48.7

×37.8mm、 扁平な円礫、円磨度 5。 衝撃痕が多 く、

衝撃痕率80%で、衝撃痕の直径は主なもので、5。 7、

5.5、 5.2、 4.4、 3.8mmで ある。平滑面は少 しあり、表面
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1 奈川・黒川渡 2 長野・小市

3 長野・丹波島橋 4 長野・落合橋

5 長野・落合橋 6 長野・屋島橋

7 小布施・小布施橋 8 長野豊野・浅野

9 中野・立ヶ花

図6 奈川～千曲川のチャー ト礫の自然面、

10 飯山・五位野

実体顕微鏡写真 ×10
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の濁 りはない。表面はかなり削れがあり、衝撃痕は大

きく削れた状態であるが、明瞭である。タイプ 2。

CHl 接合資料214 9371+9397 上ⅣA: 41.1× 33.7

×30.4mm、 推定 7 cm以上の円礫。衝撃痕率60%で、衝

撃痕の直径は主なもので4.2、 3.7、 3.4、 2.6、 2.5mmで あ

る。平滑面は少 しあり、表面の濁りはない。表面はか

なり肖Jれがある。タイプ 2。

CH2 石核 7937 上ⅣA: 77× 42× 60mm、 推定10cm

±のやや丸みをもつ亜円礫で円磨度 4～ 5。 衝撃痕

率は少なく、20%。 衝撃痕の直径は、129、 68、 47、

46、 29mmである。平滑面は著しく削れている。平滑面

は多 く、濁 りがある。タイプ 3。

CH2 二 次加 工景J片 8477 上 ⅣA: 44.6× 31。8×

24.8mmで 、推定 5 cm以 上の亜円礫である。衝撃痕はな

く0%、 表面は著 しく削れていて、平滑面が多 くあ

り、濁 りが強い。タイプ 3。

CH2 接合12 上ⅣA: 56.4× 31.7× 42.4mmで 、推定 7

cm以上の亜角礫。平面が多い形。衝撃痕は少なく、10

%以下。衝撃痕の直径は6.7、 2.3、 2.2mm。 表面は著 し

く削れていて、平滑面が多 くあり、濁 りが強い。タイ

プ 3。

CH3 剥片  6610 上 I :  34.5× 27.3× 11。 7mm。 イ青撃

痕が多 く、その直径 は4.5、 4.4、 4.4、 3.5、 2.9mmで あ

る。表面は少 し削れていて、平滑面は不明。タイプ

2。

CH3 石核  6592 上 I :  56.8× 47.8× 26.6mmで 、 推

定の 7 cm以上の円礫。衝撃痕がたいへん多 く、衝撃痕

率は100%で、衝撃痕の直径は5。 6、 5.4、 5。 3、 2.9、 2.7

mmで ある。表面は少し削れるが、荒い。タイプ 1。

CH4 接合 6 上 I :  72。 0× 45.5× 30。 lmmで、 推定 8

cm以上の円礫。衝撃痕はたいへん多 く、衝撃痕率100

%である。表面は少し削れるが、荒い。タイプ 1。

CH4 剥片  6315 上 I :  47.7× 42.2× 11.6mmで 、 」腫

定 7～ 10cm以上の円～亜円礫である。衝撃痕は多 く、

その直径は7.1、 6.5、 6.1、 5.5、 3.7mmで ある。表面は少

し削れる。タイプ 1。

CH5 石核 8311 上ⅣA: 49.0× 43.1× 39。 lmmで、推

定 6 cm以上のやや丸みをもつ亜円礫で円磨度 4～ 5。

衝撃痕率は20%で、衝撃痕の直径 は5.3、 4.8、 3.8、

3.6、 2.5mmで ある。表面は著 しく削れていて、平滑面

は多 く、濁 りがある。タイプ 3。

CH5 景J片  7972 上ⅣA: 31。 0× 22.3× 7.5mmで、か

なり大 きな礫 と推定される。衝撃痕は多 く、その直

径は6.5、 6。 1、 5.8、 4.9、 4。Ommである。表面は少 し削れ

る。タイプ 2。

CH9 剥片 6601 上 I :  43.2× 38.9× 15。 lmm、  1佳 定

7～ 10cm以上の円礫。衝撃痕はたいへん多 く、その

直径は5.2、 4.8、 4。 0、 3.9、 2.2mmで ある。表面は少し削

れるが、荒い。平滑面が少しあり、濁 りはある。タイ

プ 1。

CHll 景J片 735 上ⅣA: 42.2× 27.6× 16.2mmで 、

推定 5 cm以上の亜円礫である。衝撃痕は多 く、衝撃

痕率50%で、その直径は3.7、 3.3、 2.8、 2.4、 2.2mmで あ

る。表面はいちじるしく削れる。平滑面があり、濁 り

は強い。タイプ 3。

CH14 剥片  6322 上 I : 32.0× 22.0× 8。4mm、 推定

5～ 7 cm以 上の円礫。衝撃痕はたいへん多 く、その直

径は4。 4、 3.6、 3.6、 3.3、 2.7mmで ある。平滑面はなく、

表面は磨耗で少 し削れている。タイプ 2。

CH14 接合33 上 I : 53.4× 47.8× 20.8mm｀で、推定 6

cm以上の亜円礫～円礫。衝撃痕は多 く60%で 、その直

径は4.2、 3.2、 2。 7、 2.2、 2.Omm。 平滑面はあり、少し濁

る。表面は荒 く、削れる。タイプ 2。

CH15 接合資料 7 6326+6327 上 I : 56.8× 54.3

×45.4mmで 、推定 7 cm± 、厚さ4.5cmの 四角張った亜円

礫で、円磨度 4。 衝撃痕率は60%で、衝撃痕の直径は

59、 41、 34、 30、 28mmである。表面は磨耗で若干削れ

があり、平滑面はあり、濁りは強い。タイプ 2。

CH17 接合資料10 6583 上 I: 52.1× 45.8× 17.5mm

で、推定 8～ 10cm以上の円礫。衝撃痕はたいへん多

く衝撃痕率100%で、その直径は8.1、 6.4、 3.7、 3.6ギ

3.2mm。 表面は少 し削れるが、荒い。平滑面はない。

タイプ 1。

CH18 石核 3993 上 I: 38.8× 32.0× 26.2mmで 、推

定 5～ 7 cm以上の円～亜円礫。衝撃痕が多 く、その直

径は4.6、 4.0、 2.6、 2。 0、 1。Ommで ある。表面は削れてい

て、平滑面はわずかにある。タイプ 2。

CH19 景J片  7987、 8126 上 ⅣA: 42.4× 23.6× 8。8

mmで、推定 7 cm以上の大 きな亜角礫。衝撃痕がある

が、いちじるしく削れている。衝撃痕の直径は5。 3、

3.7、 3.1、 2.2、 1.9mmで ある。平滑面はあ り。タイプ3

で、とくに削れがいちじるしい。
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CH20 接合資料211 6358+6449 上 I :  69。 3× 47.0

×27.Ommで 、推定7.0× 4.7の 亜円礫。衝撃痕はあ り、

衝撃痕率30%で、その直径は5。 9、 3.6、 3.4、 3。 0、 2.8mm

である。表面は削れるが、衝撃痕は認められる。平滑

面が多 く、濁 りは少ない。タイプ 2。

CH21 石核 9761(14AD4-23b)上 ⅣB: 41。 0× 28。0

×14.6mm、 推定 5～ 6 cm以 上の円～亜円礫。衝撃痕率

は50%で、衝撃痕の直径 は6.1、 3.5、 3.5、 2.7mmで あ

る。平滑面はやや多 く、表面に濁 りはない。表面は磨

耗でかなり削れている。タイプ 3。

CH単  剥片 6319 上 I : 61.6× 30.8× 15。 7mmで 、 推

定 8～ 10cm以上の亜円礫。衝撃痕はやや多 く、衝撃

痕率は約30%、 その直径は4.5、 4.1、 3.5、 3.4、 2.3mmで

ある。表面はいちじるしく削れていて、平滑面が多

く、濁 りがある。タイプ3で、とくに削れがいちじる

しい。

CH単 石核 9760 上ⅣB: 41.5× 31.1× 19。 5mmで、

推定4.5× 3。Ocmほ どの丸みのある亜円礫。衝撃痕は

やや多 く、衝撃痕率は50%で、その直径は4。 7、 3.7、

3.3、 2.7、 2.6mmで ある。表面は削れていて、平滑面が

あり、濁 りがある。タイプ 2。

4)上ノ原遺跡のチャート礫の採集地の推定結果

CH3、 4、 9、 17は、タイプ 1の荒い表面をもつもの

である。タイプ 1は現在の河川では、長野盆地上流の犀

川で安茂里小市から丹波島橋付近に見られるものに一致

する。記載 したものはすべて上ノ原 I石器群に属すもの

である。

CHl、 3、 5、 14、 15、 18、 20、 単は、タイプ2の表面

がある程度削れたものである。タイプ2は現在の河川で

は、長野盆地中流の大豆島から屋島付あたりの犀川一千

曲川合流部付近に見られるものに一致する。記載したも

のは、上ノ原 I石器群と上ノ原Ⅳ石器群 (A・ B)が同

程度にみられれる。

CH2、 5、 11、 19、 21、 単は、タイプ3の いちじるし

く削れたものである。タイプ3は現在の河川では、長野

盆地下流の小布施町から中野市立ヶ花あたりの千曲川に

見られるものに一致する。記載 したものは、多 くが上ノ

原Ⅳ石器群 (Aが主)に属 し、 1″点のみ上ノ原 I石器群

のものがある。

この結果、後期旧石器時代の前半期にあたる上ノ原 I

石器群では、素材となったチャー ト礫の採集地は、大半

のものが長野盆地上流と中流であったと推定される。タ

イプ1と したものは景J片があるだけで資料数が多 くない

ところから、採集地の中心は中流部であったと思われ

る。後期旧石器時代の後半期にあたる上ノ原Ⅳ石器群で

は、素材 となったチャー ト礫の採集地は、長野盆地の中

流から下流であったと推定される。

このように、チャー ト礫の表面構造から、それらの素

材の採集地が推定可能となった。

上ノ原遺跡の石器石材の産地・採集地には、 3つの方

向性がある。南ルー トとしては、黒曜石とチヤー ト、砂

岩がある。黒曜石は和田峠・男女倉が多 く、霧ヶ峰、八

ヶ岳など千曲川上流域の直線距離で80～ 90kmの産地の

ものである。チャー ト、砂岩は北アルプスの美濃帯のも

のであるが、採集地はすぐ南25kmの 長野盆地内の犀川―

千曲川の川原と推定される。

北東ルー トの石材 としては、新潟系石材である頁岩

類、凝灰岩、玉髄、碧玉 (鉄石英)は原産地が中・下越

地方と推定され、千曲川一信濃川ぞいに津南を経て、さ

らに北東方からもたらされたものである。近いところ

でも60kmの もので、主要な石材産地地帯は100～ 200km

まとめ・北の石材 と南の石材

の距離にあると想定される。このルー トの入口に関田山

地の無斑品質安山岩が位置する。25～ 40kmの距離にあ

る。

西ルー トの石材としては、姫川沿いの蛇紋岩、玉髄、

碧玉 (鉄石英)がある。関川から乙見山峠を越える道筋

で、最短部で30kmの距離である。

上述の中で、25～ 30kmの近距離に産地がある無斑晶

質安山岩、チャー ト、砂岩、蛇紋岩および玉髄・碧玉の

ごく一部分に関しては、原産地に準 じた「準原産地遺

跡」ともいえる存在である。これに対 して、黒曜石は、

80km以 遠のもので、新潟系石材の頁岩類、玉髄、碧玉は

近 くても60km、 遠いところなら100～ 200kmの距離が想
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定されるものである(表 3)。

石器群によって使用石材に

は偏 りがみられるが、上ノ原

遺跡は野尻湖遺跡群の中でも

有数の遺跡であり、約50%近

くを在地的な30km圏内の石材

が占め、約24%ずつを南方の

信州系黒曜石と北東方の新潟

系石材 (頁岩類・凝灰岩・玉

髄、碧玉)が占めるという石

材組成が見られる。これを各

石器群ごとにみていくと、以

下のとおりになる (表 4)。

上ノ原 I石器群では、南方

系の信州系黒曜石と長野盆地

のチャー トなどが約30%ずつ

占め、関田山地安山岩が補完

している。上ノ原Ⅱ石器群で

は、関田山地安山岩が大部分

を占めている。上ノ原Ⅲ石器

群では、新潟系石材と同ルー

トにある関田山地安山岩が

1/3ず つを占め、信州系黒曜

石が補完している。上ノ原Ⅳ

A石器群では、信州系黒曜石

が約半数を占め、関田山地安

山岩が1/4を 補完 している。

上ノ原ⅣB石器群では、新潟

系石材が約 7割 を占めてい

て、同ルー トにある関田山

地安山岩が1/4を 補完 してい

る。上ノ原ⅣC石器群では、

新潟系石材が大部分を占めて

いる。上ノ原ⅣD石器群は、

少数の資料で全体像がわから

ないが、関田山地安山岩によ

っている。

大佐渡

錯

 (

虐窒l髄) (誓空甲埋瞥響岩)

●

高岡・二上山

(黒曜石 )

関田山地・津南

(無斑品質安山岩 )
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湯ケ峰

(下 呂石 )

●

川

玉

津

碧
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曜

―
―
神

黒

根

＞

羽

石

広

＜

り||

髄 。珪質頁岩)

上

玉
　
一　
　
川

小国 ―飯豊・草薙層

(珪質頁岩 )

清津川 。上野

(珪質頁岩 )

下仁田道平川

(碧玉 )

100 km

表 3 上ノ原遺跡で使用された石器石材の産地と移動推定距離

岳 馴リツ
守門 。入去瀬漸 尾

轄
・

・

理シ リ現雲Fわ
(碧玉・玉髄 。珪質

姫川

図7 野尻湖遺跡群 と石器石材原産地・採集地

石材名 産地 遺跡からの直線距

黒曜石

信州系 和田峠・男女倉
霧ケ峰 90km

ノヽヶ岳 90km

その他 新潟県南魚沼市羽根川 ? 70km

富山県高岡市二上山 ? 110km

無斑品質安山岩 関 田 』地 (飯山市～津南町 ) 25-40km
頁岩類 斤潟系 (中・下越 ) 60km.100-200km
凝灰岩 新潟系 (中越 ?) 60km+?
チヤート 長野盆地 (長野市～中野市 ) 25km土

玉髄、碧玉(鉄石英)
新潟系 (中 口下越 ) 60km,100-200km
姫川 (ノ Jヽ 谷村 ) 30km+

蛇紋岩 姫川 (ノト谷村～糸魚川市 ) 30km+
砂 岩 長野盆地 (長野市～中野市 ) 25km土

表 4 上ノ原遺跡第 5次出土石器のルー ト別石材組成

石器群 総数
遠 方 の 股入石材 準在地系 の石材

E州 系黒曜石 新潟系石材 長野盆地 関田山地 姫りl

上ノ原 I石器群 242 72(29.8) 36(14.9) 73(30.2) 57(23.6) 4(1.7)

上ノ原 Ⅱ石器群 3.157 177(5.6) 3(0。 1) 2977(94.3)

上ノ原Ⅲ石器群 1.182 283(23.4) 458(38.8) 4(0.3) 436(36.9)

上ノ原ⅣA石器群 1.931 1.083(56.1 288(14.9) 75(3.9) 485(25。 1)

上ノ原ⅣB石器群 234(72.9) 9(2.8) 78(24.3)

上ノ原ⅣC石器群 664 658(9911 6(0.9)

上ノ原ⅣD石器群 99(100)
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上ノ原遺跡では、詳細な母岩分類をおこない、本論で

はそれらの石材記載をおこない、その原産地・採集地の

検討をおこなった。各石材について、岩石学的な特徴か

らそれらの区分・記載をおこなう上での新しい研究・記

載方法の提示を試行的におこなった。今回はそれらの有

効性について十分な検証はできなかったが、今後、この

点についてさらに追及していきたい。

あとがき

最後に、本論の研究・執筆にあたっては、赤羽久忠、

大塚勉、島津光夫、津金達郎、藤田剛の各氏にご助言を

いただいた。また、佐藤雅一氏には文献の便宜をはかっ

ていただいた。これらの方がたに記 して感謝する次第で

ある。

なお、本研究の一部には、平成17018年 度長野県科学

振興会科学研究費助成金を使用 した。

(注 1)黒 曜石の晶子形態の判定については、一部のものについ

て信州大学津金達郎氏にご教示をいただいた。ただし、多くは文献

と照らし合わせたものであり、誤 りが含まれているとすると筆者の

責任である。

(注 2)珪 質頁岩の中で珪化が著 しく進んでいて、典型的な玉髄

との区別がむつかしい中間的な段階のものを、どのような名称で呼

ぶのかという点について検討した。堆積岩起源のものでも、玉髄を

多 く充填されていて、外観上、玉髄的に見えるもの、「半透明の頁

岩」や「白色玉髄」については、正確には「玉髄質の珪質頁岩ない

し泥岩」であるが、「白色玉髄」については「玉髄」とした。母岩

分類では、頁岩類、凝灰岩、玉髄に区別されたものの中に、これら

の珪化岩が相互にまたがって存在している。地質 。岩石学的な成因

からは区別すべきであるが、今回は、この点については再区分をせ

ず、記載の中にその特徴を述べてある。

熱水作用により玉髄ないしオパールが充填して、固化した泥岩に

ついては、正確には「珪化 した泥岩 (珪化泥岩)」 であるが、石器

として加工された状態ではその判断が容易でないので、実際上は便

宜的に「珪質頁岩」として扱っている。

(注 3)「玉髄質」という用語は、神子柴遺跡の石器石材記載 (中

村2008)で、「玉髄化」としていた。しかし、玉髄化という用語は

適切でないので、「質」に変更する。鉱物学的には、充填する珪質

鉱物が玉髄か石英なのかを鑑定する必要があることを富山市科学博

物館の赤羽久忠氏にご教示いただいた。そこで、玉髄質珪質頁岩、

玉髄の砕片の縁辺部を偏光顕微鏡で検鏡 し、検鏡 したものはすべて

微細な石英が集合した玉髄であることを確認した。このため、玉髄

質という用語は妥当なものだと考える。

(注 4)チ ャー ト石材の記載で、以下の用語を新 しく暫定的に使

用した。

節理頻度 : 単位長あたりの節理の多さを示す。節理の本数÷長

さ (本 /cm)。 複数方向ある場合は、十で示 し、その交点の角度を

( )内 に記す。

景J離面の平滑度は、たいへんいい、いい、ややいい、やや悪い、

悪い一の5段階に区分した。

(注 5)田 村氏の「火砕泥岩」は重要な指摘であり、珪質頁岩の

産状について多 くの示唆を得た。ただし、岩石 。地層の名称は従来

の地質学における学術用語との整合性を無視 した考古学用語を使

用すべきではないと考える。地質学では、従来これらの凝灰岩中の

「珪質頁岩」は、野外調査で「団塊 (ノ ジュールnodule)」 あるいは

「珪化岩」ないし「珪化 した泥岩礫」、「珪化 した泥岩ブロック」、

「珪化泥岩 (頁岩)」 などとして記載されていたと思われる。

(注 6)野 尻湖珪藻グループの藤田岡l氏の鑑定、ご教示による。

(注 7)チ ャー ト礫の記載では、以下のような方法をとった。な

お、円礫率、衝撃痕割合、衝撃痕保有率、平滑面指数、濁 り指数、

削れ指数 (な めらか度)な どの用語は、中村 (2005)で 新 しく暫定

的に使用したものである。

チャート礫は長径 0中径・短径をノギスを用いてcm単位で、重量

をg単位で計測する。一覧表では、大きさは長径のみを使用 してい

る。

円磨度はPowers(1953)を もとにPett巧 Ohn et al。 (1972)に よる

1超角礫、 2角礫、 3亜角礫、 4亜円礫、 5円礫、 6超円礫― と

いう6段階区分に基づき分類する (段階区分の和訳は公文 0立石

(1998)に よる)。

「円礫率」は、円磨度 5以 上の礫の数を全資料数で割った数値

で、円礫の占める割合を示す。

色調はマンセルの「標準土色帖」を使用する。

衝撃痕は全体を見渡して、全表面に対 して衝撃痕の分布する割合

を目分量で 5～ 10%単位で測った数値を「衝撃痕割合」とする。

衝撃痕は、保存がよく全体を代表するサイズのものを5個 まで直径

を測定する。「衝撃痕保有率」は衝撃痕を多 くもつ礫の割合を意味

しており、衝撃痕30%以上の礫の個数を全資料数で割った数値で示

す。

「平滑面指数」は、表面の平滑面の有無を表 し、なし (0)、 少 し

(1)、 あり (2)、 多い (3)の 4段 階に区分 し、それらにOか ら

3の数値で表したものである。平滑面指数 =平滑面の平均値÷3×

100。

「濁り指数」は、表面の平滑面の濁 りの有無を%で表したものであ

る。なし (0)、 濁 り (1.5)、 強い (3)の 3段階に区分 し、 0か

ら3の数値で表 したものである。濁 り指数 =濁 りの平均値 ÷3×

100。

「削れ指数 (な めらか度)」 は、表面の削れの有無による滑らかさ

の度合いを示す。表面の削れの状況をなし (0)、 削れる (3)の
2段階に区分し、0と 3の 数値で表したものである。削れ指数 =削

れの平均値÷3× 100。

これらのデータは採集礫のすべてについて計測するが、資料数が

少ないと偶然的な要素に影響されやすいので、 4点以上の資料群を

比較対照した。

(注 8)黒 曜石産地の羽根川は、藁科哲男氏の文献では所在地の

記述がみられなかった。このことについて、藁科氏 と採集者の小野

健氏のご教示により、新潟県南魚沼市 (旧広神村)三 ッ又の羽根川

河床であり、珪石の羽根川鉱山のすぐ下の谷であることが判明した。
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表 2 チャート礫の計測値

番号■査地橘点数奎葛t→円磨慶轟剰螢1)覇警槻)直径鮨耐最大最小
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楽:議
面
霧践馨襲」暮

~嬰
I為ゴ

S-1 明科澤川橋  20  10.3  4   6.9   24  520 142 1.5 34.5  83.9 51.7  0  5 20
S-2 上生坂   20  9_15  4   10   20   53 ‖。1 2.7  40  86  25  70  10 25
S-3 笹平ダム   13   74 3.35   7.7   17   侶2   3 1.6 15.4 70.5 38.5 840  10  18
S-4 小市     10  12.0 445   10   3:   9.12 23.9 37  00 867  05  10  10  10
S-5 丹波島構   :5  10.7  42   20   42  633 12■  2.7 733  00 40.7  0  10 25
S■ 藩合橋   20  1田  4.75   55   42  934 233 26  70 96.7  65  75  10 18
0-:0井合格   19   74 453   37   40  5_18 92 22 08.4 04.9 203 105  20 20
C-1:屋 島橋   30   04 431   30   33  487 120  1■   50 84.4  80 46.7  20  15
C― i2小布施橋  30  741 4.12   10   19   佗  9.8  14 33.3 86.7 38.3 30.7  20  8
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C-2 鳳構
C-3 坂城大橋
C-4 戸倉
C-5 平和橋
C→  粟佐橋

C-7 籠ノ井橋   15
C-3 川中島橋   14
C-9 関崎橋    20

。
２。
。
。
５。
９．‐

”
１。
劉
訥
２。
。

８８．９５３．３８５２
７６．９翻
卿

観
“

５５．００２．３７０
価

‐６．９２４．９‐３４
“
劉
麟

・
‐４
”
舶

・
３０
７．
８

・９‐

２５
２‐
２７
“
“
３２

河川礫の岩石組成 と円磨度
チャート    砂岩口更岩類   安山岩   カコウ岩類   流載岩類   蛇載岩類  その他
構成比 円磨度 帯威比 円磨産 構成比 円塵産 構成比 円磨度 構成比 円菫庄 構成比 円磨度 構成比

“

４

４
．
５３

”

・
６‐

一

H-2 横川合流点
H-3 大正橋
H→ 根小屋
H…5 山本構
H-6 大野
H-7 今井橋
H-3 姫川河ロ
H-9 姫川海岸

表 3

番号 地点名

４
．
３

‐
・
７
８

田

ａ

ｍ

６
．
４

”

０

０

０
‐４

０

０

０
・
１

０

３
．
。

ｍ

”

２
．
３３

”

３

３
．
５

３２５

０
．
‐

・
５３

２
．
０

，
０４
０４

９
．
８

５
．
６

S-1 明科犀川橋
S-2 上生坂
S-3 笹平ダム
S-4 小市
S-5 丹波島構
S-6 藩合格
C-10井 合格
C-11 屋島橋
C-12 小布施橋

C-1 田中南
C-2  月‖●
C-3 坂城大精
C→  戸倉
C-5 平和橋
C-6 粟佐橋

C-7 籠ノ井橋
C-3 川中島橋
C-9 関崎橋

H-2 横川合流点
H-3 大正構
H→  根小屋
H-5 山本格
H-6 六野
H-7 今井橋
H-3 姫川河ロ
H-9 姫川海岸

∞

３。

２５

２。

”

２５

３５

“

５
．
５

開

６０

ｍ

“

　

６０

“

　

４５

３０

２。

３０

３。

３０

　

２０

３５
　

３０

“

５。

４

柘

３
．
５

４
．
５
“

“

　

４
．
５
“

４
．
５

１

１
２
　
　
５

‐０
　
　
５

３

‐０

５

５
．
５

５
．
５

５
．
５

５

５

５

”

４
．
５
５

４
．
５

５
．
５
“

５
．
５

６
．
５

５
．
５

５
．
５

００

５。
０

２。

２５
２５
ｍ

２５

３

“
４

５

５
．
５

“
“

５
．
５

騎

１。

１０

３０

２。
●

３０

３。

２５

‐０

‐０

‐５

２。

１５

２。

１０

１５

礫種の岩石組成

O CH  10 20 ss 30 50 AN  00    70 GR 80    90  。R100

CHチャー ト SS砂岩・頁岩類 AN安 山岩 GRカ コウ岩類 RY流紋岩類 SP蛇紋岩類 ORそ の他

円磨度の変化

図 3 調査位置図 上 :姫り||、 下 :犀り||一千 曲川

H‐2 樹 |1合流点

＝
口
Ｅ

長軸(cm)

H08姫り:1河 ロ

_ cH       45'
~~SS  目4

-― AN  E
贅“Ⅲ:… GR     3.5
-紳 RY     3

-SP
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チャート礫比率
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I 上′康遺跡出  静百,製造1勿の産地ゆ漸「||1中■

1

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的

に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易および文化

圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により

サヌカイトおよび黒曜石遺物の石材産地推定を行ってい

る(lX2Xの。最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝

播距離は数千キロメートルは一般的で、6000kmを 推測す

る研究者もでてきている。

正確に産地を判定すると言うことは、原理原則に従っ

て同定を行うことである。原理原則は、同じ組成の黒曜

石が異なった産地では生成されないという理論がないた

は じめに

めに、少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内に

ある石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と

十分条件を満たす必要がある。

『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条

件」を満たしても、他の産地の原石にも一致する可能性

が残っているから、他の産地には一致しないという「十

分条件」を満たして、一致した産地の原石が使用されて

いると言い切れる。また、十分条件を求めることによ

り、一致しなかった産地との交流がなかったと結論で

き、考古学に重要な資料が提供される。』

先ず原石採取であるが、本来、一つの産地から産出す

る全ての原石を採取 し分析する必要があるが不可能であ

る。そこで、産地から抽出した数十個の原石でも、産地

全ての原石を分析 して比較 した結果と同じ結果が推測さ

れる方法として、理論的に証明されている方法で、マハ

ラノビスの距離を求めて行う、ホテリングのT2乗検定

がある。

ホテリングのT2乗検定法の同定とクラスター判定法

(同 定ではなく分類)、 元素散布図法 (散布図範囲に入る

か否かで判定)の比較

クラスター判定法はクラスターを作る産地の組み合わ

せを変えることにより、クラスターが変動する。例え

ば、A原石製の遺物とA、 B、 C産地の原石でクラスタ

ーを作ったとき遺物はA原石とクラスターを作るが、A

原石を抜いて、 D、 E産地の原石を加えてクラスターを

作ると、遺物が E産地とクラスタを作ると、A産地が調

査されていないと、遺物はE原石製遺物と判定される可

能性があり結果の信頼性に疑間が生 じる。A原石製遺物

と分かつていれば、E原石とクラスターを作らないよう

にできる。これには、クラスター分析を行う遺物の原石

産地を予め推測 し、クラスターを組み立てる必要があ

り、主観的な判定になる。

元素散布図法は肉眼で原石群元素散布の中に遺物の結

果が入るか図示 した方法で、原石の合有元素の違いを絶

対定量値を求めて地球科学的に議論するには、地質学で

は最も適した方法であるが、産地分析からみると、クラ

スター法より、さらに後退した方法で、何個の原石を分

析すればその産地を正確に表現されているのか不明で、

分析する原石の数で、原石数の少ないときには、A産

地とB産地が区別できていたのに、原石数を増やすと、

A産地、B産地の区別ができなくなる可能性があり (ク

ラスター法でも同じ危険性がある)判定結果に疑間が残

る。

産地分析としては、地質学の常識的な知識さえあれば

よく、火山学、堆積学など専門知識は必要なく、分析で

は非破壊で遺物の形態の違いによる相対定量値の影響を

評価 しながら、同定を行うことが必要で、地球科学的な

ことは関係なく、如何に原理原則に従って正確な判定を

行うかである。クラスター法、元素散布図法の欠点を解

決できる方法が、理論的に証明された判定法でホテリン

グのT2乗検定法である。ある産地の原石組成と遺物組

成が一致すれば、そこの産地の原石と決定できるという

理論がないために、多数の産地の原石と遺物を比較し、

産地分析の方法
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必要条件と十分条件を満たす必要がある。

考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非

常に重要な意味があり、見える様式 としての形態、文

様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人

手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代

人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言う

ことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互

関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様

式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元

素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡か

ら近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地

方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の

代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離

伝播した石材を近 くの産地と誤判定する可能性がある。

人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が

一致し、必要条件を満たしたとき、確かにA産地との交

流で伝播した可能性は否定できなくなったが、偶然 (産

地分析法が不完全なために)に一致 した可能性も大きく

B、 C、 D… …の産地でないとの証拠がないために、A

産地だと言い切れない。ここで、十分条件として、可能

なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D… …
)

の原石群と比較 して、A産地以外の産地とは一致 しない

ことを十分条件 として証明すれば、石器がA産地の原石

と決定することができる。

この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混

乱 し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を

用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使

用 している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に

行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性

は何ヶ所の原産地の原石と客観的に比較して得 られたか

により、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果

と言える。

黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大

きな差はみられないが、不純物として含有される微量成

分組成には異同があると考えられるため、微量成分を

中心に元素分析を行い、これを産地を特定する指標とし

た。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あ

らかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析 して求め

ておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物

のそれを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノ

ビスの距離)を求める。

次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析

のために採取 した原石産出地と異なる地点の可能性は十

分に考えられる。従って、分析 した有限個の原石から産

地全体の無限の個数の平均値と分散を推測 して判定を行

うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産

地について行い、ある原石遺物原材 と同じ成分組成の原

石はA産地では10イ固中に 1個みられ、B産地では 1万個

中に 1個、C産地では百万イ固中に 1個、D産地では……

1個 と各産地毎に求められるような、客観的な検定結果

からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。

即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確

率を求めて産地を同定する。

今回、長野県信濃町の上ノ原遺跡出土遺物188個 (第

1回 )、 74イ固 (第 2回 )の合計262個 の産地分析の結果が

得られたので報告する。

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊

状の試料を作 り、エネルギー分散型蛍光X分析装置に

よって元素分析 を行 う。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、

Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元 素 をそれぞ

れ分析 し、塊試料の形状差による分析値への影響を打ち

消すために元素量の比を取 り、それでもって産地を特

定する指標 とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、

Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量 を産地 を

区別する指標をしてそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信

高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、の各

地に分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜

石原産地のほとんどすべてがつくされ、元素組成によっ

てこれら原石を分類 して表 1に示す。この原石群に原石

産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると279個 の原

石群になる。

関東を中心とする黒曜石原産地を選択 して説明する

と、出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部

黒曜石原石の分析
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より採取された円礫の原石で出来島群を作った。この出

来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ

鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で 1点採取され、ま

た、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区よ

り採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同

町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取され

た原石で六角沢群を、また、八森山産出の原石で八森山

群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森

市戸門地区より産出する黒曜石で作 られた戸門第 2群で

ある。戸門第 1群、成田群、浪岡町県民の森地区より産

出の大釈迦群 (旧浪岡群)は赤井川産原石の第 1、 2群

と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸

門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃

が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森

山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5 cm大 のものもみ

られる。また、考古学で話題になる下湯川産黒曜石につ

いても原石群を作った。

男鹿群は秋田県男鹿市の男鹿半島の金ケ崎温泉のあっ

た海岸より採取された原石で作られ、男鹿半島の脇本地

区で採取された原石の組成は男鹿群と相互に近似してい

ることから、この両産地の原石の起源は同じと考えられ

る。

岩手県の黒曜石原産地は北上川に沿った範囲に点々と

見られ、雫石群は岩手郡雫石町の小赤沢地区の礫層から

採取された原石で作 られ、折居群は水沢市真城の折居地

区の礫層より採取された円礫で作 られ、花泉群は西磐井

郡花泉町の払田および金沢の両地区の礫層より採取され

た小円礫の原石で作られた原石群である。これら岩手県

の原石群の組成は相互に似ていて、これら原産地を元素

組成で明確に区別できなく、遺物を分析 してたとえこれ

ら岩手県下の原石群の中の一地点に同定されても、この

遺物の原石産地はこれら岩手県内の複数の原産地を考え

なければならない。

月山群は羽黒山から月山にかけての西麓付近に点々と

分布する黒曜石産出地点より採取した原石で作った群で

ある。最近、鈴木氏より提供された黒曜石原石は、寒河

江市から転礫として産出した黒曜石原石で、西北九州の

中町産地の原石 と組成が似るが、一致ぜず全 く新しい組

成の黒曜石と判明し、寒河江群として原石群に加えた。

湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真珠岩層の露頭

付近で採取された原石で作られた群である。

新潟県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山地の南部に

位置し、所在地は佐渡郡金井町堂林、ニツ坂地域から佐

和田町との境にかかる地帯である。今回分析 した黒曜石

は林道工事のときに産出した円礫状の原石で、 l cmか ら

3 cmの 大 きさのものが大部分で、大 きな原石は長径が

約10cmの ものが確認できた。現在、林道での採取は困難

で、僅かに同地域の沢で少量採取できるにすぎない。こ

の沢で採取 した最大の原石は長径が約 5 cmの 円礫で、小

型の石鏃を作るには十分の大きさである。元素比の組成

の似たもので群を作ると、佐渡第 1群 と佐渡第 2群の二

つの群にまとまる。これら佐渡第 1、 2群は佐渡固有の

群で他の産地の原石群と区別することができる。新発田

市の板山原石は牧場内に露頭があり、小粒の黒曜石は無

数に採取され、牧場整備で土木工事で露出した露頭から

は握 り拳大の原石を採取することができた。板山産地か

ら北方約 5 kmに 上石川黒曜石産地があり良質の黒曜石を

産出している。また、新津市の秋葉山地区から小粒の黒

曜石が産出することが知られていた。また、秋葉山南方

約 3 kmの金津地区から新たに黒曜石が産出している地点

が明らかになり金津産原石で金津群を作った。この他新

潟県では入広瀬村の大白川地区から採取される黒曜石は

大半が親指大で肉眼的には良質であるが石器原材として

使用された例はない。

中信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ヶ峰群は、長野

県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より採取 した

原石でもって作られた群で、同町観音沢の露頭の原石は

透明質が多 く、観音沢群を作ったが、霧ヶ峰群に一致す

る元素組成を示 した。また、星ヶ塔と星ヶ台の間に位置

するうつぎ沢から採取された原石で、うつぎ沢群を作っ

た。和田峠地域産の原石は、星ヶ塔の西方の山に位置す

る旧和田峠 トンネルを中心にした数百メー トルの範囲よ

り採取され (図 2)、 これらを元素組成で分類すると、

和田峠第 1、 第 2、 第 3、 第 4、 第 5、 第 6の各群に分

かれる (表 2)。 和田峠第 1、 第 3群に分類された原石

は1日 トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠

第 2群のものは、 トンネルの南側の原石に多 くみられ

る。和田峠第 4群は男女倉側の新 トンネルの入 り口、ま

た、和田峠第 5、 第 6群は男女倉側新 トンネル入 り口左

倶1で、和田峠第 1、 第 3の両群の産地とは逆の方向であ

る。男女倉原産地の原石は男女倉群にまとまり組成は和

田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠
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第一群に属する物が多数みられる。

蓼科地域では、麦草峠、大石川の上流、白駒池周辺よ

り採取された原石で麦草峠群が作られた。冷山露頭産原

石で冷山群を、また、双子池周辺の原石で、双子池群を

作った。これら蓼科地域の 3群の組成は一致する部分が

多 く、麦草峠群の原石は、双子池群、冷山群に似るが、

双子池群の原石は、冷山群に似るものは約33%で少な

い、これは冷山群の原石採取が良質のものを選択 した結

果、双子池群組成に似る冷山産原石が多少除夕ヽされた可

能性も推測される。これら3群を完全に区別することは

できなかった。この他、茅野市逆川支流、滝ノ湯川、摺

鉢山周辺部、八千穂村の雨池周辺、八千穂レイクなどの

転礫の組成は、麦草峠、双子池群、冷山群に一致した。

また、横岳坪庭産黒曜石は石器原材として不適と思われ

る原石で、組成はどこの群にも一致 しなかった。立科町

で採取された小円礫 8個の中の7個の組成は、霧ヶ峰、

観音沢群に一致する部分が多 く区別できず、この 7個の

分析場所を変えて複数回分析 し統計処理が可能な分析個

数にして、立科群を作った。立科群、霧ヶ峰群、観音沢

群の区別は、組成では困難で自然面で行う必要がある。

また、残 りの 1個は和田峠第 1群に比較的似た組成の円

礫であった。これら、調査された原石は、長野県教育委

員会、和田村、長門町、御代田町、下諏訪町、茅野市の

各教育委員会より提供されたものである。横川群は信濃

町野尻湖博物館が発見した飯山市の原産地である。

伊豆箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多

賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏峠西

で斑晶の多いやや石質の悪いものは鍛冶屋、上多賀の両

原産地でみられる。笛塚産のものはビッチス トーン様

で、石器原材としては良 くないであろう。伊豆諸島の神

津島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点か

ら黒曜石が採取され、これら原石から神津島第一群およ

び第 2群の原石群にまとめられる。浅間山の大窪沢の黒

曜石は貝殻状景J離せず石器の原材料としては不適当では

あるが、考古学でしばしば話題に上るため大窪沢群とし

て遺物と比較した。

遺跡から出土 した黒曜石製石器、石片は風化に対 して

安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎない

ため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可

能であると考えられる。黒曜石製の石器で、水和層の影

響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析に

なるため、水和層の影響を受けやすいと考えられる。新

鮮面原石において、Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除い

て産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を行

った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じであ

る。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定す

ることができないので、得られた確率の数値にはや 不ゝ

確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなこ

とはない。

今回分析 した上ノ原遺跡出土の黒曜石製石器・剥片の

元素比結果を表 3に まとめて示した。石器の分析結果か

ら石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて

原石群との比較をする。説明を簡単にするため、原石群

を母集団として、Rr/Zrの 一変量だけを考えると、表 3

の試料番号95075番の遺物ではRr/Zrの 値は0.508で、麦

草峠群の [平均値]± [標準偏差値]は、0.542± 0。058

である。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準に

して考えると遺物は原石群から0.59σ (マハラノビスの

距離D2乗に相当)離れ、遺物の分析値と原石群の平均

値との差の大きさをあらわしている。

ところで麦草峠群の原産地から100ヶ の原石を採って

きて分析すると、平均値から±0.59σ σのずれより大き

いものが56個 ある。すなわち、この遺物が、麦草峠群の

原石から作 られていたと仮定しても、0.59σ 以上離れる

確率は56%(危険度)であると言える。この例えでは、

原産地の産出原石を全て分析 した理想的な母集団の原

石群を想定しているが、実際は原産地から数十個～百個

を分析 して作った原石群 (母集団でない)で、推計学で

は、全体分析を想定した検定で危険度を求めなければな

らない。従って、10個 で作った原石群で求めた危険度は

百個で求めた危険度の方が高 くなり、不十分な分析個数

の原石群では、そこの原石産地の原石が使用されていな

いと言えなくなる。理想的母集団系で、麦草峠群の平均

値から0.59σ しか離れていないときには、この遺物が麦

4 結果 と考察

-235-



草峠群の原石から作 られたものでないとは、到底言い切

れない。

ところがこの遺物を和田峠第 6群 に比較すると、和

田峠第 6群の [平均値]± [標準偏差値]は、1.523±

0.093で あるので遺物 と原石群の差を標準偏差値 (σ )

を基準にして考えると遺物は原石群から5。27σ (マハラ

ノビスの距離D2乗に相当)離れている。これを確率の

言葉で表現すると、和田峠第 6群の産地の原石を採って

きて分析 したとき、平均値から5.27σ 以上離れている確

率は、1000万分の 1であると言える。このように、1000

万個に 1個 しかないような原石をたまたま採取して、こ

の遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、

和田峠第 6群産の原石から作 られたものではないと断定

できる。

これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は

麦草峠群に56%の 確率で帰属され、信頼限界の0。 1%を

満たしていることから麦草峠群原石が使用されていると

同定され、さらに和田峠第 6群に10万分の 1%の低い確

率で帰属され、信頼限界のO.1%に 満たないことから和

田峠第 6群産原石でないと同定される」。

遺物が lヶ所の産地 (麦草峠産地)と 一致し、例え麦

草峠群と和田峠第 6群の原石は成分が異なり弁別ができ

ても、分析 している試料は原石でなく遺物で、さらに分

析誤差 (指紋の形が歪む、二部が欠ける度合)が大きく

なる不定形 (非破壊分析)で、風化の影響もあることか

ら、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中

での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推

測される。即ちある産地 (麦草峠群)に一致し必要条件

を満たしたとしても、一致した産地の原石とは限らない

ために、検定による判断を表 1の 279個 すべての原石・

遺物群について行い、十分条件である低い確率の危険度

で帰属された原石・遺物群を消していくこと (ア リバイ

証明成立)に より、はじめて麦草峠群産地の石材のみが

使用されていると判定される。

実際はRr/Zrと いった唯 1ケ の変量だけでなく、前述

した 8ケ の変量で取 り扱うので変量間の相関を考慮しな

ければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素

とSr元 素 との間に相関があ り、Caの 量を計ればSrの 量

は分析 しなくても分かるようなときは、A群の石材で作

られた遺物であれば、A群 と比較 したとき、Ca量が一

致すれば当然Sr量 も一致するはずである。もしSr量 だけ

が少しずれている場合には、この試料はA群に属 してい

ないと言わなければならない。

このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を

考慮 した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を

求めて行うホテリングのT2乗検定である。これによっ

て、それぞれの群に帰属する確率 (危険度)を求めて、

産地を同定する餡Xω
。産地の同定結果は 1個の遺物に対

して、黒曜石製では279個 の推定確率 (危険度)結果が

得られている。今回、分析を行った遺物の産地推定結果

については低い確率で帰属された原産地の推定確率の報

告は、 1個の遺物で最低 3頁が必要で、紙面の都合上省

略した。

本研究では、これら全て低い推定確率の産地の可能性

が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を

含んでいる、すなわち、麦草峠産原石 と判定された遺

物について、北朝鮮の会寧遺跡で使用された原石 (白 頭

山)と 同じ組成の原石とか、北海道、九州産の原石の可

能性がないと証明された結果で、高い確率で同定された

産地のみの結果を表 5、 6に記入した。

原石群を作った原石試料は直径 3 cm以上であるが、小

さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含

有量を求めるには、測定時間を長 くしなければならな

い。しかし、多数の試料を処理するために、 1個の遺物

に多 くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定

を打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量

の少ない元素では、得られた遺物の測定値には大きな誤

差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を

越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を

行なったときに、判定の信頼限界 としている0。 1%に達

しない確率を示す場合が比較的多 くみられる。この場合

には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラ

ノビスの距離D2乗の値を記する。この遺物について

は、記入されたD2乗の値が原石群の中で最 も小さなD

2乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原

石群の組成 と似ているといえるため、推定確率は低い

が、そこの原石産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断され

たものである。

逆に、大きな試料で精度良く分析された結果で、マハ

ラノビスの距離D2乗が100以上離れる結果であるにも

かかわらず、比較する原石群の原石の分析数が少ない

と、正確に原石産地を反映した原石群とは言えず、検定
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結果は、判定の信頼限界を大きく越えて数%の危険度に

なる。この場合、推計学で言われる、第 1種の誤 りを犯

す確率が非常に高いため、信頼限界を越えた結果であっ

ても、そこの産地の原石と判定しない。

今回分析 した上ノ原遺跡出土石器、景I片などの分析で

考慮が必要な点は、以下の①～③である。

①遺物というこで、水和層 (風化)に よる、化学的、物

理的変化の影響。

a:化学的変化 :分析元素の移動、流出、付加、マ トリ

ックスの変化 (構造変化)。

風化を水和層の進行と考えると、埋没地点の温度と原

材の組成に依存 して厚 くなる。また、炉跡から出土する

異常風化 した遺物は、推測であるが、風化層内のK元素

が黒曜石表面に移動 し濃縮 し、マ トリクス効果の自己吸

収によるK元素蛍光X線の減衰が減少するために、K元

素のピークが大きく観測されたか、または、遺物表面に

K元素が選択的に付着 したかのように観測される。風化

の影響が懸念されるときは、Ca/K,Ti/Kの 軽元素比を抜

いて全原石・遺物群について検定を行うが、今回の遺物

で異常風化は見られなかった。

b:物理的変化 :化学変化で脆 くなった表面が削 り取ら

れ、表面にミクロな凸凹ができて、比較する原産地原石

の表面と条件が異なる影響。

比較する原石群を作った塊原石と押圧景J離遺物の分析

表面は大きく異なり、さらに、風化で表面に線状の溝、

様々な形の凸凹した穴ができていている。この遺物をス

ポット光線で斜めから照らしたときに、光が強く当たる

部分 (分析される部分 )、 また影になる部分 (分析され

ない部分 )、 光が当たった部分から放出される蛍光X線

が検出器に到達するまでに、表面の凸凹で再度吸収減衰

され元素の種類で減衰のされ方が異なり、この変化は元

素比を取っても消えないことがある (例 えば指紋の形が

歪む、一部が欠けるに相当)。 この消えない、範囲で、

十分条件 (ア リバイ証明)が崩れるか否かを確かめる必

要がある。これを確かめるために、遺物を少し回転 (角

度を変える)さ せると、スポット光の励起と蛍光X線の

減衰が変化することを意味している。回転させた検定結

果のなかで、理屈から言えば、最も危険度 (推定確率)

の高い産地に同定された角度が最もその産地の原石群を

作った平均的分析状態に近いと言える。

②蛍光X線分析は表面分析であるため、洗浄で排除でき

ない遺物表面の汚染が問題になる。

異常な産地分析結果が得られ、分析角度、場所を変化

させて改善されないときは、黒曜石表面の斑晶などが埋

土中の酸化鉄で汚染されていないかなど顕微鏡で表面汚

染などの確認を行う。

③分析部分に l mm以下の非常に薄い部分が多 く含まれる

ときは、分析値に厚さ補正を行い産地分析を行うが、今

回の分析では厚さ補正が必要な遺物はなかった。

1回の分析で産地分析結果が得られなかった場合は、

遺物の形態による物理的影響を考慮 し遺物を何回か角度

を変えて分析 し検定を行 う。また、風化の激 しい遺物

は、影響を排除するため軽元素比を抜いて検定を行って

いる。検定は危険度 (推定確率)の信頼限界を0.1%に

設定 し帰無仮説 (そ この原石産地の原石でない)を捨て

るか否かを決めている。一般に検定は、第 1種の誤 り

(仮説が真であるにもかかわらず捨てる)と 第 2種の誤

り (仮説が偽 りであるにもかかわらず捨てない)を犯す

危険性が潜んでいる。角度、分析場所を変えて複数回分

析 した検定結果の中で、高確率を選ぶ理由は、第 1種の

誤 りと第 2種の誤 りを犯す危険性を避けるためで、判定

結果を表 5、 6に記した。

1)第 2回分析の結果 (表 3、 表 5)

第 2回分析 をした上ノ原遺跡出土の黒曜石製石器74

イ固 の 中 で、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、

Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量組み合わせのホテリングの

T2乗検定法で表 1の原石群と比較 した結果、74イ固全て

信頼限界のO。 1%に達し必要条件を満たした。今回分析 し

た74イ固について、各産地の原石使用頻度が高い産地と

活発な交流があったと推測すると、和田峠が約42%(31

イ固)、 次に鷹山・和田が約24%(18イ固)、 そして霧ヶ峰が

約12%(9個 )、 それから麦草峠が約 7%(5個 )、 つい

で観音沢と冷山がそれぞれ約 4%(3個 )、 最後にうつ

ぎ沢、羽根川、上ノ原UH35遺物群、上ノ原UH63遺物

群、上ノ原UH66遺物群がそれぞれ約 1%(1個 )と な

った。

2)第 1回分析の結果 (表 4、 表 6)

今回分析 した上ノ原遺跡の188個 の遺物の中で和田峠

産黒曜石と推定 した遺物は64%(120イ固)で、これら和

田峠産は和田峠第 1～ 6群 に細分されている表 2に 示

した。和田峠第 1群は62イ固で、和田峠第 2群は7個、和
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田峠第 3群は10個、和田峠第 4群が 3個、和田峠第 5群

が23個、和田峠第 6群が 9個、鷹山・和田群が 4個 で、

和田峠諸群が全て見られた。ここで和田峠第 1群は図 2

でみると非常に広い範囲から原石が採取されている。ま

た、和田峠第 3群は和田峠第 1群 に似ている。和田峠

第 1群、和田峠第 3群、鷹山・和田群に同定された遺物

は星糞峠の遺跡 と関係があった可能性が推測され、和田

峠第 5群 と第 6群は男女倉遺跡で多用されていることか

ら、上ノ原遺跡 との関係も推測される。

霧ヶ峰産と推測 した遺物は32%(61個 )で、霧ケ峰系

の組成として、霧ヶ峰群が27個、立科群19個、観音沢群

15個でこれらは成分組成で区別が困難である。観音沢群

には透明な原石が多 く多用されたと思われるが、一方、

立科群の原石は小さく、上ノ原遺跡で使用され可能性が

かなり低いと思われる。また、麦草峠・冷山産とした遺

物は4%(5個 )で、麦草峠群が 2個、冷山群が 2個、

双子池群が 1個 に同定され遺物の組成は似ていて厳密に

は区別が困難である。また、羽根川群が 2個 あるが、和

田峠の原石と組成が似ていて区別ができず、風化の影響

など考慮すると、この羽根川群の遺物は和田峠産の可能

性も推測される。

分析番号61376番のヽ63の遺物は高岡市二上山産の原

石群の二上山第 1群 に、また61379番のヽ66は、二上山

第 3群に信頼限界の0。1%を越えて同定された。しかし、

高岡・二上山産黒曜石は小指の先ほどの大きさで、この

原石が上ノ原遺跡に伝播した可能性に疑間を持つ。そこ

で、これら遺物の分析場所を48回変化 して分析 し、上ノ

原遺跡のヽ63と ヽ66の遺物でU H63、 U H66遺物群を作

り、将来、同じ組成の遺物が他の遺跡で使用された可能

性が探索できるように表 1の原石・遺物群に登録をし、

また新たな原石産地の黒曜石が発見されたときにも、こ

の遺物群の産地か否かが同定できる。各産地の原石の使

用頻度が高い原石産地地方とより活発に交易があったと

推測すると、上ノ原遺跡は和田峠地域 と活発な交易があ

り、なかでも、和田峠第 1群を使用 した星糞峠遺跡が男

女倉遺跡より活発であった可能性が推測された。霧ヶ峰

系の黒曜石は、星糞峠遺跡からと思われる黒曜石より少

し少なく、男女倉遺跡と思われものより多い伝播で、交

流の程度も中間と推測される。また、使用頻度が 4%と

非常に少ないが、麦草峠、冷山、双子池原産地地域との

交流も確認されたと推測しても産地分析の結果と矛盾 し

ない。

(1)藁科哲男 。東村武信 (1975)、 蛍光X線分析法によるサヌカイ ト

石器の原産地推定 (Ⅱ )。 考古学と自然科学、&61-69

(2)藁科哲男 。東村武信・鎌木義昌 (1977)、 (1978)、 蛍光X線分析

法によるサヌカイト石器の原産地推定 (Ⅲ )。 (Ⅳ )。 考古学と自

然科学、10,1153-8133¨47

(3)藁科哲男 0東村武信 (1983)、 石器原材の産地分析。考古学と自

然科学、1659-89

(4)東村武信 (1976),産地推定における統計的手法。考古学と自然

科学、977-90

(5)東村武信 (1980)、 考古学と物理化学。学生社

(6)藁科哲男 (1993)、 男女倉遺跡出土の黒曜石製遺物の石材産地分

析。

長野県黒耀石原産地遺跡分布調査報告書

(和 田峠 0男 女倉谷)Ⅲ、和田村教育委員会。218-231。

付 記

黒曜石産地分析は2003年 と2005年の 2回おこなっており、それぞ

れの報告原稿をいただいている。多 くの部分が共通するため、本稿

では第 2回分析の原稿を主体として、第 1回 についてはその結果の

みを掲載した。
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原産地原石群名
析
数

分
個

比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Y/Zr Nb/Zr AI/K Si/K

匡

北海道

1 0.121=LO.005 0.120± 0.01 0.024± 0.016 0.033コヒ0.002 0.451=ヒ 0.01

寄 第 二 群 0.309=ヒ 0.01 0.696ELO.044 0.265コ ヒ0.011 0.301 ELO.022 0.026± 0.02(

石 山 0。 173」 ヒ0.014 0.061=ヒ 0.003 0.079」ヒ0.01 2.714± 0.14 1.340± 0.059 0.283=ヒ 0.01 0.341」 ヒ0.03C 0.028」ヒ0.002 0.374± 0.01

白土沢 0.138」 ヒ0.004 0.021」 LO.00` 0.102± 0.01 3.049」 ヒ0 0。 107± 0.01 0.027」ヒ0.00 0.368」 ヒ0.00〔
|ヽ 号 沢 0.138± 0.010 1.846=LO.06[ 0.105± 0.01 0.475」 ヒ0.04 0.076± 0.04( 0_027」ヒ0.00〔

口沢 0.140」 ヒ0。 003 0.024」 ヒ0.00ラ 0.101 ELO.00C 3.021 EL0 1.835± 0。 152 0。 109=ヒ 0.04 0.480」 ヒ0.042 0.104± 0.044 0.027± 0.00 0.364± 0.009

0.139± 0.00〔 0.023」 ヒ0.00〔 0.099=LO.007 2.970」 ヒ0. 1.792」ヒ0.103 0.102± 0.03〔 0.098」 ヒ0.04( 0.027± 0.001 0.361± 0.008

0.941二 LO.03( 0。 165± 0.02C 0.039± 0.01 0.039± 0.002 0.457」 ヒ0.008
主第 二 0.517± 0.011 0.099ELO.00[ 0.067コ LO.09C .773」LO.097 0.812± 0.037 0.818± 0.034 0.197± 0.024 0.041± 0.01

0.529」 ヒ0.01 0.096」 ヒ0.00E 0.068」 ヒ0.018 2.746」 ヒ0.262 0.838」 ヒ0.10C 0.796」ヒ0.081 0.036± 0.004 0.413± 0.01

場 0.142± 0.00[ 0.072」 ヒ0.011 2.912」 LO.11 0.126± 0.02 0.022± 0.01 0.049± 0.005 0.517± 0.01

二 群 0.670」 ヒ0.03C 0。 126」ヒ0.00C 3.046」 ヒ0.163 0.759」 ヒ0.044 0.849」 ヒ0.04 0.204」 ヒ0.03 0.035_■ O.01

0。 249± 0.017 0。 122± 0.006 0.078」 ヒ0.011 1.614± 0.068 0.995± 0.03 0.458± 0.02〔 0.334± 0.01

0.519± 0.016 0.097」 ヒ0.005 0.065± 0.01 2.705」 ヒ0.12 0.814± 0.034 0.032± 0.01 0.037± 0.00〔 0.417± 0.01

H第一群 0.459」ヒ0.02 0。233」ヒ0.02〔 0.038± 0.01 0_025± 0.00〔

滝 ||1第 群 0.522」 LO.01 0。 101± 0.01 0.068」 ヒ0.01 2.751± 0。 140 0.809」 ヒ0.05[ 0.783」 ヒ0.044 0.201± 0.03( 0.040± 0.01

0.326」 ヒ0.00〔 0.128± 0.005 0.045± 0.008 1.813± 0.06` 0。 824」ヒ0.034 0.454± 0.020 0.030± 0.002 0.412± 0.01

0.049」 ヒ0.008 1.726± 0.072 0.133± 0.01 0.026± 0.01 0.032」ヒ0.003 0.456」 ヒ0.01

見 日常 呂 JI 0.548± 0.02[ 0.380± 0.024 0.409± 0.02( 0。 120± 0.01 0.031± 0.01

呂 jl 0.390± 0.011 0.137± 0.00( 0.030」 ヒ0.006 1.510± 0.05C 0.372± 0.01 0。 238」ヒ0.01 0.179± 0.01 0。414± 0.01

呂 り| :4暮 0.291± 0.01 0.109± 0.00〔 0.046± 0.01 1.812± 0.09ε 0.807」 ヒ0.041 0.445± 0.02G 0.031 ELO.00〔 0.362」 ヒ0.02〔

ケショマップ第一群 0.575± 0.05C 0。 110± 0.011 0.051=ヒ 0.011 2.555」 ヒ0.08C 0.595」 ヒ0.058 0.636」 ヒ0.027 0。 167± 0.02 0.037± 0.02C 0.030」LO.00〔 0.397± 0.01

ケショマップ第二群 0.676± 0.011 0。 145± 0.00[ 0.056± 0.01 2.631Eヒ 0.12 0.606± 0.03C 0.712± 0.03 0.170± 0.028 0.030± 0.01 0.030」ヒ0.00〔 0.392± 0.01C

0.256=LO.01 0.074」 ヒ0.00[ 0.068」 ヒ0.01 2.281」 ヒ0.087 1.097± 0.05[ 0.434± 0.023 0.334± 0.029 0.396± 0.013

0.499」 ヒ0.02C 0.124± 0.007 0。052± 0.01 2.635」 ヒ0.181 0.802」 ヒ0.061 0.033」ヒ0.002 0.442」 ヒ0.01
0.144± 0.012 0.056」 ヒ0.01 0.038± 0.022 0.034± 0.002 0.449」ヒ0.00C

一井 第 一 0.254」 ヒ0.02 0.969」 ヒ0.06C 0.428± 0.021 0.249」 ヒ0.024 0.058± 0.023 0.027ELO.002
」H卜 j 第 0。 258」ヒ0.06 0.072」 ヒ0.00 0.080」ヒ0.01 2.207± 0.08〔 0。 970± 0.045 0.436± 0.02〔 0.245」 ヒ0.021 0.021=ヒ 0.02

0.473± 0.01 0。 148」ヒ0.00 0.060」ヒ0.01 1.764± 0.072 0.438」 ヒ0.027 0.607」 ヒ0.02〔 0.025± 0.01 0.032± 0.002 0.469± 0.01

0.055二 LO.008 1.723」ヒ0.06〔 0.177± 0.01 0.007± 0.01 0.030」ヒ0.005 0。431Eヒ 0.01C

奥尻島口幌内川 0.285」 LO.026 2.043ELO.224 1.475± 0.207 0.269」 ヒ0.068 0.085」 ヒ0.031

暦
虐

隧

巴

青森県

0.190± 0.015 0.075」 ヒ0.00〔 0.040」 ヒ0.008 1.575」ヒ0.06C 1.241± 0.04〔 0.318± 0.01 0.141± 0.033 0.076=LO.02
出 来 島 0.346± 0.022 0。 132」ヒ0.00 0.231± 0.01 2.268± 0.08[ 0。 865」 ヒ0.044 1.106」 ヒ0.05G 0.179± 0.031 0.038=LO.00〔 0。499± 0.01

六角沢 0.697」 ヒ0.021 0.002± 0.002 0.064± 0.00 0.035± 0.004 0.026± 0.002 0.379± 0.01

森ヽ山 0.077」 ヒ0.00[ 0.098」 ヒ0.00〔 0.013± 0.002 0.134± 0.00[ 0.002± 0.002 0.070± 0.00[ 0.034± 0.00C

0。250± 0.024 0.069」 ヒ0.003 0.068± 0.01 2.358」 ヒ0.257 1.168」ヒ0.062 0.521二 LO.063 0.277コ ヒ0.06[ 0.362」 ヒ0.01
一戸 0.084」 ヒ0.00C 0.104± 0.004 0.013」 ヒ0.00乏 0.691 ELO.02 0.123」 ヒ0.00C 0.033」 ヒ0.00〔 0.025ELO.00乏 0.369」 ヒ0.007

r坂 0。 344± 0.01 0.390± 0.039 0.186± 0.03 0.037=ヒ 0.00` 0.496± 0.01

森 山 0.250± 0.009 0.066」 ヒ0.003 0.074」 ヒ0.00C 2.547± 0.131 1。 153± 0.066 0。 551± 0.031 0.284」 ヒ0.031
下 湯 j 9.673± 0.479 2.703± 0.14 3.267」 ヒ0。 21 21.648± 1.50C 0.090」 ヒ0.021 1.708± 0.102 0.053ELO.042 0.858± 0.088

こ釈迦 2.516± 0.14[ 0。 284」ヒ0.032 0.044± 0.03[ 0.028± 0.002 0。383=LO.010
石 8.905」 ヒ0.24〔 2.484± 0.055 0.068」 ヒ0.014 1.621=LO.06 0.244」 ヒ0.02 0.027± 0.01

秋田県 1罷
崎 0.294± 0.00〔 0.087」 ヒ0.004 0.220± 0.018 1.644± 0.081 1.493」ヒ0.081 0.930」 ヒ0.043 0.287」 ヒ0.039 0.029± 0.002

脇本 0.219± 0.017 1.671=ヒ 0.077 0.108」 ヒ0.034 0.028± 0.00G 0。367± 0.00C

山形県
0.285」 LO.021 0.123」 ヒ0.00 1.022± 0.071 0.276」 ヒ0.03〔 0.119± 0.033 0.443± 0.01

寒 河 江 0。 385± 0.00[ 0.116± 0.00[ 0.049± 0.01 1.806」ヒ0.054 0.580± 0.02[ 0.441± 0.02〔 0.212± 0.02C

表 1-1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値 と標準偏差値

表 1-2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値 と標準偏差値

原産地原石群名
分析
個数

比

Ca″/K 丁i/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr′/Zr Y/Zr Nb/Zr AI/K Si/K

岩手県

石 0.187± 0.01 0.052コ ヒ0.00 0.305=ヒ 0.01 0.431± 0.021 0.045± 0.01 0.594± 0.01

斤居 第 1群 0.185」 ヒ0.01 0.052」 ヒ0.002 0.307± 0.01 0.420± 0.02( 0.205=ヒ 0.01 0.579± 0.01

斤居 第 2群 0.708」 ヒ0.03〔 826」ヒ0.04〔 0.246」 ヒ0.022 0.416± 0.01 0.112± 0.01 0.057± 0.00

0.602=LO.044 0.175=ヒ 0.015 0.053」 ヒ0.003 781」 ヒ0.06[ 0.313=LO.02C 0。 416± 0.027 0.214± 0.01 0.036± 0.01 0.040± 0.002 0.576=LO.03

宮城県
2.174± 0.06〔 0。349± 0.01 0.057」 ヒ0.005 2.544± 0.149 0。 116± 0.009 0.658=ヒ0.02 0.138± 0.01 0.073二LO.008 0.956」 ヒ0.04C

塩釜

木 県 高原山 0.738=ヒ 0.067 0.200± 0.01 0.044」 ヒ0.007 2.016± 0.11 0.381」 ヒ0.02 0.502」 ヒ0.028 0.190± 0.01 0.023± 0.01 0.036=LO.002 0.516± 0.01

東京都
0.381」 ヒ0。 01 0.136± 0.00〔 0.102± 0.011 1.729」ヒ0.07 0.471± 0.02 0。 689」ヒ0.03 0.247± 0.021 0.090± 0.02〔 0.036± 0.00〔 0.504± 0.01

神津島第二群 0.114± 0.00〔

長 相 0.318± 0.02C 0.120± 0.005 0。 118± 0.01 1.805± 0.09〔 0.614± 0.03〔 0.664」 ヒ0.04[ 0。 291± 0.029 0.093ELO.039 0.034± 0.00〔 0。476」ヒ0.01

神奈川県

6。 765ELO.254 2.219」 ヒ0.057 0。 228」ヒ0.01 9.282」 ヒ0.622 0.048」 LO.01 1.757」ヒ0.061 0.252Eヒ 0.01 0.025± 0.01 0。 140± 0.00〔 1.528」ヒ0.04〔

0.669」 ヒ0.019 0.076± 0.007 2.912± 0.104

鍛治屋 1.663ELO.07 0.073」 ヒ0.008 0.629」 ヒ0.02 0。 154± 0.00C 0.011± 0.009 0.067± 0.00[ 0。904」ヒ0.02C

峠 2.225壼 ヒ0。 14 0。506± 0.01 0.042± 0.009 2.228」 ヒ0.164 0.085」 ヒ0.008 0.737」 ヒ0.039 0.135± 0.01 0.007± 0.007 0.071± 0.006 0.880」 ヒ0.03

静岡県
習 1.329」ヒ0.078 0.294± 0.01 0.041」 ヒ0.006 1.697± 0.068 0.087」 ヒ0.009 0.551=ヒ 0.023 0.138± 0.011 0.010± 0.00〔 0.856=LO.018

西 0.143± 0.007 0.047± 0.004

二峠 0.110± 0.00〔 0.052」 ヒ0.004 0.297± 0.03〔 3.211± 0。 31 0。829± 0.089 0.154± 0.03( 0.547± 0.05 0.087± 0.057 0.025± 0.01 0.429」 ヒ0.01

富山県 旧
螺

0。 278± 0.01 0.065± 0.00〔 0.064± 0.01 2.013± 0.11 0.878」 ヒ0.05乏 0.599」 ヒ0.03C 0.190± 0.02〔 0.077」 ヒ0.03〔 0.031=ヒ 0.004 0.353」 ヒ0.01

0.040」 ヒ0.00〔

0.118± 0.02[ 0.051± 0.031 0.020」LO.02C 0.599」 ヒ0.024
二 上 山 第 二 群 0.441」 ヒ0.052 0.108± 0.014 0.079± 0.021 2.251± 0.13〔 0。794± 0。 15[ 1.222」 LO.088 0.127± 0.041 0.067± 0.05〔 0.015± 0.01 0。 412± 0.025

長野県

π由壁 0。156± 0.01C 0.068± 0.003 0.101± 0.01 331」LO.07C 1.052± 0.051 0。 360± 0.03C 0.275ELO.03C 0.090± 0.03 0.346」 ヒ0.011
観音 沢 0.159」 LO.01C 0.069± 0.002 0.100± 0.01 324」ヒ0.084 1.055± 0.057

0.185」 ヒ0.02〔 0.026± 0.00
0。 247」ヒ0.04〔 0.064± 0.01 1.667± 0.13〔 0.275± 0.09 0.372± 0.046 0.122ELO.024 0.025± 0.00〔 0.347」 ヒ0.01

田峠 第 四 0.144± 0.01 0.063」 ヒ0.004 0.094」 ヒ0.009 .373」ヒ0.085 1.311± 0.03 0.206」 ヒ0.03C 0.263」 LO.038 0.090± 0.02 0.023=LO.002 0.331± 0.01

日田峠 第 五 電 0.176± 0.01 0.075± 0.01 0.073± 0.011 .282± 0.08( 1.053」 ヒ0.19〔 0.275」 ヒ0.05[ 0.306± 0.01

和 田峠 第 大 群 0.010± 0.01 0.021=LO.002
0。 138」ヒ0.004 0.042」 ヒ0。 002 0。 123± 0.01 。259」 ヒ0.04 1.978± 0.06 0.045± 0.01C 0。 442± 0.03C 0.142± 0.02 0.026± 0.002 0.360± 0.01C

で1彗 0。223ニ ヒ0.024 0.103」 ヒ0.00C 0.058± 0.00〔 164± 0.07〔 0.693± 0.101 0.409± 0.046 0.126ELO.022 0.052± 0.01 0.026± 0.002 0.354± 0.00〔

松 沢 0.206± 0.01 0.090」 ヒ0.00[ 0.064」 ヒ0.00[ .257」ヒ0.06C 0.850± 0.077

うつぎ沢 0.140± 0.02 0.046」 ヒ0.021 0.025± 0.00[

科 0.155」 ヒ0.007 0.068± 0.003 0.102± 0.01 。320± 0.077 1.033」ヒ0.063 0.362」 ヒ0.03( 0.285± 0.03 0。 104± 0.04C 0.030± 0.00〔 0.356± 0.011

麦 草 峠 0.274± 0.017 0。 136」 ヒ0.01 0.051」 LO.012 .397」LO.09 0.542」 ヒ0.058 0.736± 0.044 0.110± 0.024 0.043± 0.01 0.031=LO.00〔 0.383± 0.01

双子 池

山 0.267」 ヒ0.01 0.134± 0.00〔 0.048± 0.01 。382」ヒ0.06 0.546± 0.034 0。 727± 0.03C 0.109± 0.031 0.045」 ヒ0.02 0.031=LO.004 0.381± 0.01

窪 沢 1.481」ヒ0.11 0.466」 ヒ0.021 0.042」 ヒ0.00〔 2.005± 0。 13 0.182± 0.011 0.841ELO.044 0。 105± 0.01 0.009」 ヒ0.00〔 0.033± 0.005 0.459」 ヒ0.01

| 3.047」 ヒ0.06〔 1.071=LO.02〔 0.115± 0.01 7.380± 0.36( 0.158± 0.01 0.513± 0.021

新潟県

0.288± 0.01 0.142± 0.0 0.049± 0.01 0.024± 0.004

佐渡第二群 1 0.263」 ヒ0.032 0.097」 ヒ0.01 0.020± 0.00〔 501± 0.05〔 0。717± 0.10C 0.326± 0.02 0.091± 0.022 0.046± 0.01 0.026± 0.002 0.338」 ヒ0.00C

石り: 0.321=LO.00 0.070」ヒ0.003 0.069± 0.011 2.051± 0.07C 0.981」 ヒ0.042 0.773=ヒ 0.034 0.026± 0.00 0.359」 ヒ0.00C

E山 0.154」 ヒ0.034

自り| 0.569」 ヒ0.00C 0.142± 0.005 0.033± 0.00 1.608」ヒ0.034 0.261± 0.00〔 0.332± 0.00C 0。 150」ヒ0.008 0.033」 ヒ0.009 0.036± 0.001 0.491± 0.01

0.331=LO.011 0.097± 0.037 0.030」 ヒ0.007 1.711」ヒ0.06C 0.618± 0.02 0.283=ヒ 0.01 0.181± 0.01 0.035=ヒ 0.01 0.027± 0.009 0.402± 0.01

.354」ヒ0.058 0.340」 ヒ0.03C
石 川 県 比那 0.370」 ヒ0.00〔 0.087」 ヒ0.005 0.060± 0.003 0.639± 0.021 0.534± 0.02 0.172± 0.011 0.052± 0.02[ 0.032± 0.002

-240-



表 1-3 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準fm~差値

原産地原石群名
分析
イ周数

元素比

Ca/K 丁i/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr′/Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K Si/K

福井県
安 島 0.123=ヒ 0.00 0.038ELO.002 0675± 0.02 0.113± 0.00〔 0061± 0.02 0.032± 0.001 0.450」 ヒ0.01

三 里 山 0.035=ヒ 0.003 1.411二 LO.09[ 0.597± 0.02 0.740± 0.05〔 0.027± 0.01 0.022± 0.001 0.324± 0.00

兵庫県

0.216± 0.005 0.062=ヒ 0.00 0.045」 ヒ0.007 1.828± 0.05C 0.883=ヒ 0.034 0.097」ヒ0.02

香住第二群

雨滝 (微粒集 )

0.278± 0.01 0.100± 0.004 0.048」 ヒ0.009 0.813± 0.04 0.397± 0.02〔 0.112± 0.02 0138± 0.02 0.026」ヒ0.01 0.446± 0.01

0。 123」ヒ0.004 0.056」 ヒ0.00 0.083」 ヒ0。 01 1.967」 ヒ0.061 1.171± 0.04C 0.157± 0.01 0.183」 ヒ0.044 0.221± 0.021 0.026± 0.02[ 0.316± 0.006

島根県
日1菫 0.166± 0.006 0.093=LO.00〔 0.899± 0.031 0.278コヒ0.01 0.009=ヒ 0.00〔 0.061 ELO.01 0.154± 0.01

津 丼 0.132Eヒ 0.182 0.015」 ヒ0.003 0.301 ELO.01 0.015± 0.00[ 0.060± 0.01 0。 144± 0.00〔 0.020± 0.002 0.244」 ヒ0.00〔

久 見 0。 145± 0.00( 0.021」 ヒ0.004 0.980± 0。 02 0.386± 0.01 0.238± 0.011 0.023± 0.002 0.315± 0.00(

岡 山 県 0.268」 ヒ0.00〔 0.078」 ヒ0.00〔 0.077± 0.018 1.927± 0。 1.721 ELO.11 0.808± 0.06C

香川県

202」ヒ0.07 0.141± 0.01 0.032」 ヒ0.00〔 0.686=ヒ 0.06[ 1.350± 0.082 0.026」ヒ0.02〔 0.065± 0.01 0.041± 0.004 0.507± 0.01

585」ヒ0.12〔 0.194± 0.01 0.035」 ヒ0.00 2.860± 0 1.044± 0.077 0.024± 0.01 0.042± 0.01 0.045± 0.004 0.507± 0.01

224± 0.081 0.144± 0.01 0.035± 0.01 3.138± 0 0。 669=LO.078 1.335± 0.091 0.041± 0.003 0.500± 0.01

186± 0.05 0.143± 0.00〔 0.038± 0.01 3.202」 ヒ0. 0.707ELO.061 1.386± 0.08〔 0.029」ヒ0.02 0.073」 ヒ0.02

0.203コ ヒ0.02〔 0.042」 ヒ0.00C 3.125± 0. 1.010± 0.07 0.038」ヒ0.02 0.047± 0.01 0.041± 0.003 0。 487」LO.01

大麻山南第二群 .018± 0。 04〔 0.043± 0.01 3.305」 ヒ0 0.895」ヒ0.048 0.072± 0.01 0.038± 0.004 0.476」 ヒ0.01

0.261± 0.01 0.211=ヒ 0.007 0.798」 ヒ0.02 0.326± 0.01 0。 283± 0.01

佐賀県

0.087± 0.003 0.027± 0.00[ 0.628=ヒ 0.028 0。 348± 0.01 0.103± 0.018 0.075± 0.01 0.023± 0.007 0.321=ヒ 0.01

0。 345± 0.007 0.027」 ヒ0.00[ 1.535± 0.03C 0.397± 0.01 0.069」ヒ0.016 0.059± 0.01 0.026」ヒ0.00〔 0.328」 ヒ0.00〔

0.657± 0.014 0。202」ヒ0.00C 0.071」 ヒ0.01 4.239± 0.20[ 1.046± 0.06[ 0.028」ヒ0.00[ 0.345」 ヒ0.00C

岳 0.211± 0.00C 0.031=LO.005 0.075± 0.01 2.572± 0.21 1.600± 0.08( 0.414± 0.042 0。 311=ヒ 0.04〔

葉 jl 0.071± 0.003 0。 101± 0.01 1.253ELO.081 2.015± 0.09C 0。 147」 ヒ0.03[ 0.255± 0.04C 0.030」ヒ0.007

0.600± 0.067 0.153」 ヒ0.02 0.125± 0.018 4.692± 0.36C .170± 0.11 2.023=ヒ 0.122 0.171± 0.032 0.255」 ヒ0.03 0.032± 0.003 0.376」 ヒ0.00ε

0.953」 ヒ0.02 0.126± 0.013 6.666± 0.342 1.907」ヒ0.11 0.147± 0.02C 0.194± 0.02〔 0.033± 0.008 0.383=ヒ 0.01

目
日

明

―

大分県

F崎 0.223」 ヒ0.01 0.409」 ヒ0.086 6.691」 ヒ0.878 0.579± 0.12( 0.039± 0.003 0.400」ヒ0.011

0.226± 0.011 0.045」 ヒ0.003 6.743± 0.90C 1.845± 0.28〔 0.401=ヒ 0.01

0.649± 0.044 0.141± 0.01C 4.355± 0.683 0.610± 0.09[ 3.017± 0.459 0.427」 ヒ0.014

0.211± 0.024 0。 110± 0.02 0.311± 0。05ε 3.756± 0.66 0.105」 ヒ0.03C 0.094± 0.037 0_042± 0.007

*オイ山 1.059± 0.143 0_214± 0.03〔 0。 120± 0.04〔 3.598± 1.035 4.000± 1.16 0。 118± 0.04E 0.092」 ヒ0.03C 0.044」ヒ0.004 0。449」ヒ0.018

覆積 0.680± 0.061 0.145± 0。01 0.168± 0.03 4.397± 0.77 0.612± 0.09 0.147± 0.04C 0.194± 0.06C 0.041± 0.00[ 0.431=ヒ 0.015

瀬 0.313± 0.02 0。 127」 ヒ0.00〔 0.065± 0.01 1.489± 0.124 0.600± 0.051 0.686± 0.08

台 地 0.670± 0.01 0.096」 ヒ0.00〔 0.284± 0.031 1.526± 0.05〔 0.097」LO.01 0.032± 0.01 0.032± 0.00[

緒方下尾平 0.482」 ヒ0.03( 0.051」 ヒ0.00〔 1.361コヒ0.09 0.712± 0.04〔 0.089± 0.01 0.055± 0.021 0.012± 0.01 0.288」 ヒ0.01

目
呵

―

―

―

―

―

県崎長

t喜ノ辻 0.172」 ヒ0.00 0.066ELO.002 1.176± 0.043 0.385± 0.01 0.011± 0.004 0_023± 0.002 0.276」 ヒ0.00

ケ浦 0_174± 0.00 0.065」 ヒ0.002 0.033」 ヒ0.00〔 1.174± 0.03 0.389± 0.01 0.013± 0.00[ 0.129± 0.014

0.146± 0.00〔 0.038」 ヒ0.002 0.059」 ヒ0.00C 1_691± 0.10〔 1.726=ヒ 0.08 0.035± 0。 00〔 0.344± 0.040 0。717± 0.04 0.023± 0.002

貝 畑 0.135± 0.01 0.037」 ヒ0.002 0.056± 0.00C 1.746± 0.07〔 0_022」 ヒ0.01 0.334± 0.046 0。714± 0.04C 0.021± 0.009 0.339± 0.01

0.213± 0.00 0.031=ヒ 0.004 2.545± 0。 134 1.579=ヒ 0.07〔 0.420」 ヒ0.034 0.027± 0.003 0.341 ELO.011

0.190± 0.0 0.032」 ヒ0.00( 0.068± 0.01 2.371」 ヒ0.32〔 1.582ELO。 19〔 0.315± 0.06C 0.276」 ヒ0.05[ 0.210± 0.05(

松 浦 第 二 暮 0.244± 0.0 0.046± 0.007 1.880± 0.20C 0.886=LO.12 0。 145± 0.01 0.127± 0.03C 0.026± 0.003 0.329」 ヒ0.02C

甫第四群 0.288± 0.0 0.070± 0.00〔 1.833± 0.08〔 0。 717± 0.17〔 0_111〓 ヒ0.01 0.123」 ヒ0.022 0.027± 0.00〔 0.341=LO.01

淀 姫 0_334± 0.0 0.080± 0.004 0.044」 ヒ0.00C 1.744± 0.06C 0.533 ELO.03〔 0。 485± 0.03C 0.094± 0.022 0.353± 0.011

0。244± 0.01 0.060」 ヒ0.01 0.057」 ヒ0.004 0.810± 0.08 0.398」 ヒ0.03C 0。 135± 0.01 0。 146± 0.02C 0_025± 0.00

町 第 二 群 0.319± 0.042 0.079」 LO.023 0.046」 ヒ0.003 1.793± 0.08C 0.482」 ヒ0.044 0.118± 0.01 0.101± 0.024 0.025± 0.001 0.333」 ヒ0.01

0.202± 0.01 0.029ELO.004 0.076± 0.01 2.628± 0。 21 1.695± 0.14〔 0.403」 LO.06C 0.233」 ヒ0.074 0.030± 0.003 0。342± 0.011

0.423± 0.01 0.075」 ヒ0.00 0.089± 0.01 2.797」 ヒ0.27 1.148± 0.13〔 1.814± 0.192 0.103」 ヒ0.06C 0.208」 ヒ0.053 0.367」 ヒ0.00C

古 軍筆 三 澤 0.265」 ヒ0.032 0.064± 0.009 0.046± 0.01C 1.931± 0。 143 0.799ELO.11 0.433± 0.049 0。 122± 0.041 0.119± 0.04 0.031± 0.003 0.347± 0.0

岳 0.194± 0.00C 0.054± 0.005 0.040」 LO.008 1.686± 0.114 0。833Eヒ 0.05〔 0.251± 0.025 0.124± 0.039 0.018± 0.011 0.331=ヒ 0.01

崎 0。 176」ヒ0.01 0.053=ヒ 0.002 0.041± 0.01 710± 0.081 0.912=ヒ 0.03C 0.181=LO.02 0.202」 ヒ0.02 0.319± 0.01

表 1-4 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原産地原石群名
析
数

分
個

一九 比

Ca/K 丁i/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr′/Zr Y/Zr Nb/Zr AI/K S:/K

熊本県

ノ|ヽ 国 0.127」 ヒ0.005 0063=ヒ 0.007 1.441± 007C 0.611± 0.032 0.703=ヒ 0044 0.175± 0.23〔 0.320」 ヒ0.00

南 閣 0.214± 0.007 0.034」 ヒ0.00〔 0.788」 ヒ0.03〔 0.278± 0.01 0.069± 0.0 0.031± 0.009 0.021± 0.002

轟 0.258」 ヒ0.009 0.033」 ヒ0.00[ 0.794」 ヒ0.078 0.329± 0.01 0.066」 ヒ0.0 0.020± 0.00〔 0.243=ヒ 0.00〔

大 柿 1.534± 0.139 0.665± 0.03[ 0.075」 ヒ0.008 4.494± 0.46C 0.247± 0.01 1.236コヒ0.092 0.041± 0.01 0.030± 0。 003 0.292」 ヒ0.01C

冠ケ岳 0.261=ヒ 001 0.211± 0.00〔 0.032」 ヒ0.003 0.324± 0.011 0.279」 ヒ0.01 0。064± 0.0 1 0.037コ ヒ0.00( 0.277」 ヒ0.009

走室坂 1.599」ヒ0.101 0。 722」ヒ0.04( 0.085」 ヒ0.011 6.205± 0.305 0.256± 0.01 1.154± 0.055 0.103± 0.0 0.047± 0.01 0.027± 0.004 0.247± 0.01

石 峠 0.791± 0.08 0.279」 ヒ0.00C 1.208」ヒ0.02 0.279± 0.01 0.811=ヒ0.046 0.029=LO.01 0.031± 0.009 0.366」 ヒ0.033

長谷峠 1.668± 0.16 0.694」 ヒ0.03〔 0.080± 0.01C 0.253± 0.01 1.335± 0.104 0.098」 ヒ0.01 0.040」 ヒ0.00〔 0.295」 ヒ0.01

五 ケ瀬 J: 1.471± 0.13( 0.078± 0.011 4.838± 0.63` 1.288± 0。 124 0.101± 0.014 0.043± 0.01 0.027± 0.003

1.558± 0.14( 0.651± 0.03C 4.571± 0.57 0.257± 0.01 1.252± 0.1 0.091± 0.01 0.040± 0.00C 0.030± 0.004 0.291± 0.01

浜 0。 101± 0.00C 0。024± 0.00〔 1.021± 0。09C 0.351=ヒ0.03 0。 162± 0.02 0.022± 0.007 0。317± 0.00C

宮崎県
ノ木津留第一 0.207± 0.01 0.070± 0.00〔 1.521± 0.07[ 0.418± 0.02( 0.266± 0.034 0.063± 0.024 0.020± 0.003 0.314± 0.01

ノ木 津 留 第 二 群 0.261± 0.01 0.094」 ヒ0.00C 0.066± 0.01 1.743± 0.09[ 1.242± 0.06C 0.753± 0.03C 0.205」 ヒ0.029 0.047」 LO.03C 0.022± 0.002 0.323± 0.0

島 35.158± 1.11 5.001± 0.17 0.041=LO.002 0.009」 ヒ0.004 0.155=LO.00[ 0.035」 ヒ0.01 0.035± 0.01 0。446」ヒ0.022

鹿児島県

間 0.186± 0.01 0.047± 0.00〔 1.611± 0.07〔 0.948± 0.055 0.340± 0.032 0.281± 0.031 0.041=ヒ 0.032 0.358± 0.01

0.247± 0.01 0.106」 ヒ0.00C 0.047± 0.00〔 1.488± 0.074 0.768=ヒ 0.034 0.235」 ヒ0.02C 0.039=ヒ 0.027 0.024± 0.00[

ヶ平 第 二 0.584± 0.01 0。 176」ヒ0.005 0.037」 ヒ0。00ラ 1.484」ヒ0.09 0.449=ヒ0.031 0.675± 0.04C 0.036± 0.022 0.023± 0.01 0。390± 0.01

日 東 0.262± 0.01 0.143」 ヒ0.006 0.022」ヒ0.004 78± 0.04C 0.712± 0.02〔 0。 408Eヒ 0.02[ 0。 100± 0.01 0.019± 0.001 0.275」 ヒ0.006

五女木 0。266± 0.021 0。 140± 0.006 0.019」 LO.00〔 1.170± 0.064 0.405=ヒ0.021 0.108± 0.01 0.028± 0.01 0.019± 0.001

上牛鼻 1.629」ヒ0.09[ 0。 804」ヒ0.03 3.342± 0.21 0.188± 0.01 。105± 0.05G 0。022± 0.009 0.036± 0.002 0。391ニ ヒ0.01

平 こ場 0。 912± 0.02〔 3.975± 0.182 0.184± 0.011 1.266± 0.04〔 0.021± 0.01 0.038± 0.003 0。408」ヒ0.01C

音 ケ水 0.533」 ヒ0.02C 0.167± 0.00〔 0.061± 0.01 0.611± 0.03C 0.688± 0.05 0。 127± 0.02 0.494± 0.011

長 谷 0.553」 ヒ0.032 0.065」 ヒ0.01 1.815± 0.062 0.553ELO.02 0.146± 0.02 0.066=ヒ0.02( 0.524± 0.012

湾 計東山脈 0.510± 0.0 0.038± 0。007 1.862」ヒ0.079 0.519± 0.01 0.123± 0.01 0.024± 0.01 0.407」 ヒ0.010

ロシア

イリスタヤ川 19。 739± 1.451 6.053」 ヒ0.53〔 0。292± 0.051 32.021± 4.964 0.060± 0.01 2.859± 0。 41 0.176」 ヒ0.027 0.025± 0.01 0.185± 0.02〔 1.574± 0.152

ナチキ 0.220± 0.008 0.104± 0.004 0.099」 ヒ0.01 1.261± 0.062 0.608=LO.02〔 0.500」 ヒ0.02( 0.122± 0.03C 0.064」 LO.02〔 0_024± 0.00〔 0.340」 ヒ0.00〔

RED LAKE-1 0。 134± 0.004 0.044」 ヒ0.00〔 0.014± 0.002 1.238± 0.027 1.019± 0.02( 0.395± 0.016 0.044± 0.031 0.023± 0.00C 0。 334± 0.00[

ンテ
~イ

アンロMLZ群 0.204± 0.004 0.044」 ヒ0.002 0.564± 0.02 5.868± 0。 191 。170± 0.03C 0.508± 0.02〔 0.259± 0.01 0.791± 0.02[ 7.208」 ヒ0.27C

朝 鮮 頭 山 灰 皿 0.067」 ヒ0.00〔 0.018± 0.005 1.081± 0.02 0.530± 0.01 0.081」 ヒ0.00〔 0.338± 0.01 0_027± 0.00〔 0.306」 LO.00E
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表 1-5 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値 と標準偏差値

原産地原石群名
析

数

分

個
元素比

Ca/K Rb/Zr Sr′/Zr Y/Zr Nb/Zr AI/K SI/K

北海道

HSl遺 物 群 0430± 001
0.034± 0.01 0500」ヒ0.01

0124± 000〔 0.156± 001 0.029=ヒ 0.011

0535± 0.061 2.545± 013〔 0.165± 0.021 0.027± 0.00C

FR3遺 物 群 2 548ELO.14 0.586=LO.056 0.017± 002
FR4遺 物群 0074± 0.01 2.500± 0.117 0009± 0.01 0.018± 0.008

FHl遺 物 群 0.221± 0.007 0.802=LO.02 0.109± 0.01 0.017± 0.021 0.037」ヒ0.003 0.447」 LO.011
KTl遺 物 群 0.081± 0.00E 0133コヒ0.01 0019± 0.021 0.516± 0.01

K丁2遺物群 1.111± 0.04( 0.107± 001 0.012± 0.01 0.519± 0.01

KSl遺 物 群 1± 0.05 0.468± 0.021 0180± 0.01 0.345± 0.01

KS2遺 物 君羊 0.244± 0011 0.056=ヒ 0.013 1.749± 0.16〔 1.080± 0.10〔 0.424± 0.03〔 0.327± 0.042 0.023=ヒ 0.011 0,379」 ヒ0.011

KS3遺 物 群 0164± 0.00〔 0.041=ヒ 0.00 0.080± 0.013 2.565=ヒ 0.12〔 1460=LO.057 0.162± 0.01 0.024± 0.002 0.337± 0.01

K19遺 物 群 0.185± 0.007 0.081EL0 01 2.162± 0.122 1.031± 0.041 0.050± 0.01 0.023=ヒ 0.002

N129遺 物群 5.445± 012 2.301 ELO.07` 0.207± 0.02` 13.422± 1.11 0151± 001 0.007± 0.011 0.069± 0.00C

青森県

HY遺物 群 0238± 0.011 0.131EL0 00〔 1636=ヒ 0.06〔 0.020」ヒ0.01
SNl遺 物 群 0.258± 0.011 0.281± 0.01 0.009± 0.01 0.021」ヒ0.006 0.329」 LO.000
SN2遺物群 0.716± 0.035 0.292± 0.01 0.383± 0.01

秋田県

KN遺 物 群 0.351± 0.01 0.219± 0.01 0.216± 0.01 0.029」ヒ0.01 0.475」 LO.040
TB遺物 群 0.252± 0.01 0113± 0.007 0.124± 0.01 1.805± 0088 0.875ELO.056 0.663± 0.038 0.272± 0.029 0.026=ヒ 0.00〔 0.378=LO.021

0.067± 0.011 2.055ELO.06 0741± 0.02ε 0.293Eヒ 0.01 0.331〓 LO.021 0.036」ヒ0.00〔 0.444」 ヒ0.01

岩手県

群 1.519± 0.02〔 0.277ELO.01 0.167± 0.01C 0.526± 001 0.251」 L001 0.058=LO.01
群 3.141± 0.07 0.552」 LO.021 2.752± 0.062 0.716± 0.01 0.008=ヒ 0.01 0.083」ヒ0.02 1.353」 ヒ0.04C

A13遺 群 0。 950± 0.01 0.117± 0.009 4.306ニ ヒ0.10C 0.114± 0.00 0.014± 001 0.028=ヒ 0.006

A14損 勿群 1.850± 0,05C 0.474± 0.02 0.067」 ヒ0.007 0.011± 0.01 0.064± 0.02 1.061=ヒ 0.105

A15遺 物 群 3.167=LO.092 3.787± 0.10〔 0.114± 0.01C 0.091=L002C 1.234」 ヒ0.05`
FS遺 物 群 0.327」 ヒ0.019 0.017± 0.011

SD遺物 群 0118± 0.010 3。 922± 0.077 0.117± 0.012 0.083」LO.01 1.195± 0.02〔

UN51遺物 群 2.903± 0。 121 0.542=ヒ 0.05〔 3.507=ヒ 0.099 0.118± 0.01 1.206」 ヒ0.061

新潟県

物 群 0.479± 0.014 0.192± 0.00C 0.054± 0.00〔 1.561 ELO.075 0.400± 0.01 0.061_■ O.01 0.033± 0.00[ 0.427」ヒ0.01
AC2引 物 群 0.251二 LO.007 0.081± 0.00〔 0.112± 0.01 2.081二 L007 0.108± 0.02 0.036」ヒ0.003 0.419± 0.007

AC3引 物 群 0657± 0.01 0.144± 0.00[ 0083± 0.01 1.891± 0.051 0。286」ヒ0.018 0.041 ELO.01 0.049± 0.005
IN l引 物 群 2± 0.01 0.027=ヒ 0.001

IN2遺物 群 1.582ELO.08C 0.104± 0.03C 0038± 0.01 0.036± 0.003 0396± 0.01C

IN3遺物 群 0.736=ヒ0053 0.170± 0.01 0.057± 0.02[ 0.326」 LO.01

IN4遺物 群 1.841± 005〔 0.935=LO.03C 0.754」 ヒ0.024 0.182± 0.011 0.214± 0.00〔

長野県

NK遺 物 群 0.566EL0 01 0.163± 0.00 1 1.822± 0.084 0.467=LO.031 1.691=LO.064 0.102± 0.021 0.500」 ヒ0.01
UH63」ミ]吻 君羊 0308± 0.01 0.118± 0.00 1.646± 0.10C 0.811± 0.039 0.562=ヒ 0.03C 0.138± 0031 0.036± 0.00[

UH66遺 物 0.310± 0.01 1。 980」 ヒ0.082 0.901=ヒ 0.051 0.841 ELO.040 0.041± 0.01 0.378」 ヒ0.02[
0.297=ヒ0.005 0.115± 0.00〔 0.050± 0.0 1.580± 0.045 0.567ELO.01 0.025± 0.001 0.346」 ヒ0.00G

FUT13響壁1吻 0730± 0.108 0.270」 ヒ0.02〔 0.155± 00 0.777± 0.12[ 0.039± 0.003 1.724」 ヒ0.08

山口県

YM遺 物 群 0.381± 0.016 0.138± 0.00[ 0.047± 0.01 0.023」LO.003 0.331=ヒ 0.01

NM遺 物 群 0.196± 0.03 0.058ELO.01 0.022」ヒ0.003
MK-1 0.370± 0.097 0.125± 0.01 0.292± 0.01 0.337」 ヒ0.0

0258± 0.01 0.055± 0.01 .745EL0 1.149ELO.092 0.297」 ヒ0.02 0.202」 ヒ0.03 0.177=ヒ 0.022

分 県 I遺物 君 0.794± 0.07C 0061± 0.01 1.774± 0.132 1.350Eヒ 0.09C 0.076± 0.032 0.434」 ヒ0.01

宮崎県

HBl遺 物 群 0.197ELO.03 0.754」 ヒ0.055 7.099± 0.84 0.975=LO.13C 0368=LO.07 0.093± 0.02 6.312± 0.52[

0.414± 0.10C 1.557± 0.67 0.110± 0.044 9.900± 1.59[ 0.176=LO.088 1.209± 045 0.178± 0.069 0.178_■ O.044 9.938=Ll.532
UTl遺 物 群 0 297ELO.01 0107± 0.005 0053=ヒ 0010 1.638± 0.104 1.012± 005( 0.024± 0.011 0.390」 ヒ0.014

1.018± 0.094 .752」ヒ0.07 0.056± 0,04 0.090± 0.017

表 1-6 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値 と標準偏差値

原産地原石群名
析

数

分

個
比

Ca/K Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr

鹿児島県

K12遺物 群 0060± 0.01 1529± 014 0.137=ヒ 0024
K13遺 物 群 1545± 0.154 0 557EL0 04 3746± 045 0106± 0021

2.625EL0 10C 0871± 013C 0 255ELO.01 0.107± 0.009

K15遺物 群 0.206± 0.01 0.064」 ヒ0.007 0061± 0.004 1.570± 0.07 1.213EL0 06〔 0224± 001 0.014± 0.001 0259=ヒ 0.02

118遺物群 0447± 0.011 0122± 0.005 1737± 0.04〔 0.050± 0024 0.030± 0001
K184遺 物 群 0.051± 0.011 0.032± 0.001 0.431 ELO.00

SG遺 物群 0.133± 0.01 0.015± 001 0.027± 0.021

OK遺 物 群 1.371=ヒ 0.074 3.109± 0.161 0.202± 001 0.122± 0.014 0.009± 0.014 0.027± 0.018 0.518± 0.02

KKl遺物 群 0.347=ヒ 0.01 0.081± 0.01 3.085± 0.155 0.887± 0.03 1.487± 0.06 0.119」 ヒ0.036 0.184± 0.02

KK2遺物 群 0.521± 0.01 0.122± 0.004 0.076± 0.01 3.125± 0.222 0 877ELO.048 1.500± 0.074 0.109± 0.034 0.187± 0.02 0.359=ヒ0.01

HMl遺物 群 0.683=ヒ 0.024 0.861± 0.021 0.063± 0.01 0.642± 0.039 0127± 003Z 0.282」 ヒ0.008
HM2遺 物 群 0.483ELO.02乏 0.121± 0.00C 0.054± 0.01 1.975± 0122 0.034± 0.00C 0.474± 0.016
ONl遣 物群 0167=LO.00C 1.157=LO.044 0.039± 0.01 0.032± 0.004 0.376± 0.012

ON2遺 物 群 0.211± 0.032 0.108± 0.02 0.030± 0.004 0.345± 0.011

MttR20遇里1吻 0.262± 0.01 1.017± 0.03 0.275ニ ヒ0.01 0.067± 0.04C 0.025=ヒ 0.00C

MTR21遺 物 0.154± 0.00 0.029± 0.002 1.627± 0,10[ 0.287± 0.01 0.345± 0.042 0.120± 0.008 0.036± 0.016

:朝 鮮 軍 城 外 遺 跡 遺 物 群 0135± 0.012 0.017± 0003 1.118± 0.051 0.068± 001 0.150± 0.02

ロシア

イリスタヤ 18.888± 2.10C 6.088=ヒ 0.86〔 0055± 0.017 2.716± 0.162 0.163± 0.01 1.674± 0。24C
RMA-1遺 物群 28.381± 1.69 10.508± 0.63〔 0.240± 0.01 26.686± 1.014 0.176± 0.031 2.176± 0.12

20226± 1.46` 8.128± 0.592 0.218± 0.00C 24.174=L083 0193± 0023 155=ヒ 001 1.548± 0。 114
RMA-4遺 物 群 9780二Ll.292 0.253± 0.01 0.225Eヒ 0.03C 2.201」 ヒ0.292
RMA-5遺 物 群 0.033± 0.03C 0.219± 0.015 2.177± 0.15

RO-lB遺 0.192± 0.022 1.904」 LO.221
RQ-1遺 物 澤 0.211± 0.009 0.057=LO.041 0.156=ヒ 0.011 1.554± 0.10〔

群 0.135± 0.01 1.369=ヒ 0.12C

0151± 0.00 0.128± 0.01 1.290± 009
0.115± 0.00 1.382± 0.06[ 0.109± 0.031 0.036± 0.01 0440± 0.013

ハ
‐
リツ3慣物 群 0.056± 0.015 0.502=ヒ 0。04

フ
゜
リタ
゛
ロシ・ュナヤ12-1 0.290」 ヒ0.021 0.028=ヒ 0.01 0.023± 0.001 0.342」 LO.00

コルキ
~チ

ヤン2-3遺物 0.412± 0014 0.121± 0.01 0.165± 0.02C 0.029± 0.001 0.386± 0.011

ハ
‐
ラトウンカー1 0.225± 0.01 0.048± 0.01 1.851 ELO.18C 0.246± 0.01 0.752Eヒ 0.07( 0.075± 0.01 0.015=ヒ 0.008 0.041± 0.004

ハ
‐
ラトウンカー2 0,717± 0.018 0.031± 000C 1.604ニヒ0.043 0.119± 0.00 0398± 0.01 0095± 0,00〔 0016± 0006

ハ
‐
うトウンカー3 0.097± 0:004 1.642± 0.05〔 0.262± 0.011 0.753ELO.02〔

ハ
‐
ラトウンカー4 0.141EL0 00 1.069=LO.02[ 0.150± 0.00( 0.106± 0009

0.255ELO.00 0.160± 0.005 1.121± 0034 0.192± 0.007 0.151± 0.00ε 0.303± 0.007
ミリコボ

‐
遺 物 群 0.163± 0.005 0.045± 0.002 0.186=ヒ0.01 0,010± 0.01 0.032± 0.001 0.448± 0.010

Ushki V遺 物 暮 1.406ELO.07 0.281 ELO.07C 0.022± 0.001

0.537ELO.01 0.186± 0011 1.384± 0.08 0.030± 0.001 0.397± 0.01

0.114± 0.01 0.151=LO.032 0.028± 0.001 0.386」 ヒ0.004
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表 1-7 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

M群 =桑ノ木津留第1群、F群 =UT遺物群、HS2群 =置戸・置戸山群、FR2群 =ケショマップ第一群にそれぞれ一致 平均値±標準偏差値、*:ガラス質安山岩、NK遺物群 :中 ッ原遺跡、HY遺物群 :日 和山遺

跡、SN遺物群 :三 内丸山遺跡出土、KN遺物群 :此掛沢遺跡、HS遺物群 :北進遺跡、KI遺物群 :桐 木遺跡、UT遺物群 :内 屋敷遺跡、AI遺物群 :相ノ沢遺跡、FS遺物群 :房ノ沢遺跡、SD遺物群 :下 舘銅屋遺跡、

FR遺物群 :東麓郷1,2遺跡、FH遺物群 :東9線8遺跡、K丁遺物群 :北 区1遺跡、KS遺物群 :キウス4遺跡A―R地区、SG遺物群 :志風頭遺跡、OK遺物群 :奥 名野遺跡、TB遺物群 :戸 平川遺跡、NM遺物群 :長

桝遺跡、MK遺物群 :南 方遺跡、YM遺物群 :南方、藤尾、岩上遺跡、ACl、 2、 3遺物群 :ア チヤ平遺跡、IN l、 2遺物群 :岩野原遺跡、K19遺物群 :K39遺跡、KKl,2遺 物群 :計志加里遺跡、HBl,2(フ リント

様):八 久保第2遺跡、HR遺 物群 :堀 量遺跡、HM遺物群 :春ノ山遺跡、KU4(硬質頁岩様):久 木野遺跡、ONl,2:大 原野遺跡、N129:穂 香遺跡、UH63・ UH66:上ノ原遺跡、UN51遺物群 :雲南遺跡など出土遺

物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近 :イ リスタヤ遺跡、南カムチャッカッ ラヾトウンカ、ナチキ、アバチャ遺跡、中部カムチャッカ:Ush‖ I、 Ⅱ、V遺跡、コムソモリスクーナーアムール:フーミ遺物群、MTR21遺
a):Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmo百 ,T.&Takeda,E。 (1974).1974 compilaゼ on of data on the G」 S geochemical reference samples JG-l granodio面 te and JB-l basa比.Geochemical Joumal Vol.8,175-192.

表 2 中信高原地域原石採取地点における各原石群の出現頻度

33地点 :高松沢、8地点 :牧ケ沢、 28地点 :ブ ドウ沢右岸、32地点 :ブ ドウ沢左岸、29地点 :本沢
15地′点 :星糞峠遺跡付近、 16+17地 ′点 :鷹山
31地′点  第 1群に似る
注 :各群への誤判定率 (帰属確率)を 1%に設定する。

原産地原石群名
析

数
分

個

元素比

Ca/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr

アラスカ

GUL09道 物 群

XMK02道 物 群 0831± 001 0103± 000〔

YUK01道 物 群 0.155± 0.005 1.022± 0.02 0.007± 001 0.253± 001 0.331± 0.010

YUK16道 物 群 0.178± 001 0.146± 0.03

YUK34遺 物群 1495± 0.041 0177± 0017 0.022=ヒ 0.001

UNL01遺物群 0.170± 0.002 0.128± 0.005 0.136± 0.00[ 0.037± 0.010 0.027± 0.001 0.361 ELO.004

UN107遺物群 0.428=LO.02 0.249± 0.01 0.020± 0.001 1.215± 0.03 0202±0007 0.087=LO.006 0.011± 0.01 0025± 0.001

CHK02遺 物群 0.606Ξ ヒ0.00〔 0269± 0.02C 0.043=ヒ 0.001 1.774=ヒ 0.04[ 0.106± 0.007 0.106± 0.007 0.041」 ヒ0.01 0.034± 0001 0.459± 0.01

CRG01i重物群 0.089=L000〔 0.153± 000〔 0.41lEL0 004 0.074± 0.002 0.219± 0.004 0.021± 0.001 0.313± 0.002

MMK03道物 群 0.027± 0。001 1.409ELO.02 0.245± 0.01 0.560± 0.01 0.068± 0.01 0.020± 0.01 0.029± 0.001 0.371=ヒ 0.00ラ

MMK12週菫物群 0.126± 0.004 0.085=ヒ 0.00〔 1.091± 0.031 0.046± 001 0.211± 0.01 0.318± 0.037 0.023± 0.001 0。335± 0.00C

HEA10遺物群 0.130± 0.004 0.021=ヒ 0.001 1.338± 0.135 0.454± 0.02 0.412± 0.018 0.134± 0.01 0.052」 ヒ0.02 0.020± 0.001 0.279ELO.00〔

HEA26遺 物群 0.235=ヒ 0.00[ 0.082EL0 00〔 0.028ELO.002 1.843」 ヒ0.089 1.066± 0.03〔 0.207=ヒ0.028 0.351± 0.021 0.057」 ヒ0.048 0.026± 0.001 0.363± 0.00[

XBD61測ヨキ勿君羊 0.214± 0.004 0.008=ヒ 0.00C 0.001± 0.001 0.067=ヒ 0.002 0.179± 0.004 0.019± 0.001 0.322」 ヒ0.003

XBD124選 11勿君羊 0.274± 000C 0.170± 0.003 0.031± 0.001 0.409± 0.01 0.412± 0.01 0.090± 0.01 0.103± 0.02 0.026± 0.001 0。359± 0.003

XBD131遺 物 群 0.156二 LO.004 0.131± 0.006 1.244± 0.041 2.125± 0.091 0.031 ELO.02 0.430± 0.024 0.790± 006 0.024± 0001 0.342」 ヒ0.002

NOA02遺 物 群 0.149± 0.003 0.134± 0.004 0.043=LO.00 1.075± 0.04〔 0.654± 0.032 0。285± 0.01 0.142± 0.01 0.183± 0.03[ 0.023± 0.001 0.323± 0.004

NOA07道 物 群 0210± 0.00[ 0.176± 0.011 0.017± 0.001 0.871 ELO.01 0221± 0.007 0.065± 0.01 0.024± 0.001 0.301_■ O.005

SIT― E遺物群 0.076± 0.01C 0.121=LO.02C 0.097± 0.002 0.001=LO.001 0022± 0.001

SIT― Z-2遺 物群 0.075± 0.002 0.063ニ ヒ0.002 0.220」 ヒ0.004 0.022± 0.001 0.316± 0.00〔

標準試料 0.755± 0.01C 0.076± 0.011 3.759=LO.111 1.331± 004〔 0.251 ELO.02 0.105± 0.01 0.342」 LO.004

原石採取
地 点

中信高原産出黒曜石原石群の各群出現頻度 %(個 数)

霧ケ峰  観音沢
和田峠

第一群  第二群  第二群  第四群  第五群  第六群 鷹山・和田 男女倉 麦草峠 冷 山 双子池 立 科

うつぎ沢
星ケ塔
金明水
観音沢

1地点
3地′点
4地点
5地′点

18地′点
19地′点
24地′点
25地′点
26地′点
27地′点
22地′点
33地′点
8地′点

28地′点
32地点
29地′点
30地′点
16+17地 点
15地′点

麦草峠周辺

冷 山
双子池

立科周辺

-  90(73)
―-     3(4)
一-     5(2)
―-      2(1)

100(37)    一―

―-     48(15)

2( 1)   29(14)
一-     27( 3)

一-     50( 5)

一-     52(30)

一-      9(11)

一-     12( 3)

一-     33( 3)

―-     100(3)

一-      2( 1)

―-   95(77)
0。 8(1)   一―

3( 1)      一―

2( 1)      一一

2( 1)      ――

―-      23( 7)

―-       4( 2)

一-      73( 8)

一-      47(27)
―-     91(112)

―-     100(30)

―-      88(23)

―-      67( 6)

29(15)      一―

7( 3)      一―

100(128)98(126)
98(39)   98(39)

98(50)  100(52)
31(8)
74(26)

48(10)

59(27)

42(27)

39(22)

10(3)
6( 3)

69(36)

91(40)

58(15)

6(2)
8(2)

52(11)

39(18)

55(35)

61(35)

3( 1)

一    -  98(127)
一―     ―-     98(39)

一―     ―-     98(51)

4(1)
17(6)

2( 1)

16(5)
58(28)

50( 5)

2( 1)

88(7) 88(7) 12(1)?

97(94)  87(84)  80(78)   一―

99(86) 100(87)  90(78)   一―

80(67)  33(28)  99(83)   一―

――     ―-     88(7)
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析
号

分
番

運

番 整理番号
遺物
番号

層位
石器 群

プロック石材 母 岩 器 種 原石産地 ホテリングの丁2乗検定(確率) 判定結果

Ⅲ たA 片 霧ヶ峰(80%), 科 38%)

片 霧ヶ峰(37%),観音沢(23%),立科|14%)

Ⅲ 観 卦沢(46%) 霧ヶ峰(45%),立科| 沢

12QG4 Ⅲ ケ 山

Ⅳ 上 ケ 山 :(62% 沢

Ⅳ 上 尖 A 石 刃 田峠 第 3群 (1%).和 田峠第 1 田(0.6% 和 田

Ⅳ 中 石 刃 口田 (97% 田峠第 1 96%).不 □田

尖A 和 田山 1群(78%).鷹山 口和 田 71%).; 田峠 第 3 和 田

Ⅳ 上 尖 A 田 (98%).和 田 1群 (84%); 田峠 第 3 (28%) 田

Ⅳ 尖A :(79%).

"ミ

(53%): (0.2%)

Ⅲ 片 (85%).和田山 (26%) 田

Ⅳ 上 石 刃 霧ヶ峰(66%),立科(45%), :(0.3%)

Ⅲ 片 和 田峠 5群 (55%),和 日峠第4群 (2%),和 田 喘 Ю群 0.6%),高 松沢(0.3%) 田

Ⅳ 上 田田 舅臣1君芋(8096),「 山・和田(75%),和 田峠 (43%) 田

Ⅲ 口田峠 第 5 69%),和 田峠第6群 (28%),和 田峠第 田

Ⅲ 口田峠 第 3群 (78%),和田 1君羊( 口田(42%) 田

トイフ杉石 田
=5沼

洋(79%), 口田峠第4租 口田 出 7%),和 田峠 0.4%).和 田峠 第 1群 (0。 1 田

Ⅳ 上 63%),男 女 (59% 口田山

石 L池(13%),麦草 峠(4%

Ⅳ 上 石 刃 J(94%),麦 草峠(91%),双子池(14%)

kカロEEI 山口和田(81%),和田 72%).和 田 山:第3群 (22%) 田

Ⅲ 山・和田(79%),和 田

Ⅲ 片 和田峠 i5群 (63%).和 田山 i6群 (5%).和 田 田 山

Ⅲ 片 鷹山・和田(93%),和 (86%).和 田 山 i3群(34%) 田

Ⅳ 上 和田峠第4群 (40%),和 田山 ;6群(0.6%),和 田 :第 3群 (0.2%) 田 山

田(99.5%),和 田峠第1群(98%),和田峠第3群 (69%) 口田

Ⅲ 口田 1君羊(97%),I 山・和田(85%),和 田峠第3群 (58%) 田

Ⅲ L(78%),双 子池(13%)

Ⅳ 上 ヶ峰(82% 64%),=2 科(37%)

Ⅲ
L池 (0.8%),1

Ⅳ 上 1(34%).双 子池(0.6%)

12WAl ケ 歯 :(8296

口田 (71% ヨ峠 第 1 44%).和 田峠 第3 日[日

12WA2 Ⅲ 尖A 田峠 第 4 口田峠第 5 田

Ⅳ 上 尖A 上ノ原 UH35i UH35」

Ⅲ 和 田 山 口田峠 第 1群(22%).鷹山 口和 田(5% 和

Ⅲ たA |(88%). 山(86%

Ⅲ 片 和 田峠第1群(88%),鷹山口和田(72%),和田山 :(56%) 和

Ⅲ J片 和田峠 1群(97%),鷹山・ 田 (82% ヨ峠第鯛 (66%) 和田山

Ⅳ 上 Iヲワ 口田峠 第 5群 (84%),和 田山 田峠第 6署 田 山

Ⅳ 石 刃 口田 53%),和 田山 田 1第 6群 (4%) 口田山

Ⅳ 上 田(98% 口田峠 第 1 て84%),和 田 :(28%) 田

Ⅳ 上 田峠 第 1 ・和 田(82%),和 田峠第 3群 (60%)

Ⅳ 上 田峠 第 1群(70% 田 ( 7%),和 田

Ⅳ 上 1群 (32%).和 田山 口田

Ⅳ 中 (68%).和 田山 口田

Ⅲ 石 刃 和 田山 6群(59%)和 田峠第 5用 11%).和 田 1用洋(0.4%).』 口田 (0.2% 田

Ⅲ 剥 和田山1筆:6群 (99%).和 田 5群 (47%).和田 1群(3%).和 田峠 第 3群 (2%).鷹 山 口和 田 (1%)。 和 田峠 第 4群(01% 田田

Ⅳ 微細剥|僅石刃 て55%)和 田 (24%)

14AD7 Ⅲ 単 台形欄石器 和田峠第1群(81%),和田 Ю群(65%),I 硼田山

Ⅲ 山・和田(73%),和田峠第1群 (24%),和田 :第3群 (8%) :山 口和田

Ⅳ 下 口田(79% 1群(77%),和 田 1第3群 (59%) 田

Ⅲ 田峠 第 1群(38% ヨ(23% .和 田峠第 3君 22%) 田

Ⅲ 99.8%)。 1

石 刃 田峠 第 1 98%).鷹 山・ 68%).和 田峠 第 2群 (1

田峠 第 6群 (49%).和圧 (45%).コ ] ll(35%).和 田峠 第 3 (32% 田(9%).和 田峠第 5群 (0.9%

Ⅳ 上 田峠 第 1群 (18%).和 圧 日田 4%).鷹 山 口和 田 (0.1% 田

12RD6 Ⅳ 上 尖 A 田峠 第 1群(71%).鷹山・和 田(52%).和田 日田

Ⅲ 尖A 鷹 田 1群(91%).和田山 (36%) 田

尖A 沢 (99.6%).興 ケ峰(99% F,Fこ

尖A 和 田山 5群 (73%).和圧 (54%). 田峠第 群 (53%)。 和 田峠 第 3群 田 山

尖A 日峠 第31 田

尖 A 田峠第 3 (48%) 田

12WA2 尖 A 和 田山 1君羊(76%).I 田 山 (39%) 田

沢

Ⅳ 上 口田 (99.7%).和 田 田 田

Ⅳ 上 田 (85%). 口田 77%).和 田峠第 3群 (0.4%).和 田峠 第 1群(0.2%) 田

石 田 95%).和 圧 :(44%)。 和 田 5%).和 田峠 第 3群 (2%).鷹 山・和 田 (1%) 口田

96%).和 田 1層洋(63% ヨ峠 第 5 口田 (5%).和 圧 峠 第 1群(2%).和 田峠 第 3群 (0。 9%) 羽

田石 刃 Lノ原UH63] (85% 上 ノ UH63:

Ⅳ 上 細 田石刃ホ (99%). :(0.2%) 上 ノ

12WA2 Ⅳ 上 細 田石 刃 「山(26%).双子 池 (0.5%)

Ⅳ 上 尖 A 「山(89%).双子

Ⅳ 上 石核 和田峠第5群 (44%),和 田 育6群 (5%).和 田峠 第 4群 (1%)。 高 松 沢 (0.2%) 口田

表 5 信濃町上ノ原遺跡出土黒曜石製石器、景J片の原材産地分析結果 [第 2回 ]
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表 6 上ノ原遺跡出土黒曜石製石器、景」片の産地分析結果 [第 1回 ]
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【観音沢(5%)】 :【 】で示された推定確率は風化層の影響を受けやすい軽元素(Ca/K,Ti/K)の軽元素比を抜いて判定を行つた結果で、215個の原石・遺物群の中で0.1%以上の確率で判定された原石産地
を記した。
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・Ⅲ
一

上′原■1石器群の1石  `1朝,作連 森先||■貴

議論の背景

鎖
一

東北日本の日本海側に分布する横打景J片石器モードの

石器群については比較的古 くより議論が続けられてい

る。加藤稔による山形県越中山遺跡K地点の発見 (加藤

1975)を 端緒として、またその後の富山県・新潟県を中

心とする資料の蓄積により、幾種類かの横打景J片石器

モードの石器群の存在が知られるようになり、当地域に

おける横打剥片石器モードは単純な一様相のみからなる

わけではないことが明らかとなった。このうち狭義の

「瀬戸内系石器群」、つまり麻柄一志 (1994)の いうとこ

ろのⅡb類石器群には富山県直坂Ⅱ遺跡、新造池A遺跡

瀬戸内系石器群に関わる技術論的検討は麻柄一志の論

文にまとめられている (麻柄1984・ 1994)。 資料的制約

が大きい状況ではあつたが、麻柄は次の点を指摘 してい

る。すなわち、「石核は複数の形態があり、背面・主要

剥離面ともに平坦な一枚の景J離面の盤状景J片の一端から

交互剥離で打点を左右に移 しながら景l片 を景J離 させるも

の、素材の剥片の両端から交互景J離 をおこない、石核の

形状が最終的には棒状になるものに大きく分類すること

ができる」 (麻柄1984)と いうものである。また、共に

出土しているナイフ形石器に残る平坦面がポジテイヴ面

であることから、剥片剥離の目的剥片は石核の素材剥片

の主要剥離面側に向けて景J出 されたものと推定している

(麻柄1994)。

まず麻柄の指摘どおり、上ノ原Ⅱ石器群でも石核の素

材は例外なく大形の板状景J片 を素材としている。この素

材剥片を獲得する過程は本遺跡内ではほとんど確認でき

ないが、かなり厚手の大形剥片の分割片の状態で持ち込

まれたものから、ひとまわり小さいながら大形の板状の

最J片 を再度打ち出す過程をしめす接合資料35、 本遺跡内

で景J離 されたかどうかが不明確であるものの、大形板状

景l片 2点が接合する接合資料163、 有底横打剥片が再石

核化 していることを示す接合資料167は、石核の素材獲

や、野尻湖遺跡群の貫ノ木遺跡、西岡A遺跡、仲町遺

跡、東裏遺跡特別養護老人ホーム地点などが含まれるも

のの、比較的量が多い貫ノ木遺跡、西岡A遺跡でもおそ

らく数百点程度にとどまるものとみてよい。そこで本論

では、総点数3000点 にのぼる上ノ原Ⅱ石器群を主な分析

対象に、これ以外の資料にも適宜触れながら、従来は資

料的制約から十分な検討が行うことができなかった、こ

の狭義の「瀬戸内系石器群」の技術的特徴を考察するこ

ととしたい。

石核の素材獲得

得段階を示す。この接合資料35・ 167か らは、石核の素

材獲得段階というものが石器製作過程の中で明確に分節

化 した一工程を構成するのではなく、板状景J片 をもとに

横打剥片を中心とした剥片剥離を行う中で、一定程度の

大きさを持つものが生み出された場合には、それを再び

石核化するという入れ子状構造が想定される。

とはいえ、基本的には安山岩原産地において、原礫か

ら大形の板状剥片を獲得しておいて、本遺跡に搬入 して

いたことがわかる。仮に最大長が10cmを超えるものを大

形板状景J片 と呼び分けて計数すると、石核 としては用い

られなかった大形の板状景l片 そのものは、接合資料163

を含めても20点 に満たない数しか残されていない上、全

て10cmと いう基準をわずかに超えるにとどまるものであ

った。また、接合資料35012401250147の 大 きさから

石核素材景J片のサイズの上限は20cm程度と推算される。

なお、全面に礫面の残存する剥片は接合資料を含めて

も10点前後にとどまり、景J片全体のおよそ0。3%である。

ごく一部に付着するものは一定量存在するものの、板状

剥片素材石核の側縁部に残る帯状の礫面を取 り込んだと

思われるものが中心である (例 えば接合48を 参照)。 石

核素材剥離段階が本遺跡から欠落していることが、この

ことからも明白である。
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さて、交互景J離 と表現されてきた剥片景J離方式の実態

はどのようなものであろうか。

まず残された残核を検討したい。事実記載において分

類した類型をもとに行う。繰り返しになるがそれぞれの

類型の特徴を再度述べておく:類型①素材両端から打点

を反転させ (打面と作業面を入れ替え)つつ左右に移動

しながら有底横打景J片を景J離するもの。類型②素材一端

から打″点を反転させつつ左右に移動しながら進行するも

の。類型③素材一端で打点を反転させつつ左右に移動し

ながら剥離を行い、もう一端では打点を反転させず、左

右に移動しながら景J離を行ったと見られるもの。類型④

素材両端から素材景J片の片面側へ向けてのみ剥片景J離 を

行うもの。やはり打点は左右に移動する。類型⑤素材一

端から素材剥片の片面側へ向けてのみ剥片剥離を行うも

の。打点は左右に移動する。類型⑥石核の周囲をめぐる

ように剥片景J離が進行するものである。類型⑦石核素材

としては小形の景J片 を素材に、 1～ 2枚のみの景J片を景J

離しただけで放棄されたものである。

このように打′点は基本的に左右に移動させられつつ景J

離が行われるが (並列横打景J離方式と仮称する)、 石核

素材剥片が小さい場合などには、打点が左右に移動させ

られることなく、石核幅いっぱいに剥片が剥離される場

合もある (例 えば接合資料37の石核 :図 1)。 ただし、

石核幅いっぱいに景J片が景J離 される技術 (直列横打剥離

方式と仮称する)が特定の石器製作と結びつくというよ

うな傾向はなく、並列横打景J離方式に対して特別な意味

を有しているわけではないことを強調しておきたい。な

お、これ以外に縦長の最I片 を散発的に剥離する過程も認

められるが、一つの石核で連続的に縦長剥片の最J離が行

われた例はほとんどなく (接合35)、 ナイフ形石器の素

材として用いられた例はわずか一例認められたのみであ

った。

切り合い関係が明瞭な残核で景J離の進行状況を観察す

ると、片面側への景J離痕の全てないし多数がもう片面側

への最J離痕より新しい場合がしばしば確認されることか

ら、基本的には石核素材景J片の片倶lへ向けて、打点を左

右に移動させながら景J片 をある程度連続して景I離すると

いう作業が基本にあり、景l離が継続される場合には打点

を反転ないし別側縁に移動させて同様の過程を経たもの

と推定される。したがって、交互景J離 という用語から想

定されるような、一打ごとに打点が反転する過程ではな

いようである。

この関係を明確に示すほどの良好な接合資料は得られ

ていないが、接合125は最 も良好な例の一つである (図

1)。 接合 した資料 と剥離痕からみて、まず右図右側縁

で 1を含む2枚以上の剥片が連続景J離 された後、203

を含む2枚以上の最J片が連続して争J離 される。次に4を

含む2枚以上の景J片が剥離される。続いて右図左側縁に

作業面を移し、 5・ 6を含むおそらく3枚以上の剥片景J

離が連続したのち打点の反転を行って 7の打面になる面

の形成が行われ、ついで 7が景J離 されている。接合資

料162で は素材の片面側に3枚以上の最J片 を景j離 した後

に、打点を反転させて2枚の剥片を最J離 していることが

示されている。接合資料1520153で は、打面を変えるこ

となくそれぞれ少なくとも4枚・6枚の景J片が連続景J離

されている。このように、ある面を打面として行われる

景j片景J離は少なくとも2枚以上、多 くの場合においてそ

れ以上連続していることがわかる。ただし石核の消費が

進行し、石核上に形成されていく状況が複雑になるにつ

れ連続的な剥離は困難になり、より打点の反転・移動の

頻度が高 くなったであろうことは推測される。

さて、類型①～⑤の残核は、上述した並列横打景J離が

進行する過程で形成されたと考えられる。すなわち、片

側縁から並列横打景J離を行い、打点の反転が行われずに

放棄されれば類型⑤が残される。反転せずそれまでと反

対側の素材縁辺から景I離が始められれば類型④が、反対

側縁に剥離を移さず、素材の一端で打点を反転させた場

合は類型②が残される。打点の反転および剥離進行方向

の転換の両者が行われれば類型①が残されるであろう。

景J離の進行がどこで停止するかによって異なった残核が

形成されるが、実際はひとつの石核消費概念の中に置か

れるべき一連の剥離方式によって作り出されたものと見

るべきであろう。類型⑥・⑦は例が極めて少なく評価が

難しいが、以上の景J片景J離プロセスの中で臨機的に行わ

れた剥片景J離の結果、生み出されたものとみなしておき

たい。

石器の素材獲得

-250-



オ姜雀)i当米斗37

接合資料 125

接合167:泉」片素材石核2点 (う ち一点は折損)は、いずれも有底
横打景」片であったもの。

※網がけ部は平坦面 (石核底面:必ずしもポジ面ではない)を示す。

なお、景J片景J離が進行できる範囲、打点の反転の有無

は素材剥片の大きさや形状に大部分が規制されている。

素材景J片が整った板状を呈する場合にも、当然ながらそ

の大きさによって景I離 を進められる限界が決められて

いる。また接合37(図 1)に見るように背面が円礫面に

なる場合、円礫面に向けての景J離は敬遠されている。礫

面を背面に残すナイフ形石器もすべて平坦な礫面からな

り、円礫面を持つ例は皆無である。したがって、円礫面

に向けて景J離が行われている石核もあるが、礫面除去と

いった意味合いしかなかったのではないだろうか。

上ノ原Ⅱ石器群では、石核は板状の景J片を素材とする

が、その板状景J片の表裏の構成に対する選択は特に働か

ないらしい。確認できるものでは両面に大きな平坦面

(礫面・節理面で構成される場合もわずかにある)を も

つもの、片面が平坦面でもう片面が複数枚の剥離面に覆

われて平らでないもの、片面が平坦面でもう片面が円礫

面に覆われ平らでないものなどがある。ただし湾曲した

円礫面側に向けてナイフ形石器の素材となる剥片の剥離

が行われたことはなかったと思われる。ただし礫面でも

平滑な場合はこの限りではない。景J離が開始される場所

は限定されておらず、またナイフ形石器の素材選択傾向

からみても平坦面の取り込みは強く意図されず、取り込

み方も一定ではない。ポジ面・ネガ面の別は明らかに認

められず、礫面でも平坦な場合は問題が無い。剥離の進

行は打点を左右に移動させながら後退して一連の剥片剥

離が遂行される。実際には、剥離の進行に伴って打点を

移し (反転ないし別側縁への移動)同様の過程を繰 り返

すこともしばしばある。うまく進行 した場合には石核は

棒状になるまで消費されることになる。

ところで、先にも注意しておいたとおり、石材の消費

という観点では、原礫からの石核素材景J片剥離→石器の

素材景J片景J離→石器製作といった一連の工程は、必ずし

もよく分化 しているわけではない。接合資料35で は板状

剥片をもとにして、さらに板状景J片の景J離が行われたこ

とは既に述べたとおりであるし、接合資料167(図 1)

にみるように、有底横打景J片 をさらに石核化するという

入れ子状の石材消費過程も確認できる。

このことに関連して、本遺跡の石器製作技術について

考察するにあたっては、石核の削器転用/削器の石核転

用について触れておかねばならない。いうまでもなくコ

ア・スクレイパー自体は珍しいものではないが、兵庫県

碇岩南山遺跡で山口卓也によって注意されたように (山

口ほか編1995)、 横打景J片用の石核にはしばしば縁辺に

削器刃部を作出する例が確認されている。

才姜雀)i当米斗167

図1 上ノ原Ⅱ石器群の技術的特徴を示す接合資料 (S=1/3)
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図2 石核の削器転用を示す資料 (S=1/3)

ば、この石器群では必要に応 じた器種間の役割変化が頻

繁に行われたことをよく示す現象の一つとして評価され

よう。記載の項で述べたナイフ形石器の削器への転用の

可能性をしめす資料 も、この脈絡で説明してよいと考え

られる。

実見した限り、同様の現象は西岡A遺跡でもいくつか

認めることができた。図2に は西岡A遺跡の関連資料 も

抽出している。 5は板状剥片の片側縁で並列横打を展開

した後、もう片側縁にやや小さい景J離を加えたものであ

る。後者は礫面側に向けてのみ景J離が行われており、ま

た個々の景j離痕が細かいことから、石器の素材剥片剥離

というよりも削器刃部の作出と見るのが適当であろう。

また、 6は同じく片側縁で並列横打景J離を行ったもので

あるが、反対側縁では削器刃部と思しき加工が加えられ

ている。この連続的かつ直線的な削器刃部は並列横打に

伴う石核折れ面に切られていることから、少なくとも削

器から石核という役割変化を読み取れるだろう。 7は片

側縁で並列横打を展開したものであるが、図上端・下端

に削器刃部の作出が認められる。少なくとも下端の削器

刃部は、並列横打景J離痕より新しい。したがって読み取

れる範囲では石核から削器へと変化している。

ミ

‐

　

　

　

ρ

６

上ノ原Ⅱ石器群ではこの現象に関連する資料は27点確

認しており (接合後実数22点 )、 棒状にまで消費された

石核に削器刃部が形成される場合が多いものの、特別な

決まりは無いようである (図 2)。 切 り合い上の判別が

困難な場合もあるが、剥片景J離時の事故による石核折れ

後に刃部が作 り出されるものが目立つという傾向は指摘

可能である。一部に削器刃部作出が先行し、その後に景J

片剥離を行っていることが読み取れる資料 もある。これ

も山口が指摘 したとおりである。さらに上ノ原Ⅱ石器群

で明らかになった例として、石核 として用いられていた

ものが削器に加工された後に、再び石核化する過程を

示す資料を確認 している (接合資料64・ 131・ 221、 接合

224に も可能性あり)。 なお、削器が再石核化することを

示す資料には、石核の形態が棒状に消費されたものは認

められない。

一旦剥離が終了し、削器としての利用に転 じられたも

のが、再び石核化するという現象は何を意味するだろう

か。石材 (安山岩)は簡単に獲得できる距離に豊富に存

在 しているため、石材の消耗といった観点から説明する

ことは難しい。おそらく、上ノ原Ⅱ石器群では石材の消

費に明確な分節をもった階層的構造がなく、石材消費は

複雑な入れ子状の過程を経るということを基礎に考えれ

‐
９

５
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ナイフ形石器の製作

ナイフ形石器の製作といっても、石器の製作過程は石

器製作の一連の流れの中で、明確な工程上の分節化が行

われているわけではない。石核は頻繁に削器としての役

割を担わされ、ナイフ形石器も削器に転用された例が複

数例確認されるからである。

ナイフ形石器は上で述べた並列横打景J離 による横打剥

片を素材とする。ナイフ形石器についても記載の項で述

べた特徴的形態をもとに検討する。それぞれの類型は次

のような特徴を持つものとした (図 3)。

I類 :打面部背部整形が素材背面側から行われるもの。

ナイフ形石器の多 くが含まれる。

Ia類 :素材末端全縁か、少なくとも半分以上に石核底

面 (ポ ジテイヴ面に限らない平坦面)を もつ有底横打

剥片を素材とするもの。最も多 くの資料が含まれる類

型である。加工が打面部周辺に限られるものもある。

微弱な加工を無視 した場合、素材末端側へも加工を加

えて二側縁加工とするものの割合は、底面が全縁に付

着しないもので高 く、全縁に付着するものではやや低

いという傾向がある。このため、素材末端側への加工

は素材形状が特に好ましくない場合に適用されるとい

える。あえて抽出するほどの数量が無いため類型を設

定 しないが、二側縁に加工を加えるものでは素材末

端側の加工が扶 り入 り状になり形態上切出形になる

特徴的形態が含まれる。本類型にはかつて麻柄一志

(1984)に より「直坂Ⅱ型」と仮称されたナイフ形石

器が包括される。

Ib類 :石核底面を持たないか、少なくとも末端縁には

底面が取 り込まれていない横打剥片を素材 とするも

の。二傾l縁加工 となるものが Ia類 よりも多 く、半数

近 くにのぼる傾向が指摘できる。このとき素材末端縁

の加工は腹背いずれからも行う例がある。

Ⅱ類 :打面部背部整形が素材腹面倶1か ら行われるもの。

数量的には多 くない。

Ⅱa類 :素材末端全縁か、少なくとも半分以上に石核底

面 (ポ ジテイヴ面に限らない平坦面)を もつ有底横打

剥片を素材とし、腹面側から整形して細身のナイフ形

石器に仕上げるもの。加工部位は一側縁が多 く、二側

縁に及ぶものでも微弱な加工が目立つ。部分的に対向

調整となるもの、底面が礫面と思しき資料 も含めた。

ここには技術形態学的にはほぼ国府型と呼んでもさし

つかえないものが含まれる

Ⅱb類 :石核底面を持たないか、少なくとも末端縁には

底面が取 り込まれていない横打景J片 を素材 とするも

の。背部整形の方法はⅡa類 と同じである。加工部位

についてもⅡa類 と同様の傾向が指摘できる。数量が

少ないため類型化しないが、底面を持たない横打剥片

を素材に、二側縁をいずれも腹面側から整形しておお

むね切出形に整えたものも含まれる。

Ⅲ類 :打面部背部整形がほぼ対向調整のみによって仕上

げられるもの。数量的には多 くないため、素材の特徴

による分類は行わない。背面のほぼ全面に底面が取 り

込まれた横打景J片 を素材とするものが目立つ。これら

へ
△

餞

い

Ib類

図3 ナイフ形石器の類型
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の断面形は長三角形となる特徴がある。この類型に含

まれる資料自体の数量が多くないのだが、やや大形の

ものが多くを占める傾向があるといえようか。

ところで、「直坂Ⅱ型」とは麻柄によって次のように

定義づけられたナイフ形石器である。すなわち、「刃部

がポジティヴな底面で、素材の横長剥片の打面部を背面

から腹面に向けて整形加工を施した」ものとされる。

Ia類 は本石器群で最も数量が多いナイフ形石器で、

おおむね麻柄の「直坂Ⅱ型」を意識して設定したもの

だが、上ノ原Ⅱ石器群の資料で見る限りでは、厳密に先

の定義に当てはまるものとなるとかなり数量が少なくな

る。上ノ原Ⅱ石器群のナイフ形石器はより多様であっ

た。確かに、底面部がポジテイヴな面で構成されるもの

も多いが、前項で述べたとおり、ポジテイヴ面・ネガテ

イヴ面 (さ らには礫面)の 区別は、石核の面構成の重要

な要件ではないと考えられる。そもそもナイフ形石器の

背面に残る小さい平坦面から確実にポジ・ネガの別を読

み取ることは困難であるが、それ以前に従来の資料が数

量的に限られていたことを考慮すれば、「直坂Ⅱ型」の

定義にポジ・ネガ面の別を組み入れることは適当ではな

い。

また、すでに記載したように、整形加工が打面側のみ

に限られる例は本類型の6割程度で、加工が二側縁に及

ぶものもかなり含まれている。こうした指摘はあまりに

も細部に拘泥しすぎていると思われるかもしれない。し

かし本石器群で明らかになったことを明確に記述してお

きたい。

さて、いくつかに類型化して記述したナイフ形石器だ

が、類型を越えた特徴を指摘することができる。 I類・

Ⅱ類・Ⅲ類は背部整形法に着目した大別であるが、数量

は圧倒的に I類が多く、Ⅱ・Ⅲ類はこれに比べると少数

で従属的類型である。特に、背部整形が対向方向からの

み行われるものをⅢ類としたが、対向調整は本石器群の

場合、 I・ Ⅱ類でも剥片の厚手部分の除去に際して部

分的に適用されることが多いことを考慮すると、厚手景J

片・大形景J片を素材にナイフ形石器を製作する場合に対

向調整が適用されて生じたものをまとめた類型であると

いえる。言い換えれば、素材に生じた多様な状況に対し

て、もっとも適当な加工法が取られることによってI～

Ⅲ類の男Jが生じたものといえよう。

また細別 a・ b分類は、素材景J片の特徴に基づいたも

のである。 a類がかなり多いが、ナイフ形石器はすべて

大形板状剥片を素材とする石核から景J離 された剥片を

もとに製作されていることを考えれば、当然の傾向であ

る。むしろ特定の形態を持つ有底景I片素材に偏らない素

材選択を行っていることが特徴なのであり、背部整形法

や加工部位において多様な方法が組み合わせられている

ことは、この素材選択におけるこだわりの無さに起因し

ている。

つまり、有底横打景J片 を主要な素材としながらも、底

面の付着する範囲や程度にはあまり拘泥しないことが特

徴で、加工も主に背面側から行うものの、素材の厚さに

対応して対向調整が適用されたり、腹面倶1か らの剥離が

施されたりと様々な方法が適用される。こうした多様性

はナイフ形石器を構成する各要素が単一の連関をみせな

いため、要素間の組み合わせ数がきわめて多くなりうる

ことにより生じているのだろう。換言すれば、石器製作

を構成する諸要素が特定の関係に収敏していないという

ことができる。国府型ナイフ形石器と呼びうる資料もこ

うした数多くの組み合わせの中で極わずかに生じたもの

で、様式的文物としての重要性は低いものと評価され

る。

さて、以上の考察をふまえれば、従来の零細な資料で

設定されてきた「直坂Ⅱ型」ナイフ形石器はいまや十分

な有効性に欠くものと考えざるを得ない。本石器群でい

えば従来の「直坂Ⅱ型」ナイフ形石器は多様な形態をい

くつかの特徴で分断した類型の、さらにごく一部を構成

するに過ぎず、ナイフ形石器の変異幅の大きさにむしろ

特徴があると考えなければならない。これは瀬戸内技

法と国府型ナイフ形石器との強固な関係とは対照的であ

る。したがって、「直坂Ⅱ型」という型式はそれでも一

定の意味を保ちうるものの、裏面調整により背部整形を

行った横打景J片製ナイフ形石器と鋸歯状刃部をもつ削器

を主要な道具立てとする石器群をもって、その地域性を

より明らかに示すことができる。

以上、他遺跡の資料にも触れながら上ノ原Ⅱ石器群か

ら読み取れた石器製作技術を説明してきた。本石器群の

石器製作に関わる動作連鎖は図4の ようにまとめること

ができる。
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最後に、以上に示 してきた分析結果に基づいて、当該

地域の横景Jぎ石器群がしばしば比較される瀬戸内地域の

石器群研究について若干の考察を加えたい。

これまでの考察から明らかなように、本石器群にはか

つて定義されてきた諸種の横打景J片剥離方式 (冠技法、

三国技法、櫃石島技法)の全てが包括されるといっても

過言ではない。資料数の制約が特に大きい三国技法は、

その基礎資料自体の問題が指摘できるためひとまず検討

5 瀬戸内地域の石器群研究について

対象外にお くとしても、冠技法 (山 崎1978)や櫃石島技

法 (間壁1968)と 呼ばれてきた景J離方式は当時の資料状

況を反映して表採資料に基づいて設定されたものであっ

た。いま、量的に保証された上ノ原Ⅱ石器群の分析をも

とに見直せば、冠技法も櫃石島技法も、多少の差異があ

る可能性を残 しつつも、並列横打剥離方式の進行程度の

差異を評価 したものである可能性 も高 く、実際には類同

の剥片剥離方式に基づいたものと考えてよいと思われ

大形板状泉1片

／
′′′′′′欄‐‐‐ヽヽヽ

再

｀

「
天形 (有底)横打泉1片

|

(有底)横打剥片 回

ナイフ形石器

図4 上ノ原Ⅱ石器群に見る石器製作の動作連鎖
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る。この点で、瀬戸内技法に代表される、いわば「直列

横打景J離方式」とは概念的には対照化される。

ただしすでに述べたように、割合は低いながらも、本

石器群では同時に直列横打景J離方式も発揮されていた。

しかし両技術が特定の石器製作に結びつく傾向はない。

また本石器群に限らず、近畿・瀬戸内地域でも一部の石

器群を除けば、通常ナイフ形石器の素材供給を行うため

の横打景J片剥離技術において、全てではないにしても、

この両技術が明確には区別困難な複合体をなしているこ

との方が多い。さらに、逐一個別遺跡を提示 しないが、

直列横打景J離技術そのものは特定時期に限らず比較的広

い地域で確認できる一般的な横打景J離技術の一つにすぎ

ない。だとすれば、これを三分法的に分断し、単純に直

列横打景J離方式を瀬戸内技法が含まれている程度や瀬戸

内技法との類似性の指標にして、瀬戸内技法との時間的

空間的関係 (さ らには文化的関係)に還元することは、

分析 として一面的である。

そもそも、各種の剥片景J離技術は現実の機能的要請等

に対する製作者の対処法であると考える立場に立つなら

ば、そこから一足飛びに文化的意味を読み取るのではな

く、諸種の技術間の関係性をまず明らかにしたうえで、

特定の技術が特殊に発達した様相を呈する理由を、考察

するのが先決ではないだろうか。

6

以上、上ノ原Ⅱ石器群の石器製作技術を、資料に基づ

いて詳しく分析 してきた。本石器群では接合資料をそれ

ほど多 く得ることができなかったものの、本遺跡で行わ

れた石器製作の特徴をある程度は明らかにすることがで

きたと考えられる。そして、この結果をもって、当該地

域の「瀬戸内系石器群」がしばしば対比される瀬戸内地

確かに、直列横打剥離方式は、一度その連続性が保証

されたならば、打ち剥がされる剥片の形態を石核調整を

駆使してあらかじめ石核上に作 り出すことによって、単

に大型剥片を連続的に剥離できる点のみならず、剥片形

状を先定的に石核上にかたちづくっておくことが石器素

材の選択性への依存度を相対的に低下させることにつな

がる。このことは、より節約的に石材消費を行うことを

同時に可能とすることから、石材産地を離れても石器素

材を相対的に安定して供給することが可能となるであろ

うと予測される。以上のことは、求J片形状の一定しない

並列横打剥離方式では実現困難である。よって、直列横

打景J離方式は潜在的には並列横打剥離と異なった技術特

性を持つとはいえる。

これまで瀬戸内技法と強調されてきた技術は、おそら

く以上の事情を背景に、特定の時期 (一度とは限らな

い)において特殊に発達した直列横打景J離技術の一形態

であろうと考えるのが妥当であろう (佐藤1992)。 この

考えに立てば、瀬戸内技法においても、ある目的に向け

て漸進的に進歩し、最終的に「国府石器群」において完

成した (山 口1994)、 という評価ではなく、当時の適応

行動において、どういった背景でどのような石器製作技

術が重視されたかという点に注目して評価することが重

要なのではないだろうか (森先2006)。

域の石器製作技術についても言及した。小稿で触れ得な

かった問題も多いが、これについては今後の課題として

おきたい。

本稿の執筆にあたっては、いつもながら佐藤宏之先生

から有益なご助言と丁寧なご指導を頂いた。末筆ではあ

るが、記して感謝の意を表したい。

おわりに
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上′原WI専百1器群韓耶ど■る詰

本論の目的

轟

上ノ原ⅣA石器群は小形尖頭器と小形の掻器に特徴づ

けられる石器群である。ただし層位的情報に依拠できな

い状況の中、型式学的検討と母岩分類とから石器群 (文

化層)の設定を行ったという背景を踏まえれば、そこに

はいまだ細分の可能性が皆無というわけではない。実際

上ノ原ⅣA石器群については、石器群のグループ化の過

程でこの問題が生 じていたが、幸艮告段階ではひとまず一

括 して提示することにしたという経緯がある。このため

筆者は、上ノ原ⅣA石器群についてはさらなる検討を加

えて問題点を明確化し、今後の検討に備えておく必要が

あると考えた。

小稿では、上ノ原ⅣA石器群を構成する遺物の平面

分布・遺物集中部の器種組成・石材構成・器種の技術

上ノ原ⅣA石器群の中心的ブロックの検討

形態の分析を通して、上ノ原ⅣA石器群としてまとめら

れた資料の一括性の問題について検討する。その上で、

本石器群の編年的位置づけについて検討したい。野尻湖

遺跡群では、長野県埋蔵文化財センターの調査成果によ

って黒曜石製の尖頭器を伴う遺跡がいくつか検出されて

おり、南関東地方の編年と対比されながら「野尻湖旧石

器編年」 (谷 ・大竹2003)の 中に位置づけられている。

しかし、野尻湖域での石器群の出土状況も手伝って土器

出現期 (「第V期」)を遡る尖頭器石器群はすべて「第Ⅳ

期」に置かれていることから、この段階内についてはさ

らに詳細な検討が必要と思われる。小稿では上ノ原ⅣA

石器群に関係する問題を整理し、そのうえで本石器群に

ついての現時′点での筆者の解釈を提示することにしたい。

謗

小稿でとりあげる上ノ原ⅣA石器群は本遺跡の尖頭器

石器群の中で最大遺物点数 (1932点)を有 しており、小

形尖頭器や小形の掻器が特徴的である (表 1)。 利用石

材の約 6割が黒曜石で占められ、他には安山岩・頁岩な

どが比較的多 く用いられている (表 2)。

上ノ原ⅣA石器群を構成する遺物は調査区全体に分布

してお り (図 1)、 中でも調査区北東部の12Rグ リッド

中央部、および12V・ Wグ リッド境界部の二箇所で濃密

に分布 している。12Rグ リッド西側 と12Qグ リッド、調

査区南西端の13E・ 」グリッドでは小規模ではあるが比

較的まとまった遺物分布状況が確認できる。このほか

12Vグ リッドではこれらに比べて散漫な遺物分布が認め

られ、14Aグ リッドでも遺物が散在 して出土する状況が

確認できる。

遺物分布の粗密を手がかりに、本石器群では17基のブ

ロックを設定したことは事実記載において述べた。ここ

ではそのうち規模の大きなBLl、 BL6、 BL17を 中心に器

種組成・石材構成・尖頭器の技術形態
(1)を

検討 し、本石

器群の特徴を把握しておきたい。なお、それぞれのブロ

ックの器種組成と石材構成は表 1・ 2に まとめてある。

BLlは 12Rグ リッド中央部に位置する。遺物点数は218

点である。製品は、掻器 (図 2:9)・ 削器・彫器 (同

10)・ 掻削器 (同 11)それぞれ 1点ずつに対 して尖頭器

類 (未成品含む)21点 と、製品組成に占める尖頭器類の

割合が高いことが特徴である。また、利用石材の約 9割

が黒曜石で占められていることも本ブロックの大きな特

徴である。

本ブロックの出土石器の多 くを占める尖頭器は両面

調整品が主体 となっている (図 2:1～ 8)。 1点のみ

チヤート製で他はすべて黒曜石製である。最大幅が器体

中央部にあり、長さ3～ 4 cm前後、幅 1～ 2 cm前 後で長

幅比 3:1～ 2:1の小形・中形の細身のものが多い。

1・ 508な どは比較的丁寧に調整加工が施されて断面

が概ねレンズ状になる。しかし、もっとも形態的に整っ

ている 1をみても、器体成形の剥離面の大 きさがまちま

ちであったり、その剥離が器体中軸線を越えたり越えな

かったりと、本ブロックの尖頭器の調整加工は全体的に

稚拙である。両面調整品製作過程を示す接合資料 (同
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12)や素材面の残る3な どの存在から、板状の礫や剥片

が素材 となっていたことがわかる。なお、BLlに隣接す

るBL2～ 5お よびその周辺にも同様の形態的特徴を有す

る尖頭器が認められる。

BL6は 12Vグ リッドと12Wグ リッドの境界部に位置 し

ている。その遺物点数は706点 で、本石器群最大規模の

ブロックである。黒曜石を主体的に用いて石器製作を行

なっているが、器種組成・石材構成ともにBLlに比べて

多様である (表 102)。

製品の主体を占める尖頭器であるが、黒曜石をはじめ

として多様な石材のものが出土しているので、石材ごと

にその形態的特徴 を見てい く。黒曜石製の尖頭器は、

BLlの 資料が両面調整品を主体とするのに対 して、本ブ

ロックのものは一部素材腹面側にも調整の及ぶ例がある

ものの、多 くは片面調整品で構成されるという特徴があ

る (図 2:13～ 17)。 素材剥片の打面部側を基部に設置

するものが多 く認められる。素材景J片 の両側縁から器体

中軸までおよぶやや急斜度の調整が施されるため断面は

甲高になる。長さ2.5～ 3.5cm前 後、幅1～ 2cmで長幅比

2:1～ 1:1と BLlの ものよりやや小形で、また幅広

で短寸な形態を呈する。これらの尖頭器には最大幅がよ

り基部に近い位置にある涙滴形のものも多 く含まれる。

また、両面調整の尖頭器 (同 19)も 見られるが、片面調

整品と同様に涙滴形を呈する。なお、BLlの尖頭器に類

似するものも少数認められる (同 20・ 21)。 なお、21は

再加工品で、本来は左右対称のより大きな尖頭器であつ

たと推測される。

非黒曜石製の尖頭器は概 して黒曜石製のものより大形

となる傾向がある (図 2:25～ 27・ 29～ 33)。 頁岩製

の尖頭器はその形態的特徴から二種類に分類することが

できる。25・ 26は黒曜石製のものとほぼ同じ形態を呈す

るが、一方、27は縦長剥片を素材にした細身の形態を呈

する。いずれも先端部の一部に素材縁辺を残 している。

安山岩製の尖頭器は縦長景J片 を素材 とした半両面調整

品が主体を占める (同 29～ 31)。 器体中央部に最大幅を

もち、長さは5～ 6cm前後、幅は2～ 3cm前後、長幅比は

3:1～ 2:1と なっており、大ぶりである。碧玉製・

玉髄製の尖頭器は黒曜石製のものと同様、剥片を素材に

した小形品である (同 32・ 33)。 33は頁岩製同様、先端

部の一部に素材縁辺を残す。チヤー ト製の尖頭器は見ら

れない。

このようにBL6で は、黒曜石・頁岩・玉髄・碧玉製剥

片素材の小形片面・周縁調整の尖頭器と、主に安山岩・

頁岩製の中形・細身形態の半両面・周縁調整尖頭器とに

分類することができる。なお、尖頭器以外の器種 として

は小形の掻器の多量組成が特徴で、BLlと は大きく異な

る。黒曜石製がもっとも多いが、頁岩製・チャー ト製の

ものも認められる。なお、BL6の南西に位置する小規模

なブロック群BL7～ 15お よびその周辺にもBL6と 同様

の技術形態の尖頭器と掻器が分布 している。

BL17は 13」 グリッドに位置する。隣接 してBL16が分

布しているのでこのブロックも含めて検討する。両ブロ

ック合わせて遺物点数は130点 である。尖頭器に加えて

削器や彫器が出土 しているがその点数は少ない。BLlと

BL6に比べて利用石材に占める安山岩の割合が高い (表

102)。

黒曜石製の尖頭器は両面・半両面・片面調整のものが

出土 しているがいずれも小形の涙滴形を呈 してお り、

BL6に多 く見 られる尖頭器 と類似 している (図 2:35

～ 37)。 黒曜石に匹敵する数量 を有する安山岩である

が、ブロック内に製品は確認されない。ただしブロック

周辺に尖頭器 1点が認められる (同 38)。 この安山岩製

尖頭器はほぼ半分を欠損しているが、横長景J片 を素材に

してお り、完形であれば 5 cmを 超えるものと推測され

る。このようにBL16・ 17の 尖頭器は、黒曜石製、安山

岩製のいずれもBL6の ものと形態的に非常に類似 してい

ることが見て取れる。

なお、上ノ原ⅣA石器群には縦長景J片 を素材にした二

側縁加工、基部・先端部加工のナイフ形石器が計 4点 出

土している。これらはいずれも上記 してきた規模の大き

いBLl、 6、 16017に は伴っていない。本石器群ではナ

イフ形石器の出土点数が極めて少ないことを指摘 してお

く。

以上、BLl、 6、 16・ 17の 4つ のブロックを中心に上

ノ原ⅣA石器群について検討してきた。特に尖頭器の形

態に着目すると本石器群には2つ の異なった様相を認め

うる可能性がある。すなわち、黒曜石製小形・中形両面

調整品を主体とするBLlと 、小形涙滴形を主とした黒曜

石製の半両面・片面調整品が卓越するBL6、 16・ 17であ

る。BLlと BL6、 16017間 には、それぞれのブロックで

主体的に利用されている黒曜石で接合関係が確認されて

いない。その一方、安山岩製の尖頭器未成品に一例のみ
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表 1 器種組成表 (全体、BLl、 BL6、 BL16 017)

小大
　

頭

　

器

尖
頭
器
未
成
品

ナ
イ
フ
形
石
器

掻

器 器 器

掻

　

削

　

器

彫

　

削

　

器 片

石

刃

景J

片

敲

石

石

核

原

石

計

全体 50

BLl 178

BL6 560

BL16・ 17 130

※石刃類 (二 次加工石刃、微細景J離石刃、石刃)、 景J片類 (二 次加工剥片、微細剥離景J片、景J片 )

表 2 石材構成表 (全体、BLl、 BL6、 BL16 017)

安

　

山
　

岩

頁

岩

凝

　

灰

　

岩

里
¨
　

曜

　

石

チ
　
ャ
　
ー

ト

玉

髄

碧

玉

砂

岩

計

全体 53 74

BLl 194 218

BL6 160 37

BL16・ 17 130

*グリッド間はそれぞれ40m

図 1 上ノ原ⅣA石器群遺物分布図
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BLlと BL6と の間で接合関係が認められ、その解釈を難

しくしている。ただし、こうした2つ の様相が、BLlを

中心とした調査区北東部 (12Rグ リッド)と 、BL6を は

じめとしたブロック群が位置する調査区中央部 (12Vグ

リッド)お よびBL16・ 17の ある調査区南西部 (13」 グリ

ッド)と いったように明確に分布を異にして認められ、

さらにわずか一例ではあるが接合関係を有 し (BLl・ 6

間)、 一部に共通する技術形態の尖頭器がみられること

は注意されるべきであろう。

それでは、野尻湖周辺においてこれら2つの異なる様

相はどのような状況で検出されているのだろうか。次に

本遺跡周辺の野尻湖遺跡群をとりあげて検討する。

野尻湖遺跡群において黒曜石製の尖頭器が比較的まと

まって検出されているのは貫ノ木遺跡第 1地点と西岡A

遺跡である (図 3)。

貫ノ木遺跡第 1地点ではBL1007 0 1010に 多 くの尖頭

器が見 られる。黒曜石製の尖頭器には両面調整品が多

い (図 3:1～ 7・ 9)。 1～ 5は器体中央部に最大幅

をもつものが主体となっている。 6～ 9で は安山岩製 8

と黒曜石製 9に顕著なように、 1～ 5に比べかなり大形

で、木葉形を呈 している。 1～ 5は BL1007、 6～ 9は

BL1010に それぞれ分布 している。BL1007の 尖頭器は上

ノ原ⅣA石器群BLlの ものと形態的に類似 している。た

だし、その調整加工に着目すると、BLlに 比べて非常に

精微である。それゆえ器体断面もきれいなレンズ状に仕

上げられているものが多い。こうした特徴はBL1010と

共通する。ただしBL1010に は大形の尖頭器が見 られ、

BL1007と は若干様相を異にしている。いずれのブロッ

クにも上ノ原ⅣA石器群BL6、 16017に顕著であった小

3 野尻湖周辺の尖頭器石器群

中部高地の尖頭器石器群

形片面調整尖頭器はみられないようである。

西岡A遺跡では多くのブロックに尖頭器が伴っている

が、その中で比較的まとまった数量を有 しているのが

BLll・ 14である。これらのブロックでは小形で幅広・

甲高形態の片面調整尖頭器 (図 3:10・ 12・ 13)が特徴

となっている。また小形の掻器も伴っている (同 11・

14)。 以上のような小形片面調整尖頭器と小形の掻器の

組み合わせは上ノ原ⅣA石器群BL6、 16・ 17に対比でき

よう。

このように、貫ノ木遺跡第 1地点、西岡A遺跡を検討

する限り、小形～大形両面調整尖頭器と小形片面調整尖

頭器とが共伴しているブロックは見られず、両者はその

分布を異にしていることが確認できた。少なくとも黒曜

石製の大形木葉形両面調整尖頭器と、黒曜石製小形片面

調整尖頭器とが同じブロックに伴う例は今のところ認め

られない。

前節までの検討から、上ノ原ⅣA石器群には分布を違

えて2つ の異なる様相 (尖頭器の技術形態、器種組成)

が見出せることと、その分布状況が野尻湖の黒曜石を主

体的に用いる尖頭器石器群においても同様に認められる

特徴であることを確認した。ここではさらに、尖頭器の

形態・調整加工・利用石材に着目しながら中部高地の尖

頭器石器群とも比較してみたい。

前節まで見てきた野尻湖周辺の石器群のように、器種

組成に占める尖頭器の割合が高い中部高地の尖頭器石器

群を概観すると、それらはその特徴から大 きく3つ に

分類できる。一つめは、鷹山 I遺跡S地点 (図 4:1～

4)や八島遺跡 (同 5～ 8)、 馬捨場遺跡 (同 9010)

などのように、調整加工の施され方は多様であるが、い

ずれにしろ細身の中形黒曜石製尖頭器が主体となる遺跡

である。これらの遺跡には小形片面調整尖頭器も伴う。

当該地域においてもっともよく見られる尖頭器石器群で

ある。二つめは、表面採集資料ではあるが、西の腰 B

遺跡のように、小形木葉形の黒曜石製尖頭器 (同 11～

13)と 、それに形態的に類似するナイフ形石器 (同 140

15)が伴う遺跡である。そして三つめは、細身の尖頭器
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に加えて、大形の木葉形尖頭器が伴 う馬場平遺跡 (同

16～ 19)な どである。当遺跡では両面調整品の割合が

上記諸遺跡に比べて高 くなる。石材には黒曜石に加えて

非黒曜石石材 (同 16018・ 19)も 比較的多 く用いられて

いる。これら中部高地の主な尖頭器石器群を野尻湖周

辺の尖頭器石器群 と比較 してみると、貫ノ木遺跡第 1

地点BL1010は 細身の中形両面調整尖頭器に加えて、よ

り大形の木葉形尖頭器が伴う点で馬場平遺跡に類似して

いる。貫ノ木遺跡第 1地点BL1007は 大形の尖頭器が伴

っていないものの、前述した通りより精微な調整加工は

同遺跡BL1010の 資料に類似 しており、従って、こちら

も馬場平遺跡に対比できる可能性がある。上ノ原ⅣA石

器群BLlは尖頭器の技術形態的特徴から鷹山 I遺跡 S地

点をはじめとする一群に対比されよう。一方、上ノ原Ⅳ
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相当の石器群 として捉えられるのかもしれない。 しか

し、野尻湖の上ノ原ⅣA石器群BL6、 16・ 17と 西岡A遺

跡BLl1 0 14の 編年的位置づけを検討するにあたっては、

類例の認められない中部高地の尖頭器石器群の編年研究

を参照することはできない。一方、中部高地編年研究

が依拠 している相模野台地では上ノ原ⅣA石器群BL6、

16・ 17な どと同様、小形片面調整尖頭器と小形の掻器を

主とする石器群が確認されているものの、従来からそれ

らの編年的位置づけが問題となっていた。そこで次節で

は、こうした石器群について相模野台地で蓄積されてき

た議論を検討 し、野尻湖の上ノ原ⅣA石器群BL6、 17・

16と 西岡A遺跡BLll・ 14を理解する手がか りとしたい。

中部高地での編年研究がしばしば依拠 している相模野

台地の段階編年 (こ こでは諏訪間 (2001〉 を参照する)

を参考にしながら、それ以降に追加された資料なども考

慮 しつつ、議論の舞台となる当該期の相模野台地の様相

をまとめておく。

Bl層上部の尖頭器にはやや幅広で小形の半両面・片

面・周縁調整品と、細身形態の両面・半両面・周縁調整

尖頭器とがある。小形の半両面・片面調整尖頭器は、深

見諏訪山遺跡Ⅲ文 (図 5:1～ 4)や 中村遺跡Ⅳ文 (同

5 相模野台地の尖頭器石器群 とその課題

5・ 6)に顕著に見られる。これらの小形尖頭器は、従

来から指摘のある通リナイフ形石器と技術的形態学的差

異が曖味になっている。一方、細身形態の尖頭器として

は、下鶴間長堀遺跡Ⅱ文 (同 7～ 12)や下森鹿島遺跡

Ⅱ文 (同 13～ 17)な どの資料が挙げられる。両面調整

品も含まれるが、剥片を素材とし、表面に急斜度の調整

加工が施されるため断面形態は甲高になる。後出する

LlH層 の尖頭器に比べて調整加工は稚拙である。

LlH層 の尖頭器は細身の両面・半両面調整尖頭器が主

一―
 fζ (ξζ 魚蜘慟・

‐８

醐
硼
傷

Ａ
胸
Ｖ

―餘―(a_瘍―{瘍
11 へ   12

木曽森野遺跡Ⅱ文

図 7

A石器群BL6、 16・ 17と 西岡A遺跡BLll・ 14に 特徴的

な小形の片面調整尖頭器は、鷹山 I遺跡 S地点 (図 4:

3)や八島遺跡 (同 6)、 西の腰 B遺跡 (同 11・ 12)に

散見されるものの、小形の掻器と合わせてまとまって検

出されているわけではない。現時点では、小形片面調整

尖頭器と小形の掻器とを集中的に製作する遺跡は信州に

おいては野尻湖周辺に限られた石器群として理解できよ

うか。

仮に上ノ原ⅣA石器群BLlが鷹山 I遺跡 S地点などと

時間的に並行するという見通 しが正 しいとすれば、上

記遺跡は相模野段階Ⅷに対比されている馬場平遺跡よ

り編年的に古 く位置づけられているため (大竹1997、 谷

1998)、 後述する相模野台地に対比するならばBl層上部
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体 となり、特に両面調整品の割合がBl層上部に比べて

高 くなる。中村遺跡Ⅲ文 (図 6:1～ 4)と 上野遺跡第

1地点Ⅳ文 (同 5～ 10)が代表例 として挙げられる。

サザランケ遺跡Ⅲ文 (同 11～ 14)で は木葉形の尖頭器

が見られ、用田南原遺跡Ⅱ文 (同 15～ 19)で は柳葉形

の両面調整品がそれぞれ特徴的である。いずれも調整加

工は精微で、断面形態がきれいなレンズ状を呈するもの

が多い。

以上が相模野台地Bl層上部 とLlH層 の尖頭器石器群

の概観であるが、これらの石器群には上ノ原ⅣA石器群

BL6、 16・ 17と 西岡A遺跡BLll・ 14に そのまま対比で

きるものが認められない。ところが諏訪間編年には組み

込まれていない木曽森野遺跡Ⅱ文 (図 7:9～ 12)や、

諏訪間編年以降に正式な報告がされた田名向原遺跡ヽ 4

住居状遺構 (同 三13～ 16)、 同遺跡道路変更地点 (同 :

17～ 21)な どの石器群には、幅広・甲高形態の小形両

面・半両面・片面調整尖頭器が多数見られ、かつナイフ

形石器が零細であるという特徴があり、さらに田名向原

遺跡道路変更地点には小形の掻器も数点伴っていること

が注目される (同 19)。

ではこれらの石器群の編年上の位置づけはどのように

議論されてきただろうか。多 くの論考で指摘されてきた

ように、これらの石器群は器種組成・利用石材・尖頭器

の技術形態から武蔵野台地の仙川遺跡出土石器群 (小 田

1974)に類似 している (図 7:1～ 8)。 仙川遺跡の編

年的位置づけについての議論は、層位的出土例に基づい

た尖頭器石器群の編年研究が進展した相模野台地におい

て活発に展開されている。その中で見解は大きく二つに

分かれている。一方は出土層位・器種組成からLlH層 に

位置づける見解 (白石1989、 島田1997・ 2001)で 、もう

6

小稿ではまず、上ノ原ⅣA石器群BLl、 6、 16・ 17の

各ブロックに伴 う尖頭器の技術形態から、本石器群に

は黒曜石製小形・中形両面調整尖頭器を主体とするBLl

と、小形涙滴形を主とした黒曜石製半両面・片面調整品

が卓越するBL6、 16・ 17と いつた 2つ の異なる様相が認

められることを示した。そして、これらを野尻湖および

中部高地の尖頭器石器群 と比較 し、上ノ原ⅣA石器群

一方は特に器種形態・石材構成に着 目してBl層上部に

位置づける見解 (加藤1993、 舘野編1999、 麻生編2003、

自石2004、 島田2005)で ある。しかし前者の主張は少数

派で、しかも主唱者であった白石や島田はともに、最近

の論考において自身の従来の見解を変更し、後者の立場

をとっている。現在、相模野台地における仙川遺跡類

似石器群の編年的位置づけに関しては、Bl層上部 (相

模野段階Ⅶ)と いうことで概ね一致 しているようであ

る。武蔵野台地においても、仙川遺跡は相模野台地Bl

層上部並行の石器群として位置づけられている (上敷領

1997)。

このように、相模野台地においては上ノ原ⅣA石器群

BL6、 16・ 17に 類似する石器群を確認することができ、

併せて相模野段階Ⅶに並行する可能性が示唆された。中

部高地と相模野台地の尖頭器石器群編年研究を参照す

る限りでは、いまのところ上ノ原ⅣA石器群BL6、 160

17は 同石器群BLlと ほぼ同時期である可能性が想定され

る。

また以上の検討過程で、上ノ原ⅣA石器群BL6、 160

17に 関わるもう一つの問題が浮上する。すなわち、小形

片面調整尖頭器と小形の掻器が特異なセットをなして残

されているという、仙川遺跡やその類似石器群にみられ

る特徴的な現実的単位が、複数遺跡の特徴を総合して提

示されている相模野段階編年の中に埋没してしまってい

るという問題である。仮に、仙川遺跡および類似遺跡が

Bl層上部に位置づけられるとするのであれば、この問

題点を鑑みての当該期石器群の再検討が必要なのではな

いだろうか。仙川遺跡出土石器群が提示する問題は、そ

の編年的位置というよりも、その特異な表現形であると

考えられる。

ま とめ

BLlが、相模野段階Ⅶに対比されている鷹山 I遺跡 S地

点などに対比できる可能性を指摘した。一方、現時点に

おいて中部高地に類例が見出せなかった上ノ原ⅣA石器

群BL6、 16・ 17だが、中部高地編年研究が依拠している

相模野台地には類似石器群を確認することができ、さら

に相模野台地での編年的位置づけに関する議論からこう

した石器群が相模野段階Ⅶに並行する可能性が考えられ
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た。このような検討から、上ノ原ⅣA石器群に認められ

た 2つ の異なる様オロは、時期差ではなく同時異相の石器

群の機能差で捉えることができる可能性が示唆されたわ

けである。しかしこれはあくまでも現時点での可能性お

よび問題′点の提示であり、今後引き続き検討していく必

要がある。

本稿の執筆にあたつては佐藤宏之先生から丁寧なご指

導を頂いた。また、森先一貴氏には草稿を読んでいただ

き、有益なご助言を賜った。岩瀬彬氏からも多 くのご助

言を頂いた。記 して謝意を表したい。

(1)小稿において尖頭器の大きさは 1～ 4 cmを 小形、 4～ 7 cmを 中

形、 8 cm以上を大形とする。また、形態名称として「涙滴形」、

「木葉形」、「柳葉形」を用いる。涙滴形は、最大幅が基部付近に

あり、基部が円基・平基になる形態の尖頭器を指す (例 えば図

2:15)。 木葉形は、器体中央部に最大幅がある幅広の形態の尖

頭器で長幅比が概ね2:1の 資料 (例 えば図 3:8)、 柳葉形は

非常に細身形態の尖頭器で長幅比が概ね4:1の 資料 (例 えば

図6:20)に それぞれ用いる。木葉形と柳葉形の中間形態の資料

(長幅比が概ね3:1)に 対 しては「細身」と呼称する。

相田 薫 1986「第Ⅳ文化層」『月見野遺跡群上野遺跡第 1地点』

大和市教育委員会。

麻生順司編 1993『下森鹿島遺跡発掘調査報告書 (先土器時代 )』

下森鹿島遺跡発掘調査団。

麻生順司編 2001『 田名塩田遺跡群発掘調査報告書』Ⅱ 田名塩田

遺跡群発掘調査団。

麻生順司編 2003『田名向原遺跡』 I 相模原市教育委員会。

伊藤恒彦 1987『中村遺跡』中村遺跡発掘調査団。

大竹憲昭 1997「中部高地における槍先形尖頭器石器群」『九州旧

石器』、93-98頁。

小田静夫 1974『仙川遺跡』東京都教育委員会。

樫田 誠 1987「神奈川県大和市深見諏訪山遺跡第Ⅲ文化層のナイ

フ形石器と槍先形尖頭器」『大和市史研究』13、 74-106

頁。

加藤秀之 1993「旧石器時代」『木曽森野遺跡』Ⅱ 町田木曽森野

地区遺跡調査会。

上敷領久 1997「武蔵野台地における槍先形尖頭器の展開―特に

野川流域の第Ⅲ文化期について一」『生産の考古学』、

10-20頁 。

河西克造・川崎保編 2002『広域営農団地農道整備事業八ヶ岳地区

埋蔵文化財発掘調査報告書―茅野市内一 馬捨場遺跡』

長野県諏訪地方事務所 0長野県埋蔵文化財センター。

栗島義明 1986「槍先形尖頭器石器群の研究序説―中部日本におけ

る地域的様相の把握―」『考古学研究』第32巻 第 4号、

10-41頁 。

栗島義明 1989「槍先形尖頭器の地域的様相―武蔵野台地を中心と

して―」『長野県考古学会誌』59060、 203-215頁。

栗原伸好 。中田英ほか編 2004『用田南原遺跡』則かながわ考古財

団。

佐藤宏之 1992『 日本旧石器文化の構造と進化』柏書房。

柴田直子・西村直子ほか 1992『川上村誌 先土器時代』り|1上村誌

刊行会。

島田和高 1997「南関東の槍先形尖頭器」『九州旧石器』第 3号、

99-108ア罫。

島田和高 2001「 中部高地の槍先形尖頭器石器群の編年と地域開発

の歴史」『有樋尖頭器の発生 。変遷・終焉』、85-95頁。

島田和高 2005「黒曜石・槍先形尖頭器・ナイフ形石器」『地域と

文化の考古学』 I、 421-439頁。

白石浩之 1989『旧石器時代の石槍』東京大学出版。

白石浩之 2001『石槍の研究一旧石器時代から縄文時代初頭期にか

けて一』アムプロモーション。

白石浩之 2004「田名向原遺跡の石器群の評価について一A地区恥

4地点住居状遺構の出土遺物を中心として一」『田名向

原遺跡』Ⅱ、183-208頁 。

鈴木次郎・矢島国雄 1988「先土器時代の石器群 とその編年」『日

本考古学を学ぶ 新版』 1、 154-182頁 。

鈴木次郎 1989「相模野台地における槍先形尖頭器石器群」『ネ申奈

川考古』第25号、27-55頁。

鈴木次郎 1996『宮ヶ瀬遺跡群Ⅵ サザランケ (ヽ12)遺跡』0か

ながわ考古財団。

諏訪間順 1988「相模野台地における石器群の変遷について一層位

的出土例の検討による石器群の段階的把握」『ネ申奈川考

古』第24号、1-30頁 。

諏訪間順 2001「相模野旧石器編年の到達点」防目模野旧石器編年

の到達′点』、1-20頁 。

芹沢長介 。柳沢和明 1982「馬場平遺跡」『長野県史 考古資料

編』全 1巻 (2)、 528-540頁。

高見俊樹 1995「旧石器時代の諏訪」『諏訪市史』上巻、9-154頁。

舘野 孝編 1999『多摩ニュータウン遺跡』東京都埋蔵文化財セン

谷 和隆

谷 和隆

土屋積・

堤  隆

戸沢充則

ター。

1998「 尖頭器文化と黒曜石」『第10回長野県旧石器文化

研究交流会』、72-76頁。

。大竹憲昭 2003「野尻湖遺跡群における石器文化の変

遷」『第15回長野県旧石器文化研究交流会』、23-57頁。

大竹憲昭編 2000『上信越自動車埋蔵文化財発掘調査報告

書15 信濃町内その 1 貫ノ木遺跡・西岡A遺跡』②長

野県文化振興事業団 。長野県埋蔵文化財センター。

1993『 遠き狩人たちの八ヶ岳』ほおずき書店。

1958「 長野県八島遺跡における石器群の研究―古い様

相をもつポイントインダス トリーー」『駿台史学』第 8

f計、 66-97ア
=。

戸沢充則・安蒜政雄 1991『鷹山遺跡群』Ⅱ 長門町教育委員会・

鷹山遺跡群調査団。

藤野次史 1989「 日本列島における槍先形尖頭器の出現 と展開」

『周陽考古学研究所報』4、 1-52頁 。

見崎 巌編 1984『一般国道246号 (大和 。厚木バイパス)地域内

遺跡発掘調査報告書』Ⅲ 大和市教育委員会。

引用・参考文献

-267-



■ ■ 夕脚 13酬榊 口 嘲

“

知 器 と同  :卜ⅢⅢ

はじめに

上ノ原遺跡第 5次調査では整理作業を経て、母岩別分

類や分布傾向という観点から、両面調整や半両面調整、

部分調整
°
などの尖頭器に多量の彫器が伴う状況が認め

られ、上ノ原ⅣC石器群として抽出した。また、幾つか

の母岩には尖頭器と彫器が含まれ、両器種が同一母岩か

ら製作されていることがわかる。野尻湖周辺に限らず、

尖頭器石器群は器種組成の乏しいことが指摘されており

(宮坂1989、 藤山2004)、 多量の彫器の共伴・製作は尖頭

器石器群として特異である。

また、本遺跡が位置する野尻湖周辺では旧石器時代の

遺跡が数多 く発見されている。こうした資料の蓄積 と

比較的良好な層位的状況をもとに、近年、野尻湖遺跡

群の旧石器時代石器群の編年案が提示された (谷 ・大竹

2003)。 これにより野尻湖周辺での尖頭器石器群の様相

が明らかになりつつあるが、本石器群に特徴的にみられ

る部分調整の尖頭器を伴う類例は少なく、注目される。

一方、野尻湖周辺だけでなく日本海側周辺域をみる

と、近年、新潟県域で尖頭器石器群が注 目されつつあ

る。特に真人原遺跡や上新田B遺跡では尖頭器の素材供

給のあり方が明らかになり (小野編1992、 1997、 2002、

鈴木編2004)、 今後 日本海側における尖頭器石器群につ

いて議論の活発になることが予想される。

こうした野尻湖周辺や日本海側における尖頭器石器群

の研究状況、また彫器を伴うという特異なあり方を鑑み

ると、本石器群にみられる特徴について基礎的な記述を

おこない、今後の議論の基盤をつくる必要があろう。そ

こで上ノ原ⅣC石器群での石器製作を明らかにし、また

編年的位置づけ、類例の把握をおこなう。

1 尖頭器石器群における彫器

上ノ原Ⅳ C石器群では大別 して12Qグ リットの北東

部、12Rグ リットの中心部、12Wグ リットの北部の 3箇

所に主要な石器集中が認められ、尖頭器が31点 (未成品

を含め、尖頭器の折れ接合を 1点 として数えた)②、彫

器22点 が得 られている (表 1)°。なお分布傾向からナ

イフ形石器は伴わないと考えている。

ここで注目されるのが多量に伴う彫器である。宮坂清

図1 野尻湖および信濃川流域周辺の尖頭器石器群

表 1 上ノ原ⅣC石器群の母岩別器種組成

※「石刃類」は石刃 。二次加工石刃・微細剥離石刃 。稜付石刃を含む
※「剥片類」は景J片 。二次加工景J片・微細剥離剥片を含む

は中部高地の尖頭器石器群について器種組成を検討 し、

尖頭器の発達とともに彫器が衰退・消滅すると指摘 して

尖
頭
器

未尖
成頭
品器

彫

　

器

肖J

片

石
刃
類

剥
片
類

石

　

核
計

CL-11

SH-1 127 142

SH-81 46 58

TU-8
CL-4
CL-9

」A-2
SH-3

SH-4
SH-6
SH-20

TU-46
CL-1 1 1

SH-2
SH-5
TU-6
SH-70

CH―単

CL―」単

SH―単 57 73

TU―単

計 25
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表 2 野尻湖周辺・信濃川流域の尖頭器石器群の器種組成例

ノＪ、大
　
　
頭
　
　
器

ナ

イ

フ
形

石

器

台

形

石

器

周多

器 片

掻

器 器

そ

の
他
　
↓
ｏ
ｏ
ｒ

剥
片
な
ど
（※
１
）

石

核

原

石

総
　
　
占
小　
　
数

上ノ原ⅣC 34(※ 2) 22 661

上新田B 22 2323(※ 5)

真人原A 82

真人原C 94 4329 4439

上ノ原ⅣA 4(※ 3) 1931

上ノ原ⅣB
西岡A―BLll 8(※ 4) 166 222

西岡A―BL14 136

※ 1。 「景j片」。「二次加工のある剥片」。「微細景J離のある剥片」。「砕片」を含む
※2。 他の石器群と同一に比較するため、接合資料を1点 として数えていない
※3。 「彫削器」。開多掻器」を含む
※4。 「角錐状石器」・「扶入削器」。「楔形石器」を含む
※5.フ ルイによって採集した遺物の点数は含めていない

表 3 相模野台地における層位別器種組成

ナ
イ
フ
形
石
器

小大
　

頭

　

器

細

　

石

　

刃

細

石

刃

核

彫

器

掻

器 器 片

砕

片

石

核

そ
の
他

（※
）

計

BlL 20 113 236 446

BlⅣ I 622 48 5170 472 10297

BlU 143 33 5356 342 343 6825

LlHL 150 26 728

LlHM 160 4520 135 5001

LlHU 1255 2294 2077 648

BOL 23 88

BOIⅥ 107 179

BOU 30 46 38 219 2517

※「細石核素材」。「錐器」。「楔形石器」。「礫器」・「磨石」。「叩き石」。「台石」。「二次加工景J片」。「使用景J片」。「調整景J片類」「原材」を含む

L(mm)

90

80

70

0  10  20  30  40  50 VV(mm)

図2 尖頭器素材景」片長幅

L(mm)
3:1      2:1

0   10  20  30  40  50  60  70 VV(mm)

図3 彫器素材剥片長幅

3:1      2:1 90

いる (宮坂1989)。 また、近年、藤山龍造も東日本地域   には相模野台地上の旧石器時代石器群の器種組成を層位

の尖頭器石器群について分析 し、器種組成の乏しさを指   別に挙げた゛
。南関東の相模野台地では厚い良好な堆積

摘 している (藤山2004)。 そこで尖頭器石器群の器種組   層によって石器群の変遷が得られており、変遷に伴う大

成を具体的にみるため、野尻湖周辺や信濃川流域周辺の   まかな器種組成の変化をみることができる。表 2・ 3に

尖頭器石器群 (図 1)の器種組成を表 2に°
、また表 3   ついては、器種認定を含め、資料群の分析単位としての
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認定基準は個々の遺跡報告書によって異なるため、一概

には評価 しえないが、尖頭器を多 く伴う石器群には彫器

が乏しい点を指摘できる。一方で、上ノ原ⅣC石器群は

多量の彫器を共伴 し、大きく異なる。

また上ノ原ⅣC石器群の母岩別資料ごとの器種組成を

みると (表 1)"＼ 資料操作 (母岩別分類)の有効性を

前提にすれば、SH-1・ 81・ TU-8・ CL-11で は尖頭器と

彫器が同一の母岩から製作されていることになる。つま

り本石器群では尖頭器と彫器の製作が同一の石器製作の

枠組みの中で進行 していたことが想定される。

以上のように上ノ原ⅣC石器群は尖頭器石器群の中で

も特異な点がみられる。そこで、上ノ原ⅣC石器群にお

ける尖頭器製作 と彫器製作について検討する。

2 上ノ原ⅣC石器群の尖頭器

はじめに尖頭器について分析する。未成品を除いた

25点 の尖頭器を調整剥離に注目し、P一A類 :両面調整、

P一B類 :半両面調整、P一C類 :片面調整、P一D類 :部分

調整
(つの4つ に分類する (図 4)。 25″点のうち、P一D類は

12点で半数を占める。本石器群はこうした部分調整の尖

頭器を特徴とし、両面調整や半両面調整の尖頭器をとも

なう。

尖頭器の素材についてみると、素材剥片の主要剥離面

を残すP一B類やP一C類、P一D類、さらに未成品とした資

料の多 くが石刃あるいは縦長剥片を素材 としていること

がわかる。そこで、素材剥片の長幅が測定可能で器体

を大きく欠損 していないP一B類、P一D類および未成品の

13点 (的 について長さ、幅を景J離軸に沿って計測 した (図

2)。 この13点 の内11点 は加工の度合いが低いP一D類や

未成品に分類され、製作に伴って素材剥片の形状が大き

く変えられていないと想定される。すなわち、尖頭器

の素材として選択された景J片の長幅をある程度反映して

いるといえる。図 2を みると多 くの素材景J片はおおよそ

2:1～ 3:1の 長幅比を示す縦長であることが特徴と

して挙げられ、P一B類やP一D類、未成品は縦長の剥片を

選択的に利用 していることがわかる。P一C類は器体の半

分ほどを欠損 しているが、その素材景J片 も同様に縦長剥

片であったと考えられる。また、図2に示 したP一D類 に

は、狭長な一群 と、小形な一群が認められる。便宜的

に、より狭長な前者をP一D-1類、小形な後者をP一D-2類

としておく。このように素材の主要剥離面を残す尖頭器

は長幅比 2:1～ 3:1程度の縦長剥片を素材 とし、一

部に寸詰まりの剥片を素材 としていることが指摘でき

る。

なお、P一A類に関しては素材形状を判断できる資料が

得られなかった。図 4の各分類の横断面図をみるとP一A

類がその他の分類より厚いことがわかる。また、P一A類

は表裏両面に面的な景J離が施され、製作に伴って厚さが

最も大きく減少すると考えられる。よってP一A類は礫や

その他の類型より大形で厚手の最J片 を素材 としていたと

想定される。

3 彫器の製作技術上の特徴

今後蓄積される資料との比較を考え、彫器の製作技術

上の特徴を明らかにする必要がある。まず彫器は大別

して、G一A類 :尖頭器から彫器へと変形された一群と、

G一B類 :剥片を素材 とする一群に分類することができる

(図 5)。

尖頭器を素材 とするG一A類 は、尖頭器縁辺や先行す

る樋状景J離面を打面 とし樋状剥離を施す一群 (G一A-1

類)° と、尖頭器の折れ面を打面として樋状剥離を施す

一群 (G一A-2類 )。

0に
細分できる。これらはP一A・ P一B類

から変形 していることがわかる (図 5)。 なおG一A-1類

は「尖頭形彫刻刀形石器」 (堤 1989)、 G一A-2類 は「大平

山元技法 B」 による彫器 (三宅1980、 1981)と して理解

することもできる。

一方G一B類の製作には2通 りが想定される。第 1に急

角度な調整によって打面をつくり、素材景J片の側縁、末

端、打面側など多様な部位に複数の樋状景j離 を施し製作

する方法 (図 5中段)である。そして第 2に剥片の折れ

面や蝶番状の末端部を打面として、側縁に樋状景J離 を施

し製作する方法 (図 5下段)である。「折れ」
。つた剥片を

素材とする彫器は看過できない量が認められ、製作技術

上あるいは素材選択上の特徴 として注目される。2。
素材

景J片 の形状、樋状剥離の打面や位置を基準に、前者を

G一B-1類 とし、後者をG一B-2類 とする。この 2つ の彫器

に共通する特徴として、樋状剥離に先立ち縁辺に二次加

工を施す点
°と、樋状剥離の打面は急斜な調整打面や折

れ面などの平坦面である点が挙げられる。

次に、G一B類の素材について、景J離軸に沿って計測し

た長幅値を図 3に示す。これによれば30mm～ 50mmの長

幅比 1:1程度の寸詰まり景J片 を中心として長幅比 1:
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図4 上ノ原ⅣC石器群尖頭器の分類 (S=1/3)

2～ 2:1の 景J片 を利用 していることがわかる。また、

上にも述べたが、「折れ」た景J片 を素材 とする資料 も存

在する。このようにG一B類は尖頭器の素材に類似する縦

長剥片や幅広の剥片、「折れ」た景J片 などを素材とし、

その選択幅が広いことがわか

る。

以上、G一A類は尖頭器を素材

とし、縁辺 を打面 とするもの

と、折れ面を打面 とするものに

分類される。またG一B類は非常

に多様な景J片 を素材 として、製

作方法も多様性を示 し、結果、

形態に斉一性が認められない。

単純な形態的類似によって上ノ

原ⅣC石器群にみられる彫器の

類例を求めることはむずかしい

といえる。

4 尖頭器・彫器の素材供給

尖頭器および彫器の一部には

主要景J離面を残す一群が認め

られた。先述の通 り、SH-1・

81・ TU-8・ CL-11な どの母岩

別資料には尖頭器 と彫器が含ま

れている。これらの多 くは景J片

素材の尖頭器や彫器である (図

4・ 図 5)。 そこで次に、尖頭

器と彫器の素材がどのように剥

離されるのかについて検討す

る。ただし以下に示すものは母

岩別分類という資料操作の有効

性を前提にしていることを予め

断っておきたい。

まず、石核についてみてみる

と本石器群では 3点 の石核が

含まれている (表 1)。 母岩別

ではSH-5・ TU-60SH一 単 とな

る。この内 1点 しか図示 してい

ないが、図 6(SH一単)な どを

みると剥片を素材 とした石核

で、剥片景J離は希薄である。こ

れは他 2点にも当てはまり、また、SH-5や TU-6の 同一

母岩には尖頭器や彫器が含まれず (表 1)、 素材供給に

ついては不明である。このように、上ノ原ⅣC石器群に

共伴する石核には景l片景J離の痕跡がほとんどみとめられ

-271 -



G―A-1類

猟

馴

脚

″

（　Ｍ靱顆蟷
○

急
固
＝
Ｕ

迅

闊

Ⅷ

、

2.SH―単

1.CL-1

額
　
Д
劇
冊
Ⅶ
Ⅶ
Ｕ

ＡＧ

○

剛
――Ｉ
Ｗ
Ｖ

伽
Ｗ
θ

闊
Ⅷ

り
1髪

笙L2   4.CH―単

ワ

―鯰―ξ炒
/へ＼   6.CL―単

(ミゝ

G― B-1,讀

10.SH― !単 Q

鵞

椰

リ

臥

勝

ぽ

鳳

側

――Ｉ

Ｖ

β
傲

ツ

ハ
Ⅲ
齢
胴
盟

G―B-2類

凰

岡

解

Ｗ

儡
闊
脚
υ

働
飾
Ｗ
⑤

・
Ｃ」・単

爾
劇
［
曹
ム
‐５

吼

―Ｉ

Ⅳ

ｙ

魚
働
Ｗ
懲

〕―抒
⌒

m

ヽ
座 田

同一母岩に

尖頭器 を含む

□

ゝ

働

噸

椙

リ
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ず、また素材供給も希薄であった可能性が高い。とりあ

えず剥片景J離一つとして理解する (I類 )。

次に母岩別資料と接合資料を手がかりとして素材供給

について分析する。ここでは母岩別資料SH-1・ 81・ 6・

JA-2の接合資料15個体を検討資料として扱う。

SH-1の 接合資料は8個体で、うち剥片景J離 による接

合 4個体をみると (図 8-接合資料24202430246・

268)、 特徴としては、打面幅が大きく、多くは切子打面

である。また背面にみられるように打点を左右に移動、

あるいは打面を90度、180度 回転しながら景J片 を景J離す

る。特に大形の剥片の末端には多方向からの最J離面がみ

られる。こうした剥片剥離によって縦長や寸詰まりの最J

片が得 られ (図 7)、 石核の縮小

に伴い、P一D-2類 と剥片の接合資

料 (図 8-接合資料268)の よう

な小形の剥片が連続的に景J離 され

ると考えられる。この接合資料の

背面には多方向からの景J離痕跡が

認められ、求心状の剥片景J離 を想

定できる。

SH-1の 同一母岩 には、P一B類

やP一C類、P一D-2類、尖頭器未成

品、G一B-1類、G一B-2類 などを含

み (図 4・ 図 5)、 素材供給が頻

繁であったと推測される。この多

くは接合資料 に含 まれないが、

尖頭器未成品 (図 4-26・ 27)や

G―B-1類 (図 5-11)、 G―B-2類

(図 5-14017・ 19)の 背面をみ

ると、SH-1の 接合資料 に類似 し

た背面構成であることが認められ

る。また、SH-1の 最J片 の長幅 も

尖頭器、彫器の素材剥片に概ね一

致する (図 20307)。 尖頭器

や彫器の素材はこうした一連の最J

片剥離によって供給されていたと

推測される。こうした剥片景j離に

よる素材供給をⅡ類 とする。

またSH-81の 接合資料 4個体を

みると (図 8-接合資料17022・

240254)、 顕著な打面調整や平坦

打面が認め
・
られる。概 して打面幅が大 きく、打点を左

右に移動、或いは90度 回転しながら縦長や幅広の争J片 を

剥離している。接合資料17は彫器と彫器が接合 し、打面

を90度 回転 しながら、彫器の素材景J片 を連続的に景J離

していることがわかる。SH-81に はP一A類やPttD-2類 、

G一B-1類、G一B-2類が含まれ (図 4・ 5)、 SH-1同様、

素材供給の頻繁さが窺える。また接合資料に認められる

諸特徴 もSH-1と 類似 していることから、同様な剥片剥

離を想定できる (Ⅱ 類 )。 ただし、SH-81の 剥片には石

器素材 となるような30mm以上の最j片が少なく (図 7)、

全て遺跡に残されたとは限らないがSH-1よ り素材供給

は稀であった可能性がある。
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SH-6の 接合資料では背面に稜調整をもつ接合資料113

が得 られており (図 9)、 石刃あるいは縦長景J片 を連続

的に景j離 したことが窺われる。しかし、同一母岩に含ま

れるP一D-2類 (図 5-22)の 素材剥片の背面構成は石刃

などのそれとは異なっている。またSH-6の 景J片 には長

幅比 2:1を超えるような資料 もみられない (図 7)。

稜調整を経て縦長景J片 を連続的に景J離する景I片剥離は稀

であった可能性がある。とりあえずⅢ類 として類型化す

る。

一方、JA-2の 接合資料175は、P一A類 とP一D類 の尖頭

器と剥片が接合する資料である (図 10)。 求心状の剥離

によってP一A類 を製作する際に生 じる景J片 を石器素材と

して供給 していることがわかる°
。また、同一母岩の接

合資料103で は側面観が湾曲する縦長景J片 2点が接合す

る (図 10)。 接合資料175と の直接的な接合関係にはない

が、背面には多方向からの景J離が認められる。P一A類な

どにみられる求心状の最J片剥離の過程でこうした縦長の

景J片が景J離 され、石器素材として利用されると推測され

る。P一A類などの両面調整石器の製作が石核的役割も兼

ねるあり方をⅣ類とする。

なおSH-1やSH-81の 一部には求心状の剥片剥離が認

められ、SH-81に はP一A類が含まれる。Ⅱ類がⅣ類に包

括される可能性がある。しかし」A-2で は両面調整尖頭

器からの素材供給を示す接合資料が得 られているが、

SH-1や SH-81ではこうした接合資料がなく不明である。

この点を考慮 し、Ⅱ類 とⅣ類 とを便宜的に弁別 してお

く。

以上の石核や接合資料の分析を要約すると、本石器群

では次のように剥片景I離を類型化できる。

I類 :景J片 を素材とする石核を用意し、小形の剥片を景J

離する。しかし剥離痕跡は乏しく、素材供給も希薄で

あった可能性が高い。SH一単が該当する。

Ⅱ類 :調整打面から、打点を左右に移動、あるいは90

度、180度 回転 しながら、寸詰まりの剥片や縦長剥片

を景J離する。石核が縮小する過程で、景J離される景J片

L(mm)

100

90

80

70

0   10  20  30  40  50  60  70  80  90  100 VV(mm)

図 7 SH-1・ 81・ 6の剥片の長幅

も小形化する。縦長剥片や小形の景J片 はP一B類やP一C

類、P―D-2類 の素材 として、幅広や寸詰まり剥片、

「折れ」た剥片はG一B類の素材 として利用する。SH-1

やSH-81が該当する。

Ⅲ類 :稜調整を施し、石刃あるいは縦長の剥片を連続的

に景J離する。当地点での素材剥離は希薄であった可能

性が高い。SH-6が該当する。

Ⅳ類 :求心状の最j片景J離によってP一A類を製作する。そ

の過程で多様な形態の剥片を景J離 し、縦長景J片 をP一D

類の素材として供給する。JA-2が該当する。

ただし、これら4つの類型は根拠とする資料に差があ

り、異なる階層での分類となっている。また、同一母岩

であっても、分害Jな どによって個体ごとに異なる景J片景J

離がおこなわれた可能性も十分考えられる。よって上記

4類型にみられる個々の剥片景J離は相互に排他的な関係

にあるというよりも、一つの石塊を消費する過程で行使

され得た単位類型と考えられる。なお検討を加えなかっ

た母岩別資料については、資料的制約から個別的に判断

することは不可能である。異なる景I離方式の存在は十分

に考えられる。

ところで、P一D-1類 に分類 した 3点 は部分調整尖頭

器の中でも狭長な一群である (図 4)。 その背面をみる

と、主要剥離面と同一方向の剥離面が観察され、石刃あ

るいは縦長景J片 の連続的剥離、すなわちⅢ類によつて素

材が供給されていると考えられる。しかし、先述の通り

本石器群にみられるⅢ類の痕跡は乏しく、共伴する15点

の石刃類 も各母岩に 1、 2点組成されるだけで、一定量

図6 剥片素材石核 (SH―単)(S〓 1/3)
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素材景」片の獲得
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尖頭器製作

素材剥片の獲得?

接合資料113
(SH-6)

図9 Ⅲ類に想定される石器製作工程 (S〓 1/3)

P一A類の製作・素材剥片の獲得

図10 Ⅳ類にみられる石器製作工程 (S〓 1/3)

の石刃景J離 は認めがたい (表 1)。 これはP一D-1類 の3

点が単独母岩
°であることと整合的である (表 1)。 縦

長剥片の連続的景J離 とその素材供給の乏しさが特徴 とし

て挙げられる。

このように、本石器群ではⅡ類やⅢ類、Ⅳ類によっ

て、尖頭器の素材が供給され、特にⅡ類は尖頭器と彫器

の素材供給が組み込まれた剥片景J離 と評価できる。ただ

し、当石器群ではⅢ類の縦長剥片の連続的景J離は希薄で

ある。縦長景J片だけでなく、彫器の素材となる幅広や寸

詰まり剥片も剥離することを盛 り込んだⅡ類が主要であ

ったと考えられる。

5 上ノ原ⅣC石器群の類例

上ノ原ⅣC石器群の特徴は、第 1に両面・半両面・片

面調整の尖頭器に、縦長剥片が小形景J片 を素材とする部

分調整の尖頭器を特徴的に伴う。そして第 2に、多量の

彫器を伴う。第 3に尖頭器素材と彫器素材の供給が一つ

の剥片剥離に組み込まれている点であるといえる。特に

第 2・ 3点 については尖頭器石器群として稀有であると

いえる。そこで、尖頭器の形態的特徴を手がかりに類例

の把握をおこなう。だが両面調整の尖頭器などは多 くの

遺跡で得られ、また多様な要因によって変形 していた可

能性を想定できる。よって上ノ原ⅣC石器群の類例を把

握するにあたっては「部分調整尖頭器 (P一D類 )」 を基

準として抽出する。部分調整尖頭器は、両面調整尖頭器

などに比べ変形の程度が低いと想定され、その素材の形

状も手がかりとすることができるため、類例をさがす上

で有効 と考えられる。

野尻湖周辺における縦長や小形の景J片 を素材 とする

部分調整の尖頭器は、上ノ原遺跡町道地点

(中村由・中村敦1994)、 貫ノ木遺跡第2050・

3028号ブロック、西岡A遺跡第 5号ブロック

(土屋・大竹編2000)な どで、また野尻湖周

辺以外に類例を求めると、山形県越中山A'

遺跡 (加藤1975)、 同平林遺跡 (加藤1963、

会田1989)、 岩手県和賀仙人遺跡 (和賀仙人

遺跡研究グループ1984)、 また関東地方の各

遺跡などで得られているが、資料単位として

検討を要する石器群や詳細が不明、あるいは

まとまった資料の得られていない石器群がほ

とんどであり、ここでは扱わない。

一方で新潟県域において縦長景j片 や小形景J片素材の

部分調整の尖頭器を組成するまとまった石器群が複数

地点から発見されている。新潟県南蒲原郡御淵上遺跡

(中村 1971)、 同小千谷市真人原遺跡A・ C地点 (小野編

1992、 1997、 2002)、 同新発田市上新田B遺跡 (鈴木編

2004)、 同津南町道下遺跡 (長沢・山本 。安部1997、 佐

藤2002)、 同貝坂桐ノ木平A遺跡 (山本・安部1998、 佐

藤2002、 佐藤・山本編2006)で ある (図 1011)。 道下

遺跡は詳細な報告がなく、今後の報告が待たれるが、真

人原遺跡A・ C地点や上新田B遺跡、貝坂桐ノ木平A遺

跡については報告書が干J行 され、詳細が明らかになって

いる。

真人原遺跡、上新田B遺跡、貝坂桐ノ木平A遺跡で出

土している尖頭器をみると、両面調整、半両面調整、部

分調整の尖頭器が認められる (図 11)。 特に部分調整の

尖頭器は、本稿でP一D-1類 やP一D-2類 とした資料に類似

し、素材形状もよく似ている (図11-3～ 509・ 100

15～ 17)。 また器種組成について、報告書ごとに器種認

定の基準や調査精度が異なるため等 しく評価はできない

が、真人原遺跡A地点では彫器が 3点、C地点では 1点

出土 している (表 2)。 また概報などで (長沢・山本・

接合資料103
(」 A-2)
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安部1997、 佐藤2002)、 道下遺跡でも彫器が得 られてい

ることが報告されている。特に、本稿でいうG一A-2類 と

思われる資料が得られている (佐藤2002:p23)。

信濃川流域周辺の幾つかの遺跡では非常に類似 した部

分調整の尖頭器が出土しており、量的には少ないが彫器

も出土している。今後、上ノ原ⅣC石器群の評価は信濃

川流域周辺の資料との比較が重要となるだろう。

ただし、野尻湖周辺の遺跡と信濃川流域の遺跡とを比

較するためには両者の編年的対応関係を整理する必要が

ある。

6 上ノ原ⅣC石器群の編年的位置

近年、出土層位や他地域での編年を参考にした野尻湖

遺跡群における旧石器時代石器群の編年が提示された。

詳細については触れないが、これによれば「槍先形尖頭

器を主体とする石器群」は、長野県埋蔵文化財センター

の基本層序でいうⅣ層上部からⅢ層下部に出土層位をも

ち、野尻湖遺跡群の旧石器時代編年での第Ⅳ期に位置づ

けられている。また、まとまった資料の出土はないもの

の、細石器石器群が第V期 に位置づけられるとの見通し

を示 している (谷・大竹2003)。 上ノ原ⅣC石器群は尖

頭器の他にナイフ形石器を伴わず、出土層位も基本層序

でいうⅢ層にピークが認められる。大枠では上述の第Ⅳ

期に位置づけられ、細石器石器群以前であると考えられ

る。

なお第Ⅳ期には、黒曜石製の小形で片面・半両面調整

の槍先形尖頭器、黒曜石製の下半部最大幅の両面加工の

槍先形尖頭器、無斑品質安山岩や頁岩を石材とした大形

の両面加工の槍先形尖頭器を特徴 とする多様な石器群が

位置づけられている (谷・大竹2003:pp.45-46)。 今後

これらとの関係 も明らかにする必要がある。

一方、信濃川流域では、指標テフラとの層位的関係

が得 られている真人原遺跡や上新田B遺跡、道下遺跡

では、各遺跡 とも概ね姶良Tn火 山灰 (AT:未較正で

約2.5～ 2.4万 年前)よ り上位に、浅間一草津黄色軽石

(AS一YPk(AS一K):未較正で約1.3万年前)よ り下位に

包含 されている (早 田1997、 長沢・山本・安部1997、

藤平・高濱・ 卜部2004)。 この 3遺跡 4地点の石器群は

ATと AS一YPk(AS一K)の 間に位置づけられ、また非

常に類似 した形態の尖頭器の存在から、ほぼ同時期であ

ると評価できる。真人原遺跡については、こうした指標

テフラの年代や、他地域での編年を根拠に細石器石器群

以前に位置づけられている (小野1992、 1997)。

上ノ原ⅣC石器群と信濃川流域周辺の縦長や小形景J片

を素材 とする部分調整の尖頭器を伴う石器群は、細石器

石器群以前という編年上の下限の一致を想定することが

できる。

現在までのところ、野尻湖周辺では広域編年の手がか

りとなる指標テフラは、ATが上Ⅱ最下部層 (長野県埋

蔵文化財センターの基本層序 :Va層 )に比定されてい

るが、浅間山を給源とする指標テフラが見つかっていな

い (長橋・木村1997)。 示準石器を根拠とした対比だけ

でなく、今後は
14c年

代など、石器形態によらない情報

によっても時間軸を比較検証する必要がある。良好な資

料が得られることを待ちたい。

7 まとめと今後の課題

本稿では、母岩別資料を根拠として上ノ原ⅣC石器群

の器種組成と石器製作について分析 した。これによれば

上ノ原ⅣC石器群は、両面調整や半両面調整、片面調整

のほかに、縦長景J片や小形の剥片を素材とする部分調整

の尖頭器を特徴的に伴う。また多量の彫器が伴い、尖頭

器から彫器へと変形した彫器と、景J片 を素材 とする彫器

が認められる。さらに尖頭器と彫器の素材供給が組み込

まれた景J片剥離を特徴 としている。こうした諸点を有す

る尖頭器石器群は少なく、特異なあり方と評価できる。

また部分調整の尖頭器を伴う石器群という観点から、

信濃り|1流域およびその周辺での類例との比較が重要とな

る見通しを得た。また野尻湖遺跡群における編年 (谷・

大竹2003)と の対比をおこない、大枠で第Ⅳ期に位置づ

けた。

こうした検討の結果、以下の事柄が今後の課題 とな

る。まず野尻湖編年の第Ⅳ期には多様な尖頭器石器群が

位置づけられており、上ノ原遺跡第 5次調査だけでも、

4つの石器群に弁別している。これら多様な尖頭器石器

群と上ノ原ⅣC石器群の関係が問題となってくる。また

信濃川流域周辺の類例との間には、指標的石器を根拠と

した大枠での同時性を想定できるが、今後は
14c年

代や

テフラなどによる時間軸の比較検証が必要である。

さらに本稿では上ノ原ⅣC石器群を一つの単位として

一括して扱ったが、当石器群中にはブロックごとに変異

が認められる。例えば12Wグ リット北側の遺物集中付近
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では彫器が出土 していない点などである。石器製作技術

についてみるため一括 して分析対象としたが、地点ごと

の性格差を考える際には注意する必要がある。野尻湖周

辺の各石器群で尖頭器や石核の点数に大きな差異がみら

れるのも示唆的である (表 2)。 長沼正樹は真人原遺跡

A地点とC地点、道下遺跡、野尻湖周辺の石器群にみら

れる使用石材の差異、特に黒曜石と頁岩の量に注目し、

「石材獲得 と遺跡占拠モデル」を仮説的に提示 した (長

沼2002:ng4)。 石材組成 という面で石器群ごとに多様

なあり方を示しているようである。こうした、石器群間

あるいは地点間でみられる石材組成や彫器組成も含めた

多様な変異については、今後、具体的な解釈を示 してい

きたい。

本稿の作成にあたり、小野昭先生 (首都大学東京教

授 )、 橋詰潤氏、森先一貴氏には草稿 を読んでいただ

き、有益なご指摘を賜った。また、石井良、尾田識好、

小林加奈、坂下貴則、中村由克の各氏からも議論の中で

貴重なご意見をいただいた。鈴木暁、佐藤雅一、山本克

の各氏には上新田B遺跡、道下遺跡、貝坂桐ノ木平A遺

跡の資料見学の際に便宜を図っていただいた。末筆なが

ら心よりおネL申 し上げます。

(1)第 2部では「周縁調整」という用語を使用しているが、上ノ原Ⅳ

C石器群の尖頭器には縁辺全周を二次加工した資料だけでなく、

尖頭部と基部にのみ加工が認められる資料もあり、これらを包括

して分類するため「部分調整」という用語を用いた。

(2)「 未成品」とは定義として曖昧な分類である。ただし、平坦景J離

など二次加工のあり方をみると尖頭器のそれと類似する資料も認

められたため、「尖頭器未成品」を設定した。

(3)「 尖頭器」と「尖頭器未成品」について、第 2部の記載にあげて

いる点数と異なっている。両側縁からの調整で尖頭部を作 り出し

ているか否かを基準に、再度器種認定をおこなった。351・ 4460

4075を 尖頭器未成品から尖頭器に、9093を 尖頭器から尖頭器未成

品とした。

に)野尻湖周辺では多 くの尖頭器石器群が発見されているが、正式

報告のない遺跡や資料単位に検討が必要な遺跡が多 く、「器種組

成」を把握できるものは限られている。そこで表 2に比較的まと

まりのよい西岡A遺跡のBLllと BL14の器種組成を例に挙げた。

(5)表 3は砂田 (1995:ng7)を もとに製作 した。これ以降、資料の

蓄積は進んでいるが、近年の藤山 (2004)の集計をみても、器種

組成の傾向に大きな変化はみられない。

(6)尖頭器、彫器を含む母岩別資料のみ挙げている。

(7)第 2部の記載には設けていない片面調整を設定している。

(8)29909090・ 5420+5432023304290466004686+478605801・

3510513・ 446・ 310+48370521の 13点 について計測した。

(9)本稿では側縁に樋状景J離 をもつ尖頭器について、「樋状景J離」と

いう景J離技術を積極的に評価し、彫器として分類する。

COな お、御堂島正が行なったナイフ形石器の刺突実験によれば、刺

突による折れ面から「彫器状剥離痕」の生じることが確認されて

いる (御 堂島1996)。 使用に伴う樋状景j離 も想定 してお く必要が

ある。

α⇒故意的な「折 り取 り」によるものか、製作技術上の問題からも重

要である。しかし個別的に判断することは難しく、ここでは故意

と偶発的な場合の双方を想定しておきたい。

O②西秋良宏の剥離実験によれば景j片景j離 に伴う偶発景j離 によって折

れ面に「彫刀面状剥離痕」が生じることが確認されている (西秋

1994)。 G―A-2類 と同様、偶発的要因も想定する必要があろう。

ただし、現時点では故意と偶発を明瞭に弁別する有効な分析方法

がないため、ここではその判断を保留としておきたい。

l131樋状景J離 に先立つ二次加工の存在は、削器や掻器から彫器への変

形を示唆すると考えられるが、ここでは議論が複雑になるため取

り上げない。しかし変形論的観点からは注目される。

0→Kellyに よって分類された、石核 としての両面調整石器の一例 と

考えられる (Kelly1988)。 日本の研究でも、両面調整尖頭器や削

片系細石刃核などを含め、石核としての役割をもつ両面調整石器

が注 目されている (佐藤1992、 田村1998、 長沼2003な ど)。 本稿

で設定 したP―A類 は、「両面調整石器」の一表現 として位置づけ

られる。

l151SH-70に分類される尖頭器の4686と 4786は 折れ面で接合 し (接合

資料208)、 その他の資料も含まない単独母岩である。
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遺跡・調査

上ノ原遺跡 (第 5次・県道地点)は、長野県上水内郡

信濃町大字柏原字上ノ原に位置し、関川水系 との分水嶺

より少し南側で、鳥居川 (信濃川)水系に属す。発掘場

所は国道18号線 と上信越自動車道の間に挟まれた丘陵部

に立地し、北緯36度 48分42秒、東経138度 12分3。7秒 (世

界測地系)にある。

上ノ原遺跡は1988年 の柏原町区誌遺跡分布調査で発見

され、北東一南西の長軸900m、 幅250～ 500mで、面積

約330,000題 におよぶ大面積の遺跡で、1990年 以降、 7

次にわたる発掘調査が行われており、第 5次調査はこの

遺跡中の最も南の地点にあたる。

地層 0年代

発掘地の遺物包含層は、黒土 (柏原黒色火山灰層)直

下の最上位のローム層である上部野尻ローム層Ⅱであ

り、上Ⅱ最下部 (Va層 )と 上Ⅱ上部 (Ⅳ上層)～モヤ

(Ⅲ 層)の 2層準に文化層がみられる。下位の上Ⅱ最下

部はAT降灰層準であり、歴年未較正で約2.5万 年前、

上位の上Ⅱ上部は約2。0～ 1.4万年前と推定される。

旧石器時代の石器群

発掘で確認された石器群は、上Ⅱ最下部 (Va層 )の

上ノ原 I石器群、上Ⅱ上部 (Ⅳ 上層)の上ノ原Ⅱ、Ⅲ、

ⅣA、 ⅣB、 ⅣCお よびⅣD石器群の7石器群である。

本報告書では、出土 した石器10,159点 のうち、1031点

(接合資料に含まれる個別石器を含めると1200点 以上)

を実測・記載した。

上ノ原 I石器群は、台形様石器 (台形石器 )、 石斧、

ナイフ形石器を特徴 とし、総点数242点 であり、あまり

多 くはない。台形様石器13点、局部磨製石斧 4点、打製

石斧 2点、ナイフ形石器 8点、削器 1点、彫器 1点、

クサビ形石器 1点、石刃 7点、景J片類185点、石核20点

の組成である。主な石材はチャー ト73点 (30.2%)、 黒

曜石72点 (29。 8%)、 無斑品質安山岩57点 (23.6%)で あ

る。台形様石器と局部磨製石斧を中心とする上ノ原 IA

石器群と、チャート製などのナイフ形石器を特徴 とする

上ノ原 IB石器群に分けられる。

上ノ原Ⅱ石器群は、瀬戸内系石器群とされるものの一

類型であり、横打景J片製ナイフ形石器 と削器の製作に

特徴づけられる。総点数3157点1でミ本遺跡で最大の遺物

量を占める。25基のブロックを構成 し、無斑品質安山岩

2977点 で、全体の94.3%で あり、そのほか凝灰岩145点

(4.6%)な どである。ナイフ形石器164点、尖頭器 2点、

角錐状石器 4点、削器142点、掻器 8点、石刃 8点、石

核132点、景J片類2696点、敲石 1点 などの組成である。

野尻湖遺跡群では、仲町遺跡、東裏遺跡、西岡A遺跡な

どに類例がみられる。

上ノ原Ⅲ石器群は、杉久保石器群であ り、総点数は

1182点 である。12基のブロックを構成 し、石材は無斑晶

質安山岩436点 (36.9%)、 黒曜石283点 (23.9%)、 凝灰

岩236点 (20。 0%)、 頁岩222点 (18.8%)と 多様である。

ナイフ形石器38点、彫器302点 、彫器母型18点、削片95

点、石刃類473点、剥片219点 、石核35点、原石 1点、敲

石 1点 という組成である。石器完形品の中で彫器の割合

が大きいことが特筆される。野尻湖遺跡群では、杉久保

遺跡、上ノ原遺跡 (第 2次・町道地点)、 東裏遺跡、七

ツ栗遺跡などに類例がみられる。

上ノ原ⅣA石器群は、黒曜石を多 く用いた尖頭器石器

群で、小形尖頭器 と小形の掻器が特徴的である。総点

数は1931点 である。17基のブロックを構成 し、石材は黒

曜石1083点 (56.1%)、 無斑品質安山岩485点 (25.1%)、

頁岩191点 (9。9%)、 チャー ト74点、凝灰岩53点、玉髄

37点 などである。尖頭器80点、尖頭器未成品61点 、ナイ

フ形石器 4点、掻器52点、削器21点、彫器 8点などのほ

か、剥片類1565点 という組成である。関東地方に類例が

見られ、鷹山 I遺跡 S地点、仙川遺跡、野尻湖遺跡群で

は西岡A遺跡などに類例がみられるものである。

上ノ原ⅣB石器群は、両面調整の尖頭器や半両面調

整の尖頭器など多様な調整・形態の尖頭器が伴 う石器

群である。総点数は321点 である。 4基のブロックを構

成 し、石材は頁岩230点 (71.7%)、 無斑品質安山岩78点

(24.3%)な どである。尖頭器19点、削器 3点、掻器 1

点、彫器 4点、剥片類286点 などという組成である。関

東、東北、中部地方日本海倶1な どの尖頭器石器群につな

がるもので、貫ノ木遺跡、西岡A遺跡などに類例がみら
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れる。

上ノ原ⅣC石器群は、両面調整の尖頭器、縦長剥片素

材の周縁調整の尖頭器を特徴 とし、彫器を多 く伴 う石

器群である。総点数は664点 である。 5基のブロックを

構成 し、石材は頁岩508点 (76.5%)、 凝灰岩92点 (13.9

%)、 玉髄46点 、碧玉12点 などである。尖頭器34点、彫

器22点、削片 9点、石刃26点 、剥片類570点 、石核 3点

という組成である。越中山A遺跡、平林遺跡、上新田B

遺跡、御淵上遺跡、真人原遺跡、道下遺跡など、野尻湖

遺跡群では上ノ原遺跡 (第 2次・町道地点)、 貫ノ木遺

跡、西岡A遺跡に類例が見られるものである。

上ノ原ⅣD石器群は、無斑品質安山岩をもちいた大形

の尖頭器石器群である。総点数は99点で、小規模な石器

群である。4点の尖頭器はいずれも破損品であり、部分

的な資料である。このほか、細石刃石器群などがわずか

に出土している。

縄文時代

縄文時代の出土品としては、縄文早期の鵜ヶ島台式土

器がややまとまって出土した。丸谷地遺跡、上山桑A遺

跡と合わせて、野尻湖周辺における鵜ヶ島台式土器の様

相がおぼろげながら明らかになった。縄文前期では、黒

浜式併行土器、諸磯 a式、諸磯 b式、諸磯 c式併行の土

器が若干出土した。

石器は、石鏃、掻器、磨製石斧、特殊磨石、磨石、凹

石、石皿状礫などが出土した。遺構は未確認である。

石器石材

黒曜石の蛍光 X線分析による産地推定からは、和田

峠・男女倉64.7%、 霧ケ峰28.4%、 八ヶ岳 5%、 その他

1。9%と いう結果が得 られ、大半のものが信州系黒曜石

であることが判明した。上ノ原Ⅲ石器群に新潟県の黒曜

石 2点、細石刃石器群に富山県の黒曜石 2点が報告され

た。

すべての石器石材は実体顕微鏡および生物顕微鏡を用

いて非破壊の方法で観察をおこない岩石鑑定がおこなわ

れた。黒曜石については晶子形態の記載をおこない、頁

岩、凝灰岩、そして玉髄に含まれる微化石やチャー トの

自然面に残された衝撃痕についての記述・検討 もおこな

われた。

上ノ原遺跡の旧石器時代の石器石材は、 3方向のルー

トからもたらされたものである。南ルー トとしては、信

州系黒曜石が80～ 90kmの距離にあり、その途中の25km

南の長野盆地の犀川一千曲川の河原で採集されたチャー

トがある。北東ルー トとしては、新潟県中・北部が原産

の頁岩、凝灰岩、玉髄、碧玉など、60～ 200km程度の距

離にあるもので、このルー トの入口20～ 40kmの 関田山

地の無斑品質安山岩が多 く使われている。西ルー トとし

ては、25～ 30kmの姫川流域の蛇紋岩、玉髄、碧玉があ

り、これはやや少数である。

このように、上ノ原遺跡のある野尻湖周辺は、北信一

新潟の石器石材原産地の中核地域に立地していることが

理解される。

編年・位置づけ

以上の上ノ原遺跡の石器群は、谷 (2007)に よる編年

に比較すると、第Ⅱ期に上ノ原 I石器群が、第Ⅳ期に上

ノ原Ⅱ、Ⅲ、ⅣA、 ⅣB、 ⅣC石器群が、第V期に細石

刃石器群、上ノ原ⅣD石器群が相当するものと考えられ

る。

上ノ原遺跡 (第 5次・県道地点)を代表するのは、第

Ⅳ期に各種の石器群がまとまって存在することである。

野尻湖遺跡群では、杉久保遺跡 (芹沢・麻生1953)に杉

久保石器群、仲町遺跡 (野尻湖人類考古グループ1987)

に瀬戸内系 (国府系)石器群が最初に報告されて以来、

これらのナイフ形石器の石器群の濃厚な分布地として知

られるようになったが、いずれの遺跡でもこれらの石器

群は単独での出土で、また量的にもそれほど多いもので

はなく、不明な点が多 く残されていた。上ノ原遺跡で

は、杉久保石器群、瀬戸内系石器群、そして各種の尖頭

器石器群が同一地点に重複して分布していた。それらの

石器群相互の関係は、本遺跡でも未解明であったが、上

ノ原遺跡は野尻湖遺跡群の第Ⅳ期を代表する遺跡である

といえるであろう。
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資料 1 上ノ原遺跡 (第 5次)出土の主要遺物一覧表
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(注)遺物番号「番号」欄は、 3～ 5ケ タの数字であるが、前 (左)2ケ タは遺物の属性を表わし、 3ケ タ以降が遺物の番号を意味する。

左 1ケ タロ (遺物の種別):1土製品、2木製品、3石製品、4金属製品、5ガラス製品、6繊維製品、 7自然遺物、8礫、 9そ の他

左 2ケ タロ (出 土 層 位 ):lI(表土)、 2Ⅱ (黒色土)、 3Ⅲ (モ ヤ)、 4Ⅳ上 (上 Ⅱ上部)、 5Ⅳ 中 (上 Ⅱ中部)、 6Ⅳ下 (上 Ⅱ下部)、

7Ⅳ一括、8Va(上 Ⅱ最下部)、 9Vb(黒 色帯上部)、 AVc(黒 色帯下部)、 BV一括、CⅥ (上 I)

なお、番号が 1～ 2ケ タしかないものが少数みられる。これは遺物属性の記号がついていないもので、番号のみがついている。
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軍 士

さ黒軍最軍t

||ヽミHttt

膊 R

郷 こ に R

さ黒軍縦にR

||ヽ ミHにR

t

聰

ネ謳昨KttEE

(< 懸 串

糾
‐
〓
ｏ

卦
‐
ａ
ｏ

Φ
Ｎ
Ｉ
国
∽

糾
‐
口
∽ 維

艦
怪
暉
卿
器
戻
業
嗽
　
Ｎ
も
、
日
ヽ
　
蕪
昨
隠
０
≧
隠
ヽ
川
　
ｏ
∞
Ｉ
Ｎ
菓
則

艦
怪
暉
岬
昨
戻
黎
嗽

　

ｒ
も
、
日
ヽ
　
維
昨
障
０
≧
Щ
ヽ
召
　
Ю
∞
Ｉ
Ｎ
菓
則

脳
怪
暉
卿
昨
戻
車
暉
　
維
昨
隠
ｏ
≧
曖
ヽ
刊
　
ヾ
∞
Ｉ
Ｎ
薬
則

憔
昼
暉
岬
昨
晨
も
、
日
ヽ
　
維
昨
暉
０
≧
Ｌ
ヽ
刊
　
∞
∞
Ｉ
Ｎ
菓
楓

権

ヽ

女

さ黒軍縦軍t

||≪ ミHttt

N

さ こ に R

さ黒軍縦膊R

‖ヽ ミHにR

t

騰

(K懸臨K掻唱

くK 謳  昨

却
肛

燕
Ｋ
寒

ユ
ー

ャ
ホ

暴

Ｈ
Ｈ
撫 維

権

膊 ヽ

よ

さ黒軍縦軍よ

||ヽ ミH軍女

に

邸 こ に R

さ黒軍最l・TR

||ヾ ミHにR

女

識

窓朦昨KttEE

《  謳  昨

ユ
ヽ
口
ｍ

Ｓ
Ｋ
酬
週 権
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権

膊 ヽ

女

さ こ 陶 R

障

さ黒軍艶にR

邸 ミ 陶 勲

聰

黒 に 家 軽

黒  に  R

ホヽ ミヽに聰

鼎
Ｔ
ｍ
ｏ

ｏ
∞
‐
国
∽

対
‐
国
∽ 維

龍

女

‖ヽ ミHttt

陶 ス

翠 昨

聴

(K日昨KttEE

くス 朦  紫

儒

瀧

t

||ヽ ミH軍女

陣

単 紫

聰

(K朦昨K昼唱

(k 日  昨

糾
‐
Ｚ
く 儒

憮
怪
暉
岬
黎
戻
黎
嗽
　
維
昨
椰
Ｃ
翠
Ｃ
ｗ
　
ｏ
ｏ
ｌ
Ｎ
菓
楓

Ｒ
怪
暉
岬
昨
戻
黎
嗽
　
罫
降
四
翠
　
蕪
騨
暉
口
≧
隠
ヽ
刊
　
Ю
ｏ
ｌ
劇
菓
削

誦
怪
暉
岬
昨
戻
黎
嗽
　
ま
も
、
日
ヽ
　
織
器
陣
∩
≧
Ｅ
ヽ
刊
　
ヾ
ｏ
ｌ
Ｎ
菓
則

誦
怪
暉
岬
器
戻
黎
嗽
　
Ｆ
も
、
日
ヽ
　
維
串
陣
∩
≧
隠
ヽ
引
　
∞
０
１
劇
薬
則

Ｒ
怪
暉
岬
昨
戻
も
、
日
ヽ
　
維
串
に
口
≧
Щ
ヽ
刊
　
Ｎ
ｏ
ｌ
劇
薬
削

歳

よ

||ヽ ミH軍よ

に R

翠 聰

聰

くК謳聰K経嘔

(K 謳  昨

権

儒

||≪ ミHttt

に R

噸 昨

聰

(ス回聰K掻唱

(K 謳  紫

ユ
ヽ
ａ
ｍ

罫
Ｋ
廻
翠 儒

維

に ヽ

t

さ黒軍謎軍女

||ヽミH軍女

膊 ス

椰 こ 陣 ス

さ軍軍縦にR

||ヽ ミHttR

女

螢 聰

K暦昨K侵唱

K 懸  串

維

権

゛膊

よ

さ黒軍縦軍よ

||ヽ ミH軍女

随

郷 と に R

さ黒軍縦にス

|lκミHにR

ミ

騰畿

(スロ聰K侵唱

(ス  懸  昨

Ю
Ｉ
口
０

丼
占

ｏ

対
‐
く
「

Ю
‐
口
∽

糾
‐
〓
∽

丼
‐
つ
い 誌

脳
怪
暉
興
昨
戻
業
嗽
　
器
Ｋ
四
翠
　
ｒｏ
ｌ
∝
薬
楓

脳
怪
暉
卿
昨
戻
瀾
嗽
　
ま
も
、
日
ヽ
　
蕪
昨
暉
Ｏ
≧
Щ
ヽ
引
　
ｏ
ｏ
ｌ
劇
菓
則
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I類 原石近くまで

Ⅱ類 石核と剥片

Ⅲ類 剥片と剥片、彫器と削片

Ⅳ類 折れ

資料 3 上ノ原遺跡 (第 5次)出土の接合資料一覧表

は基本的に数字の小さいものから大きいものへ剥離が進行することを示すが、本文中に
これと異なる記載がある場合はこの限りではない。また、個体がいくつかの単位に分割され、それ
れで剥離が進行する場合は剥離の進行をこの単位ごとにa-10・・a― n、 b-100・ b¨ nと 区別して表記し
ている。それぞれの単位がさらに分割されたばあいはa-1-1・ 口・8~1~nと いうように表記した。 []写 真のみのものの番号

合番号 石器群 石 材 母 岩 類型 爛l宮L‖贋 整理番号 遺 物番号 構 成遺 物 内容 剥離 開始状 態 石器 図版

上 Ⅱ Ⅳ類
核
核

石

石

上ⅣA Ⅲ類
器

片

削

劇
一般的剰 片剰離過程

上ⅣC Ⅳ類
片

片

剥

刺
同時割れ

上 Ⅱ Ⅱ類

12Q―H7-30
12Q―H8-164
12Q―H8-190
12Q―H8-244

石核

剥片

剥片

剥片
石核

並列横打剰離過程 剥片/刺片素材石核

上Ⅳ B Ⅲ類

片

片

片

剰

剥

剥

粗割過程 礫

±lI Ⅱ類
核
片

石
剣

上 I I類

石核

剥片

剥片

剥片

剥片
魚1片

縦長剥片の連続剥離 礫

上ⅣA I類

″

″

″

”

ｂ．　

″

石核

剥片

剥片

剥片

剥片
爛1片

分割礫素材石核からの縦長刺片刺離 礫

上ⅣA I類 12V― H2-37
石核

剥片
原石片

節理破砕→一般的剰片剥離 礫

上 I Ⅲ類

剰 片

剥 片

魚1片

上ⅣA Ⅲ類
片

片

剰

剥

一般的剥片剰離過程

上ⅣA Ⅱ類

石核

剥片

剥片

剥片
蜘1片

剥片素材石核からの一般的剥片剥離 礫

上ⅣA Ⅲ類

12V― E6-37 器
片

片

彫
剥

削

彫器 リダクション

上ⅣC Ⅳ類
刃

刃

石

石

上ⅣC Ⅲ類

片
器

片

剰
彫
剥

縦長剥片剥離

上Ⅳ C Ⅳ類 片

片

剥

剥

上ⅣC Ⅳ類
片

器

剥

彫

上Ⅳ B Ⅲ類
片

片

剥

剥
粗割過程 礫

日115を 19

上ⅣB

こ統合

Ⅱ類

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

微細剥離刺片

剥片
爛1片

原礫粗割過程→両面調整石器製作と一般的剥片剥離 礫

上ⅣA I類

12V― Hl-163

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片
熟1片

一般的剰片利離過程 礫

上 Π Ⅲ類
剥片
刺片

剥片剥離過程

上ⅣC Ⅲ類
剰片

二次加工劇片

両面体調整過程

上Ⅳ C Ⅲ類

片

片

片

刺
剥

劇

両面体調整過程

上ⅣC Ⅲ類
器

器

彫

彫
両面体調整過程

上ⅣC Ⅳ類
片

片

剥

劇

上ⅣC Ⅳ類
４６６２

３９４

片

片

剥

剣
剥落

上ⅣC Ⅲ類
片

片

剥

剥
両面体調整過程

上 Ⅳ B Ⅲ類
片

片

剥

剥
両面体調整過程

上 Ⅳ B Ⅱ類

石核

削片
徹細剣離釦1片

剥片素材→削片を刺離し打面形成→剥片剥離

上 I Ⅲ類

片

片

片

剥

刺

剣

非調整・縦剰ぎ 礫

■ I Ⅳ類
片

片

剥

劃
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上 Ⅱ Ⅱ類

ｂ
¨

‐Ｏ

ｂ
・

２

ｂ
・

８

ｂ
・

９

ｂ
・

４

ｂ
・

６

ｂ
・

２

ｂ
・

５

ｂ
・

７

ｂ
・

３ 12R― 括

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片
石核
石核

剥片

剥片
石核
石核

剥片
石核

剥片
魚1片

大形剥片分割→分割片個々で並列横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

礫or剥 片

上 Ⅱ Ⅱ類

石核

剥片

剥片
剥片

並列横打剥離過程 剥片/剰片素材石核

上 Ⅲ Ⅲ類

稜付石刃

石刃

石刃

石刃剥離過程 石刃核

上 Ⅲ Ⅲ類

‐５３

‐ ４９４

３‐２４

12Q―F7-31 彫器

徴細剥離石刃

石刃

石刃剥離過程→彫器リダクション 石刃核

上 Ⅲ Ⅳ類
微細剥離石刃

彫器 折れ面から樋状刺離

上 Ⅱ Ⅲ類

片

片

片

並列横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅳ C Ⅱ類

石核

剥片

蜘1片

一般的剥片刺離過程

上ⅣC Ⅳ類
片

片

剥

劃

上 Ⅲ Ⅱ類
核
片

石
劃

上 Ⅲ Ⅲ類
片

片

剥

剥

■ I Ⅱ類
核

片
石
剣

一般的剥片剥離過程 礫

上 ⅣC Ⅲ類
片

片

剥

劇

一般的剥片剥離過程

上 Π Ⅱ類

核
片

片

石
剥

剣

並列横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剥

上 Ⅱ Ⅲ類
７０９

‐３６７

12Q―G8-19 片

片
横打剥離過程

上 Ⅳ A Ⅲ類
片

片
両面体調整過程

上 Ⅱ Ⅲ類
器

片

削
剥

上 Ⅳ A Ⅲ類
12W―A2-272

片

片

片

片

粗割過程 剥 片

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

剣
横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

劃
貢TT利 離過程

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

劇
横打剥離過程

上 ⅣA Ⅲ類
尖頭器未成品

蜘1片

両面体調整過程 両面体プランク

上 Ⅱ Ⅲ類

片

片

片

剥

剥

劇

刺片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅳ類
剥片
蜘1片

両面体調整過程

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片
蜘1片

横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅱ Ⅳ類

片

片

片

上 Ⅱ Ⅲ類

石核

剥片

剥片
石核

横打剥離→石核の削器転用→再石核化

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅱ Ⅱ類

石核
二次加工剥片

剥片

剥片

剥片
熟l片

横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片

剥片

横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器
折損後も調整

上 Ⅱ Ⅳ類
核

核
石

石

上 Ⅱ Ⅲ類

剥

剥

剥

則

片

片

片

片

並列横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅲ Ⅳ類
稜付石刃

繕付石 刃
剥片素材石核からの石刃刺離

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剥

上 Π Ⅱ類
核
片

石
剥

横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅲ Ⅳ類
器

器

彫

彫
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上 Ⅱ Ⅳ類
12R― E5-18 剥片

刺片

上 Ⅲ Ⅳ類
器

器

彫

彫

上 Ⅲ Ⅳ類
器

器

彫

彫

上ⅣA I類
12V― Hl-199

石核

剥片

剥片

刺片
勲1片

分割礫素材石核からの一般的剥片剥離 礫

上ⅣA Ⅲ類
７０６

‐３５４

尖頭器未成品
刺片

両面体調整過程

上 Ⅱ Ⅳ類
器
片

削
劇

上 Ⅱ Ⅱ類

12R― A5-142 石核
石核

剥片
劇1片

並列横打刺離過程 剥片/剰片素材石核

上 Ⅱ Ⅳ類
剥片
劇1片

上 Ⅱ Ⅳ類
刺片

角1片

上 Ⅱ Ⅲ類

片

片

片

片

並列横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

劃

上 I Ⅳ類
片

片

上 Π Ⅳ類
片

片

上 Ⅱ Ⅲ類
彙

魚

片

片
並列横打刺離過程

上 Ⅱ Ⅲ類

利

剰

劇

劇

片

片

片

片

横打剰離過程 剰片/剰片素材石核

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

劇

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

劃
横打刺離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
12V― F3-123 核

核
石

石

上 Ⅲ Ⅳ類
刃

刃

石

石

上 Ⅲ Ⅳ類
刃

刃

石

石

上 Ⅱ Ⅳ類
12V… G2-51 片

片

刺

剣

上ⅣB Ⅳ類
片

片

剥

刺

上 Ⅲ Π類

石核

剥片

剥片
費1片

石刃核の打面再生過程 石刃核

上 Ⅲ Ⅲ類

石刃

石刃

彫器

石刃

石刃

石刃

石刃剰離過程

上ⅣC Ⅲ類
12Q―G2-109 片

片

剥

剣
両面体調整過程

上ⅣA Ⅲ類

尖頭器未成品

剥片
粛l片

両面体調整過程→両面体ブランクの分割 両面体プランク

上ⅣA Ⅱ類

核
片

片

石
剥

劇

分割礫素材石核からの一般的剥片剥離 礫

上Ⅳc Ⅲ類
12R― E5-175 剥片

劇片
両面体調整過程 両面体ブランク

上 ⅣA I類 核
片

石
剣

打面形成→縦長刺片剥離 礫

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片
剣片

横打刺離過程

上 Ⅲ Ⅳ類
器

器

彫

彫

上 Ⅲ Ⅲ類 剥片
劇1片

上ⅣC Ⅲ類
刺片
自1片

両面体調整過程

上 I 単 Ⅳ類
局部層製石斧
日部 塵製石雀

上 ⅣA Π類

尖頭器未成品
尖頭器未成品

剥片
蜘1片

両面体調整過程 礫

上ⅣA Ⅳ類
尖頭器
尖頭器

上ⅣC Ⅲ類
12W―Cl-1 稜付石刃

蜘1片

石刃剥離過程

上ⅣB Ⅲ類
片

片

剥

劇

上 Ⅱ Ⅱ類
12W―A2-282 刺片

剥片

並列横打刺離過程

上Ⅳc Ⅲ類
12L― F8-4 剥片

劇片
両面体調整過程

上 Ⅱ Ⅳ類
‐８０２

９９‐

核

核
石

石

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅲ Ⅲ類
器

刃

彫

石
石刃剰離過程→彫器リダクション

上 Ⅲ Ⅳ類
彫

彫

器

器

上 Ⅲ Ⅳ類
器

器

彫

彫
折損後再び樋状剥離

上 Π Ⅲ類
剰片
自1片

横打剰離過程
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上 Ⅱ Ⅱ類

剰片
石核

刺片
二次加工剥片

剥片

刺片
石核
蜘1片

並列横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅱ類

2V― F2-

Ю

犯

‐０５

‐０８

‐３‐

１２

‐３

６９

二次刀ロエ利片

剥片

剥片

刺片
石核

剥片

刺片
蜘1片

並列横打剰離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
12V― Gl-3 片

片
剥
剥

並列横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅲ類
二次加工剥片

蜘1片

並列横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剣

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

刺

剣

上 Ⅱ Π類

６８９９

６９‐３

７３０

器

器

片

削

削

剥

横打剥離過程→削器転用→再石核化 剥 片

上 Ⅲ Ⅳ類
器
器

彫

彫

上 Ⅱ Ⅱ類
‐５６

６８７３

12Q―F7-34 核
片

石
剣

横打剥離過程 剥 片

上 ⅣA Ⅲ類
片

片

刺

劃
粗割過程 礫

上 Ⅱ Ⅲ類
片
片

剥
刺

一般的剰片剰離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

刺

上 Ⅱ Ⅲ類

剥 片

削器

剥 片
蜘1片

大形板状剥片の分割→横打剰離/肖 1器製作

上 Ⅱ Ⅳ類
12Q―H8-92 核

核
石

石

上 ⅣA Ⅳ類
尖頭器禾属品

尖頭器未成品

上 Ⅱ Ⅳ類
剥片

剥片

上 Ⅲ Ⅳ類
器

器

彫

彫

_LI Ⅱ類

核

核

片

石

石
剥

一般的剥片剥離過程 礫

上 Ⅱ Ⅲ類
二次加工剥片

削器

横打剰離過程

上 ⅣA Ⅳ類
二次加工剥片
二次加工剥片

上 Ⅱ Ⅱ類

石核

剥片
石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片
蜘1片

並列横打剥離過程→石刃の連続剥離 剥片/刺片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

剥
横打刺離過程

上 Ⅱ Π類
片
器

刺
削

横打剥離過程 剥片

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

剥
横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
剥片

剥片

上 Ⅱ Ⅲ類

刺 片

剥 片

蜘1片

並列横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片
剥片

並列横打剰離過程

上 Ⅱ Ⅲ類

片
片

片

剰
剥

剥

横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅲ類

器
片

片

削
剥

剣

横打剥離過程→削器転用 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

剥
横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅱ類

器
片

片

削
剥

剣

並列横打剰離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
核

核
石

石

上 Ⅲ Ⅲ類
片

器

削

彫
彫器リダクション

上 Ⅱ Ⅳ類
７８２

‐４２４

角錐状 石器
色舘状石馨

上 Ⅱ Ⅱ類
片
核

剥

石
横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅱ類

石核

二次加工剥片

釦1片

並列横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

剥
大形板状剥片同士の接合

上 Ⅱ Ⅳ類
核

核

石

石

上ⅣA Ⅱ類
石核

爛1片

一般的剥片剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅱ Ⅲ類

器
核

器

削

石
削

並列横打→再石核化過程/削器転用

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

劃
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上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剣

上ⅣA Ⅲ類
核

片
石
劃

剥片素材石核からの一般的剥片剥離過程 剥片

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剣

上 Ⅱ Ⅳ類
12V― Fl-27

核
核

石

石

上 Ⅳ A Ⅲ類
片

片

剥

劇
両面体調整過程

上 ⅣC Ⅲ類

剥片

剥片

刺片

剥片

尖頭器
尖雨器

両面体調整過程→調整剥片から周緑調整尖頭器製作

上 Ⅱ Ⅱ類
核

刃

石

石
並列横打剥離過程→石刃の連続剥離 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
器

器
並列横打剥離→削器製作

上 Ⅲ Ⅲ類
刃

刃

石

石

石刃剥離過程

上 Ⅲ Ⅳ類
９２０

‐６７６

器

器

彫

彫

上 Ⅱ Ⅱ類
核

片
石
剣

一般的剥片剥離過程 剥 片/剥片素材 石核

上 Ⅱ Ⅱ類

石核

剥片

石核
蜘1片

並列横打剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅲ Ⅲ類

刃

刃

刃

石

石

石

石刃剥離過程

上 I Ⅲ類
剥片
剥片

並列横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片
蜘1片

並列横打剥離過程

上 Ⅱ Π類

核
片

片

石
剥

剣

並列横打剥離過程

上 ⅣA Ⅳ類
片

片

剥

剣

上 Ⅳ A Ⅳ類
剥 片

掏1片

上 Ⅱ Ⅱ類
核

片
石
劇

横打刺離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剥

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

劇

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剣 板状剥片(折損)+剥片(欠落板状剥片から剥離 )

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

剣

上 Ⅱ Ⅳ類
核

核
石

石

上 Ⅱ Ⅳ類
6351 12V― B6-17 片

片

剥

剥

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片
剥片

横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
剥片
剥片

上 ⅣD Ⅳ類
剥片

蜘1片

■ I Ⅳ類
片

片

剥

劇

上 Ⅲ Ⅲ類

肖り片

削片

彫器

肖1片

彫器リダクション

上 ⅣA Ⅲ類
片

片

剥

劇

一般的剥片剥離過程

上 Ⅱ Ⅱ類

石核

削器

刺片
蜘1片

並列横打剥離過程→削器転用 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
12W―Al-25 片

片

剥

剥
並列横打剥離過程

上 Ⅲ Ⅲ類
12Q― H3-142

刃

刃

石

石

石刃剥離過程

上 ⅣC Ⅳ類
尖頭器

尖顧器

上 ⅣB Ⅲ類

片

片

片

剥

剥

剣

両面体調整過程 両面体ブランク

上 ⅣB Ⅲ類
片

片

剥

剥
粗割過程

上 I Ⅱ類
石核

魚1片

一般的剥片剥離過程 礫

上 ⅣA Ⅱ類
核
片

石
剣

一般的剥片剥離過程

上 ⅣA Ⅲ類
片

片

剰
剥

一般的剥片剥離過程 礫

上 ⅣA Ⅱ類
核
片

石
剥

一般的剰片剰離/縦長剥片刺離過程 礫

上 ⅣA Ⅲ類
器

片

掻
劇

一般的剥片剥離過程→掻器製作 條

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片
剥片

並列横打剥離過程

上 Ⅲ Ⅳ類
器

器

彫

彫
彫器リダクション

上 Ⅱ Ⅳ類
ナイフ形石器

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥

劃

上 Ⅲ Ⅲ類
稜付石刃

石刃

石刃剥離過程

上 Ⅱ Π類
器
片

削
剥

並列横打→削器転用→横打 剥片/刺片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
剥片
剥片

並列横打剥離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
剥片
剥片
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上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剰

剣
横打剰離過程

上 Ⅱ Ⅱ類
核
片

石
剥

一般的剰片剥離過程 剥片/剥片素材石核

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剥
劇

上 Ⅱ Ⅲ類
12Q―G8-38
12Q―G8-76

片

片

剥

刺
横打剰離過程

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剰

刺

上ⅣA Ⅳ類
剥片

微細剥離刺片
折損剰片に二次加工

上 Ⅱ Ⅲ類

片

片

片

剰

剥

劇

横打刺離過程 剰片/剰片素材石核

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剰

刺
横打剥離過程 剰片/剰片素材 石核

上 Ⅱ Ⅲ類
片

片

剥

剥
横打剰離過程 剥片/剰片素材石核

上ⅣA Ⅳ類
尖頭器未成品
尖頭器夫成品

上 Ⅱ Ⅳ類
器

器

上 Ⅱ Ⅳ類
核

核
石

石

上 Ⅱ Ⅳ類
片

片

剰
剥

上ⅣA Ц類 12V― Hl-194
核
片

片

石
剥

劃

一般的剰片剥離過程 礫

■ I Ⅳ類
剥片

打製石斧

上 Ⅲ Ⅱ類
核

刃

石

石

上ⅣC Ⅲ類

12Q…G3-50

12Q―G3-77

片

片

片

片

片

両面体調整過程

上ⅣC Ⅲ類
‐６２３

４２３

片

片

剥

剥
両面体調整過程

上ⅣC Ⅲ類 12Q―G3-75
片

片

片

剰

剥

劇

両面体調整過程

上Ⅳ C Ⅲ類
12Q―G3-23 片

片

剰

剥
両面体調整過程

上ⅣC Ⅲ類
片

片

剥

剥
両面体調整過程

上 Ⅳ A Ⅳ類
尖頭器未成品
尖頭器未成品

上 I Ⅱ類
核
片

石
剣

上 Ⅲ Ⅲ類
器
片

彫
削

彫器リダクション

上ⅣA Ⅲ類
尖頭器未成品

掻器

一般的剰片剥離過程→尖頭器製作・掻器製作

上ⅣC 単 Ⅳ類
彫器

尖頭器

上ⅣA Ⅳ類
尖頭器
尖頭器

上 ⅣC Ⅳ類
12R― E4-230

尖頭器
Jさ覆百ヨ黒

上ⅣC Ⅲ類
12R― E4-144 片

片

剥

剥
両面体調整過程

上ⅣB Ⅲ類
片

片

剰

剥
粗割過程 礫

上ⅣB Ⅳ類
片

片

剥

劇
粗割過程 礫

上ⅣA Ⅳ類
尖頭器未成品

尖雨器夫 成品

上ⅣC Ⅲ類
片

片

剥

劇
両面体調整過程

上ⅣA Ⅳ類
片

片

剥

剥

上 Ⅱ Π類

剥片

剥片

剥片
石核

並列横打剥離過程

上 Ⅳ B Ⅲ類
尖頭器

徹細 劇1離劇1片

石核からの尖頭器素材剥離一石核の調整

上 Ⅳ C Ⅲ類
器

片

彫
削

彫器リダクション

上ⅣA Ⅲ類
剥片

蜘1片

上ⅣC Ⅲ類
器

片

彫

削
尖頭器→彫器への転用 尖頭器

上 Ⅳ C Ⅳ類
尖頭器未成品
尖雨器夫 虚品

上ⅣC Ⅲ類
削片
削片

彫器リダクション

上Ⅳc Ⅲ類
12Q―G2-149 器

片
彫
削

彫器リダクション

上ⅣC Ⅲ類
尖頭器未成品

蜘1片

両面体調整過程
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資料 4 上ノ原遺跡 (第 5次 )出土の縄文土器一覧

恥 時  期 文様 。文様要素
胎  土 繊 維

混入量
遺物番号 備  考

砂粒の種類

早期 。後半 条痕文 鵜ケ島台 la太沈線 やや多 qt≫ ho、  bt 多 95UH12QH7-32 口紡そ部

多 qt≫ ho、  bt、  lng 95UH12QH7-14
多 qt:≫ ho、  bt、  lng 95UH12QH8-68

やや多 ct≫ ho、  bt、  lng 95UH12QH7-53

多 qt≫ bt、  ho、 lng 95UH12QH7-9
やや多 ct≫ ho、 bt、 赤 95UH12RB4-92

有 白、qt、 ■、灰 95UH12RC3-括 口縁部

多 at;≫ ho、  bt、 mg 少 96UH12WAl-150
やや多 茶、白、灰、ho(砂 ) 多 95UH12RC2-8

有 白、ct、 灰 95UH12RC3… 10

有 qt、 自、赤、py 有 96UH12VH2-277
やや多 灰、白、qt、 赤 (砂 ) 96UH12VH3-7、 9

やや多 灰、自、qt、 赤 (砂 ) 96UH12VE5-18

有 qt、 赤、灰、白 (砂 ) 96UH12VH2-304

有 白、灰、qt、 赤 (砂 ) 96UH12VH2-99

有 灰、白、qt、 py(砂 ) 96UH12VH3¨ 42
ク  la条痕のみ 有 灰、白、チャート、qt(砂 ) 96UH12VH2-333、 546

やや多 灰、白、qt、 赤 (砂 ) 96UH12VH2-147
やや多 灰、自、qt、 ho(砂 ) 96UH12VH2-544

20 やや多 灰 、 白、qt、 mg(砂 ) 96UH12VH2-344、 427

やや多 灰、白、qt、 赤 (砂 ) 96UH12VH2-538
22 有 ガヌこ、 白、黒、qt(砂 ) 96UH12VH2-343、 350

23 有 白、灰、qt、 赤 (砂 ) 96UH12VH2-237
24 有 灰、赤、qt、 白 (砂 ) 96UH12VH2-138

25 ク  lb細沈線 やや多 qt:>ho、  bt、  lng 多

95UH12VB2-11,
96UH12VG3-69
96UH12VG3-76、 86,

96UH12VG4-20

m25～ 35は 同一個体 ?

口縁部

26 やや多 qt≫ 白、赤、ho、 bt
96UH12VG3-55、 98,

96UH12VG4-82

27 やや多 qt>bt、 白 96UH12VG3-62、 73

28 有 ct〕>ho、  bt、 白 96UH12VG3-66
29 やや多 qt≫ ho、  lng、 bt 96UH12VG4-13、 18

30 やや多 ct≫ bt、 赤、ho 96UH12VG4-32、 44

やや多 qt≫ bt、 ho、 赤 95UH12VE3-3

32 やや多 clt≫ bt、  ho、 赤 96UH12VG4-24、 88

33 やや多 qt≫ bt、 ho、 赤 96UH12VG3-54

34 やや多 ct≫ bt、 ho、 赤 96UH12VG4-55

35 有 qt、 bt、 ho、 白、赤 96UH12VG3-44

36 ク  lb条痕のみ やや多 ct>ho、 bt、 白 96UH12VG4-34

37 多 qt≫ bt、 ho、 赤 96UH12VG4-62

38 多 qt≫ bt、 ho、 赤 96UH12VG3-96

39 やや多 qt≫ bt、 ho、 赤、mg 96UH12VG3-140、 144

40 多 clt≫ bt、  ho、 mg 96UH12VG3-56、 97

やや多 qt≫ ho、 bt、 赤 96UH12VG3-99、 146

42 有 qt>ho、 bt、 赤 96UH12VG3-46、 51、 59、 89

43 やや多 qt≫ 白、ho、 赤、bt
96UH12VG3-78,
96UH12VG4-22

44 有 qt>mg、 白、赤 96UH12VG3-53

45 やや多 ot>bt、 ho、 赤、白 96UH12VG3-142

有 clt、  ho、  bt、  赤 96UH12VG3-145
47 有 qt>bt、 ho、 赤 96UH12VG3-70

48 やや多 qt≫ bt、 赤、白

96UH12VF2-116、 141、 143、

144

96UH12VF2-145、 161

底部

鵜ヶ島台 1群田隆起線文 多 qt≫ bt、 自、赤 有 96UH12WAl-133、 282
口縁部
ヽ49～ 51は 同一個体

多 ct≫ bt、 自、赤 96UH12WAl-287
多 qt≫ bt、 自、赤 96UH12WAl-130

多 qt≫ bt、 mg、 白

96UH12WAl-132、 140

96UH12WAl-68、 131、 134、

289

多 qt≫ bt、 mg、 赤

96UH12WAl-291、 292、 293

96UH12WA2-93、 236、 237、

238、 239、 243

多 qt≫ bt、 ho、 赤、白

96UH12WAl-284
96UH12WA2-102、 108、 113、

118、 250

55 多 qt≫ bt、 ho、 白、赤 有

96UH12WAl-139、 277、 281

96U12WA2-98、 121、 249、

253、 254、 259

56 多 qt≫ bt、 hot mg、 赤

96UH12WAl-144、 145、 148、

294

96UH12WA2-100、 251、 372
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恥 時  期 文様 。文様要素
胎  土 繊 維

混入量
遺物番号 備  考

砂粒の種類

57 早期 。後半 条痕文 鵜ヶ島台 lc細隆起線文 多 qt≫ bt、 mg、 赤 96UH12WAl-138、 283

58 やや多 ct≫ mg、 bt、 赤 96UH12WA2-126
やや多 qt≫ bt、 mg、 自 96UH12WA2-114

60 多 ct≫ bt、 mg、 赤 96UH12WAl-290
やや多 qt>bt、 mg、 赤 96UH12WAl-149

62 やや多 ct≫ bt、 ho、 mg、 赤 96UH12WA2-88

鵜ヶ島台 ld垂下隆帯 多 qt≫ bt、 ho、 mg、 赤 95UH12VD3-47 口縁部

64 多 qt≫ bt、 ho、 mg、 赤
95UH12VE3-9,
96UH12VE3-13、 63、 64

同一個体

65 沈線文 2a格子目文。円形刺突文 やや多 qt>bt、 mt、 赤 95UH12VC4-9

66 多 ct≫ bt、 ho、 mt、 赤 96UH12VG3-28

67 2b格子目文 やや多 qt、 白、ho、 赤 (砂 ) 96UH12VF3-10、 72 口縁部

多 灰、黒、ho、 赤、qt(砂 ) 95UH12V一括 (2)
口縁部
ヽ68、 69は 同一個体 ?

やや多 赤、自、qt(砂 ) 96UH12VE3-61

多 qt>bt、 ho、 mg 95UH12VC4-8

やや多 灰、白、■ (砂 )

95UH12V一括(3),
96UH12VC7-2

有 白、灰、黒 (砂 ) 95UH12V一括 (2)

73 やや多 灰、自、黒 (砂 )

96UH12VD7,
96UH12VD7-1

74 やや多 白、赤、灰 (砂 ) 少 95UH12V一括

75 早期末 絡条体圧痕文 3絡条体圧痕文 やや多 白、qt、 赤、ho(砂 ) 多 96UH14AE2-33 口縁部

76 やや多 白、ct、 赤、ho(砂 ) 96UH14AE2-25

77 有 qt、 白、赤 (砂 ) 96UH14AE2-29

78 やや多 ct、 白、赤 (砂 ) 96UH14AF2-10

79 やや多 qt、 白、赤、ho(砂 ) 96UH14AE2-26

有 ct、 白、赤 (砂 ) 有 96UH14AE2-16 口縁部

やや多 白、赤、qt(砂 ) 96UH12VF6… 6

82 縄文 4内面条痕文 やや多 at>赤 、ho、 白 多 96UH12VE4-94

83 有 白、灰、qt(砂 ) 有 96UH12VF2-47

84 やや多 白、赤、ct(砂 ) 96UH12VF2-83

85 やや多 白、赤、mg、 qt(砂 ) 96UH12VG2-4

86 有 白、赤、ho、 ct(砂 ) 96UH12VF2-78

87 やや多 白、赤、灰 (砂 ) 96UH12VF2-44、 48

有 白、ct、 赤 (砂 ) 96UH12VF2¨ 45

89 有 白、灰、qt、 mg(砂 ) 96UH12VF2-125、 126

有 白、灰、ct、 mg(砂 ) 96UH12VF2-129

やや多 qtN白、灰、ho、 mg砂 ) 多 96UH12VF2¨ 42

有 白、ho、 灰 (砂 ) 有 96UH12VF2-130

93 有 qt、 ho、 自 (砂 ) 96UH12VF3-50

94
前期 。前半

(黒浜併行)

羽状縄文 la爪形文・平行沈線文 有 ｑｔ
砂

白

ｂｔ

チャー ト、ho、
97UH14AC8… 5 口縁部

95 やや多 白、ct、 ho、 赤、mg 97UH14AC8-11

96 少 白、 ho (砂 ) 97UH14AC8-13

97
前期 。前半
(有尾併行)

平行沈線文 lb列 点状刺突文 多 ho、 qt、 白、赤 少 96UH14AEl-5、 6、 9

98 多 ho、 qt、 白、赤 96UH14AEl-31

99 多 ho、 ct、 白、赤 96UH14AEl-11

100 多 ho、 qt、 白、赤 96UH14AEl-4、 7

101 多 ho、 ct、 白、赤 96UH14AEl-8

102
前期 。後半

(諸磯 a式併行)

平行沈線文
肋骨文

有 は、自、ho、 赤 96UH14AA5-10、 11、 12
口縁部
No102～ 106は同一個体 ?

103 有 灰、白、qt、 赤 96UH14AB5-1

104 有 白、灰、qt、 赤 96UH14AF2-101

105 やや多 白、灰、qt、 赤、mg 96UH14AB5-2

106 有 白、qt、 赤、ho

96UH13EH4-4,
96UH14AA5-3
96UH14AB5-6,
96UH14AF2-99

107
前期 。後半

(諸磯b式併行)

爪形文
木の葉文

有 qt、 mg、 赤、py、 白 96UH14AB4-1 口縁部

108
前期・後半

信翻美a・ b式併行)

縄文 有 qt、 白、ho、 チャート(砂 ) 96UH14AA5… 6、 7、 8

109
前期・後半

僻靭折b式併行)

縄文 やや多 灰、白、qt、 py(砂 ) 96UH14AA5-4、 5

有 灰、自、Py、 qt、 bt(砂 ) 96UH14AB3-4、 5 底部

有 白、灰、赤、mg(砂 ) 96UH14AB3-2

前期・後半

(諸磯c式併行)

結節浮線文 有 qt、 ho、 mg、 赤 95UH12VA6-5

有 白、チャート、qt(砂 ) 95UH12VB6-1

(注)砂粒の記号

gt石英、ho角 閃石、py輝石類、bt黒雲母、mg鉄鉱物、■長石類、自 白色岩片、赤 赤色岩片、灰 灰色岩片、茶 茶色岩片、黒 黒色岩片、チヤー

トチャート、砂 水磨された砂の粒子を含む。
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9664台形 14AB6-21

BL3 Ⅳ中 OB33 9642台 形 14AB5-18

BL3 Ⅳ上 AN13
9795台形 14AD7-2
BL4 Ⅲ OB単

9797台形 14AD7-4
BL4 Ⅲ OB単

2288台形 12RA5-340

BL外 Ⅳ上 AN2
6086台形 12UH5-15

BI外 Ⅳ下 ANl
6407台 形 12VC2-41

BLクトⅣ可ごAN3

6846台形 12VE6-括
BL― ―SH82

7013台形 12VF3-140

BL外 Ⅳ下 CL単

7015台形 12VF3-134

BLクトVa SH82
鑢 9790台形 14AD卜6

BL― Ⅱ OB単

石器図版 1 上ノ原 I石器群 (1)(7:10)

1679台形 12RA3-201

BL外 Ⅳ下 SH単

6763台形 12VE3-18

BL外 Ⅳ下 CL7
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6462ナ イフ 12VC5-48
BLl Ⅳ中 CH単

λ

6608ナイフ12VD4-82
BLl Va CH16

a
6451ナ イフ12VC5-15

BLl Ⅲ TU単

6465ナ イフ12VC5-39
BLl Va OB33

ら 6456ナ イフ 12VC5-27
BLl Ⅲ TU単

6580ナ イフ12VD4-27
BLl Ⅲ OB42

8100ナ イフ 12V一括

BL― ― TU単

6356ナ イフ 12VB6-24
BL外 Ⅳ上 OB42

6823局磨 12VE6-27
BLtt I SERP単

9256局磨 13EG7-7
BL外 Ⅲ SERP単

接合110
9791+9792 TU単
9791 局磨 14AD6-3
BL― Ⅲ
9792 局磨 14AD6-4
BL― Ⅲ

石器図版 2 上ノ原 I石器群 (2)(7:10)
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ら

6594石刃 12VD4-21

BLl Ⅳ上 OB33

6337周多12VB5-60
BL2 Va CH3

一

凸
曰
同
国
Ｖ

擢:ィ針2407005+7007
7005求1 12VF3-109

BL外 Ⅳ中 SERP
7007打斧 12VF3-119

BL外 Ⅳ中

6605景1 12VD4-87
BLl Ⅳ上 CH単

6633石刃 12VD5-51

BLl Va OB単

ハ

6267両極剥片 12VA6-28

BLクトVa OB単
6408ま1 12VC2-45

BLtt Va AN単

∩
―‐

日

、

6819景1 12VE5-56

BLクトVa AN5

9689二 次 14AC6-16

BL外 Ⅳ上 OB23
6261石刃 12VA6-26

BL外 Ⅳ下CH単

石器図版 3 上ノ原 I石器群

-323-

(3)(7:10)



6793景J12VE4-123
BLクトVa ANl

6326石核 12VB5-25
BL2 Ⅳ上 CH15

接合7

6358石核 12VB6-25
BLクトVa CH20

接合211

6708石核 12VEl-38
BI外 Ⅳ下TU単

6950石核 12VF2-168
BLtt Va SH単

石器図版 4 上ノ原 I石器群 (4)(7:10)
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6326(6) 6277(5)

擢:1針76326+6277+6325
+6327+6080+6461   CH15
6326石核 12VB5-25 BL2 Ⅳ上

6277景1 12VA7-29 BLタ トⅢ

6325剥 12VB5-16 BL外 Ⅳ上

6327剥 12VB5-26 BL2 Ⅳ上

6080景J12UH5-31 BL列「 Ⅲ

6461剥 12VC5-10 BLl Ⅳ上

6325(4) 6327(3)

擢讐1針2487029+7036
7029石核 12VF4-27 BL外 Ⅳ上 SH64

7036景1 12VF4-36 BLal・ Va sH

石器図版 5 上ノ原 I石器群 (5)
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九
ガ

5577ナ イフ12RE5-17
BLl Ⅲ AN2

5701ナ イフ12RE5-179
BLl Ⅲ AN2

一

劇

訥

闘

刷

剛

淵

リ

5606ナイフ12RE5-60
BLl Ⅲ AN2

5720ナイフ12RE5-147
BLl Ⅳ上 ANl

5685ナイフ12RE5-151

BLl Ⅲ AN2

4772ナ イフ12RD5-68
BL2 Ⅲ ANl

4257ナ イフ12RC5-247
BL4 Ⅳ上 AN2

4109ナ イフ12RC5-99
BL3 Ⅲ AN2

4237ナ イフ 12RC5-153

BL3 Ⅳ上 AN2

4013ナ イフ12RC4-135

BL5 Ⅳ上 AN2

石器図版 6 上ノ原Ⅱ石器群 (1)

2827ナ イフ12RB3-72
BL6 Ⅲ AN3
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1564ナイフ12RA3-89
BL7 Ⅳ上 AN2

1713ナイフ12RA4-76

BL8 Ⅱ AN5

1492ナ イフ 12RA3-5

BL7 Ⅳ上 ANl

1556ナイフ 12RA3-44

BL7 Ⅳ上 AN3
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一

1669ナイフ12RA3-200
BL7 Ⅳ上 1

1670ナイフ12RA3-202

BL7 Ⅳ上 AN2

1771ナイフ12RA4-105

BL7 Ⅲ ANl
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鵬
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Ⅷ
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刑
ソ
リ

一

擢[(野 218ナ イフ
1098+2088
1098 12QH5-54 BL8 Ⅲ AN2
2088 12RA5-184 BL12 Ⅱ

(7:10)上ノ原Ⅱ石器群 (2)
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1785ナイフ12RA4-125

BL8 Ⅲ AN2

3ナイフ12RA4-155
Ⅲ AN2

1837ナイフ12RA4-196

BL8 Ⅲ AN2

12RA4-139

1942ナイフ12RA4-321
BL8 Ⅳ上AN2

1738ナイフ12RA4-56

BL8 Ⅲ AN5

1922ナイフ 12RA4-300
BL8 Ⅳ上 AN2
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」８1803ナイフ12RA4-144

BL8 Ⅲ ANl

1814ナイフ12RA4-156

BL8 Ⅲ ANl

947ナイフ12RA4-327
L8Ⅳ上 AN3
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2035ナ イフ 12RA5-24
BL8 Ⅲ ANl1977ナイフ 12RA4-361

BL8 Ⅳ上 AN3
Ａ４． ３‐２

‐ナィフ‐蜘　　　　　　麻ⅢＭ酬Ⅲ躙却「川脳嘲ⅧＶＷ旧、

ー

９３３

」８ Ⅳ

ナイフ1

0

レ

2036ナ イフ12RA5-26

BL8 Ⅲ ANl

2188 2RA5-231 BL8 Ⅲ ANl

^

ヘ

2115ナ イフ12RA5-137
BL8 Ⅲ AN2 配品罵

フ2RA卜×4

2250ナ イフ 12RA5-214
BL8 Ⅳ上 ANl

2207ナ イフ12RA5-254
BL8 Ⅲ AN2

ら

2318ナ イフ12RA5-375
BL8 Ⅳ上 AN2

2251 ナイフ 12RA5-215
BL8 Ⅳ上 ANl

(7:10)上ノ原 I石器群 (4)

-329-
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3268ナ イフ12RB5-145
BL8 Ⅲ AN2

2304ナ イフ 12RA5-359

BL8 Ⅳ上 AN2

2289ナ イフ12RA5-341

BL8 Ⅳ上AN2

2965ナ イフ12RB4-118

BL8 Ⅲ ANl

3390ナ
BL8 Ⅳ上

3200ナイフ12RB5-41

BL8 Ⅲ ANl

ヽ

ゝ

　

へヽ
ヽ
、
‐

郎
２フ

Ｎ３

イ

Ａ

2348ナ イフ12RA5-416

BL8 Ⅳ上 ANl 3293ナ イフ12RB5-172

B110 Ⅲ AN3

3255ナ イフ12RB5-124

BL10 Ⅲ AN3

石器図版10 上ノ原Ⅱ石器群 (5)(7:10)
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3355ナイフ12RB5-312
BL10 Ⅲ AN3
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ヽ

12QH5-64
BL12 Ⅲ ANl

l109ナイフ
12QH5-90
BL12 Ⅲ ANl

2168ナ イフ

12RA5-195
BL12 Ⅲ AN15

ア

2545ナ イフ12RA6-206
BL12 Ⅲ AN2

3531,ナイフ12RB6-13

BLll Ⅲ ANl
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12RA6-200
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BL13 Ⅲ TU33

(7:10)

4370ナイフ12RC6-40

BL13 Ⅲ TU20

石器図版11 上ノ原Ⅱ石器群 (6)
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１２2687ナ イフ

8973ナイフ12WBl-41

BL15 Ⅳ上 AN5

8438ナ イフ 12WAl-482
BL17 Ⅳ中 AN3

691ナイフ12QG8-6
BL18 Ⅲ AN10

石器図版12 上ノ原Ⅲ石器群 (7)

8934ナ イフ12WBl-46
BL15 Ⅲ TUl

9007ナ イフ12WBl-116 BL15 Ⅲ ANl

743ナイフ 12QG8-80

BL18 Ⅳ上 AN2

へ
▲
餞

〔

´

8923ナ イフ12WBl-12
BL15 Ⅲ AN5
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1273ナイフ12QH8-79

BL18 Ⅲ TU9

1395ナ イフ12QH8-329
BL18 Ⅲ AN3

1292ナイフ12QH8-108

BL18 Ⅲ AN3

．
　

・２２‐

ハ

7400ナイフ12VHl-93

BL18 Ⅱ AN37108ナ イフ 12VGl-130

BL18 Ⅳ上 AN2

石器図版13 上ノ原Ⅱ石器群 (8)(7:10)

1193ナイフ12QH7-21
BL18 Ⅱ AN3

1441ナイフ12QH8-213

BL18 Ⅳ上 AN5

7111ナ イフ12VGl-133

BL18 Ⅳ上 AN3
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7279ナ イフ 12VG3-157

BL22 Ⅳ上 AN5

948ナイフ 12QH4-17

BL外 Ⅲ AN17

16ナイフ12QD8-10
BLクトⅢ AN9

1170ナイフ 12QH6-33

BL列―一ANl

1775ナイフ 12RA4-109
BLクトⅢ ANl

2599ナ イフ 12RA6-197
BL外 Ⅳ上 ANl

9け
～

12RA3 138
BL外 Ⅲ AN16

1221ナイフ 12QH7-85

BL― Ⅲ TU単

3671ナ イフ12RB7-50

BLクトⅡ AN3
3768、カイフ 12RB7-171

BL`外 Ⅲ AN5

上ノ原Ⅱ石器群 (9)
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石器図版14 (7:10)

3919ナイフ12RC4-16 BLタトⅡ AN2



4048ナ イフ
12RC5-25
BLクトⅢ AN3

4118ナ イフ12RC5-123

BLクトⅢ l

4051ナ イフ12RC5-28
BLクトⅢ AN5

5563ナ イフ12RE5-2

BLクトⅢ ANl

5788ナ イフ12RE6-22

BLクトⅢ ANl 5906ナ イフ12RF5-9

BLクトⅢ AN2

5904ナ イフ12RF5-6

BLクトⅢ AN2

4945ナ イフ12RD5-303
BLタトⅢ AN2

5953ナ イフ12UG5-5
BLクトⅢ AN5

9217ナ イフ 12WC2-4
BL外 Ⅳ上 AN3~ 9173ナ イフ12WCl-46

⊂ コ 翼 亀ち焦孔"WЫ
2∞

    BL外 Ⅱ AN2

石器図版15 上ノ原 I石器群 (10)
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6152ナ イフ12UH7-65

BLクトVb ANl

6263ナ イフ12VA6-20
BLクトVa AN3

6260ナ イフ 12VA6-23
BL外 Ⅳ下 ANl

2ナイフ 12VC3-12
Ⅳ中 AN3

6413ナ イフ 12VC3-14
BL外 Ⅳ中 AN3

6568ナ イフ 12VD3-62
BL外 Ⅳ上 AN2
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6543ナ イフ12VDl-43
BLタトVa AN2

6695ナ イフ 12VEl-1
BL― Ⅳ上 AN5

上ノ原Ⅱ石器群 (11)
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6436ナ イフ 12VC4-45

BL外 Ⅳ中 AN3

6542ナ イフ 12VDl-39

BL`外 Va ANl

石器図版16 (7:10)



1248尖 12QH8-73
BL18 Ⅱ AN2

ハ

1592角 錐 12RA3-140

BLクトⅢ AN3

770角 錐 12QG8-130
BL― Ⅳ上 AN3

1301尖 12QH8-131
BL18 Ⅲ AN3

接合160
782+1424角錐

782 12QG8-164 BL18 Ⅳ上AN3
1424 12QH8-155 BL18 Ⅳ上

1764掻 12RA4-93
BL8 Ⅲ AN2

掻 12RC5-49
AN2

4060掻 12RC5-42

BL3 Ⅲ AN2

石器図版17 上ノ原Ⅱ石器群 (12)
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5636肖J12RE5-77
BLl Ⅳ上 AN2

5679肖 J12RE5-142
BLl Ⅲ AN3

5936肖J12RF6-1
BLl Ⅲ AN3

5687肖J12RE5-155
BLl Ⅲ AN2

5009肖 J12RD5-337
BL2 Ⅳ上 AN2

上ノ原Ⅱ石器群 (13)
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5639肖」12RE5-85
BLl Ⅳ上 AN2

5686肖J12RE5-152
BLl Ⅲ AN2

5726肖J12RE5-173
BLl Ⅳ上 AN3

石器図版18 (7:10)



4476肖J12RC6-109
BL4 Ⅳ上 AN2

4315肖J12RC5-314
BL3 Ⅳ上 AN2

1515肖 J12RA3-34
BL7 Ⅲ TU単

0肖J12RC4-8
Ⅱ ANl

石器図版19 上ノ原 I石器群 (14)(7:10)
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1988肖 J12RA4-374
BL8 Ⅳ上 ANl

2524肖J12RA6-135
BL12 Ⅲ AN2
接合177

1810肖 J12RA4-153
BL8 Ⅲ AN2
接合177

3166肖 J12RB5-7
BL10 Ⅱ AN2

石器図版20 上ノ原 I石器群 (15)(7:10)
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3841肖J12RB8-52
BL15 Ⅲ AN3

9172削 12WCl-41

BL15 Ⅱ AN3

石器図版21 上ノ原Ⅱ石器群 (
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BL15 Ⅳ上 AN3
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8909削 12WBl-49
BL15 Ⅱ AN3

1400肖 J12QH8-334
BL18 Ⅲ ANl

8379削 12WAl-227
BL17 Ⅳ上 AN3

705肖J12QG8-10
BL18 Ⅲ AN3

1234肖 J12QH8-5
BL18 Ⅱ AN5

1388肖 J12QH8-321
BL18 Ⅲ AN3

石器図版22 上ノ原Ⅱ石器群
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1302肖 J12QH8-131
BL18 Ⅲ AN3 1202肖」12QH7-38

BL18 Ⅲ ANll
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BL20 Ⅱ CL単
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魚
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1472肖 J12QH8-304
BL18 Ⅳ上 AN3

擢:1等2248057+8073削
8057 12VH3-40 BL22 Ⅲ AN3
8073 12VH3-66 BLク トⅢ

7326肖 J12VG4-89
BL`外 Ⅲ AN5

5254肖 J12RD8-2
BL外 Ⅲ TU単

石器図版23 上ノ原 I石器群 (18)(7:10)
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666肖 1 12QG7-31

BLクトⅡ AN5

9193削 12WCl-48
BLクトⅢ AN3

6431肖 J12VC4-48
BL外 Ⅳ上 AN3

9218削 12WC2-8
BL外 Ⅳ上 AN3

擢:1針 1196503+6671肖 J

6503 12VC8-2 BLク トⅡ AN5
6671 12VD7-3 BLク トⅡ

733肖J12QG8-74
BLタトⅢ AN3

石器図版24 上ノ原Ⅱ石器群 (19)(7:10)
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4480二 次 12RC6-121
BL4 Ⅳ上 AN2

2137二次 12RA卜 160

BL8 Ⅲ ANl

3231景1 12RB5-95 BL9 Ⅲ ANl

3226二次 12RB5-83
BL10 Ⅲ AN3

7094肖1 12VGl-107

BLクトⅢ AN5

7324肖J12VG4-61
BLクトⅢ TU23

2247求J12RA5-114
BL8 Ⅳ上 ANl

石器図版25 上ノ原Ⅱ石器群 (20)
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700二次 12QG8-45
BL18 Ⅱ ANl

2お 網 神 13 BL8 1V■ ANl

2249微細 12RA5-212
BL8 Ⅳ上 ANl

擢:1針723585+4434景 J

3585 12RB6-90 BL13 Ⅲ AN3
4434 12RC6-113 BLク トⅢ

4606石刃 12RC7-49
BL外 Ⅳ上 AN10

ヽ 1242景 J12QH8-20
BL18 Ⅱ AN3

74二次 12QE7-74
-一一TU19

石器図版26 上ノ原Ⅱ石器群
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5924二次 12RF5-14 BL外 Ⅳ上 ANl

Ｈ

‐２Ｑ
Ｎ５

測
ⅢＡ

０８
酬

6367景J12VB7-13
BL― Va AN2

|

パ
Ｍ
Ｏ

4643二次 12RC8-4
BL外 Ⅲ AN5

駅亀鷲″
U“・ 4
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1794石核 12RA4-135
BL8 Ⅲ ANl

4402石核 12RC6-76

BL4 Ⅲ AN2

2990石核 12RB4-145
BL8 Ⅲ AN3

1739石核 12RA4-57
BL8 Ⅲ AN3

上ノ原Ⅱ石器群 (24)
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3624石核 12RB6-145

BL13 Ⅲ AN5

4468石核 12RC6-200
BL13 Ⅲ TU33
接合260

石器図版30 上ノ原Ⅱ石器群 (25)(7:10)
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擢:1針1648244+8368
8244 12WAl-184 BL15 Ⅲ TUl
8368 12WAl-181 BL15 Ⅳ上 石核 接合・158707+739石 核

707 12QG8-15 BL18 Ⅲ AN5
739 12QG8-94 BL18 Ⅲ

7497石核 12VHl-182
BL20 Ⅲ SH単

7221石核 12VG3-6 BL22 Ⅱ AN2

石器図版31 上ノ原Ⅱ石器群 (26)(7:10)
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6906石核 12VF2-27
BL24 Ⅲ AN2

/
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＼

163石核 12QF7-42
BLクトⅢ TU20

682石核 12QG7-44
BL― Ⅲ TUl

石器図版32 上ノ原Ⅱ石器群
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671石核 12QG7-19
BLクトⅢ TU9

5706石核 12RE5-205

BLクトⅢ AN3

6709石核 12VE2-5
BLクトⅡ AN3

石器図版33 上ノ原Ⅱ石器群 (28)(7:10)
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7276石核 12vG3-134
BL外 Ⅳ上 ANl

7307石核 12VG4-3

BLクトⅢ AN3

7315石核 12VG4-76
BLクトⅡ AN5

1// 1疑

7323石核 12VG4-60

BLクトⅢ ANl
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擢:1針41195+1 315 TU30
1195景 1 12QH7-30 BL18 Ⅱ

1315石核 12QH8-166 BL18 Ⅲ

擢:1針37 AN5
1386+1300+1296+4197
1386石核 12QH8-318 BL18 Ⅲ
1300景 1 12QH8-129 BL18 Ⅲ

1296景 J12QH8-114 BL18 Ⅲ

4197景 1 12RC5-246 BL4 Ⅲ

石器図版35 上ノ原 I石器群 (30)
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擢:1針527468+9037 AN2
7468肖 J12VHl-115 BL19 Ⅲ

9037余」12WBl-207 BL17 Ⅲ

擢:1等593247+3266+3551
3247景 1 12RB5-109 BL10 Ⅲ AN3
3266景 J12RB5-141 BLll Ⅲ

3551景 1 12RB6-35 BLll Ⅲ

擢:1合481238+1261+1286 AN5
1238石核 12QH8-6 BL18 Ⅲ
1261求 1 12QH8-40 BL18 Ⅲ

1286求 1 12QH8-96 BL18 Ⅲ

石器図版37 上ノ原Ⅱ石器群 (32)(7:10)
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擢:合645576+5631+5699+5725
5576石核 12RE5-16 BLl Ⅲ AN2
5631剥 12RE5-16 BLl Ⅳ上

5699景J12RE5-170 BLl Ⅲ

5725石核 12RE5-171 BLl Ⅳ上

擢:ィ針664505+4502+4360+4363
+4543+4546 AN10
4505石核 12RC6-209 BL13 Ⅳ上
4502二次 12RC6-206 BL13 Ⅳ上

4360景1 12RC6-29 BL13 Ⅲ

4363景J12RC6-32 BL13 Ⅲ

4543景1 12RC7-7 BL13 Ⅲ

4546求J12RC7-13 BL13 Ⅲ

擢:1針882345+2552 AN2
2345求 J12RA5-412 BL8 Ⅳ上

2552求J12RA6-217 BL12 Ⅲ

石器図版38 上ノ原Ⅱ石器群 (33)(7:10)
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2290景J12RA5-342 BL8 Ⅳ上

1882景 1 12RA4-191

BL8 Ⅳ上

1923剥 12RA4-301 BL8 Ⅳ上 1661景 J12RA3-190
BL7 Ⅳ上

擢モ1舎85 AN2
1661+1882+1923
+2290

石器図版39 上ノ原Ⅱ石器群 (34)(7:10)
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擢:1合1246911+7018+6891+6912
+6914+6939+6936+2261 ANl

6911石核 12VF2-68 BL24 Ⅲ
7018石核 12VF4-l BL外 Ⅲ

二次 6914 12VF2-71B124Ⅲ

景J6891 12VF2-32,6912 12VF2-69

6939 12VF2-120,6936 12VF2-162

2261 12RA5-261

擢:1針 1 76 AN18
8264+2635

8264石核 12WAl-208 BL17 Ⅲ

2635石刃 12RA7-19 BL― Ⅲ
擢モ合1277255+6932 AN2
7255二次 12VG3-112 BL外 Ⅲ

6932求J12VF2-153 BL24 Ⅲ

石器図版40 上ノ原 I石器群 (35)
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擢:ィ針1443197+3384 AN2
3197肖 J12RB5-30 BL9 Ⅲ

3384二次 12RB5-354B110Ⅲ

7269石核 12VG3-131B125Ⅲ   7274剥 12VG3-108 BL25 Ⅳ上

6926景J12VF2-113 BL24 Ⅲ    6925景 1 12VF2-112 BL24 Ⅲ

7231景1 12VG3-22 BL25 Ⅱ      6942景 J12VF2-169 BL夕 ヽⅣ上

7249景J12VG3-105 BL25 Ⅲ    7240二次 12VG3-26 BL25 Ⅲ

擢:1針 125 AN3
7269+6925+6926+
6942+7231+7240
+7249+7274

石器図版41 上ノ原Ⅱ石器群 (36)(7:10)
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1943石核 12RA4-323
BL8 Ⅳ上 AN3

接合162
1943+1712+1834 :灘驚

RA何∽ ― 揉f厖
次

石器図版43 上ノ原Ⅱ石器群 (38)(7:10)
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擢:1針 1553312+2398+3352 AN2
3312肖 J12RB5-203 BL9 Ⅲ

2398景1 12RA5-498 BL9 Ⅳ上

3352景1 12RB5-309 BL10 Ⅲ

接合 167
2298+2316
+2416 AN2

2298削 12RA5-351 BL8 Ⅳ上

2316石核 12RA5-373 BL8 Ⅳ上

2416削 12RA5-533 BL8 Ⅳ上

石器図版44 上ノ原Ⅱ石器群 (39)(7:10)
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BL― Ⅲ
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擢:1舎203 TU14
1473+4636+5702+5766

1473石核 12QH8-305 BL18 Ⅳ上

4636景J12RC7-109 BL13 Ⅳ上

5702求J12RE5-184 BLl Ⅲ

5766剥 12RE5-251 BLl Ⅳ上

擢:1針2213593+3564 AN2
3593削 12RB6-52 BLll Ⅳ上

3564求 1 12RB6-62 BLll Ⅲ

擢モ1合233 AN3
3569+3661
3569求 J12RB6-71 BL13 Ⅲ

3661ま 1 12RB7-8 BL13 Ⅲ

石器図版46 上ノ原 I石器群 (41)(7:10)
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擢:1合234 AN3
3192+3458
3192景 J12RB5-48
BL8 Ⅱ
3458景 1 12RB5-424

BL10 Ⅳ上

接 合 260 TU33
4468+4498+4604+4627
4468石核 12RC6-200 BL13 Ⅲ

4498景J12RC6-202 BL13 Ⅳ上

4604景J12RC7-99 BLク トⅢ

4627景1 12RC7-108 BL13 Ⅲ

石器図版47 上ノ原 I石器群 (42)(7:10)
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